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地質調査総合センターは，明治 15年（1882年）にその前身の地質調査所が創設されて以来，国土の地球科学的実態を
解明するための調査研究を行ない，様々な縮尺の地質図を作成・出版してきた．そのなかで 5万分の 1地質図幅は，自ら
の地質調査に基づく最も詳細な地質図の 1つであり，基本的な地質情報が網羅されている．
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地域の地質図幅の作成は，昭和 61（1986）年度から平成元（1989）年度に実施した鎌田及び久保よる本調査と
平成 15（2003）年度から平成 18（2006）年度に実施した鎌田の追加調査，ならびに平成 29（2017）年度から令和元（2019）
年度に実施した中江及び工藤による補備調査の結果に基づいている．現地における地形・地質調査と地質図の作成に当たっ
ては，主に以下の通り分担した．地形：空中写真判読とこれに基づく現地調査を工藤が実施し地形を区分．ジュラ系地層
群（北部北上帯付加複合体）：鎌田による陸中関地域全域の調査結果を基に，中江が補備調査を実施した後に地質図を作
成．下部白亜系深成岩類（北上花崗岩類）ならびに中新統火山岩類（貫入岩類）：久保が地質調査を実施し地質図を作成．
上部白亜系陸成 –浅海成層（久慈層群）：鎌田が地質調査を実施し地質図を作成．第四系堆積物：工藤が補備調査を実施
し地質図を作成．また報告書の作成については，地形は中江・工藤，ジュラ系地層群は中江・鎌田，下部白亜系深成岩類
ならびに中新統火山岩類は久保，上部白亜系陸成 –浅海成層は鎌田，第四系堆積物は工藤，資源地質は中江・鎌田・工藤
が，それぞれを担当した．なお全体の取りまとめと編集は中江が担当した．
本調査研究の報告を作成するにあたり，東北大学大学院理学研究科の鈴木紀毅准教授には本地域内における地質につい
てご教授いただいた．また，本研究に用いた岩石薄片は，地質情報基盤センター地質標本館室の作製によるものである．
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1. 1　位置・交通

陸中関地域は岩手県北東部の内陸域に位置し，区画西
限の南端・北端はそれぞれ北緯 40°0′10.0″/東経 141°29′ 
47.2″と北緯 40°10′10.0″/東経 141°29′47.2″に，東限の南
端・北端はそれぞれ北緯 40°0′10.1″/東経 141°44′47.1″と
北緯 40°10′10.0″/東経 141°44′47.1″に相当し，南北約
18.5 km，東西約 21.3 kmの範囲に及ぶ．行政的には，南
西端・南縁・東縁の一部がそれぞれ岩手郡葛

くず

巻
まき

町・下
しも

閉
へ

伊
い

郡岩
いわ

泉
いずみ

町・九
くの

戸
へ

郡野
の

田
だ

村に含まれ，それ以外は久
く

慈
じ

市（旧久慈市・旧九戸郡山根村・山形村を含む）に属す
る（第 1. 1図）．
本報告における地名表記については，以下の通りとす
る．昭和 29年以前及び平成 18年以前からの旧久慈市域
の字名については旧来通り「久慈市＋旧字名（＋旧小字
名）」とし，旧山根村ならびに旧山形村についてはそれ
ぞれ合併後の表記「久慈市＋新字名」とする（旧村名＋
旧字名＝新字名：字の字句を削除）．しかしながらこの
表記では名称が長くなるので，必要に応じて「久慈市」
を冠することもあるが，通常「山根町〇〇」及び「山形
町〇〇」などの新字名で簡記し，さらに文脈から重複す
る場合には単に旧字名の「〇〇」に省略する．また合併
前の山根村ならびに山形村の小字名はこれまでも公式の
地名表記として用いられていなかった（地割制度に基づ
く第 1地割，第 2地割・・・が用いられている）が，国
土地理院発行の 5万分の 1及び 2万 5千分の 1地形図に
記されている地名については，小字の字句を付さず「山
根町□□」などと表記する．従って例えば「関」は，「久
慈市山形町霜畑字関」ではなく「（久慈市）山形町関」
となる．
本地域に隣接する 5万分の 1地形図ならびに地質図幅
の区画名は，一

いちの

戸
へ

（北西隣）・陸中大野（北隣）・久慈（北
東隣）・陸中野田（東隣）・岩泉（南東隣）・門

かど

（南隣）・
藪
やぶ

川
かわ

（南西隣）・葛巻（西隣）である．
本地域内の幹線道路としては，北西部では久慈市街か
ら西南西方向に向かい平庭峠を経て葛巻町に至る国道
281号線が主要幹線として通過し，県道 7号線が東部を
南北方向に，また県道 29号線が中央部を東西に向かう．
これらの幹線道路は，久慈川・長

おさ

内
ない

川
がわ

などの規模の大き
い河川やその支流沿いに敷設されている（第 1. 1図）．

第 1章　地　　形

（中江　訓・工藤　崇）

1. 2　地形的特徴

陸中関地域における接峰面図（第 1. 2図）に基づくと，
その地形的な概要が明瞭に示される．地形的特徴として，
本地域の南部には北上山地北部を構成する標高 1,200 m
を越える比較的高い峰々が連なっており，北側に向けて
標高を減じ北部では標高 500～700 m程度となる．この
間で 500 m程度の高度差が生じている．東部では，標高
400～500 mに起伏の乏しい帯状の平坦面が認められ南
北方向に伸長する．これら山地に対して，本地域北東端
に見られる標高 240～300 m程度の段丘面と，長内川の
下流域に僅かに見られる平野が分布する．

1. 2. 1　山地の地形
山地には，以下の特徴が見て取れる（第 1. 2図）．ま
ず等高線の卓越方向に基づくと，山地の稜線は（i）西
北西 –東南東方向（N60°W）に伸長する傾向が顕著で
あり，さらにこの方向に対し斜交する（ii）北北西 –南
南東方向（N20°W）のやや短い稜線も比較的明瞭に現
れている．本地域における基盤岩の大半を占めるジュラ
系地層群の一般走向（N20°～30°W）は（i）よりむしろ（ii）
の稜線方向に調和的であるので，（i）の顕著な地形的特
徴は基盤岩の岩相や地質構造を反映したものではないと
判断される．一方でこれらの稜線に対し，（iii）の谷地
形は，北東 –南西方向に形成されている．谷の方向と位
置は，基盤岩のジュラ系地層群及び下部白亜系深成岩類
を切断する横断断層に概ね一致している．
本地域内の最高峰は南部中寄りに位置する遠

とお

島
しま

山
やま

（1,262.3 m）であり，久慈市と葛巻町・岩泉町との境界
となる稜線に沿って西から，平

ひら

庭
にわ

岳
だけ

（1,059.5 m），遠
とお

別
べつ

岳
だけ

（1,235 m），安
あっ

家
か

森
もり

（1,238.8 m），蓬
よもぎが

森
もり

（1,174.3 m），
遠島山，天

てん

神
じん

森
もり

（1,207 m）などの標高 1,000 mを越える
高峰が連なる．遠別岳 –蓬森 –遠島山 –天神森の稜線は
（i）を，また平庭岳 –遠別岳 –安家森の稜線は（ii）を
形成している．これらは比較的起伏量の大きい山地を構
成し，その背面高度は定高性を示すと共に標高 1,000～
1,200 mの山頂緩斜面が形成されている．これらの山頂
緩斜面の分布域は，下部白亜系深成岩類（平庭岩体・天
神森岩体）の露出域あるいはその近傍に相当することか
ら，その成因は深成岩類の風化浸食に起因すると判断さ
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れる．しかしながら，稜線（i）及び（ii）の方向と位置
は．深成岩類全体の分布状況とは無関係である．
山地斜面は，南西部の高峰周辺から北東に向け標高を
減ずるが，本地域北西端から南東端にかけて標高 600～
700 m付近に，直線的で稜線（i）に平行する明瞭な傾
斜変換線がある．これに沿って斜面の平均斜度が急変す
る．この変換線より北東側では等高線間隔が広がった緩
斜面が分布し，標高 500～700 m程度の比較的なだらか
な地形となる．
（ii）の稜線は，本地域全域に認められる．南西端部
の稜線方向は深成岩類からなる平庭岩体南半部の伸長方
向に一致し，頂部は 1,000 m以上の標高を持つ．中央部
北西寄りから東部にかけては，稜線（ii）の頂部は標高
500～600 m程度に減ずると共に，比較的起伏が小さく
定高性を示す．これらのうち東部に認められる稜線に
沿って，起伏が乏しく帯状の平坦面（標高 400～500 m）
が広がっている．この平坦面は石灰岩分布域に一致し，

所々にドリーネやウバーレなどのカルスト地形が形成さ
れている．
（iii）の北東 –南西方向に伸長する谷地形は，本地域
内の主要河川（久慈川・長内川など）よりむしろ，これ
に流入する川

かわ

井
い

川
がわ

上流・沢
さわ

山
やま

川
がわ

・川
かわ

又
また

川
がわ

・遠
とお

別
べつ

川
がわ

上流な
どの支流の位置と方向に一致する傾向が認められる．

1. 2. 2　段丘の地形
陸中関地域では，海成段丘と河成段丘が認められる．
海成段丘は，本地域北東端において北上山地の東縁に
沿って分布が認められ，緩慢な斜面をもつ地形を特徴と
している．この海成段丘は地形面としては水

みず

無
なし

面（佐々，
1932；米倉，1966）と呼ばれ，その分布は北西 –南東方
向に伸長し，北隣の陸中大野地域から東隣の陸中野田地
域に連続する．水無面は，標高 240～ 300 m付近にあり，
ジュラ系地層群及び下部白亜系深成岩類を被覆した中部更
新統（水無層）の分布域に一致する．段丘面の幅は 1.6 km

第 1. 1図　陸中関地域の行政区分と交通網
陸中関地域は太枠内．〔　〕内は隣接区画名を表す．経緯度の数値は，世界測地系による．
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以下で，北東へ向かって 2°程度の緩やかな傾斜を示す．
河成段丘は，長内川流域，遠別川流域，川井川流域，
川又川流域で認められるが，断片的で小規模な分布を示
す．長内川下流域では，少なくとも 2段以上の河成段丘
地形が認められ，これらは種

たね

市
いち

段丘（田山，1931）ある
いは種市面（米倉，1966）と呼ばれる．段丘面と現河川
による氾濫原との比高は 10～ 40 mである．河成段丘は，
長内川下流域では水無面よりも比高約 200 m低位の段
丘面を形成する．これらの段丘地形の詳細については，
堆積物の岩相と共に第 7章にて記載する．

1. 2. 3　低地の地形
低地の地形は，現河床，氾濫原，扇状地，沖積錐，崖
錐，その他成因不詳の埋谷緩斜面などからなる．低地地

形は，本地域の全域で主に河川沿いに認められるが，山
間部に位置するため分布面積は極めて小さく不連続に点
在する．本地域中央部周辺（久慈市山形町下

しも

小
お

国
ぐに

–上
かみ

小
国，山形町霜

しも

畑
はた

–関）や北西部（久慈市山形町川井）な
どで見られる低地は，比較的広い面積を持つ．北東端の
長内川下流域では，久慈市岩

いわ

瀬
せ

張
ばり

などの市街地において
比較的まとまった氾濫原の分布が認められる．

1. 2. 4　カルスト地形
北上山地北部に見られるカルストは安

あっ

家
か

カルストと呼
ばれ，カルスト地形はジュラ系地層群の一部を構成する
安家石灰岩の分布域（安家石灰岩地帯：東北経済開発セ
ンター，1978）内に限られている．陸中関地域では，東
部の長内川流域と中央部西寄りの遠別川流域に認めら
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第 1. 2図　陸中関地域の埋谷接峰面図
太破線は（i）西北西 –東南東方向の明瞭かつ顕著な稜線方向，細破線は（ii）北北西 –南南東方向の稜線方向，点線は（iii）
北東 –南西方向の谷地形を示す．接峰面図は，等高線間隔 100 m，幅 1,000 m以下の谷を埋積して作成．地形の特徴を際立
たせるために，標高 600 m以上と 1,000 m以上を塗色．
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れ，それぞれにおいて，石灰岩の走向方向に沿った北北
西 –南南東方向に点在する（第 1. 3図）．カルスト地形
を特徴づける明瞭な要素は主に，平坦な頂部をなすカル
スト台地とドリーネ・ウバーレ（第 1. 4図）ならびにポ
リエなどの窪地・平坦面から構成される．
長内川流域において確認されるカルスト台地は，川又
川・葛

くず

形
がた

沢・南畑沢などの支流によって分離され，北側

から高根面（頂部の平坦面高度：370～450 m）・山根面（400
～530 m）・白樺平面（400～550 m）・北安家面北部（550
～700 m）に識別される（石田，1986；柳沢・岡本，1997）．
平坦面高度は北側から南側に向けて上昇し，この傾向は
南隣の門

かど

地域にかけて連続する．これらの台地は，上流か
ら流れ込んできた上記の外来河川によって 100～200 m
程度下刻・浸食され，急峻な谷地形ないしポリエ状の低
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洞 穴
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N

第 1. 3図　安家石灰岩とカルスト地形の分布図
カルスト地形の分布は主に石田（1986），中塚（1996），柳沢・岡本（1997）に基づき作成し，平坦面の名称は柳沢・岡本（1997）
に従った．安家石灰岩の分布は，本調査結果に基づく．T：得部ドリーネ，S：白樺平ドリーネ群．基図は，国土地理院発
行 5万分の 1地形図「陸中関」の一部．
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第 1. 4図　ドリーネの産状
白樺平ドリーネ群
を構成する代表的
なドリーネ（場所は
第 1. 3図中の S）．
緩やかな椀状の窪
地をなす．

地平坦面が形成されたと考えられる．ポリエ状平坦面と
して，保

ほ

霊
れ

羅
ら

面・端
はし

神
かみ

面・上
かみ

戸
と

鎖
くさり

面・長内沢面が識別
されている（柳沢・岡本，1997）．これに対し遠別川流
域では，ポリエ状の低地平坦面（霜畑面・上小国面・内
間木面）は形成された（柳沢・岡本，1997）ものの，石
灰岩の分布幅が狭いため，明瞭なカルスト台地へと発展
しなかったとみられる（350～550 m付近に狭く不明瞭
な平坦面が認められる）．
安家石灰岩地帯に普遍的に存在する洞穴も，陸中関地
域には多数存在している．その中で最大なのは，久慈市
山形町間

ま

木
ぎ

平
だい

の南方に位置する「内
うち

間
ま

木
ぎ

洞」であり，国
内第 3位（2010年 12月現在）の総延長（6,314 m）を持
つ（藤井ほか，2011）．

1. 3　河　川

陸中関地域を流れる河川は，河川管理上いずれも二級

河川である．その大部分が久慈市内に流域をもつ久慈川
水系に属し，南西端（葛巻町内）には馬

ま

淵
べち

川
がわ

水系と瀬
せ

月
つき

内
ない

川
がわ

水系，また南縁部（岩泉町内）には安
あっ

家
か

川
がわ

水系の上
流部が見られる（第 1. 1図）．
久慈川水系の主流である久慈川は，久慈市西部に位置
する明

みょう

神
じん

岳
だけ

に源を発し本地域北縁部を東北東に流れ太平
洋に注ぐ．上流部は川井川と呼ばれ，遠別川や沢山川な
どの支流を合わせる．本地域東部を北流する長内川は，
南東端の大月峠に源を発し支流の葛形沢や川又川を合わ
せ，久慈市街地で久慈川に合流する．陸中関地域内の久
慈川水系は，大局的に北東方向へ向かう流路が卓越する
のが特徴である．
馬淵川水系としては，馬淵川上流部やその支流の元町
川などが，瀬月内川水系としては上流部が本地域西縁部
を流れる．安家川水系は，南隣の岩泉地域北縁部を東流
する安家川を主流とする．本地域内では，安家森南東斜
面に安家川上流部が見られる．
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第 2章　地 質 概 説

（中江　訓・鎌田耕太郎・久保和也・工藤　崇）

2. 1　地 質 総 括

東北日本の北東部を占める北
きた

上
かみ

山地には，白亜紀以降
の深成岩類あるいは火山岩類・陸成 –浅海成堆積岩とこ
れらに貫入・被覆される古生界ならびに中生界が広く分
布する．本報告で記述する陸中関地域は北上山地北部の
ほぼ中央に位置し，岩手県久慈市とその周辺の岩手郡葛

くず

巻
まき

町・下
しも

閉
へ

伊
い

郡岩
いわ

泉
いずみ

町・九
くの

戸
へ

郡野
の

田
だ

村が含まれる．こ
の地域の大部分は主に，ジュラ系地層群（北部北上帯付
加複合体），下部白亜系深成岩類（北上花崗岩類），上部
白亜系陸成 –浅海成層（久慈層群）が分布し（第 2. 1図），
僅かに第四系堆積物（河成段丘堆積物として下部更新統
浅海成層の水

みず

無
なし

層・山麓及び埋谷緩斜面堆積物・氾濫原
及び谷底低地堆積物）がこれらを被覆すると共に，中新
統火山岩類（貫入岩）も分布する．山地を形成するジュ
ラ系地層群が本地域の大部分を占め，これに貫入する深
成岩類の分布域は特に標高が高くなる特徴を示す．上部
白亜系陸成 –浅海成層は，低地から山地に漸移する北東
端に分布し，北上山地の外縁を画する．
陸中関地域を含む北上山地北部はジュラ紀を通じて古
アジア大陸東縁に位置し，そこでは古太平洋（パンサラッ
サ海）の海底下に広がる海洋プレート（イザナギプレー
ト）の沈み込みに伴って海洋性岩石と陸源性岩石が混合
した付加複合体が形成された．付加複合体の成長に伴い
海溝（沈み込み帯）は海洋側へ前進するため，白亜紀初
頭から本地域周辺は弧火成活動の場に転じ，地下深部で
マグマが生成され深成岩類が付加複合体に貫入した
（Takahashi，1983；Tsuchiya and Kanisawa，1994）．さらに
白亜紀の後半になると，白亜系付加複合体の形成に伴い
海溝はさらに海洋側に移動する．そのため，本地域周辺
を占めるジュラ系付加複合体と下部白亜系深成岩類の前
縁には，海溝に並走する前弧海盆（北上亜堆積盆）が形
成され，ここに後背地としての付加複合体や深成岩類か
ら供給された砕屑性堆積物が陸成 –浅海成層として堆積
した（Ando，2003）．時代が下り新第三紀になると，よ
り西方域に相当する東北日本弧脊梁地域において火山活
動が活発化する（例えば，吉田ほか，2005）が，本地域
でもその影響が小規模な貫入岩体として認められる．第
四紀になると，更新世に海成段丘・河成段丘が形成され，
さらに完新世に至っては河川に伴う堆積層が氾濫原や低
地を覆った．第 2. 2図には，陸中関地域における地質現
象の総括を示した．

上述の地質系統はそれぞれ固有の巨視的な地質構造を
有すると共に，先行する構造はより新期の構造の影響を
受けている．ジュラ紀の沈み込み付加作用に伴って発生
した覆瓦構造・層序単元境界断層によって，ジュラ系地
層群が大陸縁辺に集積され付加複合体を形成した．さら
に，イザナギプレートの移動方向変化に起因する斜め沈
み込みによってジュラ紀（～白亜紀初頭）付加作用は終
結（例えば，Taira，1985；Maruyama and Seno，1986）し，
引き続き起こった褶曲運動によって現在見られる北北西
–南南東走向が卓越する分布形態が獲得された．白亜紀
前半に深成岩類（岩体）が形成され，東・中央・西の三
列に分かれてジュラ系地層群に貫入した．各列の岩体群
は，ジュラ系の構造と調和的な北北西 –南南東方向に点
在すると共に，それぞれ固有の岩相的特徴を示す．また，
上部白亜系堆積盆の伸長方向は下位のジュラ系地層群・
下部白亜系深成岩類の卓越方向にやや斜交するものの，
大局的には同方向とみなせる．このような北北西 –南南
東性の構造は，一時的に横ずれ成分が卓越しながらも，
ジュラ紀以降も存続したプレート沈み込みに起因したも
のである．白亜紀より後には，それまでに形成された地
質系統を切断・変位させる高角傾斜の断層が活動した．
断層には，ジュラ系～上部白亜系が示す構造に調和的な
北北西 –南南東の縦走断層と，これに直交する横断断層
に大別できる．
なお，本章における記述に関しては「概説」の特性に
鑑み，文献引用を最小限に留めた．

2. 2　地 質 系 統

2. 2. 1　ジュラ系地層群（北部北上帯付加複合体）
北上山地北部において，広範囲に分布する砂岩・泥岩
などの陸源砕屑物を主体とし遠洋性深海堆積物である
チャートならびに海山・海洋島起源の苦鉄質岩・石灰岩
を挟有する地層群は，ジュラ紀の沈み込みに伴って形成
された北部北上帯の付加複合体である．陸中関地域では，
岩相・分布・層序関係に基づき基本層序単元として下位
より，茅

かや

森
もり

コンプレックス，高
たか

屋
や

敷
しき

コンプレックス，関
せき

コンプレックス，合
かっ

戦
せん

場
ば

コンプレックス，大
おお

鳥
とり

コンプレッ
クス，ならびに葛

くず

巻
まき

コンプレックスに区分される．なお，
北部北上帯は安家 –田野畑亜帯と葛巻 –釜石亜帯に細分
されるが，前者には茅森コンプレックスと高屋敷コンプ
レックスが含まれ，関コンプレックスから葛巻コンプ
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第 2. 1図　陸中関地域の地質概略図
小規模な深成岩体及び貫入岩，ならびに分布域の狭い第四系堆積層（河成段丘堆積物・斜面堆積物，沖積層）は表示して
いない．

レックスは後者に属する．
茅森コンプレックスは，陸中関地域における最下部の
層序単元である．層厚は約 3,000 mに達し，地表に露出
していない基底部まで含めると，それ以上に及ぶ．構成
岩類としては，チャート・珪質泥岩・粘板岩質泥岩・シ
ルト質泥岩・砂岩を主体とし少量の苦鉄質岩・石灰岩・
砂岩泥岩互層・泥質混在岩を伴う．苦鉄質岩（玄武岩と
火山砕屑岩）と石灰岩は，側方への連続性が乏しい小規
模岩体を構成する．チャートは，珪質泥岩を付随しなが
ら小規模岩体あるいは側方へ 5 km以上連続するシート

状岩体として，粘板岩質泥岩に挟有される．粘板岩質泥
岩は茅森コンプレックスにおいて優勢な構成岩であり，
より粗粒なシルト質泥岩を伴う．砂岩は，局所的に小規
模岩体として粘板岩質泥岩に包有されたり砂岩泥岩互層
に伴われるが，多くはチャートやシルト質泥岩を伴う大
規模岩体として粘板岩質泥岩と互層する産状を示す．周
辺地域を含む各岩相から産出した化石に基づくと，
チャートに挟在または付随する石灰岩は三畳系カーニア
ン階 –レーティアン階最下部に対比される．チャート，
泥岩ならびに砂岩からは，化石の産出報告が無い．
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第 2. 2図　陸中関地域の地質総括図
各層序単元に添えられた長方形は，その形成時期を示す（破線は形成時期が推定の場合を表す）．また北部北上帯付加複合
体については，砕屑岩以外の海洋性構成岩類（苦鉄質岩・石灰岩・チャートなど）の堆積・形成時期を灰色縦線で示した．
沈み込むプレートは付加複合体・深成岩類や地質構造の形成に関与したプレートを表す．紀・世（または亜紀）の境界年
代（Ma）は，Cohen et al.（2013：updated in 2020）を採用した．C：コンプレックス．
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高屋敷コンプレックスは，岩
いわ

脇
わき

断層によって茅森コン
プレックスの上位に累重する層序単元である．層厚は約
800 mから 4,000 m以上に及ぶ．主要構成岩類は，苦鉄
質岩・石灰岩・チャート・珪質泥岩・粘板岩質泥岩・砂
岩であり，一部に泥質混在岩を含む．岩相組合せの特徴
とその相違から，下部・中部・上部に細分される．下部
（沢

さわ

山
やま

川
がわ

玄武岩）では，下位 –中位層準に苦鉄質岩（玄
武岩・ドレライト・斑れい岩）が卓越し上位層準で苦鉄
質凝灰岩・泥質凝灰岩が多く見られる．中部（安

あっ

家
か

石灰
岩）では，下位層準で石灰質泥岩・泥質石灰岩・石灰岩
泥岩互層が卓越し，その上位には成層石灰岩及び塊状石
灰岩・チャート岩塊を挟有する層状石灰岩・石灰岩チャー
ト互層が累重する．上部では，チャートが基底をなし，
その上位に苦鉄質岩・石灰岩・チャート・珪質泥岩・砂
岩などの大小様々な規模の岩体と粘板岩質泥岩が累重す
ると共に，一部で泥質混在岩が伴われる．周辺地域を含
む各岩相から産出した化石に基づくと，苦鉄質岩に随伴
する各種の石灰岩は中生界に対比される可能性があるほ
か，安家石灰岩は三畳系カーニアン階上部 –ノーリアン
階中部に，チャートはカーニアン階 –ノーリアン階に対
比される．また砂岩は，ジュラ系オックスフォーディアン
階に対比される．
関コンプレックスは，関

せき

–大
おお

平
だいら

断層によって高屋敷
コンプレックスの上位に累重する層序単元である．層厚
は 1,250 mから 2,000 m程度である．構成岩類としては，
主にチャート・珪質泥岩・粘板岩質泥岩が卓越し少量の
砂岩を含む．極僅かであるが，最下部に位置するチャート
の基底に苦鉄質岩が随伴する．これらは下部のチャート
と上部の珪質泥岩・粘板岩質泥岩からなる層序（典型的
な海洋底層序に対比可能な “チャート –砕屑岩シークェ
ンス ”）を構成し，数層準繰り返し露出する．周辺地域
を含む各岩相から産出した化石に基づくと，チャートは
ペルム系 –三畳系境界を含むペルム系と三畳系ノーリア
ン階下部 –レーティアン階最下部に，珪質泥岩はジュラ
系バトニアン階下部 –中部とキンメリッジアン階下部
に，さらに泥岩はキンメリッジアン階に対比される．
合戦場コンプレックスは，下位の関コンプレックスと
滝
たき

ノ
の

沢
さわ

–蓬
よもぎ

ヶ
が

森
もり

断層で接する層序単元である．1,200～
2,000 m程度の層厚を有しているが，最大層厚に関して
は向斜軸部での見積もりが困難なため不明である．構成
岩類として，砂岩が著しく卓越しチャート・珪質泥岩・
シルト質泥岩を伴っている．僅かであるが，最下部に位
置するチャートの基底に苦鉄質岩が随伴する．関コンプ
レックスと同様に，チャートを主体とする下部と珪質泥
岩・シルト質泥岩（または砂岩泥岩互層）・厚層な砂岩
が卓越する上部からなる層序（“チャート –砕屑岩シー
クェンス ”）で構成され，この層序が複数層準に繰り返
し認められる．しかしながら関コンプレックスと比較す
ると，合戦場コンプレックスでは顕著に砂岩が卓越する

という点で異なる．周辺地域を含めた合戦場コンプレッ
クスから産出した化石に基づくと，各岩相は以下の層準
に対比される．チャートはペルム系 –三畳系境界を示す
珪質粘土岩を含め，ペルム系ローピンジャン統 –三畳系
インドゥアン階ならびにアニシアン階 –ラディニアン階
ないしカーニアン階に亘る層準に相当する．珪質泥岩は
ジュラ系バッジョシアン階上部 –オックスフォーディア
ン階下部に，また粘板岩質泥岩はアーレニアン階上部 –
キンメリッジアン期上部に対比される可能性がある．
大鳥コンプレックスは，合戦場コンプレックスと大

おお

越
こし

沢
ざわ

断層で接しその上位を占める．葛巻コンプレックスを
除くと，本地域で最上位の層序単元となる．層厚は 1,700 
m以上であるが，最大層厚に関しては向斜軸部での見積
もりが困難なため不明である．主要岩類としては，灰色
チャートを主体とし赤色チャートないし赤色珪質泥岩を
伴い，珪質粘土岩（黒色粘土岩を含む）・珪質泥岩・粘
板岩質泥岩を挟有する．僅かに苦鉄質岩が含まれる．下
位のチャートから珪質泥岩を経て上位の粘板岩質泥岩へ
移化する “チャート –砕屑岩シークェンス ”の集積体と
しての特徴を持つが，関コンプレックスならびに合戦場
コンプレックスと異なり，粘板岩質泥岩は少量で砂岩を
欠く．周辺地域を含め大鳥コンプレックスから産出した
化石に基づくと，各岩相は以下の層準に対比される．灰
色チャート～赤色チャート（赤色珪質泥岩を含む）は石
炭系モスコビアン階からペルム系アーティンスキアン階
まで至る層準に対比されると共に，ペルム系 –三畳系境
界を示す珪質粘土岩を挟むチャート（ペルム系チャンシ
ンジアン階最上部 –三畳系インドゥアン階）も知られて
いる．マンガン団塊を挟有する粘板岩質泥岩は，ジュラ
系バッジョシアン階 –バトニアン階下部の層準に相当す
る．
葛巻コンプレックスは，関コンプレックスと高角傾斜
の葛巻断層で接しその西側に分布する層序単元であり，
他のコンプレックスとの初生的な層序関係は不明であ
る．本地域内では 1,000 m程度の層厚をもって露出する
が，隣接地域においても上限が確定できないため全層厚
の推定は困難である．構成岩類としては，千枚岩質泥岩
と粘板岩質泥岩が主体をなし，チャート・珪質泥岩・砂
岩などを伴う．隣接地域ではこれらのほか，著しく分断
された砂岩泥岩互層や砂岩の岩塊を包有する泥質混在岩
も含まれる．千枚岩質泥岩と粘板岩質泥岩のそれぞれが
卓越する層準が繰り返し露出する特徴を有する．隣接地
域における本コンプレックスから産出した化石に基づく
と，泥質混在岩中の石灰岩はペルム系の下部に相当し，
またシルト質泥岩はジュラ系トアルシアン階 –バトニア
ン階に対比される可能性がある．
各コンプレックスの地質時代，即ち付加時期は一般に
泥岩・砂岩の堆積終了時期に近似される．また泥岩の時
代は珪質泥岩の時代より新しいとされる．この考えに従
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うと，各コンプレックスの地質時代は以下のように推定
できる．茅森コンプレックス：ジュラ紀の後半（チトニ
アン期 ?），高屋敷コンプレックス：オックスフォーディ
アン期，関コンプレックス：キンメリッジアン期，合戦
場コンプレックス：キンメリッジアン期，大鳥コンプレッ
クス：バトニアン期後半，葛巻コンプレックス：バトニ
アン期．

2. 2. 2　下部白亜系深成岩類（北上花崗岩類）
北上山地には，いわゆる北上花崗岩類という名称で総
称される深成岩類が広範に分布している．陸中関地域周
辺には，比較的苦鉄質な深成岩類からなる小規模な岩体
（径数 kmから 10数 km）が多数点在し，これらはジュ
ラ系地層群の主要な構造方向（北北西 –南南東方向）に
調和的に配列する三列（西列・中央列・東列）の岩体群
を構成している．西列に属する岩体群には平

ひら

庭
にわ

岩体が含
まれ，主として石英閃緑岩及び花崗閃緑岩からなり斑れ
い岩を伴う．中央列を構成する岩体群は，天

てん

神
じん

森
もり

岩体・
小
お

国
ぐに

岩体・沼
ぬま

袋
ぶくろ

岩体で構成され，少量の斑れい岩を伴
うトーナル岩～花崗閃緑岩からなる．東列には，花崗閃
緑岩～斑れい岩からなる川口岩体などから構成される岩
体群が分布する．これらとは別に東方の太平洋沿岸域に
は，珪長質深成岩類から構成される比較的大規模な火成
岩体が少量の火砕岩類を伴って分布している．この一部
は，滝

たき

の沢
さわ

岩体として本地域東縁部に露出する．
平庭岩体は，岩相の違いにより 6つの岩相（細粒～中
粒角閃石斑れい岩，粗粒角閃石斑れい岩，輝石角閃石石
英閃緑岩，角閃石石英閃緑岩，黒雲母含有角閃石花崗閃
緑岩～石英閃緑岩，黒雲母角閃石花崗閃緑岩）に区分さ
れ，この順に貫入している．岩相の組合せから見ると，
岩体の南半部は主として石英閃緑岩及び斑れい岩から，
また北半部は花崗閃緑岩から構成されるが，それぞれ中
心に向かってより珪長質になる累帯構造を有している．
黒雲母角閃石花崗閃緑岩からの黒雲母 K–Ar年代値は
117 Maである．天神森岩体は，全体的にトーナル岩か
ら構成されるが，中央部の細粒優白質花崗閃緑岩へと移
化する累帯構造を示す．また少量の斑れい岩類を伴うと
共に，衛星岩体として斑れい岩とトーナル岩が露出する．
小国岩体は，少量の斑れい岩を伴うトーナル岩を主体と
する．沼袋岩体は，トーナル岩から構成され，黒雲母角
閃石トーナル岩からの黒雲母 K–Ar年代値は 120 Maで
ある．川口岩体は，角閃石閃緑岩・輝石斑れい岩・かん
らん石輝石斑れい岩などから構成される（地質図では，
かんらん石輝石斑れい岩に一括）．角閃石黒雲母花崗閃
緑岩からの黒雲母 K–Ar年代値は 122 Maである．滝の
沢岩体は，黒雲母花崗岩を伴う黒雲母角閃石花崗閃緑岩
から構成されるが，北東縁部では比較的優黒質で面構造
の顕著な角閃石黒雲母花崗閃緑岩が，また南東縁部には
均質な角閃石黒雲母花崗閃緑岩が露出する．

2. 2. 3　上部白亜系陸成 – 浅海成層（久慈層群）
久慈層群は，三陸地方沿岸域に分布する宮

みや

古
こ

層群（下
部白亜系）ならびに野

の

田
だ

層群（古第三系）と共に，白亜
紀 –古第三紀（暁新世）の前弧海盆（北上亜堆積盆）に
堆積した陸成 –浅海成層によって構成される．久慈層群
は一般に玉

たま

川
がわ

層・国
くに

丹
たん

層・沢
さわ

山
やま

層から構成されるが，陸
中関地域では北東端の狭い範囲において，下位のジュラ
系地層群と下部白亜系深成岩類を不整合に覆う玉川層な
らびに国丹層が露出する．
玉川層は礫岩・砂岩を主体とし，下部層と上部層に区
分される．砂岩の一部や炭層などから，琥珀や植物遺体
のほか陸棲脊椎動物などの化石が産出する．下部層は砂
岩・泥岩・凝灰岩を挟有する礫岩から構成され，上方細
粒化堆積相を示す．上部層は主に礫岩・砂岩からなり，
有機質泥岩・炭層などの薄層を伴いながら上方細粒化堆
積相を示す．国丹層は主に厚く成層した砂岩から構成さ
れ，下部層と上部層に区分される．下部層では塊状また
は斜交層理が形成された砂岩が卓越し，石灰質ノジュー
ルが含まれる．上部層は主に，基底部に泥岩を挟有する
砂岩からなり，有機質シルト岩・炭層を挟有する．琥珀
や軟体動物・節足動物のほかアンモナイトやイノセラム
スの化石が産出している．
久慈層群全体の地質時代は従来より，産出化石に基づ
きコニアシアン期ないしサントニアン期からカンパニア
ン期（一部でマーストリッヒチアン期）に亘るとされて
きたが，近年の花粉・胞子化石やジルコン U–Pb年代測
定に基づくと，チューロニアン期 –カンパニアン期と見
なされる．

2. 2. 4　中新統火山岩類（貫入岩）
陸中関地域には，中新世（16～15 Ma頃）に活動した

火山岩が小規模な岩脈（幅数 mから数 10 m）として，
ジュラ系地層群ならびに下部白亜系深成岩類に貫入す
る．この火山岩類は，同一の火成活動の産物と見なされ
る角閃石安山岩と凝灰角礫岩からなり，各々岩脈と火道
角礫岩に相当すると考えられる．このことは，東北日本
中軸部に起こった新第三紀火山活動域の東限が，従来考
えられていた位置よりも東方まで達していたことを示す．

2. 2. 5　第四系堆積物
陸中関地域に分布する第四系は，下部更新統（水無層），
上部更新統（河成段丘堆積物），上部更新統 –完新統（山
麓及び埋谷緩斜面堆積物），完新統（氾濫原及び谷底低
地堆積物）に区分される．
水無層は，本地域北東部を含む北上山地東縁に沿って
分布する海成段丘堆積物であり，地形面としての水無面
（標高 240～300 m）を形成する．主に軟質の砂岩～未固
結の砂からなり，砂鉄層を頻繁に伴う．河成段丘堆積物
は河川に沿って分布し，主に礫及び砂からなる．山麓及
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び埋谷緩斜面堆積物は主に礫及び砂から構成され，崖錐
堆積物，沖積錐堆積物，山間の扇状地堆積物，小規模な
地すべり堆積物のほか，成因によらず緩斜面を構成する
礫層主体の堆積物を一括したものである．氾濫原及び谷
底低地堆積物は，河川沿いに明瞭な平坦面を形成し分布
し，かつ段丘化を受けていない礫，砂及び泥からなる堆
積物である．

2. 3　 地 質 構 造

陸中関地域で明瞭に認められる主要な巨視的地質構造
については既述の通り，ジュラ系地層群に見られる覆瓦
構造・層序単元（コンプレックス）境界断層，ジュラ系
地層群を変形させた褶曲構造，下部白亜系深成岩類の貫
入と三列配列，北北西 –南南東性の縦走断層，ならびに
北東 –南西性の横断断層に大別される．

2. 3. 1　覆瓦構造・層序単元境界断層
ジュラ系地層群を構成する海洋底層序（海洋プレート
層序）もしくはそれに類似する特定の組合せをなす岩相
の系統的な繰り返しは，付加作用に伴う初期の主要な変
形構造の一つであり，衝上断層の形成による覆瓦構造に
起因するとみなすことができる．この構造が明瞭に確認
されるのは，関コンプレックス・合戦場コンプレックス・
大鳥コンプレックスであり，茅森コンプレックスや高屋
敷コンプレックス上部においても部分的にその繰り返し
が見られる．層序単元境界断層は覆瓦構造に類似する構
造であるが，その形態と形成時期が異なる．境界断層は，
上下の層序単元の構造に対しておおよそ平行な姿勢を示
すが局所的には下位の層序単元に対し緩やかに斜交する
場合が多く，さらに上下の層序単元における岩相組合せ
や地質時代が異なっている．従ってこれらに基づくと，
境界断層は個々の層序単元を形成した覆瓦構造に引き続
き発生した序列外（アウトオブシークェンス）衝上断層
（out-of-sequence thrust）に位置付けられる．この断層と
して陸中関地域では，岩脇断層（茅森 /高屋敷コンプレッ
クス間），関 –大平断層（高屋敷 /関コンプレックス間），
滝ノ沢 –蓬ヶ森断層（関 /合戦場コンプレックス間），
大越沢断層（合戦場 /大鳥コンプレックス間）が挙げら
れる．

2. 3. 2　褶曲構造
ジュラ系地層群が付加複合体として形成されたのち，
地層群全体の分布を規制する変形作用の結果としての巨
視的な褶曲構造が認められる．この褶曲構造は，北北西
–南南東走向で鉛直あるいは西に急傾斜した軸面と南に
緩く沈下する軸を持つ，複数の向斜と背斜から構成され
ている．それらのうち顕著で主要なものは東から，下

しも
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である．背斜軸の周辺には最下位の茅森コンプレックス
あるいは高屋敷コンプレックスが，向斜軸の周辺には上
位の合戦場コンプレックス・大鳥コンプレックスが分布
する（第 2. 1図）．北部北上帯全域における付加複合体
の最終的な付加時期としては白亜紀オーテリビアン期で
あることから，これらの褶曲構造の形成は，オーテリビ
アン期以降でアプチアン期までは至らない時期と見なさ
れる．

2. 3. 3　深成岩類の列状分布
深成岩類（岩体群）は，ジュラ系地層群の構造に調和
的な北北西 –南南東方向に配列する西列・中央列・東列
に分かれて点在し，各列の岩体群はそれぞれ固有の岩相
を示す．西列には，苦鉄質の岩相（斑れい岩）から珪長
質の岩相（石英閃緑岩・花崗閃緑岩）へと順次貫入した
累帯複合深成岩体が分布し，これらの岩相は単一の苦鉄
質マグマからの分化生成物と見られる．中央列では，苦
鉄質岩相（閃緑岩～斑れい岩）が珪長質岩相（トーナル
岩）に先行して貫入したため岩相は二極化し，岩体中央
部でより珪長質の岩相に移化する累帯構造を有する場合
もある．東列には，斑れい岩・花崗閃緑岩などからなる
北北西 –南南東方向に伸びる岩脈状の小岩体が分布す
る．

2. 3. 4　高角傾斜断層
陸中関地域に形成された高角傾斜の断層には主に，
ジュラ系地層群が示す走向の卓越方向にほぼ平行な北北
西 –南南東方向の縦走断層と，これらに対し大きく斜交
する北東 –南西方向の横断断層が認められる．縦走断層
は，その延長距離が 10～15 km程度あり 1～3 km程度
の間隔で並走する．水平方向より鉛直方向の変位量が大
きく，特に変位量が数 100 mを超える断層では北東落ち
が優勢となる傾向がある．横断断層では，3～20 kmあ
るいはそれ以上の延長距離をもち 500 m～2 km程度の
間隔で並走する．断層に沿って，縦走断層ならびに急傾
斜する褶曲軸面の軸跡が比較的明瞭に右横ずれ変位を示
すことから，鉛直方向より水平方向の変位量が優勢で
あったと推定できる．縦走断層の活動時期は後期白亜紀
（カンパニアン期）以降まで及んだと見なされ，また横
断断層については新第三紀の範囲内と推定される．

2. 4　地質学的属性境界の表現

2. 4. 1　JIS A 0204：2019 の適用
地質図における地層ならびに岩体の境界や断層などの
地質学的属性境界の表現方法については，JIS A 0204：
2019「地質図—記号，色，模様，用語及び凡例表示」で
定める規格に準拠する．この規格による地質学的属性境
界は，その「存在確実度」と「位置正確度」に基づいた
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3つの区分体系のいずれかに従って表記することが求め
られている．5万分の 1地質図幅においてはその内，区
分体系 3（存在確実度と位置正確度を特定する区分体系）
を原則適用することが，地質調査総合センターの内規で
定められている．この区分体系の内容は以下の通りであ
る．
存在確実度
地質学的属性境界が存在するか否かの確かさを示す尺
度であり，「存在確実」（実線・破線・点線で表記）また
は「存在不確実」（疑問符を付した実線・破線・点線で
表記）で表す．「存在確実」の認定基準は，（a）存在を
露頭などにおいて確認できる場合，（b）地形あるいは地
質学的証拠などに基づいて論理的に存在すると判断でき
る場合，である．これに対し，境界が上記（a）または（b）
であっても，（c）その種別（地層・岩体の境界であるか
断層であるか）が特定できない場合，あるいは（d）存
在が確認できず論理的に存在するとの判断もできないが
存在する可能性が高い場合，これを「存在不確実」とし
て表現する．
位置正確度
地質学的属性境界が位置する場所の正確さを示す尺度
であり，「位置正確」（実線で表記），「位置ほぼ正確」（破
線で表記）または「位置推定」（点線で表記）で表す．「位
置正確」とは，（e）露頭などにおいてその位置がほぼ連
続的に確認できる場合，（f）地形あるいは地質学的証拠
などに基づいてその連続性がある範囲（信頼区間）内に
その位置が限定できる場合である．「位置ほぼ正確」とは，
（g）その位置が「位置正確」より広い信頼区間の範囲内
に限定できる場合である．また「位置推定」は，（h）そ
の位置を「位置ほぼ正確」の信頼区間の範囲に限定する
のが困難な場合に用いる．信頼区間については地質調査
総合センターの内規で，地質学的属性境界から片側それ
ぞれ，250 m以内（位置正確），250–500 m（位置ほぼ正
確），500 m以上（位置推定）の範囲とすることが定義
されている（境界の両側を合わせた範囲はそれぞれ，
500 m以内，500–1,000 m，1,000 m以上となる）．

2. 4. 2　地質学的属性境界
地層・岩体の境界
地層・岩体の境界については，区分体系 3（「存在確
実度特定」，「位置正確度特定」）に基づいてこれを表現
する．存在確実度は，本地域全域におけるこれらの境界
は，互いに異なる岩相が露出する 2地点（露頭）以上の
存在（上記 a）によって確認できることから，全て「存
在確実」であると判断した．段丘堆積物や沖積層などの
境界については，空中写真を用いた地形判読（上記 b）
に基づいた結果，全て「存在確実」として扱った．位置
正確度については，一箇所の露頭内で異なる岩相の境界
が観察された場合と，異なる岩相が露出する複数の露頭

が 500 m以内の信頼区間内に位置する場合（上記 e）の
ほか，境界の存在が確実な複数の露頭の位置が互いに隔
たっていても，それぞれの位置が走向・傾斜方向の延長
上に存在するという地質学的根拠により論理的に判断で
きる場合（上記 f），これらを「位置正確」と表現する．
一方，地形判読によって存在を認定した段丘堆積物・沖
積層などの境界は，地形の形状に基づいてその位置を確
実に信頼区間内に限定できる（上記 f）．以上の基準に
従った結果，本地域の地層・岩体に対して「存在確実」
で「位置正確」な境界として認定することが可能となっ
た．
断層
断層に対しても，地層・岩体の境界と同様の定義で「存
在確実度」と「位置正確度」を決定し地質図に図示する．
露頭において断層を実際に確認できた例（上記 a）は数
少ない．しかし，地層・岩体の走向・傾斜方向への連続
性が隔離されていたり途絶えたりしている，あるいは線
状のリニアメントや特有の断層地形が直線上に連続する
場合（上記 b）などでは，その断層を「存在確実」・「位
置正確」であると判断した．露頭あるいは地形的・地質
学的根拠が乏しい場合でも，断層露頭あるいは存在確実
な断層がそれぞれの延長上に位置する場合は，その区間
に対しては「存在確実」・「位置ほぼ正確」を適用する．
以上の基準に従った結果，本地域の断層に対しても一部
で「存在確実」・「位置ほぼ正確」となる場合を除き，「存
在確実」で「位置正確」であると認定することが可能で
ある．
褶曲軸跡
褶曲構造においてその曲率が最大になるヒンジ線を連
ねた面を褶曲軸面と呼ぶが，褶曲軸面と地形面との交線
が軸跡である．褶曲軸面が鉛直あるいはそれに近い高角
傾斜の場合，地質図上では軸跡を挟んだ両側で地層の傾
斜方向は互いに逆向きになる．しかし褶曲軸面が水平面
から低角で傾斜する場合，地層の傾斜方向が逆になるの
は褶曲の冠線（褶曲の最高部）または底線（褶曲の最低
部）を挟むその両側となり，冠線（または底線）は軸跡
に一致しなくなる．そのため，軸跡の位置を正確に決定
することは容易でない．本地域におけるジュラ系地層群
の傾斜は，60°～70°以上の高角であることが多い．こ
の場合，褶曲軸面も高角に傾斜しているとみなせるので，
傾斜方向が互いに逆向きになる場所をもって軸跡を決定
することができる．これに対し，低角傾斜の軸面を持つ
転倒褶曲では上記の通り，冠線（または底線）は厳密に
は軸跡に一致しない．しかし本地域の転倒褶曲では，翼
間隔は狭く半波長も 300～500 mと短いため，冠線（ま
たは底線）と軸跡との位置の差は小さく，便宜的に冠線
（または底線）を軸跡に近似し，地質図に表記する．
褶曲軸跡に対する「存在確実度」と「位置正確度」に
ついても，地層・岩体の境界における定義と同様とする．
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上述のように冠線（または底線）を軸跡に近似して扱う
ので，その「位置正確度」については予め多少の誤差を
含むことになるが，褶曲軸跡の存在根拠となる露頭間の
距離が 500 m（片側 250 m）以内に位置していることか
ら，「位置正確」であると判断し，地質図上で表現する．

なおジュラ系地層群に対しても，層序単元内部で衝上断
層による層序の繰り返しが認められるが，層序学的な上
位方向は明確に認識可能であることから，「シンフォー
ム・アンチフォーム」の用語は用いず，「向斜・背斜」
を使用する．
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第 3章　ジュラ系地層群（北部北上帯付加複合体）

（中江　訓・鎌田耕太郎）

3. 1　概要及び研究史

東北日本の北東部に位置する北
きた

上
かみ

山地には，白亜紀以
降の深成岩類に貫入，あるいは火山岩・陸成 –浅海成堆
積岩に被覆される古生界ならびに中生界が広く分布す
る．この古生界 –中生界の岩相・地質構造や化石相には
地域的に顕著な相違があることが古くより認識されてお
り，これに基づいて北上山地は地理的に北部と南部に区
別されてきた．この区別は現在でも継承されているが，
北上山地の北部・南部は地体構造区分としてそれぞれ，
北部北上帯（広義）・南部北上帯（いわゆる早池峰構造
帯の一部や早池峰複合岩類を含む）に相当する地域とし
て扱われている（永広ほか，2005）．また，下北半島北
東端の尻屋崎周辺・奥羽山地北部・出羽山地北端部など
北上山地北部以外にも，北部北上帯に属するいわゆる
‘古生界 –中生界 ’の分布が知られている．
この北部北上帯に属する北上山地北部の ‘古生界 –中

生界 ’を対象とした層序と構造区分に関する研究は後に
述べるように，地向斜概念を基礎とした地史的解釈から，
プレート造山論に立脚した付加体地質学としての観点に
基づく年代層序や構造の再解釈へ進展していった．その
結果として，「地向斜堆積物とされていた北部北上帯 ‘古
生界 –中生界 ’は，古アジア大陸東縁に沿ったプレート
沈み込みに伴う付加作用によって形成されたジュラ系地
層群（付加複合体）である」との共通認識が得られるに
至った（箕浦，1983；永広ほか，2005，2008）．
褶曲を伴い西に急斜した覆瓦状衝上構造が特徴である
北上山地北部のジュラ系地層群（付加複合体）について
は，研究史の観点から以下のように，岩相・時代・地質
構造などの特徴に基づいて幾つかの岩型区あるいは構造
帯への細分が提唱されてきた（第 3. 1図）．
先ず「10万分の 1岩手県地質図」（小貫，1956）にお
いて，北上山地北部に分布する古生界（いわゆる秩父古
生層）は北部型古生層と呼ばれ，さらに岩相的特徴のみ
に基づいて「輝緑凝灰岩卓越区域」，「チャート卓越区域」，
「石灰岩・輝緑凝灰岩・チャート交層区域」に大別され
た（第 3. 1図 a）．後に，チャート卓越区域と石灰岩・
輝緑凝灰岩・チャート交層区域を隔てる断層は，岩

いわ

泉
いずみ

構造線とされた（小貫，1969）．
1970年代に入ると，地史・構造発達史的解釈を取り
入れた地体構造単元区分が提唱されるようになった．つ
まり，島津ほか（1970）は岩手県東部（三陸海岸）の田

た

老
ろう

地域における調査を基に北上山地北部を，葛
くず

巻
まき

構造線
ならびに田老構造線を境にして西から，石炭系？ –ペル
ム系の「北部北上帯」，三畳系 –ジュラ系ないし下部白
亜系の「岩泉帯」，ジュラ系 –下部白亜系の「田老帯」
に区分し，いわゆる地向斜の発生が時代と共に東方に移
行し，上記の構造線はその地向斜堆積盆を規制するもの
と解釈した（第 3. 1図 b）．さらに，それまで層準の異
なる別々の層序単元に対して「岩泉層」が使用されたと
いう混乱を解消するため，岩泉帯の広範囲に分布する
‘古生界 –中生界 ’を一括して「岩泉層」と呼んだ．な
お「岩泉層」の地理的名称はすでに，齋藤（1927）によっ
て岩泉地域に分布する ‘第三紀層 ’に対して命名され
「岩泉層群」として使用された実績がある．このことより，
ジュラ系に対する「岩泉層」の使用は避けるべきである．
同じ頃の杉本（1969，1972，1974）による一連の研究で
もこの帯区分は踏襲されたが，葛巻構造線に沿う地溝帯
（葛巻地溝帯）より北東側の地域（岩泉帯と田老帯）に
対しては，特に北部北上帯の外側に位置するという意味
を以って「北上外縁地向斜造山帯（北上外縁帯と略称）」
という名称が用いられた（加納，1958；杉本，1979）．ま
た杉本（1974）は後述する通り，2層群 9層から構成さ
れる層序区分を設定した．これは標準層序区分として，
最近の研究においてもしばしば引用されている．
しかしその後，北上山地北部各地の石灰岩ならびに
チャートから三畳紀コノドント化石の産出（例えば，村
田・杉本，1971；豊原ほか，1980；吉田ほか，1987）が相
次いだことにより，この帯区分の時代的根拠が失われる
と共に，葛巻と田老の 2つの構造線は単なる断層である
と捉えられるようになった．これとは別に，コノドント
化石の指示する地質時代（ペルム紀，あるいは三畳紀）
に基づいた帯区分が，小貫（1981）により新たに提唱さ
れた．つまり，「北部北上帯」の東縁を関

せき

–大
おお

平
だいら

断層（杉
本，1974）にまで拡大し，この断層を岩泉構造線（小貫，
1969）に位置づけると共に，岩泉構造線の東側を「安

あっ

家
か

帯」としたものである（第 3. 1図 c）．
さらに 1980年代になると，散点的ながらチャート・
珪質泥岩・泥岩からジュラ紀初頭～末期に至る様々な地
質時代を示す放散虫化石の産出が相次いで報告される
（例えば，竹谷・箕浦，1984；松岡，1987，1988；松岡・
大路，1990）ようになり，北上山地北部のいわゆる ‘古
生界 –中生界 ’はジュラ紀に形成された付加複合体であ
るとする見解が支配的になっていった（平ほか，1981；
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第 3. 1図　北上山地北部における地体構造単元区分の変遷
（a），（b），（c），（d）における区分は，それぞれ小貫（1956），島津ほか（1970），小貫（1981），永広ほか（2005）に基づく．
枠は，陸中関地域の位置を示す．
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箕浦，1983）．それと同時に，古生代を示す岩体の有無
と分布範囲に系統的な地域差があることも明らかになっ
てきた．そこで大上・永広（1988）は，岩泉構造線を境
界断層とし，東側を「安家 –田

た

野
の

畑
はた

帯」，西側を「葛巻
–釜
かま

石
いし

帯」とする二分案を提唱した．この区分は，永広・
鈴木（2003）ならびに永広ほか（2005）も踏襲している
（第 3. 1図 d）．これら 2つの帯では，上述の古生代岩体
の有無（古生代岩体は葛巻 –釜石帯のみに分布）のほか，
砂岩組成にも明瞭な違いがあり（安家 –田野畑帯では石
英とカリ長石に富む砂岩を主体とするが，葛巻 –釜石帯
では火山岩片と斜長石に富む砂岩が卓越する），それぞ
れの後背地も異なると考えられた（大上・永広，1988）．
その後，葛巻 –釜石帯における古生代岩体の存在につい
ては，その東端部に位置する関層のチャートからペルム
紀コノドント化石が産出することが確認されると共に，
砂岩組成については，両帯において必ずしも明瞭な差異
があるとは言えないことが指摘されている（山口ほか，
1979；山口，1981；永広ほか，2008；高橋ほか，2016）．
このようにこれまで，北上山地北部に分布するいわゆ
る ‘古生界 –中生界 ’（以下，ジュラ系地層群またはジュ
ラ系付加複合体）の帯区分には幾つか異なった定義・範
囲があるだけでなく，「北部北上帯」という名称に対し
ても，狭義と明確な定義がない広義の 2つの意味が併用
されてきたという経緯がある．最近この点が整理され，
ジュラ系地層群の分布域を一括して「北部北上帯」とし，
岩泉構造線を境界として二分されたものを亜帯に格付
け，それぞれを「安家 –田野畑亜帯」・「葛巻 –釜石亜帯」

として再定義された（永広ほか，2005；Suzuki et al.，
2007a）．
陸中関地域及びその周辺地域におけるジュラ系地層群
に関する先行研究は，必ずしも多いとは言えない．旧
20万分の 1「一戸」図幅（中村，1911）によると本地域
周辺には，いわゆる秩父古生層が北北西 –南南東走向・
西傾斜で分布し，東側に下位層準，西側に上位層準の地
層が露出するとされた．また岩相に基づき 9帯に区分さ
れ，これらのうち陸中関地域には，「粘板岩・角岩及び
硅岩帯」（粘板岩とチャートを主体とし砂岩・石灰岩を
挟有する），「石灰岩帯」（石灰岩が卓越しチャート・粘
板岩ならびに苦鉄質凝灰岩を伴う），「角岩・粘板岩及び
硬砂岩帯」（チャート・粘板岩・砂岩を主体とし苦鉄質
凝灰岩を伴う），「石灰岩及び輝緑凝灰岩帯」（石灰岩と
苦鉄質凝灰岩からなる），「角岩・硅岩及び粘板岩帯」
（チャートと粘板岩を主体に石灰岩・砂岩を伴う），「硬
砂岩帯」（砂岩を主体とし粘板岩・チャート・緑色岩を
挟有する），「角岩及び硅岩帯」（チャートが卓越し粘板岩・
砂岩・石灰岩を挟有する）の 7帯が認められる．
その後，杉本（1974）が報告されるまでのしばらくの
間は目立った研究はなく，小貫（1956）が編纂した岩手
県地質図と，東北大学における多くの卒業研究が実施さ
れたに留まる．

10万分の 1の岩手県地質図（小貫，1956）によって「輝
緑凝灰岩卓越区域」，「チャート卓越区域」，「石灰岩・輝
緑凝灰岩・チャート交層区域」に三分された北部型古生
層のうち陸中関地域では，東半部は「石灰岩・輝緑凝灰

第 3. 2図　陸中関地域及び周辺における層序区分の対応関係
従来の模式層序とされた杉本（1974）と比較すると，陸中大野地域では高屋敷層が欠如し，一戸地域では高屋敷層より下
位の層序単元と大鳥層・大坂本層は露出しない．層序関係については，細実線が整合，太実線が断層，波線が不整合を示す．
太破線は，断層関係である上下の層序単元が元々不可分である可能性を表す．
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第 3. 3図　陸中関地域及び周辺における層序単元が示す地質時代の変遷

岩・チャート交層区域」に，また西半部は「チャート卓
越区域」によって占められる（第 3. 1図 a）．
杉本（1974）は北上山地外縁地向斜帯（≒岩泉帯＋田
老帯）の層序学的研究として，陸中関地域のほぼ全域を
占める範囲の地質図と層序区分を提示した．これは，詳
細な野外調査に基づく精度の高い岩相分布図でもあり，
付加複合体としての岩相・構造特性を読み取ることが可
能である．またこれに従った岩相層序区分も，今日まで
多くの研究者によって踏襲され，議論の拠り所とされて
きた．
この杉本（1974）の岩相層序区分によると，下位より，
木
き

沢
さわ

畑
はた

層・間
ま

木
ぎ

平
だい

層・沢
さわ

山
やま

川
がわ

層・安
あっ

家
か

層・高
たか

屋
や

敷
しき

層・関
せき

層・合
かっ

戦
せん

場
ば

層・大
おお

鳥
とり

層・大
おお

坂
さか

本
もと

層の 9層が識別され，さ
らに，本地域南西端では葛巻構造線で境された葛巻地溝
帯に分布する粘板岩主体の層序単元はペルム系として扱
われた（第 3. 2図 b）．前二者の木沢畑層と間木平層は，
島津ほか（1970）の岩泉層から分離・新設された茅

かや

森
もり

層
群（三畳系上半部）を構成し，沢山川層から上位の地層
は，再定義された岩泉層群（ジュラ系 –白亜系下半部）
に属すとされた（第 3. 3図）．層序関係については，間
木平層と沢山川層は不整合，安家層から合戦場層までは
断層であるほかは，整合とされた．高屋敷層と関層につ
いては，両層を境する関 –大平断層によってそれらの岩
相分布と走向が明瞭に斜交するが，一部で両層が漸移す
るとされている．小貫（1956）の北部型古生層との比較
では，本地域中央部 –東部（木沢畑層から高屋敷層まで
と安家層分布域の東側に露出する関層）は石灰岩・輝緑
凝灰岩・チャート交層区域に，また西部（関層から大坂

本層まで）がチャート卓越区域に相当する．地質構造に
おいては，北北西 –南南東走向で西に急傾斜した軸面と
南に緩く沈下する軸を持つ褶曲（東から，下

しも

戸
と

鎖
くさり

背斜・
深
ふか

田
だ

向斜・橋
はし

場
ば

向斜・葛
くず

形
がた

背斜・平
ひら

庭
にわ

岳
だけ

向斜）をなし，
背斜軸の周辺には下位の木沢畑層や間木平層が，向斜軸
の周辺には上位の合戦場層～大坂本層が分布することが
明らかにされた（第 3. 4図を参照）．
一方，北隣の陸

りく

中
ちゅう

大
おお

野
の

地域では陸中関地域の地層群
の延長が露出することから，吉井・吉田（1974），Yoshii
（1978）ならびに吉田ほか（1987）においても，一部を
除いて杉本（1974）の層序区分がほぼ踏襲されている（第
3. 2図 a）．しかしながら地質時代に関して吉田ほか
（1987）は，三畳紀のコノドント化石が産出しているこ
とを重視して「岩泉層群は（ジュラ系とは断定できず）
三畳系である」という見解を示した．
陸中関地域を含む北部北上帯の地層群からの化石とそ
れに基づく堆積時期に関しては，これまでペルム紀～三
畳紀を示すサンゴ・紡錘虫・コノドントなどの報告が知
られている（例えば，小貫，1969；村田・杉本，1971；杉
本，1974；豊原ほか，1980；吉田ほか，1987）．しかしな
がら，これらは石灰岩やチャートから産出した化石のた
め，付加複合体として形成された時期を直接示すもので
はない．

2000年代になって陸中関地域周辺においても，放散虫
化石などの産出報告や付加体地質学的研究が実施される
ようになった．中江・鎌田（2003）は，付加複合体を構
成する海洋底層序の概念を本地域に適応することで，杉
本（1974）の関層・合戦場層・大鳥層・大坂本層が海洋
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第 3. 4図　陸中関地域周辺におけるジュラ系地層群（北部北上帯付加複合体）の層序区分と概略分布
背斜軸周辺では茅森コンプレックスや高屋敷コンプレックスが，向斜軸周辺では合戦場コンプレックスや大鳥コンプレッ
クスが分布する．本報告による調査結果と，杉本（1974），大上・村田（1974a，b），吉田ほか（1987），鎌田ほか（1991），
高橋ほか（2016），辻野ほか（2018）に基づき編纂．下部白亜系深成岩類・上部白亜系久慈層群ならびに第四系堆積物の分
布を省略し空白とする．太枠は陸中関地域を示す．〔　〕内は 5万分の 1地形図の地域名．
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底層序の一種である “チャート–砕屑岩シークェンス ”
から構成されることを指摘した．その上で，泥岩から産
出した放散虫化石が示す時代（ジュラ紀キンメリッジア
ン期）が関層の付加時期であると結論した．また北西に
隣接する一戸地域（辻野ほか，2018）では，産出した放
散虫化石（Nakae，2016）に基づき関層と合戦場層の付
加時期はそれぞれ，キンメリッジアン期，ならびにオッ
クスフォーディアン期の中頃からキンメリッジアン期の
末頃に至る範囲のある時期と判断された（第 3. 2図 f，
第 3. 3図；中江，2018）．また大鳥層からは，泥岩中の
マンガン団塊からバッジョシアン期 –バトニアン期前半
を示す放散虫化石の産出が報告された（鈴木ほか，
2007b）．一方，本地域南方の岩泉付近で発見された砂岩
転石中のアンモナイト化石（小貫，1956）が，Suzuki et 
al.（2007a）によりオックスフォーディアン期を示す種
に同定され，高屋敷層に由来すると見なされた．
さらに本地域内において，大鳥層のチャートに随伴す
る赤色珪質泥岩からペルム紀アッセリアン期 –サクマー
リアン期を示す放散虫化石群集が亀高ほか（2005）によっ
て記載された．これは，放散虫化石としては北部北上帯
で初めて古生代を示す報告である．またコノドント化石
では，さらに古い時代を示すチャートも報告され，苦灰
岩を伴う灰色チャートは石炭紀モスコビアン期を，その
上位の赤色チャートはグゼリアン期（石炭紀末期）–アッ
セリアン期（ペルム紀初頭）及びサクマーリアン期 –アー
ティンスキアン期を示す（山北ほか，2008a，b）．これは
現在のところ，北部北上帯付加複合体における最古の時
代を示した事例である（永広ほか，2008）．
この時期に上記の研究報告とは別に，化石年代によら
ず岩相組合せの特徴のみに基づいてそれまでに設定され
てきた層序単元を再編する考えが，大藤・佐々木（2003）
によって提案された．これは，北部北上帯のジュラ系地
層群のみならず日本各地の同様な地質体においても，剪
断帯が重要な地質単元境界に成り得るとする考えであ
る．この結果，北部北上帯ジュラ系地層群は A層から
G層の 7単元に区分され，これらの境界の主要なもの（葛

巻剪断帯・岩泉スレート帯・田老剪断帯など）は幅数
kmの剪断帯を伴った白亜紀の左横ずれ剪断運動の影響
を受けたと見なされた．
堆積岩類の他に苦鉄質岩も，ジュラ系地層群の主要構
成岩類の一つとして重要である．その大部分は沢山川層
として区分されてきたが，これ以外の層序単元にも小規
模な岩塊として石灰岩やチャートに随伴したり泥岩中に
混在する産状を示す．これまで，この苦鉄質岩は海洋域
の玄武岩に類似した性格を持つとの指摘（Kawabe et 
al.，1979）があったものの，詳細は不明であった．杉本・
宇田（1972）及び杉本（1974）は，沢山川層の苦鉄質岩
は ‘安山岩質 ’の枕状溶岩とハイアロクラスタイトを主
体とし，これらの苦鉄質岩と間木平層に貫入する斑れい

岩の存在を報告した．箕浦（1985）及びMinoura（1990）
も，沢山川層苦鉄質岩を島弧火成活動によって形成され
た安山岩であるとした．その後に土谷ほか（1999）は，
全岩化学組成（主要成分・微量成分）と残存単斜輝石化
学組成の分析結果に基づき，沢山川層苦鉄質岩としての
枕状溶岩とハイアロクラスタイトは玄武岩質であり，こ
れらと上記の斑れい岩は同源であると判断し，プレート
内火成活動に由来する海洋島アルカリ玄武岩であること
を確認した．さらに，三浦・石渡（2001），永広ほか（2010）
ならびに中江（印刷中）なども本地域とその周辺におい
て，ジュラ系地層群に挟在する苦鉄質岩は海山・海洋島
に由来すると結論付けた．久保（2010）は，陸中関地域
内に分布する深成岩類の産状・岩相を報告した中で上記
の斑れい岩の岩相記載を行い，この斑れい岩が周囲の苦
鉄質岩・石灰岩と共に白亜紀前半に起こった深成岩類の
貫入による接触変成作用を被ったことを記した．
永広ほか（2008）は先行研究の成果を編纂・総括した
上で，岩相と化石年代に基づく海洋底層序の復元から杉
本（1974）の層序区分の見直しを行った（第 3. 2図 c）．
その結果は，（i）杉本（1974）の層序単元のうち，下部
の木沢畑層～高屋敷層と上部の関層～大坂本層はそれぞ
れ，大上・永広（1988）及び永広ほか（2005）の安家 –
田野畑（亜）帯（本地域東半部）ならびに葛巻 –釜石（亜）
帯（本地域西半部）に属し，（ii）沢山川層とその上位の
安家層は整合関係であり，（iii）覆瓦構造をなすチャート
–砕屑岩シークェンスからなる層序単元（木沢畑層，間
木平層，関層～大坂本層）と泥質混在岩からなる層序単
元（高屋敷層）に識別され，さらに（iv）木沢畑層と間
木平層，関層と合戦場層，ならびに大鳥層と大坂本層は
それぞれ一連のチャート –砕屑岩シークェンスを構成
し，層序単元としては不可分である可能性を示すなど，
多岐に亘っている．なお永広ほか（2008）は，下戸鎖背
斜の東翼で地層の上下が逆転しているとされる本地域東
北部（長

おさ

内
ない

川
がわ

流域）に分布する高屋敷層と関層の層序関
係に矛盾があると指摘し再検討を要するとの立場を示し
た上で，杉本（1974）の地質図を踏襲した．さらに，永
広ほか（2008）の見解を発展させた高橋ほか（2016）は
安家川上流域（南隣の門

かど

地域北部）において，沢山川層
と安家層を統合し安家ユニットに，高屋敷層を踏襲し高
屋敷ユニットに，関層から上位の大坂本層までを関ユ
ニットと大鳥ユニットに再編し，それぞれのユニット境
界は断層関係であると見なした（第 3. 2図 e）．
上述のようなジュラ系地層群の層序区分と境界断層に
関する一部の見直し過程に対し鎌田（2017）は，次のよ
うな問題点を指摘している．つまり，高橋ほか（2016）
が再編した関ユニットと大鳥ユニットの境界は杉本
（1974）の層序単元境界に一致しておらず，また両ユニッ
トはそれぞれの構成岩の分布が尖滅する地域で定義され
たものである．そのため，両ユニットの区別や新たな境
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界定義に関する積極的な根拠が乏しく，より好条件の地
域で再検討する必要があると述べている．
なお，北西隣の一戸地域においては陸中関地域に露出
する地層群が連続して分布するため，暫定的に杉本（1974）
の層序区分がそのまま適用されている（中江，2018，第
3. 2図 f）．
以上のように，付加体地質学や海洋底層序の観点に基
づいた近年の研究や見解（中江・鎌田，2003；永広ほか，
2008；高橋ほか，2016；鎌田，2017）によると，杉本（1974）
の標準層序区分には修正の余地があることが指摘できる．

3. 2　層序単元の記載に当たって

北部北上帯のみならず本邦に分布する付加複合体は一
般的に，遠洋性深海堆積物であるチャートと陸源性砕屑
物である砂岩・泥岩を主体に，海山・海洋島及び中央海
嶺起源と考えられる苦鉄質岩（玄武岩・ドレライト・火
山砕屑岩など）・石灰岩など，堆積環境・形成場の異な
る様々な岩相の岩石から構成される．単一岩相の岩石か
らなる岩体あるいは岩相の異なる複数の岩石が複合した
岩体は，比較的単調に繰返す場合から複雑に集積する場
合まで様々な産状を示している．このような複合体は元
来，苦鉄質岩・石灰岩あるいはチャートを基底にして，
その上位に砂岩・泥岩などが累積した堆積体（海洋底層
序あるいは海洋プレート層序：下部の海洋地殻・海山由
来の苦鉄質火山岩・遠洋性深海堆積岩と上部の陸源性砕
屑岩から構成される岩相層序：Isozaki et al.，1990；
Matsuda and Isozaki，1991）であった．その後の沈み込み
作用に伴う付加過程で，地層面にほぼ平行する衝上断層
が発生・成長することで海洋底層序の構成岩類が構造的
に繰返して集積・厚層化し，付加複合体が形成されると
考えられている（例えば，Moore et al.，2005）．付加複合
体内ではさらに破断変形が進行することにより，海洋底
層序の構成岩類は破断・分断されて，各種岩石からなる
岩体と混在岩を形成することになる．その結果として複
雑な産状を示す（例えば，Behrmann et al.，1988）．この
ような，衝上断層による岩相（構成岩類）の繰返しと混
在岩の存在は，付加複合体に認められる普遍的な構造的
特徴である．このようなジュラ系付加複合体の特異性に
鑑み，本章では記載に関して以下の解説を付記する．
付加複合体の地質時代について
上述の形成過程に基づくと，中央海嶺における海洋地
殻の生成とその後の深海底から付加直前の海溝周辺にお
ける堆積作用に至るまでの期間が，付加複合体構成岩類
全体の形成期間と言える．しかし付加複合体に対して「地
質時代」を用いる場合，層序区分単元として地質学的あ
るいは層序学的に意味のある時期，即ち付加時期を地質
時代として扱う必要がある．これは，それぞれの層序単
元を構成する付加複合体の付加形成が最終的にいつ完了

したかということに他ならない．しかしながら，「付加
時期とはいつか」を厳密に議論し定義することは本報告
の目的ではないので，ここでは現状で本邦の地質学界に
おいて一般的に受け入れられている「泥岩・砂岩の堆積
時期に近似され，また泥岩の時代は珪質泥岩の時代より
新しい」とされる解釈（例えば，Isozaki et al.，1990；
Matsuda and Isozaki，1991；Nakae，1992）に従って，これ
を付加複合体の地質時代として扱うことにする．
混在岩の岩相・岩体の用語について
本章で用いる用語（整然相・破断相・分断相・混在相，
岩体・岩塊など）については，中江（2002）ならびに中
江ほか（2013）に基づいて以下のように定義する．整然
相は，地層の初生的な堆積関係や地層の上下・側方への
連続性が保持されており，そのため岩相間は整合関係を
基本とする．地層としての連続性が部分的に途切れる場
合は破断相，全体的に破壊されている場合は分断相とす
る．分断相では破断の進行により，地層は走向方向に伸
張した岩体を形成するが，岩体の連続性により地層とし
ての成層構造がある程度追跡できる．部分的に初生的な
整合関係が残されていることもあるが，岩相間は剪断面
や断層で接する場合や，不明瞭な接触面で異なる岩相が
密着している場合もある．混在相は，地層としての層序
的連続性が欠如し，様々な規模の岩体とそれを包有する
泥質岩（粘板岩質泥岩・泥質混在岩など）で構成される．
岩体は互いに完全に分離しており，側方延長上には同様
の岩体が分布することはあるが，地層としては連続しな
い．岩体は，層厚 100 m以上の規模を有する．規模に応
じて，大規模岩体（層厚 500 m以上，走向方向の連続性
が 5 km以上），中規模岩体（層厚 300～500 m程度，走
向方向への連続性が 3～5 km程度），小規模岩体（層厚
100～300 m程度，走向方向への連続性が 300 m～3 km
程度）に便宜的に区分する．岩体内部は単一岩相の岩石
で構成される場合と，岩相の異なる複数の岩石が複合す
る場合がある．泥質混在岩はさらに，泥岩からなる基質
と様々な岩相あるいは単一の岩相からなる岩塊（走向方
向の連続性が 100 m未満）に細分される．
境界断層について
付加複合体内部の層序単元境界は一般に，衝上断層で
あると考えられている．本地域では露出状況により，そ
のような断層関係が示唆される露頭を僅かしか見出すこ
とが出来なかった．実際に本地域を含む北上山地北部で
観察される場合，断層を挟んだ上下の層序単元は互いに
同程度の走向・傾斜を示すと共に，断層面の走向・傾斜
もこれらにほぼ平行である（一部では，低角度で斜交す
る）．このことから，境界断層は層序単元の地層面に対
して非常に低角であり，これを境にして各層序単元は平
行ないし低角度で累重していると見なされる．しかしな
がら，露頭観察から断層面に沿う変位方向と変位量を求
めることは困難であり，この境界断層が「衝上断層」で
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あるか否かを実証するに至っていない． 
一方，境界断層の現在での姿勢は地層面と同様，水平
面に対して中角度（60°程度）またはそれ以上の高角度
で傾斜していることが多い．このことは，境界断層が形
成された後，白亜紀以降の褶曲構造の形成によって，地
層面と共に断層面が回転したことによる．このように褶
曲した断層に対して，仮に傾斜角に基づく記載的分類に
よる断層名称を用いるなら，一条の境界断層であっても
場所により「低角断層」と「高角断層」が混在するだけ
でなく，地質図での表現上，後に付加複合体を切断する
高角傾斜の縦走断層や横断断層との差異が不明確にな
る．このような状況を踏まえ本報告では，付加複合体に
おける上下の層序単元（コンプレックス）境界をなす断
層に対して，現状の傾斜角や変位方向に基づく分類（高
角断層・低角断層あるいは正断層・逆断層・衝上断層な
ど）を適用せず，単に「境界断層」あるいは「コンプレッ
クス境界断層」と呼ぶことにする．

3. 3　 層 序 区 分

陸中関地域では既に，杉本（1974）による詳細な地質
調査が実施され，下位より木沢畑層・間木平層・沢山川
層・安家層・高屋敷層・関層・合戦場層・大鳥層・大坂
本層ならびに未区分のペルム系が識別された．これ以降
の研究においてもこの層序区分を基準にして改訂が加え
られ，例えば高橋ほか（2016）は，沢山川層と安家層を
統合した安家ユニット，高屋敷層をほぼ踏襲した高屋敷
ユニット，関層から大坂本層までを関ユニットならびに
大鳥ユニットに再編した層序区分を提唱した．また本地
域南西端には，西隣の葛巻地域に分布する葛巻層（第 3. 3
図；岩井ほか，1964；大上・村田，1974a，b）に相当する
層序単元が認められる．本調査研究の結果より，陸中関
地域におけるジュラ系地層群の岩相分布ならびに地質構
造は杉本（1974）の見解におおよそ調和的であるが，層
序単元区分ならびにその境界については修正が必要との
結論に至った．
以上の状況から本報告では，陸中関地域において広範
囲に分布する砂岩・泥岩などの陸源砕屑物を主体とし遠
洋性深海堆積物であるチャートならびに海山・海洋島起
源の苦鉄質岩・石灰岩を挟有する地層群を，岩相・分布・
層序関係に基づき基本層序単元として下位より，茅森コ
ンプレックス，高屋敷コンプレックス，関コンプレック
ス，合戦場コンプレックス，大鳥コンプレックス，葛巻
コンプレックスに区分する（第 3. 2図 d，第 3. 3図，第 3. 4
図）．ただし，葛巻コンプレックスと他のコンプレック
スとの初生的な層序関係は不明である．これらのコンプ
レックスと杉本（1974）ならびに高橋ほか（2016）の層
序区分との対比においては，次のような対応関係になる．
（i）茅森コンプレックスは，岩相的特徴が互いに類似す

る木沢畑層とその上位の間木平層を統合した層序単元
（従来の茅森層群）に一致する．
（ii）高屋敷コンプレックスは，沢山川層・安家層・高
屋敷層を統合した層序単元に，あるいは安家ユニットと
高屋敷ユニットを統合した層序単元に，それぞれ一致す
る．
（iii）関コンプレックスと合戦場コンプレックスは関層
と合戦場層にそれぞれ相当するが，両コンプレックスの
境界は関層・合戦場層の境界に対して部分的に斜交して
いる．これは本調査研究によって，関層上部に位置する
チャートの基底の一部に苦鉄質岩が随伴することが明ら
かとなり，この苦鉄質岩の存在に基づいて両コンプレッ
クスの境界を定義すべきであると判断した．従って，苦
鉄質岩を伴う関層上部のチャートを関層から分離し合戦
場コンプレックスに含めるのが妥当であり，結果的にコ
ンプレックス境界が関層・合戦場層境界に斜交すること
となった．なお，高橋ほか（2016）が安家川上流域で再
定義した関ユニットは，チャートと珪質泥岩・泥岩，さ
らにその上位に累重する砂岩から構成されるという特徴
をもつ．この岩相的・層序的特徴は合戦場層のそれに明
確に一致する（関層は砂岩を殆ど含まない）．従ってこ
の関ユニットは，本報告の合戦場コンプレックスに含ま
れると判断される．
（iv）大鳥コンプレックスは大鳥層と大坂本層を統合し
た層序単元にほぼ相当するが，大鳥層の主体をなす
チャートの一部を下位の合戦場コンプレックスに含め
た．その根拠は，大鳥層では赤色～赤紫色を呈するチャー
ト及び珪質泥岩が灰色チャートに随伴する特徴（杉本，
1974）をもつが，大鳥層下部の一部はこの特徴を欠き，
それにかわって数層準に砂岩が挟在する．このことはむ
しろ，合戦場層の特徴（チャートとその上位の泥岩・砂
岩から構成される）に酷似しているので，砂岩を挟有す
る層準を合戦場コンプレックスに含めた．安家川上流域
（高橋ほか，2016）で再定義された大鳥ユニットには，
合戦場層上部が含まれる可能性がある．この層準の合戦
場層は赤色チャートと泥岩から構成されているので，高
橋ほか（2016）による大鳥ユニットの定義と層序区分は
適切な見解である．
以下の項に，各コンプレックスの詳細について下位層
準から順に記述する．なお地質図凡例では，下より地質
時代が古い上位層準のコンプレックスから順に記されて
いる点に留意されたい．

3. 3. 1　茅森コンプレックス（Kb，Kt，Kl，Kc，Ki，Ky，
Km，Ka，Ks，Kx）

（1）定義及び名称
陸中関地域の中央部 –北部中寄りと北東部に露出する，
チャート・粘板岩質泥岩・砂岩を主体とし少量の苦鉄質
岩や石灰岩を伴う層序単元を，茅森コンプレックスとし
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て次の通り再定義する．杉本（1974）の木沢畑層とその
上位の間木平層はそれらの岩相的特徴に顕著な差異が無
いことから，両層によって構成される茅森層群に一括さ
れるべきで，これが茅森コンプレックスに相当する（第
3. 2図）．従って層序単元名称に関しては，杉本（1974）
を踏襲して「茅森」を地理的名称として使用し，階層名
称をコンプレックスに改称する．これにより，木沢畑層
と間木平層の名称と区分は破棄される．
なお，永広ほか（2008）は木沢畑層と間木平層が不可
分の層序単元である可能性に言及し，この見解を踏襲し
た Kojima et al.（2016）は両層を一括し「Magidai Unit（間
木平ユニット）」と呼称した．しかしながら本報告では
上記の理由により，「茅森コンプレックス」を使用する．

（2）模式層・分布
久
く

慈
じ

市山
やま

形
がた

町茅森から木沢畑を経て日
ひ

影
かげ

に至る道路沿
いを模式地として，この区間に露出する構成岩類を茅森
コンプレックスの模式層に設定する（第 3. 5図 a）．ま
た本コンプレックスの上位層準（上半部）が比較的広範
囲に分布する山形町間木平周辺の構成岩類を，副模式層
とする（第 3. 5図 b）．前者の一部と後者はそれぞれ，
杉本（1974）によって指定された木沢畑層と間木平層の
模式地に対応する．
陸中関地域における茅森コンプレックスは，北部の山
形町川井・沼

ぬま

袋
ぶくろ

・案内・茅森・大
おお

矢
や

内
ない

・木沢畑から中央
部の山形町間木平・山

やま

根
ね

町木
き

売
うり

内
ない

ならびに葛
くず

形
がた

に至る区
域のほか，北東部の山根町馬

ま

内
ない

から川
かわ

又
また

の西方・遠
とお

川
かわ

に
至る区域に分布し，北隣の陸中大野地域に連続する．本
コンプレックスの分布域は北北西 –南南東方向の軸跡を
持つ背斜（葛形背斜・下

しも

戸
と

鎖
くさり

背斜）の軸部に相当し，
層理面ならびに劈開面も北北西 –南南東走向を示して東
または西に中角度～高角度で傾斜する．

（3）層序関係
茅森コンプレックスは，本地域のジュラ系地層群にお
ける最下位の層序単元となるが，その下限は不明である．
これに対し上限は，上位の高屋敷コンプレックスと断層
で接すると見なされている（第 3. 2図 c：永広ほか，
2008）．本報告ではこの境界断層を，岩

いわ

脇
わき

断層と命名し
定義する（詳細は 3. 5. 2項で後述）．
葛形背斜東翼にあたる模式地周辺の茅森（第 3. 5図 a）
においては，本コンプレックスの粘板岩質泥岩はその東
側の高屋敷コンプレックスの苦鉄質岩（ドレライト）に
近接して露出している．両者の境界は若干の露頭欠如の
ため未確認であるが，断層関係であると判断される．ま
た葛形背斜西翼に位置する山形町女

おんな

供
ども

の東方（第 3. 5
図 b）では，茅森コンプレックスと高屋敷コンプレック
スが接する断層露頭が確認できる．上記二条の断層につ
いて杉本（1974）は，茅森層群（＝茅森コンプレックス）
と沢山川層（＝高屋敷コンプレックス下部）を境する高
角傾斜の衝上性縦走断層と捉え，「茅森 –浅

あさ

子
こ

沢
ざわ

断層」

とした．この断層は，山形町茅森周辺（茅森 –浅子沢断
層の北半部）では茅森コンプレックスと高屋敷コンプ
レックスの初生的な境界断層（岩脇断層）に位置付けら
れるが，女供東方（茅森 –浅子沢断層の南半部）では境
界断層ではなく，高角傾斜の縦走断層（木売内断層：後
述）と見なされる．茅森と女供における断層露頭は，断
層面の走向方向の延長線上には位置しない．また，これ
らの断層の延長方向と岩相境界は互いに斜交しており，
木売内断層の位置は場所ごとに茅森コンプレックスの異
なる層準を通過する．従って，杉本（1974）が提唱した
「茅森 –浅子沢断層」は二条の別個の断層を一続きの断
層であると誤認したと判断されるので，本報告によって
この名称を破棄する．木売内断層の斜交性については，
第 3. 6図に示される．この断層は，茅森（K4）では葛形
背斜軸より層厚で約 300 m上位（茅森コンプレックス下
半部の下位層準）に位置するが，岡沢（K7）や間木平（K8）
ではさらに 800 m程度上位を通過する．
上述の通り，茅森コンプレックスの上限は境界断層で
ある岩脇断層によって絶たれ，上位の高屋敷コンプレッ
クスと接する．岩脇断層は茅森コンプレックスの走向に
対し緩く斜交するため，高屋敷コンプレックス基底部の
苦鉄質岩と接する茅森コンプレックスの層準は場所によ
り異なる．特に本地域北西部から中央部では，岩脇断層
によるこのような斜交性が明瞭に認められ，久慈市間木
平（K8）から北西方の小渡（K5）にかけて，岩脇断層
による茅森コンプレックス上位層準の欠落が，より下位
に達していることが示される（第 3. 6図）．

（4）層序
茅森コンプレックスの主要構成岩類は，チャート・珪
質泥岩・粘板岩質泥岩・シルト質泥岩・砂岩であり，苦
鉄質岩・石灰岩・砂岩泥岩互層・泥質混在岩などを僅か
に伴う．これらは様々な規模の岩体を形成しており，そ
のため本コンプレックスは比較的破断化・分断化が進行
した層序単元であると言える．本コンプレックスの下半
部と上半部では，明確ではないが次のような相違が見ら
れる．下半部ではチャート・珪質泥岩・粘板岩質泥岩が
卓越し部分的にシルト質泥岩・砂岩が挟有されるのに対
し，上半部では粘板岩質泥岩とチャートを挟有する砂岩
が主体をなすのが特徴である（第 3. 6図）．下半部と上
半部の岩相境界は，久慈市沼袋から寒

さむ

長
なが

根
ね

山（718 m）
を経て南東方の木売内へ至る区域に分布するチャート・
シルト質泥岩を伴う側方連続性が良好な厚層砂岩の基底
とした．茅森コンプレックスの層厚は約 3,000 mに達し，
地表に露出していない基底部まで含めるとそれ以上に及
ぶ．下半部と上半部の層厚はそれぞれ，およそ 1,700 m
と 1,300 mである．
模式地である山形町茅森 –日影の区間（第 3. 5図 a）

の大半は茅森コンプレックスの下半部に相当し，珪質泥
岩を随伴するチャートと粘板岩質泥岩・シルト質泥岩な
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第 3. 5図　茅森コンプレックスの模式地と模式層
（a）模式地における茅森コンプレックスの模式層．（b）参照地における茅森コンプレックス上部の副模式層．
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第 3. 6図　茅森コンプレックスの柱状図
チャート・珪質泥岩・粘板岩質泥岩が卓越する下半部と，チャート・粘板岩質泥岩・砂岩が主体をなす上半部に区分され，
境界層準には側方連続性が良好な砂岩が位置する．上位方向は，葛形背斜軸部から翼部へ向かう方向に一致する．点線・
破線は，柱状図間での対比を表す．三角印は岩相移化（チャート→珪質泥岩→粘板岩質泥岩またはシルト質泥岩）による
上位方向を表す．柱状図作成ルートの位置は付図 1に示す．
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いし砂岩泥岩互層が繰り返し露出する．葛形背斜の軸部
周辺（第 3. 6図の K3と K4の最下部）が本地域での最
下位層準に位置し，ここより両翼側（東北東方向 K3～
K1ならびに西南西方向 K4）には，より上位層準のチャー
ト・粘板岩質泥岩が少量の珪質泥岩・砂岩を伴いながら
累重し，一部に細粒な苦鉄質凝灰岩と石灰岩が点在する．
茅森（K1）では上半部は欠如し，下半部が岩脇断層を
介して高屋敷コンプレックスに直に接する．日影付近
（K4）では，K3～K1より上位層準のシルト質泥岩や砂
岩が比較的多く分布し，その最上位は茅森コンプレック
スの上半部に含まれる．
杉本（1974）は，山形町茅森から大矢内にかけてチャー
トの分布が比較的卓越する層準を木沢畑層とし，上位の
間木平層とは区別している．しかしながらここでの両層
は共に，チャート・珪質泥岩・粘板岩質泥岩・シルト質
泥岩・砂岩を主要な構成岩類とする点で一致し，明瞭な
岩相的相違はあるとは言い難い．また，杉本（1974）の
木沢畑層と間木平層との境界は茅森コンプレックスの下
半部・上半部の境界とは異なる層準にあり，数 100～
500 m程度上位層準に位置することから，これらは一致
しない．
葛形背斜の西翼に位置する山形町女供の東方から間木
平を経て下小国に至る川又川沿いの区間（第 3. 5図 b）
では，砂岩を主体として粘板岩質泥岩・シルト質泥岩な
らびにチャートが北北西 –南南東走向・高角西傾斜で繰
返し分布する．東側の高屋敷コンプレックスとは北北西
–南南東走向で高角傾斜の木売内断層で接する．木売内
断層から約 500 m西に露出する砂岩（第 3. 6図 K8）は
山形町日影付近に露出する側方連続性が良好な砂岩（K4
参照）の南東延長であることから，この区間は模式地（茅
森 –大矢内）よりも相対的に上位の層準（茅森コンプレッ
クスの上半部を主体）に相当する．
これら上記の区域で確認される一部の岩相における層
序関係（チャートからその上位に累重する珪質泥岩・粘
板岩質泥岩あるいはシルト質泥岩に移化する岩相変化）
は，海洋底層序の初生的関係を比較的良く保持している
と判断される．このことから葛形背斜の軸部から翼部に
向けて，地層の傾斜方向と海洋底層序の上位方向が一致
していると言える．
本地域北東部では，久慈市荒

あら

津
つ

前
まえ

周辺で高角傾斜断層
である馬

ま

内
ない

断層の走向方向が下戸鎖背斜の軸跡に対し僅
ながら斜交し背斜東翼を切断しているため，東翼の大部
分が欠如している．さらに久慈市根

ね

井
い

南方 –山根町遠川
付近では，同じく高角傾斜断層である遠川断層が下戸鎖
背斜の軸跡を切断している．これらの区域では，背斜軸
付近から西翼にかけて苦鉄質凝灰岩・石灰岩・チャート
の小規模な岩体を伴う粘板岩質泥岩が卓越し，さらに上
位に相当する川又 – 𣕚

たも

ノ
の

木
き

–遠川ではシルト質泥岩と砂
岩が優勢となる傾向が見られる．この岩相的特徴に基づ

くと，北東部の茅森コンプレックスにおいても下半部と
上半部に区分される可能性があるが，その明確な境界を
設定するのは容易でない．

（5）岩相
苦鉄質岩（玄武岩）（Kb）
茅森コンプレックスに含まれる苦鉄質岩として玄武岩
が分布するが，層厚約 200 mで側方延長 500 m～1 km
程度の小規模岩体として，久慈市山根町深田の西方や山
根町葛形周辺で僅かに見られる程度である．陸中関地域
では，玄武岩は顕著な変質・風化を被り灰緑色～黄褐色
に変色している．
苦鉄質凝灰岩（Kt）
苦鉄質凝灰岩は，野外では塊状に見えるが不明瞭で軽
微な劈開が形成されている（第 3. 7図 a）．鏡下では，
玄武岩質岩石に由来したシルト大～細粒砂大の火山岩片
から構成されていることがわかる（第 3. 8図 a）．層厚
約 100～200 mで側方延長 500 m～1.5 km程度の規模を
持つ小規模岩体を構成し，山形町茅森の南西，堀越峠の
東，ならびに山根町馬内の北西や南西などに露出してい
る．これらの分布は小規模なため，側方への連続性が乏
しい．
石灰岩（Kl）
石灰岩は，50 m程度の層厚と 500 m～1 km程度の側方
連続性を持つ小規模岩体をなし，山形町茅森の西方と深
田の西方などで僅かに見られるのみである．白色の石灰
岩（層厚 1 m程度）と暗灰色の泥質石灰岩（層厚約 10 
cm）がやや不規則に互層する層状石灰岩である（第 3. 7
図 b）．苦鉄質の凝灰岩～凝灰質泥岩やチャートからな
る小規模岩体に沿って露出する．杉本（1974）によると，
この石灰岩は下位の苦鉄質凝灰岩と，また上位のチャー
トと互層するとされている．これらの石灰岩は，ミクラ
イト基質中に多くの化石の破片（生砕物）が含まれるバ
イオミクライトである（第 3. 8図 b）． 
チャート（Kc）
粘板岩質泥岩に挟有される層厚 100 m・側方延長 1～

2 km程度の小規模岩体のほか，層厚 200～300 m程度と
薄いながら側方へ 5 km以上連続するシート状岩体とし
て露出する．後者では柱状図（第 3. 6図）に三角印で示
したように，チャートの上位に珪質泥岩・粘板岩質泥岩
またはシルト質泥岩が累重する層序を構成する場合があ
る．珪質層と泥質薄層との律動的な細互層からなる層状
チャートとして産出する（第 3. 7図 c）が，泥質薄層に
乏しく層状構造が不明瞭な場合もある．珪質層は，層厚
1～3 cm程度で灰緑色～暗灰色を呈する．泥質薄層は暗
灰色を呈し，粘土鉱物と極めて細粒な砕屑粒子から構成
される．層厚は通常 5 mm以下である．鏡下観察した
チャートの一部では，珪質層が長径 0.1～0.2 mmの楕円
形を呈する多量の放散虫遺骸とその間を埋める微晶質石
英から構成されることを確認した（第 3. 8図 c）．また
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第 3. 7図　茅森コンプレックスを構成する主要岩類の産状と岩相
（a）苦鉄質凝灰岩．（b）白色石灰岩（ls）と暗灰色泥質石灰岩（mls）との互層をなす層状石灰岩．（c）泥質薄層と律動的な細
互層をなす層状チャート．（d）塊状の珪質泥岩．（e）粘板岩質泥岩．（f）シルト～細粒砂岩葉理を挟有するシルト質泥岩．（g）
泥岩（ms）と厚層理砂岩（ss）の互層．破線より左側が泥岩，右側が砂岩．（h）塊状砂岩．
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放散虫遺骸自体も，微晶質石英で充填されている（第 3. 8
図 d）．多くのチャートにおいて石英粒子の粗粒化が認
められることから，再結晶化がある程度進行していると
言える（第 3. 8図 e，f）．
珪質泥岩（Ki）
暗灰色～青灰色を呈する珪質な泥岩である．軽微な劈
開が形成されていることが一般的であるが，より珪質な
場合，無構造で塊状な産状を呈する（第 3. 7図 d）こと
もある．層厚は 50～200 m程度で，側方延長 1～3 km程
度の小規模岩体としてチャートに付随して分布する．層
序的にはチャートの上位に位置する傾向があり，岩相的
にもチャートから漸移する．鏡下では，微晶質石英のほ
か微細な粘土鉱物が多く見られる．粘土鉱物にはあまり
明瞭ではないが定向配列が見られる．また放散虫遺骸を
多く含む（第 3. 8図 g，h）．
粘板岩質泥岩（Ky）
黒色～暗灰色を呈するスレート劈開の形成が顕著な泥
岩で，本地域の茅森コンプレックスにおいて優勢な構成
岩である．野外では，密に形成されたスレート劈開面に
沿って薄く剥離するのが特徴である（第 3. 7図 e）．し
かしながら，部分的に粗粒相も含まれ劈開の形成が微弱
なこともあり，野外では下記のシルト質泥岩から明瞭に
識別できる場合と漸移的に移化する場合が見られる．地
質図上では，どちらか卓越する岩相を優先して区分し塗
色した．淘汰良好の微細な石英粒子とさらに細粒な粘土
鉱物を主体とする．石英粒子と粘土鉱物の長軸は互いに
並行に配列する．またこれらの配列はスレート劈開に対
してほぼ平行であることが，鏡下観察からわかる（第 3. 9
図 a，b）．稀に，放散虫遺骸を含むことがある．
シルト質泥岩（Km）
粘板岩質泥岩より粗粒な砕屑粒子を含む黒色～暗灰色
の泥岩である．粘板岩質泥岩と比較すると，劈開の形成
が微弱なことが多い．上述のように，野外では粘板岩質
泥岩から明瞭に識別できる場合と漸移的に移化する場合
が見られる．
茅森コンプレックスの下半部ではチャートに，上半部
では砂岩に伴って露出する傾向がある（第 3. 6図）．多
くの露頭で，シルト岩ないし細粒砂岩からなる葉理を挟
有する（第 3. 7図 f）．鏡下観察では，石英・斜長石・
雲母などの砕屑粒子と微細な粘土鉱物が見られ，粘板岩
質泥岩と同様に，これらの鉱物粒子の並行配列が劈開面
を形成することが確認できる（第 3. 9図 c，d）．また，
粘土鉱物に乏しくシルト大の砕屑粒子が密集した層が葉
理を形成している（第 3. 9図 cの両矢印で示した部分）．
砂岩泥岩互層（Ka）
砂岩泥岩互層は茅森コンプレックスの上半部に露出し，
砂岩に密接に伴って分布する（第 3. 6図）．厚層理砂岩
とこれより層厚の薄い泥岩との互層であり（第 3. 7図
g），砂岩単層の層厚は多くの場合 50～70 cm以上で 1 m

を越える層厚をもつこともある．1つの単層においても
不規則に膨縮し，層厚は変化に富んでいる．
砂岩（Ks）
茅森コンプレックスの下半部では局所的に，層厚 100
～200 m・側方延長 1 km程度の小規模岩体として粘板
岩質泥岩に包有されるが，上半部ではチャートやシルト
質泥岩を伴う大規模岩体（層厚 500 m程度，側方延長 5 
km以上）として粘板岩質泥岩と交互に分布する傾向を
示す（第 3. 6図）．野外では，塊状・無層理な産状を示
すことが一般的で（第 3. 7図 h），暗灰色～灰色を呈し
細粒～中粒の砕屑粒子で構成される．粗粒～極粗粒の砕
屑粒子を含ことも多い．砕屑粒子として石英が圧倒的に
多く，次いで斜長石・カリ長石・雲母類のほか岩片（チャー
ト岩片・泥岩片など）や不透明鉱物が少量認められる．
これらの粒子の円磨度は低く角張った外形をなしてい
る．砕屑粒子の接触面は，圧力溶解による不規則な波状
の境界となっている．また，シルト大以下の砕屑粒子（上
記と同様の鉱物種）から構成される基質の量比は乏しい．
これらの特徴から，石英質アレナイトないし長石質アレ
ナイトであると判断される（第 3. 9図 e，f）．
泥質混在岩（Kx）
泥質混在岩の分布は，北東部の久慈市下川井や中央部
南寄りの久慈市山根町葛形の周辺に認められる程度であ
り，層準的には茅森コンプレックスの上半部に位置する．
多くの場合，層理が分断されレンズ状の形態になった砂
岩岩塊（長径 5～30 cm程度）が黒色泥岩中に包有され
た産状を呈する．稀に，苦鉄質岩・石灰岩・チャートの
岩塊を包有する場合も見られる．

（6）産出化石及び地質時代
杉本（1974）によると，山形町茅森付近に分布する
チャートに挟有された珪質な黒色石灰岩と山根町岩脇付
近の珪質石灰岩から Epigondolella abneptis–Epigondolella 
bidentata群集に属するコノドント化石が産出し，その時
代は三畳紀ノーリアン期とされた．なおこれらの産出地
点と化石種は，それ以前に発表された村田・杉本（1971）
の記述に酷似している．これらの文献には群集の具体的
な種構成が記述されていないでの詳細は不明であるが，
Epigondolella bidentata（Kozur and Mostler，1971により
属名は Mockinaに変更：以下，変更された属種名を〔　〕
内に付記する）の生息層準は三畳系ノーリアン階上部あ
るいはノーリアン階上部 –レーティアン階最下部（例え
ば，Orchard，2010；Yamashita et al.，2018），またEpigondolella 
abneptisの生息層準はノーリアン階下部 –中部（Krystyn 
et al.，2009）とされている．
北隣の陸中大野地域では，チャート中に挟在する石灰
岩からコノドント化石群集が産出しており，その特徴種
Paragondolella polygnathiformis〔Metapolygnathus poly-
gnathiformis〕は三畳紀ラディニアン期ないしカーニア
ン期を示すとされた（吉田ほか，1987）．しかしながら
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第 3. 8図　茅森コンプレックスを構成する主要岩類の薄片写真（Ⅰ）
（a）苦鉄質凝灰岩．玄武岩質岩石由来の非常に細粒な火山岩片から構成される．（b）泥質石灰岩と互層する石灰岩．生砕物
とミクライト基質からなるバイオミクライト．（c），（d）チャート．長径 0.1～0.2 mmの楕円形を呈する放散虫遺骸（破線楕円）
とその間を埋める微晶質石英で構成される．放散虫遺骸は，周囲より粗粒な微晶質石英で充填される．（e），（f）チャート．
c及び dのチャートより石英粒子が粗粒化していることから結晶化がより進行したとみられる．そのため，放散虫遺骸（破
線楕円）の存在が不明瞭になっている．（g），（h）珪質泥岩．微晶質石英のほか，微細な粘土鉱物の定向配列が見られる．放
散虫遺骸（三角印）も多く含む．rad：放散虫遺骸．（a）–（c），（e），（g）：単ニコル，（d），（f），（h）：直交ニコル．

0.2 mm 0.2 mm

0.2 mm 0.2 mm

0.2 mm

0.2 mm

0.2 mm

0.2 mm

rad

radrad

rad

rad rad

(a) (b)

(c) (d)

(e) (f)

(g) (h)



− 29 −

第 3. 9図　茅森コンプレックスを構成する主要岩類の薄片写真（Ⅱ）
（a），（b）粘板岩質泥岩．微細な石英粒子と粘土鉱物から構成され，これらの並行配列がスレート劈開を形成する．両矢印は
劈開方向を示す．（c），（d）シルト質泥岩．粘板岩質泥岩と比較すると構成鉱物の粒径が大きいことがわかる．両矢印で示さ
れる葉理は，粘土鉱物に乏しくシルト大の砕屑粒子が密集した層として見られる．（e），（f）塊状砂岩．細粒～中粒の砕屑粒
子で構成され，基質に乏しい．砕屑粒子としては石英が卓越し，斜長石・カリ長石などが多く含まれる．rad：放散虫遺骸，
qtz：石英，pl：斜長石，kf：カリ長石，ch：チャート．（a），（c）：単ニコル，（b），（d）–（f）：直交ニコル．
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Meço（1999），Krystyn et al.（2009），Orchard（2010）な
どによれば，Paragondolella polygnathiformisの生息層準
はカーニアン階あるいはカーニアン階上部に限定され，
少なくともラディニアン階までは下がらないと判断され
る．また産出報告は無いが，これらの石灰岩を挟有する
チャートも同時代を示すと判断される．
なお，周辺地域を含め茅森コンプレックスの砕屑岩類
からの化石の産出はこれまで知られていない．従って，
本コンプレックスの地質時代に関しては，詳細な言及は
できない．

3.3.2　高屋敷コンプレックス（Yb，Yg，Yt，Yd，Yl，Yn，
Yc，Yi，Yy，Ya，Ys，Yx）

（1）定義及び名称
陸中関地域の西部ならびに東端を除く区域に分布し，
主に下部の苦鉄質岩，中部の石灰岩，ならびに様々な岩
体を包有する上部の泥質岩から構成される層序単元を，
高屋敷コンプレックスとして再定義する．これは，杉本
（1974）の沢山川層・安家層・高屋敷層を統合したもの，
ならびに高橋ほか（2016）の安家ユニット・高屋敷ユニッ
トを統合したものに相当する（第 3. 2図）．本コンプレッ
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クスの地理的名称の由来となった「高屋敷」は，白井慶
治氏の東北大学卒業論文（1952年）によって提唱され
たが，杉本（1974）は定義の一部を修正してこれを公式
に使用した．
杉本（1974）及び永広ほか（2008）によると，沢山川
層上部の苦鉄質凝灰岩・凝灰質泥岩（ないし泥質凝灰岩）
が漸移的に安家層下部の泥質石灰岩に移化し，両層は互
いに調和的な褶曲構造と分布形態をなすことが示されて
いる．この記述に基づき高橋ほか（2016）は，沢山川層
と安家層を統合し安家ユニットを提唱し再定義を行って
いる．一方，安家層の上位に断層で接するとされる高屋
敷層は，苦鉄質岩・石灰岩・チャート・砂岩などの大小
様々な規模の岩体を包有する泥質岩から構成される（杉
本，1974；高橋ほか，2016）．しかしながら，苦鉄質岩・
石灰岩・チャートは高屋敷層を構成する岩体としてだけ
でなく，沢山川層ならびに安家層の構成岩類でもあり，
岩相組合せの観点から見れば三層は共通している．さら
に本地域北西部の久慈市川井周辺では，沢山川層の苦鉄
質岩と安家層の石灰岩は分断化しそれらの北方延長の一
部が尖滅するため，沢山川層・安家層と高屋敷層の識別
が困難となっている．このような産状は，これら三層の
不可分な関係を示唆している．
本地域北東部の長
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流域においては，軸面が西傾斜
した下戸鎖背斜（杉本，1974）によって上位方向が逆転
した安家層が分布するが，その見かけ下位（東側）に位
置する長内川右岸域では，関層とさらに下位の高屋敷層
が分布することが，杉本（1974）の地質図に示されてい
る．本調査結果に基づくと，右岸域において関層とされ
た層準は，苦鉄質凝灰岩・石灰岩・チャート・砂岩など
の岩体を挟有する泥質岩から構成されることが明らかと
なった．この岩相組合せは高屋敷コンプレックスの特徴
に一致することから本報告では，右岸域の関層を高屋敷
コンプレックスに含めた．

（2）模式層・分布
模式地については従来，本コンプレックス下部に相当
する沢山川層（苦鉄質岩主体）は山根町滝西方 –深田に，
中部に相当する安家層（石灰岩主体）は山根町滝 –川又
に，また上部に相当する高屋敷層（泥質岩主体）は岩泉
町安家字高屋敷 –立

たち

臼
うす

に，それぞれ指定されていた（杉
本，1974）．
高屋敷コンプレックスについて本報告では次の通り，
下部 –中部の層準と上部の層準に分けて模式層の設定を
行う．下部 –中部の模式地を山根町川又西方 –横倉付近
の川又川沿いに指定し，この区間の構成岩を複合模式層
に設定する（第 3. 10図 a）．一方，上部については杉本
（1974）による高屋敷層の模式地を踏襲するが，これは
陸中関地域外に位置する．そのため本報告では，山形町
井川 –猪瀬周辺に分布する構成岩を本コンプレックス上
部の参照模式層に設定する（第 3. 10図 b）．

高屋敷コンプレックスの分布は，陸中関地域の大半（中
央部 –東部を北北西 –南南東方向に幅広く横断）を占め
ると共に，北北西 –南南東方向の軸跡を持つ褶曲（葛形
背斜・橋

はし

場
ば

向斜・深
ふか

田
だ

向斜・下戸鎖背斜）に支配されて
いる．そのため，層理面ならびに劈開面も同方向の走向
を示し東または西に中角度～高角度で傾斜する．なお，
北東部の長内川流域に分布する石灰岩は西傾斜・東上位
を示すことから，下戸鎖背斜の軸面は西に傾斜し東翼部
が逆転していると判断される．

（3）層序関係
杉本・宇田（1972）及び杉本（1974）は，沢山川層（高
屋敷コンプレックス下部に相当）が下位の間木平層（茅
森コンプレックス上半部に相当）を不整合で被覆する（第
3. 2図 b）としたが，永広ほか（2008）は断層関係にあ
ると考えている（第 3. 2図 c）．既述の通り高屋敷コン
プレックスの下限は，下位の茅森コンプレックスに対し
緩く斜交する岩脇断層を境界断層として，設定される．
上限は本地域西部 –中央部西寄りにおいて，高屋敷層

（高屋敷コンプレックス上部に相当）が上位の関層（関
コンプレックスに相当）に対し断層（関 –大平断層）で
接すると見なされている（永広ほか，2008；高橋ほか，
2016）．本報告でも同様に，本コンプレックスの上限は
関 –大平断層によって絶たれ，関コンプレックスに接す
ると判断した（第 3. 2図 c，d）．関コンプレックス基底
部のチャートと接する高屋敷コンプレックスの層準は，
関 –大平断層の斜交性に起因して場所により異なる．つ
まり本地域北西部から中央部では，山形町猪瀬（Y1）
や間瀬（Y2）において最上位に位置づけられる砂岩が，
より南方の山形町上小国（Y4）や内

うち

間
ま

木
ぎ

（Y5）にかけ
ては中位層準に露出する（第 3. 11図）ことが明らかで
あり，このことから関 –大平断層による高屋敷コンプ
レックスの欠落が示される．
一方，北東部に位置する山根町小田瀬の東方（長内川
右岸域）では杉本（1974）によると，背斜東翼で逆転し
た安家層の見かけ下位（東側）に関層が位置し，さらに
その下位の高屋敷層へ漸移する関係が地質図に表現され
ている．しかしながら上述した通り，岩相的特徴に基づ
き，長内川右岸域の関層を高屋敷コンプレックス上部に
含めた．

（4）層序
高屋敷コンプレックスを構成する主要岩類は，苦鉄質
岩・石灰岩・チャート・珪質泥岩・粘板岩質泥岩・砂岩
であり，一部に泥質混在岩を含む．岩相組合せの特徴と
その相違から高屋敷コンプレックスは，下部・中部・上
部に細分できる（第 3. 11図）．下部においては，その下
位 –中位層準に苦鉄質岩（玄武岩・ドレライト・斑れい
岩）ならびに粗粒な苦鉄質火山砕屑岩（火山礫凝灰岩・
凝灰角礫岩）が卓越するのに対し，上位層準ではより細
粒な苦鉄質凝灰岩及び凝灰質泥岩が多く見られる傾向が
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第 3. 10図　高屋敷コンプレックスの模式地と模式層
（a）高屋敷コンプレックス下部 –中部の模式層ルートマップ（川又川ルート）．（b）高屋敷コンプレックス上部の模式層ルー
トマップ．
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第 3. 11図　高屋敷コンプレックスの柱状図
苦鉄質岩類（玄武岩・ドレライト，火山礫凝灰岩・凝灰角礫岩，凝灰岩）から構成される下部（沢山川玄武岩），石灰質
泥岩または泥質石灰岩・石灰岩・石灰岩チャート互層などから構成される中部（安家石灰岩），チャート・珪質泥岩・粘
板岩質泥岩・砂岩・泥質混在岩が主体をなす上部に区分される．点線・破線は柱状図間での対比を示す．三角印は岩相移
化（チャート→珪質泥岩→粘板岩質泥岩）による上位方向を表す．柱状図作成ルートの位置は付図 1に示す．
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あり，さらに中部の石灰質泥岩に漸移する．中部は，石
灰質泥岩ないし泥質石灰岩（これらを部分的に挟有する
石灰岩泥岩互層を伴う）が下位層準に卓越し，その上位
に成層石灰岩ならびに塊状石灰岩が累重し，より上位で
はチャート岩塊を挟有する成層石灰岩を経て石灰岩
チャート互層に移化する．上部は，石灰岩チャート互層
の上位に累重するチャートを基底として，苦鉄質岩・石
灰岩・チャート・珪質泥岩・砂岩などの大小様々な規模
の岩体と粘板岩質泥岩から構成され，一部に泥質混在岩
が伴われる．本報告では，従来から一般的呼称として用
いられてきた「安家石灰岩」（小貫，1956，1969）を，石
灰岩を主体とする中部に対して岩相単元名称として使用
する．また苦鉄質岩を主体とする下部についても，その
岩相的特徴に基づき岩相単元名称として「沢山川玄武岩」
と呼ぶことにする．
高屋敷コンプレックスの層厚は約 800 mから 2,000 m

と変化に富む（第 3. 11図）．下部白亜系深成岩類（滝の
沢岩体）の貫入による地層の欠如，ならびに上部白亜系
（久慈層群）による被覆のため，本地域北東部では 4,000 
m以上に及ぶと推定される．下部・中部・上部の層厚は
それぞれ，0～880 m，270～750 m，570～1,600 m以上で
ある．

（i）下部（沢山川玄武岩）
層厚は 100～400 m程度であるが，一部で欠如したり

800 m以上に達するなど，変化に富む．下部のうち，下
位 –中位層準と上位層準ではそれぞれに卓越する苦鉄質
岩に顕著な違いが見られる傾向がある．下位 –中位層準
では，枕状構造が明瞭な玄武岩と塊状のドレライトが主
体をなし火山礫凝灰岩・凝灰角礫岩などの粗粒な苦鉄質
火山砕屑岩が伴われていることが多いが，細粒な火山砕
屑岩である苦鉄質凝灰岩や部分的に石灰岩塊を挟有する
玄武岩溶岩を含むことがある．また所により，斑れい岩
も見られる．これに対し上位層準では，苦鉄質凝灰岩（場
所により泥岩と細互層する）ならびに凝灰質泥岩が主体
をなす（第 3. 11図 Y2～Y8）．
川又川沿いの模式ルート（第 3. 10図 a）では，高屋敷

コンプレックス下部 –中部の構成岩類が分布する．川又
川の北東部では長内川との合流点付近から，下位の茅森
コンプレックスを構成する砂岩が北北西 –南南東走向・
40°～70°西傾斜で分布し，露頭欠如を挟んでその見か
け上位（南西方）に，高屋敷コンプレックス下部の大半
を構成する玄武岩・ドレライトならびに粗粒な苦鉄質火
山砕屑岩が，層厚約 1,000 mに亘って露出する．これら
の上位には泥岩を伴う細粒な苦鉄質火山砕屑岩（凝灰岩）
が累重する．これらの苦鉄質岩は，川又川から北北西の
山根町戸

と

鎖
くさり

沢
ざわ

付近や南南東の高根から保
ほ

礼
れ

羅
ら

の東（北
西 –南東走向・南西傾斜を示す）にかけて分布する．一
方，川又川の南西部では後述の複向斜によって，横倉の
西方に高屋敷コンプレックス下部が再び露出する．ここ

での下部の基底は第 3. 5図 bで示した通り，北北西 –南
南東走向の高角傾斜断層（木売内断層）を介して茅森コ
ンプレックスと接する．この区間（横倉西方）には西か
ら東に向け，玄武岩（溶岩）・ドレライト・苦鉄質粗粒
火山砕屑岩とその上位に累重する細粒火山砕屑岩（凝灰
岩）などの苦鉄質岩と泥岩が，東傾斜で露出する．
山形町向

むこ

屋
や

敷
しき

周辺の沢山川河床では，高屋敷コンプ
レックスの下部 –中部境界付近の層準が露出する（第
3. 12図 a）．下位（北東側）より，枕状構造が明瞭な玄
武岩（第 3. 13図 a）及び苦鉄質火山砕屑岩（火山礫凝
灰岩：第 3. 13図 b），泥岩を挟有する苦鉄質凝灰岩（成
層構造がやや不明瞭な泥岩苦鉄質凝灰岩互層：第 3. 13
図 c）が西傾斜で累重し，より上位（南西側）では泥岩
苦鉄質凝灰岩互層に石灰岩薄層が僅かながら挟有される
（第 3. 13図 d）．この上位では，泥岩を挟有するやや泥
質な石灰岩（一部で石灰岩を挟有する石灰質泥岩：第
3. 13図 e）が露出する．この層準に露出する石灰岩と泥
岩の岩相や産状は露頭ごとに多少異なっているが，全体
として石灰岩泥岩互層として位置付けられる．従ってこ
の泥質な石灰岩が出現する層準を，中部の基底部に指定
する．
山根町下戸鎖周辺でも，高屋敷コンプレックスの下部

–中部境界付近の層準が長内川支流（南畑沢）の河床に
露出する（第 3. 12図 b）．ここでは下戸鎖背斜の軸部に
位置する下部の玄武岩（第 3. 13図 f）が僅かに見られ，
その両側に中部を構成する石灰岩が分布する．背斜の西
翼では玄武岩の上位に石灰質泥岩（第 3. 13図 g）が分
布し，さらに上位に石灰岩泥岩互層が卓越的に露出する．
この互層には部分的に石灰質泥岩が挟有される．間の露
頭が欠如するが，より南西方には石灰岩が分布する．こ
れに対し東翼では，石灰質泥岩の露出が確認されず，玄
武岩の上位に石灰岩泥岩互層が分布する．

（ii）中部（安家石灰岩）
下部の最上位に位置する苦鉄質凝灰岩ないし泥岩苦鉄
質凝灰岩互層に累重する石灰質泥岩ないし泥質石灰岩
（または石灰岩泥岩互層）が，中部の基底に相当する（第
3. 13図 h）．本地域中央部（山形町内間木 –小国 –間瀬）
では，一部で苦鉄質凝灰岩と互層する石灰岩がみられる
ものの，この苦鉄質凝灰岩が欠如し玄武岩の上位に直接
石灰岩が累重する場合もある（第 3. 11図 Y2，Y4，Y5）．
山形町馬

ま

渡
わたり

の東方 300 m付近から相沢を経て横倉の
南西方にかけての川又川ルートは高屋敷コンプレックス
中部に相当し，石灰質泥岩ないし泥質石灰岩と厚層で成
層あるいは塊状の石灰岩が分布する（第 3. 10図 a）．こ
れらの石灰岩には西傾斜・西上位と東傾斜・東上位（一
部に逆転層が存在する）が交互に見られることから，川
又川の流向に直交する軸を持つ褶曲（複向斜：深田向斜・
橋場向斜）が馬渡 –相沢の間に存在すると判断できる．
泥質石灰岩・石灰質泥岩は，本コンプレックス下部（苦
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第 3. 12図　高屋敷コンプレックスの下部 –中部境界付近のルートマップ
（a）向屋敷付近の沢山川沿いでは，下部を構成する玄武岩・苦鉄質粗粒火山砕屑岩・苦鉄質凝灰岩（黒色泥岩を挟有）の
上位に，中部の泥質石灰岩や石灰岩泥岩互層が露出する．（b）下戸鎖付近の南畑沢沿いでは，背斜軸部に下部の玄武岩が
位置し，その両翼に中部を構成する石灰質泥岩及び石灰岩泥岩互層が累重する．

鉄質凝灰岩・泥岩）の直上に累重すると共に背斜の軸部
付近に分布する一方，向斜の軸部には成層～塊状石灰岩
が露出する．これらの構造的位置関係から，泥質石灰岩・
石灰質泥岩は本コンプレックス中部の基底ないし下位層
準に卓越，その上位に成層～塊状石灰岩が累重すると判
断される．この層序は，第 3. 12図で示した下部 –中部
境界付近で見られる層序関係と調和的である．
中部における上位層準は，本地域南西部の長内川流域
に比較的広く分布している．中部の主体をなす石灰岩は，
その上位で珪質な薄層（チャート層）を挟有するように
なり，次第にチャート層との互層をなす．このチャート
層は所により，著しく褶曲・膨縮し球状・楕円状～レン
ズ状の岩塊を形成する（第 3. 11図 Y7，Y8）．

（iii）上部
陸中関地域北西部に位置する山形町川井 –猪瀬周辺

（第 3. 10図 b）は，主に高屋敷コンプレックス中部 –上
部の分布域に相当する．下川井近傍には北東 –南西走向・

北西傾斜する茅森コンプレックスの砂岩や泥質混在岩な
どが点在し，ここから西方に向かう道路沿いに，石灰岩・
チャート・粘板岩質泥岩・破断相砂岩泥岩互層・苦鉄質
岩（玄武岩）・砂岩が，西傾斜で順次露出する．このう
ち石灰岩が高屋敷コンプレックス中部に相当し，それよ
り上位の粘板岩質泥岩やチャート・玄武岩の岩体などが
上部の構成岩類である（第 3. 11図 Y1）．ここでは，下
部の苦鉄質岩は欠如する．上部に含まれる苦鉄質岩・
チャート・砂岩などは，層厚が走向方向に減じて尖滅す
るなど側方への連続性が乏しいことから，これらは粘板
岩質泥岩（一部では，泥質混在岩を伴う）や破断相砂岩
泥岩互層に包有された岩体であると見なされる．このこ
とより上部は，比較的混在化が進行した層序単元である
と見なされる．さらに猪瀬の西方（上位方向）には，関
コンプレックスを構成するチャートが分布する．高屋敷
コンプレックスと関コンプレックスは関 –大平断層に
よって接するとされる（杉本，1974）が，この区間にお
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第 3. 13図　高屋敷コンプレックスの下部 –中部境界付近の岩相
（a）枕状玄武岩溶岩．表面に石灰質の充填物からなる杏仁状構造や石灰質脈が見られる．（b）苦鉄質凝灰岩を基質とし玄武
岩角礫を含む火山礫凝灰岩．（c）泥岩を挟有する苦鉄質凝灰岩（泥岩苦鉄質凝灰岩互層）．（d）石灰岩薄層を挟有する泥岩
苦鉄質凝灰岩互層．薄層は層厚 1～5 cm程度であるが，所により 30 cmほどの層（写真下寄り灰白色部）をなす．（e）石
灰岩を挟有する石灰質泥岩．（f）枕状玄武岩溶岩．（g）石灰質泥岩．（h）苦鉄質凝灰岩と石灰質泥岩の境界．この露頭では
地層の上下が逆転している（白破線は境界を示す）．（g）と（h）の石灰質泥岩には色調の違い（灰色と明灰色）が見られる．
cal.ms：石灰質泥岩，ls：石灰岩，ms：泥岩，mt：苦鉄質凝灰岩．
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いては露頭欠如のため，断層露頭は見いだせていない．
本地域東部の長内川右岸域に分布する高屋敷コンプ
レックスは上部に相当し，粘板岩質泥岩・砂岩が優勢で
チャート・珪質泥岩・分断相砂岩泥岩互層を比較的多く
伴い，苦鉄質岩・石灰岩が僅かに認められる．
葛形背斜の西翼（本地域中央北西寄り）では，一部の
岩相間における累重関係（チャート→珪質泥岩→粘板岩
質泥岩）が確認される（例えば，第 3. 11図 Y2）．この
ことから，西傾斜・西上位であると判断できる．また下
戸鎖背斜の東翼（本地域東部）では北北西 –南南東走向・
西傾斜が卓越するが，岩相間の累重関係は西側（見かけ
下位）のチャートから東側に向けて珪質泥岩・粘板岩質
泥岩に移化する東上位の層序が確認できる（例えば，第
3. 11図 Y8）．従ってこの区域では，下戸鎖背斜の東翼
部が逆転していると判断できる．

（5）岩相
高屋敷コンプレックスでは，層序的上下関係と卓越す
る岩相組合せにより下部・中部・上部に区分し，さらに
下部と中部に関しては岩相単元としてそれぞれを沢山川
玄武岩と安家石灰岩と呼ぶ．以下に，それらの構成岩類
の岩相を記述する．

（i）下部
苦鉄質岩から構成される下部の下位 –中位層準では玄
武岩・ドレライトが主体をなし粗粒な苦鉄質火山砕屑岩
が伴われているのに対し，上位層準では細粒な苦鉄質火
山砕屑岩（凝灰岩）または凝灰質泥岩（所により泥質凝
灰岩となる）が主体をなす（第 3. 11図）．また，所によ
り斑れい岩が玄武岩ないしドレライトに伴って露出す
る．
斑れい岩の露出規模は小さく地質図に表現することは
困難であるが，本地域東部の長内川沿いに比較的規模の
大きい斑れい岩が幅 50～100 m程度で北北西 –南南東
方向に細長く分布することが確認された．玄武岩・ドレ
ライトと斑れい岩の接触関係を野外で確認できることは
少ないが，後者が前者に貫入したと見なされる（杉本，
1974）．杉本・宇田（1972）及び杉本（1974）は，この
玄武岩・ドレライトを「安山岩質な岩石」として扱うと
共に，これに貫入する斑れい岩を現地性の岩石とした．
このような考えに対し土谷ほか（1999）は，「安山岩質
な岩石」は玄武岩に分類され，貫入岩とされた斑れい岩
も玄武岩と同源であることを岩石化学的特徴に基づいて
示し，これらをプレート内火成活動に由来した海山（海
洋島アルカリ玄武岩）起源であると判断した．さらに中
江（印刷中）も全岩微量元素組成から，玄武岩・ドレラ
イトが海洋島に起源を持つことを追認した．本報告では
土谷ほか（1999）の見解に従い，斑れい岩を付加複合体
構成岩として扱う．
苦鉄質岩（沢山川玄武岩）とその上位の石灰岩（安家
石灰岩）は側方に顕著に連続し，互いに調和的な構造を

示す．また既述した通り，両者は漸移的に岩相が移化し
整合関係を示唆している．またその活動時期については，
安家石灰岩から産出したコノドント化石（豊原ほか，
1980）に基づき，後期三畳紀ないしそれ以前の時代と推
定されている（大上・永広，1988）．
本報告では苦鉄質岩を，次のように分類する．ドレラ
イトを伴う玄武岩溶岩と斑れい岩ならびに火山砕屑岩に
分類し，火山砕屑岩はさらに粗粒または細粒な火山砕屑
岩に細分する．溶岩では，肉眼観察で鉱物粒子が確認で
きない程度に細粒な岩石を玄武岩とし，鉱物粒子が肉眼
で確認できる程度（長径約 0.3～1 mm）に大きい岩石を
ドレライトとした．また斑れい岩は，これらより粗粒（長
径 1～4 mm程度）な単斜輝石・斜長石などからなる完
晶質な岩相を呈する．火山砕屑岩については，砂大以下
（径 2 mm以下）の細粒火山砕屑物を主体とするものを
凝灰岩，また角礫化した玄武岩起源の岩片・岩塊を含む
ものを粗粒火山砕屑岩とする．
苦鉄質岩（玄武岩及びドレライト）及び粗粒苦鉄質火山
砕屑岩（Yb）
玄武岩は明瞭な枕状構造を保持した溶岩として産する

（第 3. 13図 a，f；第 3. 14図 a）ことが多く，暗灰色を
呈する細粒・無斑晶質な岩石である．ピローローブ断面
の大きさは，径 10 数 cm程度の小さなものから径 70 cm
以上のものまで多様である．その表面はしばしば緑色を
帯びたり赤褐色に変色することが多く，径 1～3 mm程
度の発泡痕が方解石で充填された杏仁状構造が普遍的に
見られる（第 3. 13図 a）．山根町葛形北東の葛形沢河床
で観察された溶岩では，ピローローブ断面の規模が径
20～50 cm程度のものが多い．また，下位層準のピロー
ローブは互いに密集し（第 3. 14図 a），上位ほどピロー
ローブの間隙が広くなる傾向がある．
鏡下では，斜長石や単斜輝石の斑晶がわずかに見られ，
その間を長径 0.1～0.2 mm程度の針状をなす斜長石や赤
鉄鉱を主とする不透明鉱物から構成される石基が埋めて
いることが観察される．変質鉱物としては，緑泥石・緑
れん石・アクチノ閃石・白雲母などが報告されている（土
谷ほか，1999）．また方解石で充填された発泡痕も認め
られる（第 3. 15図 a，b）．ドレライトは露頭では，暗
緑色を帯びた暗灰色を呈する塊状・硬質の岩石として露
出し，構成鉱物は中粒から比較的粗粒な粒径（長径 1～
4 mm）を示す（第 3. 14図 b）．ドレライトと玄武岩と
の接触関係を示す露頭は確認出来ていない．鏡下観察で
は，主に単斜輝石とその間を埋める斜長石から構成され
る完晶質な岩石であることが確認できる（第 3. 15図 c，
d）．不透明鉱物や極稀にかんらん石が認められるほか，
緑泥石や方解石などの二次鉱物も多くも見られる．単斜
輝石は比較的残存しており，短柱状で自形～半自形をな
す．斜長石は単柱状～柱状の自形～半自形をなしている． 
玄武岩・ドレライトは，高屋敷コンプレックスの下部
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だけでなく上部においても，小規模岩体として粘板岩質
泥岩に包有されて産出する．
粗粒火山砕屑岩としては，玄武岩起源の角礫や粗粒砂
を主体とするもの（ピローブレッチャやハイアロクラス
タイトを含む）や玄武岩石灰岩礫岩などが見られる（第
3. 14図 d–f）．比較的塊状であることが多いが，著しく
剪断され面構造が形成されている場合もある．一般に，
暗緑色（一部で赤褐色）を呈する．これらのほか，風化・
変質などにより岩質が軟弱化し露頭において岩石種の判
別が困難となる場合があり，明確に玄武岩あるいはドレ
ライトと判断できないものもこの火山砕屑岩に含めた．
このような岩石種の判別ができない火山砕屑岩は，普遍
的に分布している．さらに粗粒火山砕屑岩は，火山岩塊・
礫と基質としての凝灰岩との量比によって，火山角礫岩・
凝灰角礫岩・火山礫凝灰岩などに分類されるが，これら
は露頭において漸移的あるいは混在して見られることが
多く，そのため地質図ではこれらの岩相を区別せず一括
して表現した．鏡下観察では，微晶質な鉱物の集合体で
構成されていることが確認でき，構成鉱物としては変質
した斜長石や不透明鉱物が卓越し，長径 1 mm以下の玄
武岩片も含まれる． 
山根町葛形北東の葛形沢河床では，枕状溶岩を被覆す
る凝灰角礫岩・火山礫凝灰岩などの火山砕屑岩が見出さ
れた．凝灰角礫岩は溶岩が破砕され礫状化した玄武岩角
礫から構成される（第 3. 14図 d）．礫の淘汰は悪く，礫
径は中礫大が卓越するが細礫大程度のところもある．角
礫の間隙は，細粒砂～細礫大の火山砕屑物粒子で充填さ
れる（第 3. 15図 f）．玄武岩石灰岩礫岩は大小様々な大
きさの玄武岩と石灰岩の角礫で構成され，基質を殆んど
含まない礫支持の産状を示す（第 3. 14図 e）．火山礫凝
灰岩は，この露頭における最上位の粗粒火山砕屑岩であ
る．凝灰角礫岩とは明瞭な岩相境界をもってその上位に
位置し，さらに上方へは葉理が形成された玄武岩起源の
凝灰質砂岩に移化する（第 3. 14図 f）．
苦鉄質岩（斑れい岩）（Yg）
主に長内川流域の久慈市山根町遠川 –下戸鎖 –保礼羅

周辺に，苦鉄質岩（玄武岩・ドレライト）中に貫入する
小岩体（多くは幅数 100 m以下）として点在する，緑黒
色を呈し細粒～中粒均質な斑れい岩である（第 3. 14図
c）．本岩は，杉本（1974）や土谷ほか（1999）によって
記載されたものである．杉本（1974）は，斑れい岩は玄
武岩だけでなく周囲の間木平層（本報告の茅森コンプ
レックス）の堆積岩類にも貫入すると述べているが，本
調査結果からはその事実を確認できなかった．岩体の伸
長方向は北北西 –南南東を示し，苦鉄質岩に見られる面
構造にほぼ平行する．また久保（2010）は，陸中関地域
内に分布する下部白亜系深成岩類の産状・岩相を報告し
た中で長内川流域に露出する斑れい岩の岩相記載を行
い，この斑れい岩が周囲の苦鉄質岩・石灰岩と共に深成

岩類の貫入による接触変成作用を被ったことを記した．
以下に，久保（2010）で記載・報告された内容に従って
記述する（詳細な岩石記載については，久保（2010）を
参照のこと）．
鏡下観察より，自形性の強い粗粒の単斜輝石，細長い
半自形の斜長石，粒状他形ないしは骸晶状の不透明鉱物
からなる完晶質岩であることがわかる（中粒単斜輝石斑
れい岩：第 3. 15図 e）．不透明鉱物は主として，径 0.5
～1 mmの角張った粒状もしくは板状のチタン鉄鉱と，
極く僅かに見られる不定形の磁硫鉄鉱からなる．後生鉱
物による交代作用が顕著で，単斜輝石は淡緑色角閃石に，
斜長石はゾイサイトとアルバイトに，不透明鉱物はス
フェーンによって，その一部もしくは大部分が交代され
ている．これらの特徴は，本岩が弱い熱変成を被った事
を示している．
単斜輝石は長径 1～4 mmの自形～半自形で均質であ

る．周縁部は細粒半自形の淡緑色角閃石に交代されてい
ることが多い．径が 1 mm前後の自形斜長石を包有する
ことがある．単斜輝石とその周縁をとりまく淡緑色角閃
石との境界が明瞭な曲線の場合がある．淡緑色角閃石に
は少量の緑泥石と黒雲母が伴われる．斜長石は長径 0.5
～2 mmの自形～半自形で，細長いものが多い．単斜輝
石との境界の多くは直線的だが，なだらかな曲線の場合
もある．内部はほぼ均質で，累帯構造は認められない．
アルバイト化が顕著で高 An組成の部分は残存しない．
また，しばしば細粒のゾイサイトに交代されている．不
透明鉱物のほとんどは径 0.5～1 mmの角張った粒状も
しくは板状～骸晶状のチタン鉄鉱である．角張った粒状
結晶はスフェーンに交代されていることが多い．その他
に，より細粒で不定形の磁硫鉄鉱が認められる．
変成鉱物による顕著な置換と，主としてチタン鉄鉱と
磁硫鉄鉱からなる不透明鉱物の存在などにより，本岩は
近傍の深成岩類（川口岩体や天神森岩体）中の斑れい岩
とは区別される（久保，2010）．
苦鉄質凝灰岩（Yt）
火山砕屑岩のうち，砂大以下（径 2 mm以下）の細粒
火山砕屑物を主体とするものを凝灰岩とする．露頭では，
塊状で灰緑色～暗灰色を呈する．鏡下では，隠微晶質な
鉱物からなる基質と極細粒（径 0.03～0.1 mm程度）の
鉱物粒子から構成されていることが観察される（第 3. 15
図 g，h）．鉱物粒子は，斜長石・輝石・粘土鉱物のほか
不透明鉱物が認められる．粘土鉱物の配列には軽微な定
向性が見られるが，他の鉱物粒子の輪郭に沿うように波
状を示す．
この凝灰岩は，所により泥質になり，また暗灰色の泥
岩を挟有し互層を成すことも多い（第 3. 13図 c）．この
互層では，泥岩ならびに凝灰岩の層厚は数～10 cm程度
であり，両者間の岩相変化は漸移的であることが多い．
苦鉄質岩からなる高屋敷コンプレックス下部の上位層準
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ではさらに，このような泥岩苦鉄質凝灰岩互層が層厚 1
～5 cmほどの石灰岩薄層（最大で 30 cm程度）を挟有
する傾向にある（第 3. 13図 d）．

（ii）中部
高屋敷コンプレックス下部の苦鉄質凝灰岩は，中部の
石灰質泥岩に漸移する（第 3. 12図，第 3. 13図 h）．中
部は，石灰質泥岩ないし泥質石灰岩を基底とし，その上
位に塊状石灰岩ならびに成層石灰岩が累重し，より上位
ではチャート岩塊を挟有する成層石灰岩を経て石灰岩
チャート互層に移化する（第 3. 11図）．
石灰質泥岩及び泥質石灰岩（Yd）

ほぼ一様で均質な石灰質泥岩または泥質石灰岩のほか，
泥岩層を挟有する泥質な石灰岩や石灰岩層を挟有する石
灰質泥岩など，露頭ごとに岩相・産状が異なる多様な岩
石が含まれる．全体的には，各種の石灰岩と泥岩が多様
な量比で互層する石灰岩泥岩互層として位置付けられ
る．地質図では，これらの岩相を一括して「石灰質泥岩
及び泥質石灰岩（石灰岩泥岩互層を含む）」と表記する．
石灰質泥岩は比較的細粒な石灰質岩であり，葉理や岩
相の違いによる成層構造が見られる場合がある．岩相の
違いによる色調の変化については，より泥質な場合は暗
灰色を呈し，より石灰質な場合は明灰色となり，これに

3 cm

lsls

bstbst

sandsand

granulegranule
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第 3. 14図　高屋敷コンプレックス下部（沢山川玄武岩）を構成する苦鉄質岩の産状と岩相
（a）枕状構造を呈する玄武岩溶岩．（b）塊状のドレライト．（c）斑れい岩．（d）溶岩が破砕され礫状化した玄武岩角礫からな
る凝灰角礫岩．礫径は細礫大～中礫大が卓越．角礫の間隙は細粒砂～細礫大の火山砕屑物で充填される．（e）玄武岩石灰
岩礫岩．大小様々な玄武岩（bst）と石灰岩（ls）の偏平した角礫が礫支持で集積．（f）細礫大の火山礫凝灰岩（granule）と
その上位に累重する凝灰質砂岩（矢印より上：sand）．凝灰質砂岩には葉理が形成されている．
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第 3. 15図　高屋敷コンプレックス下部（沢山川玄武岩）を構成する苦鉄質岩の薄片写真
（a），（b）玄武岩．（c），（d）ドレライト．（e）斑れい岩．久保（2010）の第Ⅲ図版 1を転載．（f）粗粒苦鉄質火山砕屑岩（凝灰
角礫岩）の基質部分．（g），（h）苦鉄質凝灰岩．bst：玄武岩（岩片），cal：方解石，chl：緑泥石，cpx：単斜輝石，olv：か
んらん石，pl：斜長石．ti：チタン鉄鉱，z：ゾイサイト．（a），（c），（e），（f），（g）：単ニコル，（b），（d），（h）：直交ニコル．

0.2 mm 0.2 mm

1 mm 0.2 mm

0.2 mm

0.2 mm

0.2 mm

0.2 mm

ol

pl

cpx cpx

chl

chl

pl

ol

pl

pl pl

cal

cal

cal

cal

cpx cpx

bst

pl

pl

pl

plchl

chl
z

t

z

pl
pl

(a) (b)

(c) (d)

(e) (f)

(g) (h)



− 40 −

より成層構造が形成される（第 3. 13図 g，h）．泥質石
灰岩も細粒石灰質な岩石である．露頭表面は灰色～暗灰
色を帯びるが，破断面は明灰色を呈する．葉理などの堆
積構造はあまり見られず塊状を呈するが，露頭規模で見
た場合，層厚数 cm～20 cm程度の成層構造が認められ
ることが多い（第 3. 16図 a）．鏡下では石灰質泥岩及び
泥質石灰岩とも，方解石からなる粘土大（径 0.01～0.04 
m程度）の極細粒子が密集し，その間をより微細な粘土
鉱物や不透明鉱物が埋めていることが示される．石灰質
泥岩では，方解石粒子が優勢な部分と乏しい部分による
成層構造が見られる（第 3. 16図 c）．また，粘土鉱物な
どより方解石粒子の方が量的に多いと，泥質石灰岩とな
る（第 3. 16図 d）．露頭規模で見られる石灰岩泥岩互層
は通常，層厚数 10 cmの優白色石灰岩と層厚 10 cm程度
の暗灰色石灰質泥岩の律動的な互層として産出する（第
3. 16図 b）．
石灰岩（Yl）
成層構造を呈する石灰岩と塊状の石灰岩に大別され
る．成層石灰岩は一般に，基底に暗灰色石灰質泥岩（層
厚数 cm）を伴い，これに優白色石灰岩が累重した成層
構造をなしている（第 3. 16図 e）．石灰岩単層は 30～50 
cm程度（1 mを超える場合もある）の層厚を持ち，基
底の石灰質泥岩から漸移する．塊状石灰岩はやや暗い灰
色を呈する．葉理などの堆積構造は明確には見られない
が，しばしば平板状の劈開が形成されていることが露頭
で確認できる（第 3. 16図 f）．石灰岩の多くは，細粒・
均質で粗粒な生砕物を殆ど含まないミクライト質な石灰
岩である．鏡下観察によると多くの石灰岩は，粗粒な構
成物と石灰泥を含まず互いに密着しあった方解石の集合
体で構成される（第 3. 16図 g）．後述のコノドント化石
の産出を除くと，この石灰岩は再結晶化が進行している
ため化石に乏しい（杉本，1974；永広ほか，2008）．陸中
関地域南東部，特に下部白亜系の深成岩類分布域周辺で
は，石灰岩ならびに後述の石灰岩チャート互層は再結晶
化により塊状で硬質な岩質になっている．なお石灰岩は，
高屋敷コンプレックスの中部だけでなく上部において
も，チャートに随伴する小規模岩体として粘板岩質泥岩
に包有されて産出する．
石灰岩チャート互層（Yn）
石灰岩においては，より上位の層準で灰色チャートが
挟在するようになる（第 3. 16図 h）．チャート薄層（層
厚数 cm）は不規則に石灰岩と互層し，褶曲や膨縮する
ことで薄層が分断され，球状～楕円球状の小岩塊を形成
する．さらに上位で石灰岩はチャートとの律動的な互層
をなし，チャートが優勢となって高屋敷コンプレックス
上部に移化する．

（iii）上部
上部は，主に苦鉄質岩・石灰岩・チャート・珪質泥岩・
砂岩などの大小様々な規模の岩体を挟有する粘板岩質泥

岩と泥質混在岩から構成される．中部の上限を規定する
石灰岩チャート互層からチャートに移化する層準を，上
部の下限とした．
なお，上部に含まれる岩体はチャート・珪質泥岩・砂
岩などの他に，下部ならびに中部の主要構成岩類である
苦鉄質岩・石灰岩からも構成されている．これらの苦鉄
質岩・石灰岩の岩相は基本的に下部・中部のそれらと同
じであることから，本報告では記述の重複を避けると共
に，地質図の凡例においても同一記号を使用した．
チャート（Yc）
一般に，泥質薄層と律動的な細互層をなす層状チャー
トとして産出する（第 3.17図 a）．チャート単層の層厚
は通常 1～3 cm程度が一般的であり，灰緑色～暗灰色を
呈する．挟在する泥質薄層は極細粒で黒色～暗灰色を呈
し，層厚は通常 5 mm以下であるが極めて薄くあるいは
殆ど欠如した場合，層状構造が不明瞭になることもある．
このような場合においても，泥質薄層が剥離面となって
層状構造が確認できる（第 3. 17図 b）．
高屋敷コンプレックス上部では，その基底に位置し下
位の石灰岩チャート互層に累重するチャートと，粘板岩
質泥岩に挟有されて露出するチャートとして分布する．
前者は，層厚 100 m以下で側方へ 15 km程度の岩体を
構成する．また後者は，下位と上位にそれぞれ苦鉄質岩
と珪質泥岩を伴う中規模の岩体（層厚 50 m程度で側方
延長 10～15 km程度）を構成する場合と，独立した小規模
岩体として粘板岩質泥岩に包有される場合がある（第
3. 17図 c，d）．
珪質泥岩（Yi）
暗灰色～青灰色を呈する珪質な泥岩で，明瞭な成層構
造は示さず塊状であることが一般的である（第 3. 17図
e）．局所的により珪質もしくは泥質な場合があるが，そ
のような部分では層状を呈する．層厚 50 m以下で 1 km
程度の側方延長を持つ小規模岩体として，チャートの上
位に密接に伴って露出する．
粘板岩質泥岩（Yy）
スレート劈開が形成された暗灰色の泥岩である（第

3. 17図 f）．本地域の南側に隣接する安家川上流域（門
地域）を調査検討した高橋ほか（2016）では，高屋敷コ
ンプレックスの泥岩を三種に分類しているが，そのうち
「礫を含まない泥岩」が，本報告の粘板岩質泥岩に相当
する．粘板岩質泥岩は，本地域における高屋敷コンプレッ
クス上部の主要構成岩の一つであると共に，量的に優勢
な岩相である．層厚は 100～300 m程度で場所により
500 m以上の場合もある．チャートや砂岩などの岩体と
交互に繰り返し露出する傾向が認められ，一部で泥質混
在岩を伴う．後述する砂岩泥岩互層の泥岩と比較すると
構成粒子は細粒であるが，所により葉理を挟有すること
があり，局所的にシルト岩として露出する場合もある（第
3. 17図 g）．
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第 3. 16図　高屋敷コンプレックス中部（安家石灰岩）を構成する石灰岩の産状と薄片写真
（a）泥質石灰岩．層厚数 cm～20 cm程度の成層構造が認められる．（b）石灰岩泥岩互層．層厚数 10 cmの優白色石灰岩（ls）
と層厚 10 cm程度の暗灰色石灰質泥岩（ms）の律動的な互層として産出する．（c）石灰質泥岩の薄片写真．極細粒の方解
石粒子とその間を埋める粘土鉱物や不透明鉱物から構成される．上方に向け方解石粒子が減少する．（d）泥質石灰岩の薄
片写真．石灰質泥岩より粘土鉱物が少なく石灰質である．（e）成層石灰岩．（f）塊状石灰岩．劈開（矢印）が形成されている．
（g）石灰岩の薄片写真．微細な方解石の集合から構成されている．黒色の筋（矢印）は劈開を示す．（h）石灰岩チャート互
層．優白色石灰岩（ls）中に灰色チャート（ch）が挟在し互層を呈する．不規則に褶曲または膨縮したチャート層は部分
的に分断され岩塊をなす．（c），（d），（g）：単ニコル．
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一般的に構成粒子は極細粒である．平行に定向配列し
たスレート劈開を形成する圧力溶解劈開が見られ，これ
に沿って割れ易い特徴を持つ．鏡下では，細粒の石英・
斜長石などの砕屑粒子と劈開に平行な方向に配列する微
細な粘土鉱物が見られる．試料によっては放散虫遺骸が
含まれることがある（第 3. 18図 a）．その場合，劈開に
平行な方向に伸長し扁平化した放散虫遺骸の両端には，
圧力溶解によるプレッシャーシャドーが形成されている
ことが多い．泥岩に挟在する葉理は，粘土鉱物を基質と
して細粒の砕屑粒子を含む部分に，やや粗粒な砕屑粒子
が密集した部分として見られる（第 3. 18図 b）．
砂岩泥岩互層（Ya）
砂岩泥岩互層には，砂岩と泥岩からなる成層構造が比
較的良好に保持された整然相と，初生的な成層構造が延
性変形による膨縮あるいは剪断作用によって様々な程度
に破断された破断相ないし分断相が見られる．本地域の
高屋敷コンプレックスにおいては，整然相の砂岩泥岩互
層は少なく，殆どの場合，破断相あるいは分断相に分類
される．砂岩泥岩互層から構成される岩体は，層厚 50～
200 m程度で側方に 1～5 km程度伸長する規模を持ち，
地質図上では砂岩に挟有される産状を呈する．
砂岩泥岩互層は一般的に，層厚 5～50 cm程度の砂岩

層が不規則に膨縮・レンズ状化し，砂岩岩塊を形成する．
岩塊化した場合，砂岩は長径 20～100 cm程度の規模を
持ち，鱗片状劈開が形成された黒色泥岩に挟有されてい
る（第 3. 19図 a）．また泥岩には，層厚数 mmのシルト
岩～細粒砂岩の薄層（葉理）が認められる場合がある． 
砂岩（Ys）
層厚 100～500 m程度で側方へ 5～10 km以上連続する

大規模岩体として分布することが多いが，層厚 100 m以
下の小規模岩体も露出する．上述の通り，粘板岩質泥岩
と交互に繰り返し分布する．露頭での肉眼観察では，灰
色～明灰色を呈し基質が比較的多く，細粒～中粒砂から
なる石英質ワッケ～長石質ワッケが卓越していることが
わかる．砂岩の多くは層理面が不明瞭で，塊状・無構造
を呈している（第 3. 17図 h）．
細粒砂岩では多少円磨された砕屑粒子が認められる

（第 3. 18図 c，d）が，中粒砂岩では殆どの砕屑粒子の
円磨度が低いことが，鏡下観察によって示される．特に
石英では，角張った外形をなす粒子が多い傾向にある（第
3. 18図 e，f）．また，淘汰度も低い．砕屑粒子としては，
中粒の石英が圧倒的に優勢であり斜長石・白雲母などが
見られるほか，チャート岩片や泥岩片も少量含まれるこ
とが確認される．カリ長石が殆ど含まれないのが特徴で
ある．これらの砕屑粒子は細粒な基質中に散在している．
基質には微細な粘土鉱物が晶出しており，また砕屑粒子
の外縁には圧力溶解による再結晶粒子が集積している．
このため多くの砕屑粒子の輪郭がやや不明瞭になってい
る．比較的粗粒な粒子の長軸方向に向かってプレッ

シャーシャドーが形成されている．
高橋ほか（2016）は安家川上流域における高屋敷コン
プレックス相当の砂岩について，モード組成の検討に基
づく後背地の考察を行った．それによると，カリ長石を
極僅かしか含まず，石英と斜長石がそれぞれ約 60～80 %
と約 10～18 %含まれる石英質ワッケ及び長石質～石質
アレナイトが大半を占めるとし，これらとは組成が異な
りカリ長石を比較的多く含む砂岩も見出している．この
ようなモード組成より，高屋敷コンプレックス砂岩の後
背地として「深く削剥された火成弧」を想定した．
泥質混在岩（Yx）
層厚 100～500 m程度で側方へ 5 km以上連続する大

規模岩体として分布することが多いが，層厚 50 m以下
の小規模岩体も見られる．これらの他，露頭規模で泥質
混在岩が露出していても，上下層準や側方への連続性が
無く地質図上に纏った分布が示せない程度の小規模な場
合もある．このような場合，地質図では粘板岩質泥岩に
含めて表現した．泥質混在岩は，主に石灰岩・チャート・
泥岩・砂岩などの多様な岩相からなる角礫～亜角礫状の
岩塊とこれを包有する黒色～暗灰色の泥質岩から構成さ
れる．岩塊としては砂岩が量的に最も卓越し，チャート
や泥岩が次いで多い．岩塊の大きさは露頭で確認される
範囲では，長径数 cm～数 m程度（最大で 10数 m）で
ある．この泥質混在岩は，本地域南方の安家川上流域（門
地域）における「含礫泥岩」（高橋ほか，2016）に相当
する．また既述の通り，砂岩泥岩互層の成層構造が著し
く分断されて岩塊状になった砂岩が泥岩中に包有された
産状（分断相）も多く見られる（第 3. 19図 a）．この分
断相が整然相の砂岩泥岩互層に伴われ上下方向に連続す
る場合，地質図では「砂岩泥岩互層」として扱うが，チャー
トや石灰岩など砂岩以外の岩塊を含む泥質混在岩と繰り
返し露出するなど地質図上で区分し難い場合，「泥質混
在岩」に一括する． 
泥質混在岩には，上述の分断相砂岩泥岩互層のほか，
泥岩中に孤立した葉理構造が明瞭なシルト～細粒砂岩の
角礫状岩塊（第 3. 19図 b），褶曲で著しく変形した砂岩
（第 3. 19図 c）も見られる．泥質混在岩の基質を構成す
る泥岩として，粗粒砂～細礫大の砕屑粒子を含む不淘汰
な泥岩中に扁平な泥岩の剥ぎ取り岩片と紡錘形の砂岩礫
が不規則に含まれる岩相も見られる（第 3. 19図 d）．一
部では，扁平した石灰岩礫ないし石灰岩層を挟有する泥
岩も確認された（第 3. 19図 e，f）．岩塊と基質の泥岩の
境界では，剪断変形を伴わない産状と剪断面が認められ
る産状がある．前者は，葉理質シルト～細粒砂岩の角礫
状岩塊や剥ぎ取り岩片を含む泥岩などに相当する（第
3. 19図 b，d）．後者には，分断相砂岩泥岩互層やチャー
ト・石灰岩の岩塊を挟有する泥質混在岩が含まれる（第
3. 19図 a，c，e，f）．

（6）産出化石及び地質時代
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第 3. 17図　高屋敷コンプレックス上部を構成するチャートと泥質岩の産状
（a），（b）層状チャート．（c）チャートと珪質泥岩の境界．（d）粘板岩質泥岩に挟有された小規模なチャート岩体．（e）珪質泥岩．
（f）粘板岩質泥岩．（g）シルト質泥岩．（h）砂岩．ch：チャート，sil：珪質泥岩，sly：粘板岩質泥岩．
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第 3. 18図　高屋敷コンプレックス上部を構成する粘板岩質泥岩と砂岩の薄片写真
（a）粘板岩質泥岩．極細粒の砕屑粒子のほか，平行に定向配列した圧力溶解劈開（黒色の筋）が見られ，これがスレート
劈開を形成している．この試料では，劈開方向に伸長した放散虫遺骸が多く含まれており，その両端にはプレッシャーシャ
ドーが形成されている．（b）葉理質泥岩．微細な粘土鉱物を基質とした部分（暗色）とやや粗粒な砕屑粒子が密集した部
分（明色）からなる葉理が見られる．（c），（d）細粒砂岩．（e），（f）中粒砂岩．qtz：石英，pl：斜長石，ps：プレッシャーシャ
ドー，rad：放散虫．（a）–（c），（e）：単ニコル，（e）：直交ニコル．

山根町木売内において，下部を構成する苦鉄質岩（沢
山川玄武岩）に挟有された石灰岩岩塊から中生代を示唆
する石灰藻化石や，石灰岩の小規模岩体から属種不明の
ウミユリ・サンゴ・貝の化石や海綿骨針の産出が報告さ
れた（杉本，1974）．中部の主体をなす石灰岩（安家石
灰岩）については周辺地域を含めて古くから，半沢（1954）
や島津ほか（1970）などによるサンゴ・ストロマトポー
ラ・ウミユリなどの化石の産出が知られていた．陸中関
地域内では山形町川井周辺とその南方から，Epigon-
dolella primitia〔Metapolygnathus primitus〕の産出のほか，

Epigondolella abneptisな ら び に Neogondolella navicular 
steinbergensisかどうか疑われるコノドント化石の産出が
報告された（豊原ほか，1980）．さらに群集構成に関す
る詳細な記述は無いが，川井南方ならびに関北方の石灰
岩からも Epigondolella abneptisを特徴種とするコノドン
ト化石群集の報告がある（吉田ほか，1987）．Epigon-
dolella primitiaの生息層準はカーニアン階上部に相当し，
また Epigondolella abneptisの生息層準はノーリアン階下
部 –中部（Krystyn et al.，2009）とされる．また近年，
岩泉町安家（南隣の門地域）のチャートからは Epigon-
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第 3. 19図　高屋敷コンプレックス上部を構成する泥質混在岩の産状と岩相
（a）分断相の砂岩泥岩互層．膨縮・レンズ化した砂岩岩塊には地層としての連続性が途絶えている．（b）葉理構造が明瞭な
シルト～細粒砂岩の角礫状岩塊．（c）劈開が形成された黒色泥岩とそれに混在する変形した砂岩層．（d）泥質混在岩の基質
を構成する不淘汰な泥岩．粗粒砂～細礫大の砕屑粒子を含む不淘汰な泥岩であり，扁平な泥岩の剥ぎ取り岩片と砂岩礫を
含む．（e），（f）含石灰岩礫泥岩．石灰質泥岩中にレンズ状の石灰岩礫が散在している．一部には，石灰質泥岩と互層する
石灰岩層（ls）も見られる．ss：砂岩，msc：泥岩片，ls：石灰岩，lsc：石灰岩礫．

2 cm

mscmsc

msms

lsclsc

lsls

ssss

ssss

lsclsc

ssss

ssss
ssss

ssss(a) (b)

(c) (d)
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dolella sp.の産出が報告され，形態的特徴からその生息
層準は三畳系カーニアン階 –ノーリアン階に限定できる
とされた（高橋ほか，2016）．
岩泉町付近（門地域）では，高屋敷層（本報告の高屋
敷コンプレックス上部）から由来したと見なされる砂岩
転石からアンモナイト化石（小貫，1956）が発見されて
おり，Suzuki et al.（2007a）によってジュラ紀オックス
フォーディアン期を示す Perisphinctes sp.に同定された． 
高屋敷コンプレックスの地質時代は，アンモナイト化
石（小貫，1956）を含む砂岩の堆積時期と見なしてオッ

クスフォーディアン期とする．

3. 3. 3　関コンプレックス（Sb，Sc，Si，Sy，Ss）
（1）定義及び名称
本地域北西部から中央部南寄りに分布し，主にチャー
ト・珪質泥岩・粘板岩質泥岩が卓越し少量の砂岩を随伴
する層序単元に対して，従来の関層（杉本，1974）の分
布範囲に内包され主要構成岩類の岩相組合せが酷似する
ことから，その地理的名称については杉本（1974）を踏
襲した上で階層名をコンプレックスに改称し，関コンプ
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レックスとして再定義する．なお本コンプレックスの地
理的名称である「関」は，松島三晃氏の東北大学卒業論
文（1952年）によって提唱されたものであるが，杉本
（1974）がこれを初めて公式に使用した．
関コンプレックスは後述の合戦場コンプレックスと比
較すると，岩相組合せにおいては類似しているが，本コ
ンプレックスは砂岩に乏しくチャートならびに粘板岩質
泥岩に富むという特徴を示している．本地域北西部では
関層と一致するが，中央部南寄りでは関層上部の一部を
除外した層準に相当する．既述の通り本報告では，本地
域北東部の長内川流域（山根町滝 –小田瀬の東方 –白石
峠）に分布する関層を，粘板岩質泥岩を主体とし苦鉄質
岩・石灰岩・チャート・砂岩などの岩体を挟有する岩相
的特徴に基づき，高屋敷コンプレックスに含めた．安家
川上流域（南隣の門地域北部）において高橋ほか（2016）
によって関ユニットに再定義された層序単元は，杉本
（1974）の関層と合戦場層下部を統合したものである（第
3. 2図）．しかしながらこの関ユニットに見られるチャー
ト・珪質泥岩・泥岩・砂岩が累重するという層序的特徴
と砂岩が卓越する岩相的特徴は合戦場層の特徴に一致し
ており，鎌田（2017）が指摘した「構成岩の分布が尖滅
する地域で関ユニットが定義された」という問題点も考
慮すると，高橋ほか（2016）の関ユニットは本報告の合
戦場コンプレックスに含められるべきであると判断し
た．

（2）模式地・分布
模式地については久慈市山形町関から西方の二又に至
る二又川沿いに指定し，この区間に分布する構成岩を模
式層とする（第 3. 20図）．これは，杉本（1974）による
関層の模式地を含む．
関コンプレックスは陸中関地域の西半部において，北
西部の高畑山（588.5 m）からマネトコ山（867.0 m）を
経てその南南東に向けて約 2～3 kmの幅を持って分布
する．さらにその南東の蓬

よもぎが

森
もり

（1,174.3 m）北東方にお
いては，上位の合戦場コンプレックスによって関コンプ
レックスが断たれ，その分布は尖滅する．北北西 –南南
東方向の軸跡を持つ葛形背斜の西翼（平庭岳向斜の北東
翼）に相当するため，層理面ならびに劈開面も同方向の
走向を示し西南に 50°～70°傾斜する同斜構造をなして
いる．一方，南西端では樺

かば

森
もり

の南西斜面にも，1～2 km
の幅を持って分布する．この区域は平庭岳向斜の南西翼
に相当するため，北西 –南東走向・北東傾斜を示してい
る．

（3）層序関係
本地域北西部 –中央部南寄りに分布する関コンプレッ
クスは，下位の高屋敷コンプレックスと断層（関 –大平
断層）で接する（第 3. 2図 c，d：永広ほか，2008；高橋
ほか，2016）．この断層によって両コンプレックスの岩
相分布と走向は僅かであるが明瞭に斜交している．一方，

上位の合戦場コンプレックスとは滝
たき

ノ
の

沢
さわ

–蓬
よもぎ

ヶ
が

森
もり

断層で
接するとされている（杉本，1974）．この断層は関コン
プレックスの走向方向に対し斜交しているため，合戦場
コンプレックス基底部と接する関コンプレックスを構成
するチャート –砕屑岩シークェンスのユニット（後述）
は場所により異なっている．つまり，山形町猪瀬（第 3. 21
図 S1）や川井西方（S2）ではユニット 7であるのに対し，
より南方の関（S5）～細沢（S8）にかけてはユニット 9また
は 10である．このことから，滝ノ沢 –蓬ヶ森断層によっ
て関コンプレックスの一部に欠落が見られる．

（4）層序
関コンプレックスを構成する主要岩類としては，
チャートと粘板岩質泥岩が卓越しており少量の苦鉄質岩
（ドレライト）・珪質泥岩・砂岩を伴っている．本コンプ
レックスの層厚は，1,250～2,000 m程度である．本地域
における関コンプレックスでは，チャートを下部として，
その上位に累重する珪質泥岩・粘板岩質泥岩を上部とす
る層序が，少なくとも 10層準認められる（第 3. 20図，
第 3. 21図）．このような岩相的特徴に基づくと関コンプ
レックスの構成層序は，典型的な海洋底層序に対比可能
な “チャート –砕屑岩シークェンス ”（松岡，1984；大塚，
1985）であると判断される．このシークェンス内部にお
ける岩相変化に基づくと，関コンプレックスは傾斜方向
に上位の層準が累重することことが明らかである．
模式地周辺の遠別川沿い（第 3. 20図）では，東側の
高屋敷コンプレックスとの境界断層（関 –大平断層）を
介して下位層準のチャート –砕屑岩シークェンス（ユ
ニット 3）が露出する（第 3. 21図 S6）．基底部には僅
かながらその上位にチャートを伴う苦鉄質岩（層厚 100 
m程度のドレライト）が位置し，ここより西側（上位）
には珪質泥岩が累重する．さらに西側には，より上位層
準のチャート –砕屑岩シークェンスとしてチャート・珪
質泥岩，あるいはチャート・珪質泥岩・粘板岩質泥岩が
繰り返し分布する．関 –大平断層より約 2 km西方では，
珪質泥岩の上位側に数 10～100 mの露頭欠如を挟んで
合戦場コンプレックス基底部の玄武岩が露出する．この
遠別川沿いに見られる関コンプレックスは，北北西 –南
南東走向で西に 60°～70°で傾斜する．なおここでは，
関コンプレックスと高屋敷コンプレックスならびに合戦
場コンプレックスとの境界である関 –大平断層と滝ノ沢
–蓬ヶ森断層の露頭は確認できていない．
関コンプレックスでは，主要なチャート –砕屑岩シー
クェンスだけでも少なくとも 10層準確認できるが，1
つのルートでは最大 7層準しか認められない．これは下
限と上限の境界断層がシークェンス構成岩類の側方連続
性に対し斜交する（関 –大平断層の直上ならびに滝ノ沢
–蓬ヶ森断層の直下では，それぞれ異なるシークェンス
と接する）ことと，場所により 1つのシークェンスが側
方で 2つ以上のシークェンスに分岐するためである．つ
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第 3. 20図　関コンプレックスの模式地と模式層
下位よりチャート・珪質泥岩・粘板岩質泥岩からなる層序（チャート –砕屑岩シークェンス：CCS）が複数繰り返し露出する
特徴を示す．遠別川沿いに露出するチャートに付した★印は，永広ほか（2008）で報告された黒色粘土岩の露出地点を表
す．dol：ドレライト，bcy：黒色粘土岩，ch：チャート，ms：珪質泥岩または粘板岩質泥岩，あるいはその両者．

まり，遠別川流域など（第 3. 21図 S3～S6）において関
コンプレックス基底に位置するシークェンス（ユニット
3）はその北側（S1～S2）に分布するシークェンス（ユニッ
ト 2）から分岐したとみなされる．

（5）岩相
苦鉄質岩（ドレライト）（Sb）
関コンプレックスの基底に僅かに見られる苦鉄質岩
は，ドレライトである．露頭では暗緑色を帯びた灰色を
呈した岩石として見られる．変質が著しいため白色の斜
長石を除き，肉眼で鉱物種を判定するのは困難であるが，
研磨面では確認できる場合がある（第 3. 23図 a）．また
複数方向の剪断面が形成され，これに沿って緑泥石が晶

出している．鏡下観察では，主に単斜輝石，斜長石，不
透明鉱物などが確認でき，これらから構成される完晶質
な岩石であることがわかる（第 3. 23図 b）．単斜輝石（長
径 1 mm程度）は比較的残存しており，短柱状で自形～
半自形をなす．斜長石（長軸 1～2 mm程度）は柱状の
自形～半自形をなしている．また，緑泥石や方解石が二
次的に晶出している．
チャート（Sc）
関コンプレックスのチャートは，チャート –砕屑岩
シークェンス下部の構成岩であり，層厚 50～200 mで側
方へ 10～20 km程度連続する大規模なシート状岩体と
して分布する．チャートの上位には珪質泥岩が累重し岩
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第 3. 21図　関コンプレックスの柱状図
関コンプレックスは，チャート –砕屑岩シークェンス（CCS：下位からチャート→珪質泥岩→粘板岩質泥岩へ移化する層
序）の集積体で構成される．少なくとも主要なシークェンスは 10層準（ユニット）以上あるが，1つのルートでは 7層
準（ユニット）程度しか認められない．これは下限と上限の境界断層がシークェンスの側方連続性に斜交しているためで
あり，関 –大平断層の直上ならびに滝ノ沢 –蓬ヶ森断層の直下では，それぞれ異なるシークェンスと接する．数字（ユニッ
ト番号）を付した両矢印は単一のチャート –砕屑岩シークェンスを表す．破線は柱状図間での岩相対比を示す．三角印は
岩相移化（チャート→珪質泥岩→粘板岩質泥岩）による上位方向を表す．柱状図作成ルートの位置は付図 1に示す．
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相的に漸移する箇所が見られる．一般的に灰色～暗灰色
を呈する．珪質層（チャート層）と泥質薄層との律動的
な細互層からなる層状チャートである．珪質層は層厚 1
～3 cm程度で，泥質薄層の層厚は極めて薄く 1 mm以下
であることが多い（第 3. 22図 a）．また，泥質薄層が欠
如もしくは不明瞭なため，見かけ塊状になる場合もある．
珪質層は，長径 0.1～0.2 mmの楕円形を呈する多量の放
散虫遺骸から構成され（第 3. 23図 c），それ以外の初生
的な構成粒子はほぼ完全に結晶した微晶質石英の集合と

なっていることがわかる（第 3. 23図 d）．また定向性の
無い石英脈も見られる．
なお永広ほか（2008）には，チャート中にペルム系 –
三畳系境界付近を示す可能性のある黒色粘土岩の露出が
報告され，さらにこのような粘土岩が数ヶ所で見られる
ことが記されている．第 3. 20図にはこの黒色粘土岩の
露出地点を表示した．しかしながら，これらの粘土岩の
露出は極めて小規模なため，本報告の地質図には表現し
ていない．
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第 3. 22図　関コンプレックスを構成する主要岩類の産状と岩相
（a）層状チャート．（b）層状構造が顕著な珪質泥岩．（c）珪質泥岩と粘板岩質泥岩の境界．珪質泥岩（sil）から粘板岩質泥
岩（ms）に漸移する関係が見られるが，破線の間では両者が剪断を被っている．（d）粘板岩質泥岩．シルト質葉理を挟有
する．（e）珪長質凝灰質泥岩（灰白色：tfm）と泥岩（暗灰色：ms）が不明瞭な互層をなしている．珪長質凝灰質泥岩には
薄い珪長質凝灰岩（ftf）が挟まれている．（f）剪断面が顕著な泥岩．（g）砂岩優勢の薄層理砂岩泥岩互層．（h）塊状砂岩．
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珪質泥岩（Si）
明灰色～青灰色を呈する珪質な泥岩であり，一般的に
軽微なスレート劈開が形成されている．また板状～層状
の珪質泥岩も認められた（第 3. 22図 b）．層厚は 50～
100 m程度で，チャートの上位に付随して側方に 10～20 
km程度連続して分布する．鏡下観察では，微細な粘土
鉱物からなる基質中に極細粒の砕屑粒子（微晶質石英・
不透明鉱物など）が含まれていることがわかる（第 3. 23
図 e，f）．また長径 0.1 mm程度の楕円形をなす放散虫
遺骸が多数含まれているが，劈開（圧力溶解劈開）に沿っ

て引き伸ばされ扁平化している．
粘板岩質泥岩（Sy）
関コンプレックスにおける主要構成岩であると共に，
珪質泥岩の上位に累重してチャート –砕屑岩シークェン
ス上部の構成岩をなしている．珪質泥岩との境界は岩相
的に漸移するが，少なからず断層ないし剪断面が形成さ
れている（第 3. 22図 c）．層厚は 200～500 m程度で側方
に 20 km以上連続して分布する．暗灰色を呈する泥岩で
ある．普遍的にスレート劈開が形成されており，これに
沿って薄く剥離するのが特徴である．構成粒子は比較的

0.2 mm 0.2 mm

0.2 mm 0.2 mm

0.5 mm

rad

cpxpl
pl

rad

30 mm

rad

rad

(a) (b)

(c) (d)

(e) (f)

第 3. 23図　関コンプレックスを構成する主要岩類の研磨面・薄片写真
（a），（b）ドレライト．緑泥石が晶出した剪断面（両矢印）が研磨面で確認できる（a）．鏡下では，主に斜長石・単斜輝石・
不透明鉱物から構成されていることが確認できる（b）．（c），（d）チャート．長径 0.1～0.2 mmの楕円形を呈する放散虫遺骸
（三角印）が多数含まれる （c）．チャートは微晶質石英で構成され，放散虫遺骸は周囲より粗粒な微晶質石英で充填され
ている （d）．（e），（f）珪質泥岩．微晶質石英のほか微細な粘土鉱物が見られる．黒色の筋として見られる劈開（両矢印）が
形成される．rad：放散虫遺骸，pl：斜長石，cpx：単斜輝石．（b），（c），（e）：単ニコル，（d），（f）：直交ニコル．
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細粒であるが，シルト岩葉理を挟有することがある（第
3. 22図 d）．また，灰白色を呈し珪長質で凝灰質な泥岩
も見られ，暗黒色の泥岩と不明瞭ながら互層する（第
3. 22図 e）．この泥岩からは，ジュラ紀キンメリッジア
ン期を示す放散虫化石の産出が報告された（中江・鎌田，
2003）．上位の合戦場コンプレックスとの境界近傍では，
剪断面が形成された泥岩が露出する（第 3. 22図 f）．
鏡下では，淘汰良好の微細な石英粒子とさらに細粒な
粘土鉱物が互いに並行に配列し，スレート劈開を形成し
ていることが確認できる．劈開については，その間隔と

発達の程度は露頭や岩石試料によって異なるが，ほぼ全
てに見られる．粘土鉱物の定向配列が比較的軽微な場合
には劈開の発達程度も弱くなる．第 3. 24図 a，bでは多
くの放散虫遺骸が含まれることがわかるが，劈開の間隔
は広く放散虫遺骸に沿って波状に揺らいでいる．これに
対し第 3. 24図 c，dのように，粘土鉱物の定向配列が顕
著な場合，劈開の間隔が密になりその発達程度も強い．
さらに放散虫遺骸も，劈開に沿って引き伸ばされ扁平化
している．
砂岩（Ss）

0.2 mm 0.2 mm

0.2 mm 0.2 mm

rad

kf

pl

qtz

rad

pl

ms

0.2 mm 0.2 mm

radrad

(a) (b)

(c) (d)

(e) (f)

第 3. 24図　関コンプレックスを構成する主要岩類の薄片写真
（a）–（d）粘板岩質泥岩．微晶質石英のほか微細な粘土鉱物の配列が見られる．珪質泥岩と同様に，放散虫遺骸（三角印）
は劈開（両矢印）に沿って引き伸ばされ扁平化しているが，その程度は（a）と（b）では軽微で，（c）と（d）では顕著である．
（e），（f）砂岩．円磨度の低い角張った砕屑粒子からなる石英質アレナイト．rad：放散虫遺骸，qtz：石英，pl：斜長石，
kf：カリ長石，ms：泥岩片．（a），（c），（e）：単ニコル，（b），（d），（f）：直交ニコル．
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陸中関地域における関コンプレックスの砂岩は，層厚
数 10 mで側方延長 1 km程度の規模を持つ岩体として，
平庭岳向斜の北東翼（蓬森の北東）では上位の合戦場コ
ンプレックスとの境界付近に，また南西翼では粘板岩質
泥岩中に僅かに確認されたのみである．砂岩優勢な薄層
理砂岩泥岩互層（第 3. 22図 g）も僅かながら分布するが，
露出域が狭いため地質図には表現できなかった．野外で
の砂岩は塊状・無構造な産状を示す（第 3. 22図 h）．色
調は灰色～暗灰色であるが，風化が著しい場合には灰白
色に変色する．角張った輪郭を持つ細粒砂大～中粒砂大
の砕屑粒子が卓越し円磨度と淘汰度はともに低いこと
が，鏡下観察で確認される（第 3. 24図 e，f）．基質はか
なり乏しい．砕屑粒子としては，石英が圧倒的に優勢で，
次いでカリ長石が比較的多く含まれる．斜長石はやや少
なく粒径も小さい．岩片としては，泥岩が優勢で，その
ほかにはチャートや火山岩片が僅かに確認された．これ
らの特徴から砂岩は，石英質アレナイトないし長石質ア
レナイトであると見なされる．なお，本地域に南接する
安家川上流域（門地域内）において高橋ほか（2016）は，
モード組成分析に基づいて関ユニットの砂岩を基質に乏
しい長石質アレナイトに分類した．しかしながら既述し
たように，高橋ほか（2016）の関ユニットは本報告の関
コンプレックスに属さず，合戦場コンプレックスの南方
延長に相当する．

（6）産出化石及び地質時代
高橋ほか（2016）は安家川流域（南隣の門地域）にお
いて，関ユニットに属するチャートからペルム紀及び三
畳紀アニシアン期～カーニアン期を示すコノドント化石
の産出を報告したが，本報告ではこのユニットを合戦場
コンプレックスに含めたので，関コンプレックスの産出
化石としては扱わない．久慈市山形町関の西方に露出す
るチャートからは，コノドント化石（Epigondolella ab-
neptis及び Epigondolella bidentata 〔Mockina bidentata〕）が
産出している（吉田ほか，1987）．Epigondolella abneptis
と Epigondolella bidentataの生息層準はそれぞれ，三畳
系ノーリアン階下部 –中部，ならびにノーリアン階上部あ
るいはノーリアン階上部 –レーティアン階最下部（例えば，
Krystyn et al.，2009；Orchard，2010；Yamashita et al.，
2018）に対比される．同じく関付近に露出するチャート
では，ペルム系から特徴的に産する Neogondolella属の
コノドント化石の産出が報告され，このチャート近傍に
分布する黒色炭質粘土岩はペルム系 –三畳系境界である
可能性が指摘された（永広ほか，2008）．珪長質凝灰岩
を挟有する泥岩からは，Transhsuum maxwelli gr.，Setho-
capsa hexagona，Zhamoidellum ovumなどから構成される
放散虫化石群集が産出し，これはジュラ紀キンメリッジ
アン期を示す（中江・鎌田，2003）．
北西隣の一戸地域では 2地点の珪質泥岩から，Striato-

japonocapsa plicarumと Striatojaponocapsa synconexaや

Eucyrtidiellum pustulatumなどに類似した種が共存する群集
と，Eucyrtidiellum ptyctum，Eucyrtidiellum nodosum，
Transhsuum brevicostatum gr.，Transhsuum maxwelli gr.な
どが共存する群集の産出が報告され，それぞれジュラ系
バトニアン階下部 –中部とキンメリッジアン階下部に対
比される（Nakae，2016）．
関コンプレックスの地質時代は泥岩の堆積時期に近似
されることから，泥岩から産出した放散虫化石（中江・
鎌田，2003）が指示するキンメリッジアン期とする．

3. 3. 4　合戦場コンプレックス（Bb，Bc，Bi，Bm，Bs）
（1）定義及び名称
陸中関地域の西部に分布し，砂岩を主体にチャート・
珪質泥岩・粘板岩質泥岩を伴う層序単元に対して，合戦
場コンプレックスとして再定義する．これは，分布範囲
が従来の合戦場層にほぼ相当しかつ主要構成岩類の岩相
組合せが合戦場層と同様であることから，杉本（1974）
を踏襲して地理的名称として「合戦場」を使用し階層名
をコンプレックスに改称したものである．上記の岩相的
特徴から，関層上部の一部と大鳥層下部の一部を合戦場
コンプレックスに含めるのが妥当であると判断した（第
3. 2図）．本調査研究によって示されるその根拠は，以
下のとおりである．関層上部に位置するチャートの基底
部では一部に苦鉄質岩が随伴することが判明したことに
より，これに基づいて合戦場コンプレックスの下限を定
義すべきであると判断し，苦鉄質岩を随伴する関層上部
のチャートを合戦場コンプレックスに含めた．これに対
し合戦場層の上位に累重する大鳥層では，下部の一部に
おいてチャートと粘板岩質泥岩・砂岩が互層をなしてい
る．これは合戦場層の岩相的特徴に酷似しており，この
層準を大鳥層から分離し合戦場コンプレックスに統合す
ることが妥当である．なお，安家川上流域（門地域北部）
において高橋ほか（2016）によって再定義された関ユニッ
トは，合戦場層の岩相的特徴（砂岩が卓越）と層序的特
徴（チャート・珪質泥岩・泥岩・砂岩が順次累重する層
序）に明確に一致する．従って本報告では，前項で記述
したように高橋ほか（2016）の関ユニットを合戦場コン
プレックスに含める．

（2）模式地・分布
模式地については杉本（1974）を踏襲して，山形町合
戦場の南方に位置する遠別川沿いに指定し，この区間に
分布する構成岩を模式層とする（第 3. 25図）．この模式
地は，杉本（1974）による合戦場層・大鳥層の模式地を
含む．
合戦場コンプレックスは陸中関地域西部において，北
西端の山形町荷
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蓬森（1,174.3 m）にかけて，約 5～6 kmの幅を持って分
布する．分布のほぼ中央に北北西 –南南東方向の軸跡を
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持つ平庭岳向斜が形成されているため，層理面ならびに
劈開面は，軸部付近で東北東 –西南西から東西方向の走
向を示し南側に 20°～50°程度で傾斜する一方，翼部で
は北北西 –南南東方向の走向を示しおよそ 50°～70°で
西南及び北東に傾斜する．

（3）層序関係
本地域西部に分布する合戦場コンプレックスは，下位
の関コンプレックスと滝ノ沢 –蓬ヶ森断層で接すると見
なされる（杉本，1974）．この断層は，関コンプレックス
の走向方向に対して低角度で斜交しているため，既述の

第 3. 25図　合戦場コンプレックスの模式地と模式層
下位よりチャート・ 珪質泥岩・シルト質泥岩・砂岩からなる層序（チャート –砕屑岩シークェンス：CCS）が複数繰り返
し露出する特徴を示す．bst：玄武岩，ch：チャート，ms：シルト質泥岩（一部で珪質泥岩を伴う）あるいはその両者，
ss：砂岩．
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通り合戦場コンプレックス基底直下では場所により，関
コンプレックスの異なる層準（ユニット）のチャート –
砕屑岩シークェンスと接する．合戦場コンプレックスか
ら大越沢断層（後述）で境されその上位に累重する大鳥
コンプレックスは，平庭岳向斜の軸部に分布する．一方，
平庭岳向斜南西翼では北西 –南東方向の高角傾斜断層
（後述の安家森断層）を境に大鳥コンプレックスと接す
る．本地域西端の明神岳 –平庭高原 –袖山では平庭岩体
を構成する下部白亜系の石英閃緑岩・花崗閃緑岩に，さ
らに北西部（久慈市山形町川井 –明神）では中新統火山
岩類の角閃石安山岩に，それぞれ貫入されている．

（4）層序
合戦場コンプレックスを構成する主要岩類としては，
顕著に卓越する砂岩が分布域の大半を占め，次いで珪質
泥岩を随伴するチャートやシルト質泥岩などが含まれ
る．層厚に関しては，平庭岳向斜の北東翼で 1,200～2,000 
m程度の層厚を有していると判断されるが，最大層厚に
関しては向斜軸部での見積もりが困難なため不明である
（第 3. 26図）．
本地域における合戦場コンプレックスでは，下部の
チャートとその上位に累重する珪質泥岩・シルト質泥岩
または砂岩泥岩互層を経て非常に厚層な砂岩が卓越する
上部から構成される層序（チャート –砕屑岩シークェン
ス）の繰り返しが，複数層準に認められる（第 3. 25図，
第 3. 26図）．しかしながら関コンプレックスと比較する
と，合戦場コンプレックスでは顕著に砂岩が卓越すると
いう相違点がある．なお，チャート –砕屑岩シークェン
スで確認できる岩相変化に基づくと，合戦場コンプレッ
クスは傾斜方向に上位の層準が累重することが明らかで
ある．
模式地周辺の遠別川沿いでは，東側（下方）に分布す
る関コンプレックス上部の珪質泥岩ないし泥岩から 50
～70 m西側に合戦場コンプレックス基底部の玄武岩が
僅ながら露出し，その上位にチャート・珪質泥岩・シル
ト質泥岩・砂岩が北西 –南東走向で約 50°～70°の南西
傾斜をもって順次累重し，1つのチャート –砕屑岩シー
クェンス（ユニット 2：この場合，玄武岩を基底に随伴
することから海洋底層序と呼ぶ方が相応しい）を構成し
ている（第 3. 26図 B4，B5）．これより西側の遠別川沿
いでは殆どが砂岩の露出であるのに対し，南方に向かう
支流沿いや遠別岳東斜面ではチャート・珪質泥岩・シル
ト質泥岩・砂岩（チャート –砕屑岩シークェンス）の繰
り返しが認められる．また走向は東西ないし北東 –南西
に変化している．
安家川上流左岸側（北側）の尾根沿いの林道では，本
コンプレックスの最上部として層厚 300 m程度の
チャートとその上位のシルト質泥岩が分布し，露頭欠如
を挟んで上位の大鳥コンプレックスの赤色チャートが見
られる．なお模式地から安家川上流域周辺では，合戦場

コンプレックスと関コンプレックスならびに大鳥コンプ
レックスとの境界断層の露頭は確認できていない．
合戦場コンプレックスでは，主要なものだけでも少な
くとも 7層準にチャート –砕屑岩シークェンスが確認で
きるが，1つのルートで全ての層準のシークェンスが露
出するわけではない．例えば，本地域北西部の山形町滝
ノ沢（第 3. 26図 B1）や明神沢（B2）では，最下位のチャー
ト –砕屑岩シークェンス（ユニット 1）のうち下部の
チャートが欠如し上部の砂岩ないし砂岩泥岩互層が下位
の関コンプレックスと接する．南西部の遠別川流域やそ
の南方の新

しん

田
でん

沢・細
ほそ

沢（B4～B7）においては，最下位
のチャート –砕屑岩シークェンス（ユニット 1）そのも
のが欠如し，一層準上位のシークェンス（ユニット 2）
が合戦場コンプレックスの基底部に位置する．これは，
1つのシークェンスが側方で 2つのシークェンスに分岐
するためである．さらに，個々のシークェンスの層厚は
北西側（B1～B3）ほど増加する傾向が見られ，これに
反するように下部のチャートは層厚が減少あるいは尖滅
する．チャートについては南東側（B4～B7）で層厚が
厚く，粘板岩質泥岩や砂岩を欠いたシークェンス（ユニッ
ト 2～3）が繰り返す特徴を示す．

（5）岩相
苦鉄質岩（玄武岩及び火山砕屑岩）（Bb）
苦鉄質岩は，合戦場コンプレックスの基底部に位置す
る遠別川沿いと細沢沿いに僅かに分布するのみで，どち
らも玄武岩を主体とする．玄武岩は露頭では，部分的に
赤褐色を帯びた暗灰色を呈し，長径 3 mm以下の発泡痕
も見られる．また若干の苦鉄質火山砕屑岩が伴われる（第
3. 27図 a）．この火山砕屑岩は変質が著しいが，細粒砂
～粗粒砂大の火山砕屑物（凝灰岩）が主体をなしている
ことが確認でき，より粗粒となって細礫大の砕屑物ない
し岩片を含む部分的も見られる．しかし，肉眼で構成物
を確認するのは困難である．また場所により，石灰岩礫
が点在する（第 3. 27図 b）．玄武岩の鏡下観察では，単
斜輝石の斑晶が稀に確認できるが，全体的には無斑晶質
であり，主に微細な斜長石と不透明鉱物から構成される
ことがわかる（第 3. 28図 a，b）．杏仁状構造をなす発
泡痕は方解石で充填されている．
遠別川沿い（久慈市山形町関の南西方 2.5 km）に露出
する玄武岩について，全岩微量元素組成に基づき海洋島
に起源を持つことが明らかにされた（中江，印刷中）．
チャート（Bc）
合戦場コンプレックスのチャートは関コンプレックス
と同様に，チャート –砕屑岩シークェンス下部を構成し，
その上位には珪質泥岩が累重して岩相的に漸移する．通
常，珪質層と泥質薄層との律動的な細互層からなる層状
チャートとして産出する（第 3. 27図 c）．珪質層は層厚
2～5 cm程度で灰色～暗灰色を呈し，泥質薄層は層厚 3
～5 mm程度で黒色～暗灰色を示す．本地域では，層厚
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第 3. 26図　合戦場コンプレックスの柱状図
合戦場コンプレックスは，チャート –砕屑岩シークェンス（CCS：下位からチャート→珪質泥岩→シルト質泥岩→砂岩へ
移化する層序）の集積体で構成される．主要なシークェンスは 7層準（ユニット）程度あるが，一つのルートでは 2～6
層準（ユニット）しか認められない．これは下限と上限の境界断層がシークェンスの側方連続性に斜交しているためであ
り，滝ノ沢 –蓬ヶ森断層の直上ならびに大越沢断層の直下では，それぞれ異なるシークェンスと接する．数字（ユニット
番号）を付した両矢印は，単一のチャート –砕屑岩シークェンスを表す．三角印は岩相移化（チャート→珪質泥岩→粘板
岩質泥岩）に基づく上位方向を表す．柱状図作成ルートの位置は付図 1に示す．

150～250 mで側方へ 10～15 km程度連続する大規模岩
体として分布する．
チャートは，多量の放散虫遺骸（長径 0.1～0.2 mm）
から構成され，それ以外の初生的な構成粒子はほぼ完全
に結晶化した微晶質石英の集合となっており，シルト大
以上の明瞭な砕屑粒子は全く認められない（第 3. 28図
c，d）．また定向性の無い石英脈も見られる．
永広ほか（2008）によって記述された関層のチャート
と同様に，合戦場コンプレックスのチャートにもペルム
系 –三畳系境界付近に珪質粘土岩と黒色粘土岩が挟有さ

れる可能性が予想される．しかしながら，これらの粘土
岩を確認できなかったため，本報告の地質図には表現し
ていない．
珪質泥岩（Bi）
珪質泥岩は，チャートの上位に付随して 5～10 km程度
側方に連続する．層厚は 50～100 m未満で，灰白色～青
灰色あるいはやや緑色を帯びた暗灰色を呈する．一般的
に軽微あるいは顕著なスレート劈開が形成される（第
3. 27図 d）ことが多いが，無構造で塊状な場合も見られ
る．微細な粘土鉱物からなる基質と極細粒の砕屑粒子（微
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第 3. 27図　合戦場コンプレックスを構成する主要岩類の産状と岩相
（a）苦鉄質岩（bst：玄武岩）と苦鉄質火山砕屑岩（bvc）．（b）苦鉄質火山砕屑岩．所により石灰岩礫を含むことがある．（c）
層状チャート．（d）劈開が顕著な珪質泥岩．（e）珪長質凝灰岩薄層を挟有する層状珪質泥岩．（f）砂岩層を挟有するシルト
質泥岩．（g），（h）塊状砂岩．
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第 3. 28図　合戦場コンプレックスを構成する主要岩類の薄片写真
（a），（b）玄武岩．微細な斜長石と不透明鉱物からなり，方解石が発泡痕を充填した杏仁状構造（amy）が見られる．（c），（d）
チャート．円形～楕円形の放散虫遺骸（三角印）と微晶質石英で構成される．（e），（f）珪質泥岩．微晶質石英が卓越し僅
かに粘土鉱物が含まれる．鉱物配列には定向性はなく無構造である．（g）珪長質凝灰岩．微晶質石英と粘土鉱物からなる
基質中に，角張った微細な石英と不定形の火山ガラス（三角印）が散在する．（h）砂岩．基質に乏しく，円磨度の低い角張っ
た中粒の砕屑粒子で構成された長石質アレナイト．砕屑粒子としては石英のほか，斜長石・カリ長石などが多く含まれる．
qtz：石英，pl：斜長石，kf：カリ長石，grt：ざくろ石，ms：泥岩片，ips：粒間圧力溶解．（a），（c），（e），（g）：単ニコル，（b），
（d），（f），（h）：直交ニコル．
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晶質石英・不透明鉱物など）から構成され（第 3. 28図 e，
f），長径 0.1～0.2mm程度の放散虫遺骸を含むこともあ
る．また層状をなすこともあり，層厚 3～5 cm程度の薄
い珪長質凝灰岩層が不規則な間隔で珪質岩層と互層する
場合もある（第 3. 27図 e）．珪長質凝灰岩には，微細で
角張った石英粒子や形状が不定形な火山ガラスも少量含
まれている（第 3. 28図 g）．
シルト質泥岩（Bm）
本地域の合戦場コンプレックスにおいては，シルト質
泥岩は下位の珪質泥岩から漸移して累重する場合と，卓
越する砂岩中に挟在する場合がある．層厚は，50～100 m
程度（最大 300 m程度）である．スレート劈開が形成さ
れた暗灰色の泥岩であるが，粘板岩質泥岩よりは粗粒で
ある．シルト岩～細粒砂岩からなる葉理を挟有するもの
や層厚 3～5 cm程度の砂岩と互層する薄層理互層（第
3. 27図 f）も認められるが，地質図ではシルト質泥岩に
含めた．シルト質泥岩は，石英・斜長石・雲母などの砕
屑粒子と微細な粘土鉱物からなる．粘土鉱物は互いに平
行な定向配列をなしており，これによってスレート劈開
が形成されている．
砂岩（Bs）
合戦場コンプレックスにおいて最も卓越した構成岩で
あり，分布域の大部分を占めている．層厚は 200～800 
m以上あり，珪質泥岩・シルト質泥岩と共に，チャート
–砕屑岩シークェンスの上部を構成する．多くは，複数
の砂岩単層が癒着した厚層の成層砂岩か，あるいは層理
面が不明瞭な塊状・無構造を呈する砂岩が一般的である
（第 3. 27図 g，h）が，稀に層厚数 m～10 m程度の砂岩
泥岩互層が塊状砂岩中に見られる．砂岩泥岩互層の多く
は，層厚 20～50 cm程度の砂岩層と層厚 10～20 cm程度
の泥岩層からなる場合が一般的であり，場所により成層
構造が破断している．
灰色～灰白色を呈し中粒砂～粗粒砂からなり，砕屑粒
子の分級度と淘汰は良好である．基質が極めて乏しいた
め，砕屑粒子は互いに直に接している．このような場合，
一部の粒子間には粒間圧力溶解（intergranular pressure 
solution）によって不規則な凹凸縫合面が形成されてい
る（第 3. 28図 h）．また円磨度は低く角張った輪郭を示
す．砕屑粒子として，石英と斜長石が同程度かあるいは
石英が比較的卓越し，次いでカリ長石が多く，雲母類な
らびに火山岩片・チャート岩片を伴う．これらの特徴か
ら，長石質～石英質アレナイトであると言える．なお，
高橋ほか（2016）によって砂岩モード組成が報告された
安家川上流域（本地域に南接する門地域内）の関ユニッ
トは既述の通り，合戦場コンプレックスの南方延長に相
当する．この砂岩は，基質に乏しい長石質アレナイトに
分類されている（高橋ほか，2016）．

（6）産出化石及び地質時代
本地域における合戦場コンプレックスではこれまで，

チャートから三畳系アニシアン階～ラディニアン階ない
しカーニアン階に亘る層準に対比されるコノドント化石
の産出が報告された（豊原ほか，1980）．それらは，Neo-
gondolella bulgarica〔Paragondolella bulgarica〕，Neo-
gondolella polygnathiformis〔Metapolygnathus polygnathi-
formis〕，Xaniognathus tortilis，Neohindeodella aequiramosa，
Neohindeodella suevicaなどである．これらのほか Neo-
spathodus homeri〔Triassospathodus homeri〕を産出した
珪質泥岩も報告された（豊原ほか，1980）が，この珪質
泥岩はその時代（三畳紀オレネキアン期）を考慮すると
ペルム系 –三畳系境界付近の珪質粘土岩であると判断さ
れる．
また南隣の門地域では，ペルム系に生息層準が限定さ
れるコノドント化石の産出（豊原ほか，1980）やペルム
紀・三畳紀コノドント化石の産出（高橋ほか，2016）が
報告されている．高橋ほか（2016）によると，チャート
から Neogondolella sp.とCratognathus kochi及びMetapoly-
gnathus polygnathiformisが産出し，Neogondolella sp.とし
た種はその形態的特徴によりペルム系から三畳系最下部
に生息が限定され，また Cratognathus kochiと Metapoly-
gnathus polygnathiformisの生息層準はそれぞれ，アニシ
アン階 –カーニアン階とカーニアン階上部に相当する．
北西隣の一戸地域では，珪質泥岩からジュラ系バッジョ
シアン階上部 –オックスフォーディアン階下部に，また
粘板岩質泥岩からアーレニアン階上部 –キンメリッジア
ン階上部に，それぞれ対比される可能性がある放散虫化
石群集が報告された（Nakae，2016）．
付加複合体の地質時代は一般に，泥岩・砂岩の堆積時
期に近似され，また泥岩の時代は珪質泥岩の時代より新
しいとされる（例えば，Matsuda and Isozaki，1991；Nakae，
1992）．この考えに従うと，合戦場コンプレックスの地
質時代は，泥岩の時代（アーレニアン期後半 –キンメリッ
ジアン期後半）のうち珪質泥岩が示す時代（バッジョシ
アン期後半 –オックスフォーディアン期前半）より新し
い時期，すなわちオックスフォーディアン期中頃 –キン
メリッジアン期末であると見なすことができる．

3. 3. 5　大鳥コンプレックス（Ob，Ot，Or，Oc，Ok，
Oi，Oy）

（1）定義及び名称
陸中関地域南西部に位置する安家森（標高 1,238.8 m）
と蓬森（標高 1,174.3 m）の間に露出する灰色チャート
を主体とし赤色チャート（ないし赤色珪質泥岩）・珪質
粘土岩・黒色粘土岩を伴い，珪質泥岩・粘板岩質泥岩を
挟有する層序単元を，大鳥コンプレックスと定義する．
後述するように，主体をなす灰色チャートに随伴する赤
色（所により赤紫色）を呈するチャートないし珪質泥岩
の存在は，本コンプレックスが他のコンプレックスから
識別される顕著な岩相的特徴である．この定義は，安家
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川上流域（門地域北部）において高橋ほか（2016）によっ
て改定された大鳥ユニットと共通である．杉本（1974）
が提唱した従来の大鳥層と大坂本層は両者とも，非常に
優勢なチャートとこれに随伴する珪質泥岩が主要構成岩
をなすという岩相的特徴が互いに類似しているため，大
鳥層下部に相当するチャートと砂岩などの一部（合戦場
コンプレックスに含まれる）を除外した両層を統合した
層序単元が，大鳥コンプレックスに相当する．なお，高
橋ほか（2016）による大鳥ユニットは，合戦場コンプレッ
クスの上位層準がこのユニットに含まれるという点で，
若干異なる．
杉本（1974）による大鳥層と大坂本層の定義に基づき，
大鳥コンプレックスを上下に二分することも可能であ
る．しかしながら本報告では，下位の赤色チャートから
灰色チャート・珪質泥岩を経て上位の粘板岩質泥岩に移
化するチャート –砕屑岩シークェンスが繰り返し累重す
るという岩相的・層序的特徴から，大鳥コンプレックス
は本質的に単一の層序単元を構成すると判断した．
チャート –砕屑岩シークェンスの岩相的特徴を顕著に
表しているのが大鳥層であることから，階層名をコンプ
レックスに改称した上で地理的名称は杉本（1974）を踏
襲して「大鳥」を使用した．地理的名称の「大鳥」は，
白井慶治氏の東北大学卒業論文（1952年）によって提
唱され，杉本（1974）がこれを初めて公式に使用した．
なお，杉本（1974）による大鳥層下部の数層準にはチャー
トと共に砂岩が挟在するが，これらは赤色チャートと珪
質泥岩を挟有することで定義される大鳥コンプレックス
の構成要素ではなく，下位の合戦場コンプレックスに見
られる岩相的特徴に合致する．これらのことから，大鳥
層下部のチャート・砂岩を大鳥コンプレックスから除外
し，合戦場コンプレックスに含めた．

（2）模式地・分布
杉本（1974）による大鳥層の模式地は山形町関の南西
方に位置する遠別川上流域に設定されたが，この地域は
本調査研究により合戦場コンプレックス分布域に含まれ
ることになる．また，大鳥コンプレックスの地理的名称
の由来になった岩泉町安家の「大鳥」は南隣の門地域北
端部に位置し，ここでは大鳥コンプレックス構成岩が露
出する．従って，本報告書では模式地を門地域内の大鳥
周辺に変更し，模式層を陸中関地域内の安家川源流域に
設定する（第 3. 29図 a）．
本地域内における大鳥コンプレックスは，南西部に位
置する安家森（1,238.8 m）の東斜面から蓬森（1,174.3 m）
の西斜面にかけて，東西約 2 km・南北約 6 kmの狭い範
囲に分布する．この地域に流れる安家川源流とその支流
の大越沢沿いに構成岩が良好に露出する．下位の合戦場
コンプレックスと同様に，北北西 –南南東方向の軸跡を
持つ平庭岳向斜を形成しているため，層理面ならびに劈
開面の走向は北北西 –南南東～北東 –南西～北西 –南東

へと回転し，向斜軸に向かって比較的緩やか（30°～50°）
に傾斜する．分布は平庭岳向斜の軸部に相当し，上位の
層序単元が露出していないため，大鳥コンプレックスの
上限を規定できない．また平庭岳向斜の南西翼部の大鳥
コンプレックスは，安家川断層によってその分布が断た
れる（第 3. 29図 a）．南方延長は，模式地を含む南隣の
門地域に連続する．

（3）層序関係
高橋ほか（2016）は門地域内の安家川上流域において，
大鳥コンプレックスと下位の合戦場コンプレックスにほ
ぼ相当する大鳥ユニットと関ユニットとが断層で接する
とした．陸中関地域南西部に相当する蓬森西斜面 –大越
沢では，大鳥コンプレックス基底の苦鉄質岩及びチャー
トが合戦場コンプレックス最上部のシルト質泥岩に近接
して露出し，その側方延長に同様の関係が見られる．断
層露頭は確認されていないが，この露出状況に基づき両
コンプレックス間における境界断層の存在を確実としそ
の位置を特定した（第 3. 29図 b）．本報告ではこの断層
を大越沢断層とする．大越沢断層は，大鳥コンプレック
スの走向方向に対して低角度で斜交している．

（4）層序
大鳥コンプレックスを構成する主要岩類としては，珪
質粘土岩・黒色粘土岩を挟有するチャートが大勢を占め
珪質泥岩や粘板岩質泥岩を伴い，僅かに苦鉄質岩が含ま
れる．砂岩などの粗粒砕屑岩類は無い．層厚は 1,700 m
以上と見積もられる．最大層厚に関しては，大鳥コンプ
レックスの分布が平庭岳向斜の軸部に相当して上限を規
定できないことを考慮すると，より大きい可能性がある
（第 3. 30図）．
大鳥コンプレックスは，下位のチャートから珪質泥岩
を経て上位の粘板岩質泥岩へ移化するチャート –砕屑岩
シークェンスの集積体で構成されるが，関コンプレック
スとは粘板岩質泥岩が少量であることから，また合戦場
コンプレックスとは砂岩を欠くことから，それぞれ異な
る．さらにチャートには，灰色～灰白色のほか赤色～赤
紫色を呈するチャート（ないし珪質泥岩）が伴われるの
が特徴である．大鳥コンプレックスの上位層準は露出せ
ず上限も不明であるが，主要なシークェンスは 6層準に
認められる．下限の境界断層（大越沢断層）がシークェ
ンスの側方連続性に斜交しているため，大越沢断層の直
上では異なるシークェンスと接する（第 3. 30図）．なお，
チャート –砕屑岩シークェンスで確認できる岩相変化に
基づくと，大鳥コンプレックスは傾斜方向に上位層準が
累重することことが明らかとなる．
安家川源流周辺では，北西側（下位）に分布する合戦
場コンプレックスの泥岩から約 200 m南東側に，大越沢
断層を介して大鳥コンプレックス基底部の赤色チャート
が露出し，その上位に灰色チャートが分布する．このよ
うな赤色チャートと灰色チャートが 4回繰り返し露出す
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る（第 3. 29図 a）．つまり，ユニット 2～5のシークェ
ンスが分布する（第 3. 30図 O1）．ユニット 5とユニッ
ト 6のシークェンス上部ではさらに，灰色チャートの上
位に珪質泥岩と粘板岩質泥岩が見られる（第 3. 30図 O1，
O4）．蓬森西斜面 –大越沢（第 3. 29図 b）では，大越沢
断層の直上（西側）に大鳥コンプレックス基底部の苦鉄
質岩が露出し，その上位に灰色チャート・珪質泥岩が累
重する（第 3. 30図 O5：ユニット 3のシークェンス）．
さらに上位には僅かに苦鉄質凝灰岩が見られ，赤色
チャート・灰色チャートが順次露出し，ユニット 4のシー
クェンスを構成する．これら両域において，大越沢断層
直上に異なるユニットのシークェンスが見られるのは上
述の通り，大鳥コンプレックスの走向方向に対する大越
沢断層の斜交性による．最上位に位置するユニット 6の
シークェンスでは，下部の赤色チャートは欠如し，これ

に代わり粘板岩質泥岩が珪質泥岩の上位に累重するよう
になる（第 30図 O1，O4）．
ユニット 4のチャート –砕屑岩シークェンスが分布す
る大越沢周辺では，山北ほか（2008a，b）によって，下
位より，苦灰岩を挟有する灰色チャート・赤紫色チャー
ト・灰色チャート・黒色粘土岩 –珪質粘土岩・灰色チャー
トが累重する層序断面が報告された．産出微化石に基づ
くと，この層序は石炭系モスコビアン階から三畳系最上
部に至ることが明らにされ，さらにこの上位には青灰色
珪質泥岩が累重することも示された（山北ほか，2008b）．
一方，安家川源流域では Takahashi et al.（2009）によって，
ペルム系 –三畳系境界に特徴的な黒色粘土岩を挟有した
チャートが露出することが報告された．これは，ユニッ
ト 5のチャート –砕屑岩シークェンス中に含まれる．
チャート –砕屑岩シークェンス内部における構成岩類
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第 3. 29図　大鳥コンプレックスの模式層
（a）安家川源流域における大鳥コンプレックスの模式層（下半部）．赤色チャートと灰色チャートが 4回繰り返し露出する．
（b）参照地の大越沢における大鳥コンプレックスの副模式層（下半部）．基底部の苦鉄質岩が合戦場コンプレックスとの境
界断層に沿って露出する．CCS：チャート –砕屑岩シークェンス，bst：苦鉄質岩（玄武岩），bft：苦鉄質凝灰岩，rd：赤
色チャートないし赤色珪質泥岩，ch：灰色チャート，bk：珪質粘土岩及び黒色粘土岩，sil：珪質泥岩，ms：粘板岩質泥岩
（一部で珪質泥岩を伴う場合とあるいはその両者の場合がある），ss：砂岩．
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第 3. 30図　大鳥コンプレックスの柱状図
大鳥コンプレックスは，チャート –砕屑岩シークェンス（CCS：下位からチャート→珪質泥岩→粘板岩質泥岩へ移化する
層序）の集積体で構成される．より上位の層準は露出しないが，主要なシークェンスは 5層準（ユニット）に認められる．
岩相的相違に基づくと，下部に赤色チャートを伴うシークェンスと上部に粘板岩質泥岩が累重するシークェンスに識別さ
れ，大鳥コンプレックスはそれぞれのシークェンスから構成される下半部・上半部に二分できる可能性がある．下限の境
界断層（大越沢断層）がシークェンスの側方連続性に斜交するため，場所により断層直上には異なるシークェンスが位置
する．数字（ユニット番号）を付した両矢印は，単一のチャート –砕屑岩シークェンスを表す．三角印は岩相移化（チャー
ト→珪質泥岩→粘板岩質泥岩）に基づく上位方向を表す．柱状図作成ルートの位置は付図 1に示す．
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の相違に着目すると，（i）下部に赤色チャートを伴うシー
クェンスと（ii）上部に粘板岩質泥岩が累重するシークェ
ンスに識別することが可能になる．この違いは大鳥コン
プレックス内部で層序的規則性を持って認められ，（i）
と（ii）のシークェンスはそれぞれ大鳥コンプレックス
の下位層準と上位層準に卓越する．従ってこれを基準に，
大鳥コンプレックスを下半部と上半部に細分することは
可能である．下半部と上半部の境界がどの層準に位置す
るかを明確に設定するのは困難であるが，現状ではユ
ニット 5と 6の間が想定される（第 3. 30図）．
杉本（1974）が提示した柱状図によると，大鳥層は赤

色チャートを伴う灰色チャートからなり，またその上位
の大坂本層は粘板岩を主体としチャートを伴う層序単元
として定義されたことがわかる．これらは大鳥コンプ
レックスの下半部と上半部の岩相的特徴に概ね合致する
ことから，大鳥層・大坂本層はそれぞれ下半部・上半部
に対比される可能がある．しかしながら，下半部・上半
部の区分は個々のチャート –砕屑岩シークェンスにおけ
る岩相的差異に基づいており，その境界はユニット 5と
6の間に想定される．ところが灰色チャートが繰り返す
という点で，少なくとも本地域内では下半部・上半部は
本質的に単一の層序単元（大鳥コンプレックス）を形成
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すると判断される．これに対し杉本（1974）による大鳥
層・大坂本層の境界は，ユニット 5のチャート –砕屑岩
シークェンスでの灰色チャートとその上位の粘板岩質泥
岩の間に相当する．つまり，それぞれの境界は互いに異
なった層準にある．このような事象を考慮すると，大鳥
コンプレックスの下半部・上半部を別個の層序単元とし
て区分し大鳥層・大坂本層に対比することは，適切でな
いと考えられる．

（5）岩相
苦鉄質岩（玄武岩）（Ob）
大鳥コンプレックスに含まれる苦鉄質岩は玄武岩であ
り，蓬森の西斜面においてコンプレックス基底部に僅か
に露出するのみである（第 3. 29図 b）．露頭では，部分
的に赤褐色を帯びた暗灰色～灰緑色を呈した岩石である．
苦鉄質凝灰岩（Ot）
上記の玄武岩と同様に，蓬森の西斜面などに僅かに露
出する苦鉄質で細粒な火山砕屑岩であるため，本報告で
は凝灰岩として扱う（第 3. 29図 b）．チャートに伴って
僅かに露出する．
赤色チャート（Or）
大鳥コンプレックスの下半部のみに分布すると共に，
チャート –砕屑岩シークェンスの下部を構成する．露頭
では，赤色を呈し局所的に灰緑色ないし赤紫色を帯びる
部分を有する珪質岩として露出する（第 3. 31図 a）．後
述の灰白色チャートと比較すると，赤色チャートの方が
やや軟質で泥質であるという違いが見られる．鏡下では，
長径 0.1 mm程度（最大で 0.2 mmを超える）の楕円形
や棒状を呈する多量の放散虫遺骸が含まれることが確認
でき，それ以外の初生的な構成粒子はほぼ完全に結晶し
た微晶質石英の集合となって基質を構成している（第
3. 31図 c）．放散虫遺骸の内部は，再結晶化した細粒な
石英（基質の微晶質石英よりは粗粒）で充填されている
（第 3. 31図 d）．赤色を呈する原因は露頭ならびに鏡下
観察に基づくと，基質中に含まれる細粒な赤鉄鉱粒子に
よると考えられる（亀高ほか，2005）．
泥質な赤色チャートには，同系の色調を呈する珪質泥
岩として認識できるものもある．その場合，珪質な部分
とやや泥質な部分が葉理や層厚 2～3 cm程度でやや不明
瞭な互層を形成する．放散虫遺骸が葉理と概ね平行に配
列している．
チャート（Oc）
このチャートは赤色チャートとは異なり，灰色～灰白
色を呈する．陸中関地域全域で普遍的に見られる通常の
チャートと同質の珪質岩である．関・合戦場の両コンプ
レックスと同様に，大鳥コンプレックスにおいても
チャートはチャート –砕屑岩シークェンス下部を構成す
る．また，大鳥コンプレックス下半部のチャート –砕屑
岩シークェンス（ユニット 1～5）では，このチャート
の下位層準に赤色チャートが挟在する．約 100～300 m

（最大で 400 m）の層厚を持ち，側方へ 15～20 km以上（本
地域内に限定すると 5 km程度）連続する大規模なシー
ト状岩体として分布し，上位には珪質泥岩が累重して岩
相的に漸移する箇所が見られる．
一般的に暗灰色～灰白色を呈し，場所により白色の
チャートも見られる．珪質層（チャート）と泥質薄層と
の律動的な細互層からなる層状チャートである（第 3. 31
図 b）が，泥質層が極めて薄く塊状に見えることもある．
珪質層は層厚 2～5 cm程度で，泥質薄層の層厚は 1～3 
mm以下である．珪質層は，基質中に含まれる放散虫遺
骸から構成されていることがわかる（第 3. 31図 e，f）．
放散虫遺骸は長径 0.1～0.2 mmあるいはそれ以上の大き
さを持つ楕円形あるいは棒状の形態をなす．基質は微晶
質石英の集合体を主体とし，不透明鉱物や，弱い定向配
列を示す粘土鉱物からなる．
珪質粘土岩及び黒色粘土岩（Ok）
珪質粘土岩は一般に暗灰色～青灰色を呈し微晶質石英
と粘土鉱物から構成され，シルト大以上の陸源性砕屑粒
子を含まない．放散虫遺骸を含んだり細粒な黄鉄鉱が散
在することが多い（Takahashi et al.，2009）．この珪質粘
土岩には，層厚数 mの黒色粘土岩が挟有される．黒色
粘土岩は，他の泥質岩と比較してより濃い黒色を呈する
極細粒な岩石である．隠微晶質石英や再結晶した微細な
粘土鉱物から構成され，石英や岩片などの砕屑粒子を殆
ど含まない（Takahashi et al.，2009；高橋ほか，2016）．本
地域の大鳥コンプレックスでは，山北ほか（2008b）な
らびに Takahashi et al.（2009）によってその存在と産状
が報告された．
灰色珪質粘土岩と黒色粘土岩はその分布幅が著しく狭
いため，地質図ではそれぞれを区別せず一括して表現し
た．
珪質泥岩（Oi）
珪質泥岩は，灰白色チャートの上位に付随して側方に
連続して分布する．層厚は 50～100 m程度である．場所
により灰白色を呈する塊状の岩石（第 3. 32図 a）が見
られるが，一般的には軽微なスレート劈開が形成された
青灰色あるいはやや緑色を帯びた暗灰色を呈する（第
3. 32図 b）ことが多い．塊状の岩石の一部は，定向配列
を示さない微細な粘土鉱物と石英粒子からなり砕屑粒子
を殆んど含んでいないことから，粒度的には珪質粘土岩
に分類できるものもある（第 3. 32図 c，d）．これに対
し通常の珪質泥岩（第 3. 32図 e，f）は，微細な石英と
粘土鉱物から構成され，極細粒の砕屑粒子（石英・斜長
石・不透明鉱物など）を少量含む．粘土鉱物には定向配
列が見られ劈開を形成する．また，長径 0.1～0.2 mmの
放散虫遺骸を含む．一部の珪質泥岩には，保存良好な放
散虫化石群集を多産するマンガン団塊が含まれる（鈴木
ほか，2007b）．
粘板岩質泥岩（Oy）
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第 3. 31図　大鳥コンプレックスを構成する主要岩類の産状と薄片写真（Ⅰ）
（a）赤色チャート．（b）灰白色チャート．（c），（d）赤色チャートの薄片写真．（e），（f）灰白色チャートの薄片写真．rad：放散
虫遺骸．（c），（e）：単ニコル，（d），（f）：直交ニコル．

大鳥コンプレックス上半部における主要構成岩である
と共に，珪質泥岩の上位に累重してチャート –砕屑岩
シークェンス上部を構成する．層厚は 100 m程度で
チャート・珪質泥岩と共に側方に連続して分布する．暗
灰色～黒色を呈する比較的細粒な泥岩である．軽微なが
らスレート劈開が形成されており，これに沿って剥離す
るのが特徴である（第 3. 32図 g）が，塊状な泥岩も見
られる．鏡下では，微細な粘土鉱物と微晶質石英からな
る基質中に細粒な石英などの砕屑粒子と不透明鉱物が散
在することが確認できる．全般的に砕屑粒子の淘汰は良
好である．一部では，粘土鉱物の定向配列によるスレー
ト劈開が形成されている（第 3. 32図 h）．

（6）産出化石及び地質時代
陸中関地域南西部に位置する蓬森の西では，赤色チャー
トに随伴する赤色珪質泥岩からペルム系シスウラリアン
統（アッセリアン階 –サクマーリアン階）に対比される
Pseudoalbaillella u-formaⅠ帯～Pseudoalbaillella lomentaria
帯下部を構成する放散虫化石が産出した（亀高ほか，
2005）．また安家川支流の大越沢周辺では山北ほか
（2008a，b）により，苦灰岩を伴う灰色チャートから石
炭系上部のモスコビアン階に対比されるコノドント化石
群集が，その上位の赤色チャートからは石炭系最上部（グ
ゼリアン階）–ペルム系最下部（アッセリアン階）に対
比されるコノドント化石群集が，さらに上位の灰色



− 64 −

qtz

0.2 mm 0.2 mm

0.2 mm 0.2 mm

0.2 mm

rad

pl

rad

(a) (b)

(c) (d)

(e) (f)

(g) (h)

第 3. 32図　大鳥コンプレックスを構成する主要岩類の産状と薄片写真（Ⅱ）
（a）塊状の珪質泥岩．（b）珪質泥岩．（c），（d）珪質粘土岩の薄片写真．（e），（f）珪質泥岩の薄片写真．（g）粘板岩質泥岩．（h）
粘板岩質泥岩の薄片写真．両矢印は粘土鉱物の定向配列を示す．rad：放散虫遺骸，qtz：石英，pl：斜長石．（c），（e），（h）：
単ニコル，（d），（f）：直交ニコル．
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チャートではアーティンスキアン階までに対比されるコ
ノドント化石の産出が報告されている．さらに安家川源
流域で発見されたペルム系 –三畳系境界を挟むチャー
ト・黒色粘土岩・珪質粘土岩から構成される層序断面に
おいては，コノドント化石ならびに放散虫化石の産出が
報告されている（高橋ほか，2007；Takahashi et al.，2009）．
この境界付近では，チャートからペルム系最上部を示す
コノドント化石 Neogondolella sp.が，その上位の黒色粘
土岩と互層する珪質粘土岩からペルム系チャンシンジア
ン階最上部を示す放散虫化石 Albaillella sp. cf. A. 
triangularisが，さらに上位の黒色粘土岩からは三畳系グ
リーンスバキアン階（＝インドゥアン階下部）を示す
Hindeodus parvusなどのコノドント化石が産出した
（Takahashi et al.，2009）．
豊原ほか（1980）の報告によると，陸中関地域内の大
鳥コンプレックスではチャートから Neogondolella sp. 
（コノドント化石）の産出があるが，その時代を限定す
ることはできない．また，安家川流域（南隣の門地域）
の赤色チャートからはペルム紀型のコノドント化石が産
出している（豊原ほか，1980）．
鈴木ほか（2007b）は，安家川上流の珪質泥岩に挟有
されるマンガン団塊より Striatojaponocapsa plicarum帯
（Matsuoka，1995；Matsuoka and Ito，2019）を構成する多
種多様な放散虫からなる化石群集を報告し，その地質時
代をジュラ紀バッジョシアン期 –バトニアン期前半とし
た．粘板岩質泥岩からの化石の産出がないため，本報告
では大鳥コンプレックスの地質時代をバトニアン期後半
ないしそれ以降とみなす．

3. 3. 6　葛巻コンプレックス（Zc，Zi，Zp，Zs）
（1）定義及び名称
本地域の南西端に分布し千枚岩質泥岩と粘板岩質泥岩
を主体としチャートや砂岩などを伴う層序単元は，西隣
の葛巻地域で提唱された葛巻層（大上・村田，1974a，b）
の東側延長に相当し，かつ主要構成岩類の岩相組合せが
葛巻層とほぼ同様の特徴を有している．従って本報告で
は，地理的名称として「葛巻」を踏襲し階層名をコンプ
レックスに改称して，葛巻コンプレックスと定義する．
地理的名称としての「葛巻」は，松島三晃氏の東北大学
卒業論文（1952年）によって提唱された後，これを公
式に使用したのは大上・村田（1974a）である．

（2）模式地・分布
大上・村田（1974a）では，公式模式地の設定がなさ
れていない．陸中関地域においては，葛巻コンプレック
スの分布域（本地域南西端の樺森南西斜面）では適切な
層序断面が得られなかったので，新たな模式地の設定は
行わない．
葛巻コンプレックスの分布域は狭く，陸中関地域南西
部に位置する樺森（1,207.2 m）の南西斜面において，北

西 –南東走向をもって南西方向に高角度（60°～85°程度）
で傾斜する．そのため本地域内では後述のように，南西
傾斜・南西上位と判断される．南西方への分布は，西隣
から南隣にかけての葛巻地域・藪川地域・門地域に広が
る．

（3）層序関係
陸中関地域では，南西傾斜する葛巻コンプレックスの
下限は北東側の関コンプレックスと高角度傾斜の縦走断
層（葛巻断層）で接するため，初生的な層序関係は不明
である．葛巻断層と葛巻コンプレックスは互いにその走
向が斜交するため，葛巻コンプレックスの下部において
欠如する層準が異なる（第 3. 33図）．上限については上
方延長が隣接地域に分布するため，不明である．

（4）層序
葛巻コンプレックスを構成する主要岩類としては，千
枚岩質泥岩ならびに粘板岩質泥岩が主体をなし，チャー
ト・珪質泥岩・砂岩などが伴われている（第 3. 33図 Z3）．
陸中関地域の南西に位置する葛巻町江刈周辺（葛巻地域：
第 3. 33図 Z1及び Z2）では，著しく分断された砂岩泥
岩互層や砂岩の岩塊を包有する泥質混在岩が含まれる．
隣接地域も含めた葛巻コンプレックスは，千枚岩質泥岩
が卓越する層準と粘板岩質泥岩が卓越する層準が，それ
ぞれ 300～500 m程度の層厚をもって繰り返し露出する
傾向を示す（第 3. 33図）．これらにはチャート・珪質泥岩・
砂岩などからなる岩体が挟有され，その規模は 50～100 m
程度の層厚と 1～2 km程度の側方連続性で示される．こ
のことから，葛巻コンプレックスは比較的分断化が進行
した層序単元であると判断される．一部の岩相間で確認
される累重関係（チャートからその上位に累重する珪質
泥岩あるいは粘板岩質泥岩に移化する岩相変化）に基づ
くと，葛巻コンプレックスは少なくとも陸中関地域内で
は南西傾斜・南西上位であることが示される．
葛巻コンプレックスは陸中関地域内で 1,000 m程度の
層厚をもって露出するが，隣接地域においても上限が確
定できないため，全層厚の推定は困難である．北西隣の
一戸地域では露出区域に限ると 2,000 m程度の層厚を有
していると判断されている（中江，2018）．

（5）岩相
陸中関地域内では葛巻コンプレックスの分布は狭く，
そのため露出するのは構成岩類の一部である．隣接地域
では後述する岩相のほか，苦鉄質岩・石灰岩・泥質混在
岩などが分布する（岩井ほか，1964；大上・村田，1974a，b；
永広ほか，2010；中江，2018）．苦鉄質岩は海洋島起源で
あり（永広ほか，2010），これに付随する石灰岩にはサ
ンゴやアンモノイドの化石が含まれる．これらの化石は，
石炭紀後半からペルム紀を示す（岩井ほか，1964；永広
ほか，2010）．
以下に，陸中関地域内の葛巻コンプレックスを構成す
る岩相を記述する．
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第 3. 33図　葛巻コンプレックスの柱状図
千枚岩質泥岩が卓越する層準（phy）
とチャート・珪質泥岩を挟有する粘板
岩質泥岩が卓越する層準（sly）が繰り
返す特徴を示す．最下部に位置する泥
質混在岩を主体とする層準（Mx）は，
陸中関地域には分布しない．三角印は
岩相移化（チャート→珪質泥岩→粘板
岩質泥岩）に基づく上位方向を表す．
柱状図作成ルートの位置は付図 1に示
す．

チャート（Zc）
チャートは層厚 50～100 m程度で側方に 2 km程度連続
する小規模岩体として，僅かに粘板岩質泥岩中に挟在す
る．
珪質層（チャート）と泥質薄層との律動的な細互層か
らなる層状チャートとして産出する（第 3. 34図 a）が，
再結晶化のため成層構造が不明瞭になっていることが多
い．珪質層は，層厚 2～3 cm程度で灰色～暗灰色を呈す
る．泥質薄層は暗灰色を呈し層厚が 3 mm以下である．
鏡下では，通常のチャートに比べより粗粒化した石英粒
子の集合体から構成されていることが観察されると共
に，シルト大以上の明瞭な砕屑粒子は全く認められない．
また僅かながら，放散虫遺骸の痕跡が認められる（第
3. 34図 c，d）．これらのことから，チャートの結晶化が
他のコンプレックスに含まれるチャートより進行したこ
とがわかる．
珪質泥岩（Zi）
珪質泥岩は明灰色～青灰色を呈し，チャートの上位に
累重して分布する．層厚は 50 m程度である．露頭では
層厚 2～3 cmの層状構造を呈し，層状チャートに類似す
る産状を示す（第 3. 34図 b）．鏡下では，微晶質石英と
粘土鉱物から構成され，これを基質として細粒の砕屑粒

子（石英・斜長石・不透明鉱物など）を少量含むことが
確認される．粘土鉱物には明瞭な定向配列は見られない
が，やや不規則で波状の圧力溶解劈開が形成されている
（第 3. 34図 e，f）．また，長径 0.05～0.2 mmの放散虫遺骸
が多数含まれている．
千枚岩質泥岩及び粘板岩質泥岩（Zp）
千枚岩質泥岩と粘板岩質泥岩（第 3. 35図 a–c）は葛

巻コンプレックスの主要構成岩であり，これらが卓越す
る層準が 200 m程度の層厚をもって繰り返し分布する
傾向がある（第 3. 33図）．陸中関地域内では側方に 3 km
連続する．両者とも暗灰色～黒色を呈する泥岩であり，
微細な石英粒子と粘土鉱物から構成される．野外におい
て劈開に沿って薄く剥離するのが特徴であるが，これは
顕著に定向配列する微細な粘土鉱物によることが，鏡下
観察で確認できる．特に千枚岩質泥岩の劈開面には光沢
が見られる（第 3. 35図 c）．岩相区分としては漸移的で
あるが，粘板岩質泥岩（第 3. 36図 a，b）より劈開が細
かく密に形成され顕著な面構造が認められる場合を，千
枚岩質泥岩（第 3. 36図 c，d）とした．両者とも劈開に沿っ
て放散虫遺骸が扁平化し，その末端にプレッシャーシャ
ドーが形成されている．
場所により，シルト質の葉理を挟有することがある．
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第 3. 34図　葛巻コンプレックスを構成する主要岩類の産状と薄片写真
（a）チャート．珪質層と泥質薄層とが律動的な細互層をなす層状チャート．（b）珪質泥岩．層状構造を呈し層状チャートに
類似する産状を示す．（c），（d）チャートの薄片写真．通常のチャートと比較すると，より粗粒化した石英粒子の集合体か
ら構成されている．（e），（f）珪質泥岩の薄片写真．微晶質石英微細と粘土鉱物からなる基質に砕屑粒子（石英・斜長石・
不透明鉱物など）が少量含まれる．やや不規則で波状の劈開が形成されている．rad：放散虫遺骸．（c），（e）：単ニコル，（d），
（f）：直交ニコル．

これは，砕屑粒子の粒度差が葉理として表れる（第 3. 35
図 d，第 3. 36図 e）．またやや粗粒なシルト質泥岩では，
部分的に葉理が膨縮または脆性的に破壊された細粒砂岩
薄層を挟有する場合がある（第 3. 35図 e，第 3. 36図 f）．
砂岩（Zs）
陸中関地域では，層厚 50 m以下で側方へ 2 km程度

連続する小規模岩体として，粘板岩質泥岩中に挟在して
露出する．灰色～明灰色を呈し，粗粒～中粒砂からなる
塊状・無構造の砂岩である（第 3. 35図 f）．構成粒子と
して，石英・長石に富み岩片を比較的多く含む．

（6）産出化石及び地質時代
陸中関地域の葛巻コンプレックスからは，各岩相の堆
積時期を示す化石の産出報告は無い．
西隣の葛巻地域では，石灰岩礫岩や泥質混在岩に包有さ
れた小規模な石灰岩岩塊ならびにチャートに付随する石灰
岩から，ペルム紀前半を示す紡錘虫化石（Schwagerina sp.，
Schuberttella sp.，Tricites sp.，Pseudoschwagerina sp.など）が報
告され（岩井ほか，1964；大上・村田，1974b），さらに苦鉄
質岩に密接して露出する石灰岩近傍で採取された石灰岩 
転石から石炭紀後半を示す 5属 5種のアンモノイド化石
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第 3. 35図　葛巻コンプレックスを構成する主要岩類の産状と岩相
（a）粘板岩質泥岩．（b），（c）千枚岩質泥岩．粘板岩質泥岩と比較すると劈開が細かく密に形成されている（b）．細粒の粘土
鉱物による光沢が劈開面に見られる（c）．（d）シルト質泥岩．シルト大～細粒砂大の粒子からなる葉理（矢印）が見られる．
（e）成層構造が分断された細粒砂岩の薄層を挟有するシルト質泥岩．（f）塊状砂岩．

3 cm

(a) (b)

(c) (d)

(e) (f)

（Glaphyrites? sp.，Pseudoparalegoceras sp.，Faqingoceras sp.，
Neoglaphyrites sp.，Pseudopronorites sp.）が報告された（永
広ほか，2010）．
北東隣の一戸地域に分布する葛巻コンプレックスでは，
砂岩薄層を挟有するシルト質な泥岩から保存不良の放散
虫化石が産出しており，ジュラ紀の中頃（トアルシアン
期 –バトニアン期）を示唆する可能性が指摘されている
（Nakae，2016）．
シルト質泥岩から産出した放散虫化石（Nakae，2016）

に基づき，葛巻コンプレックスの地質時代をジュラ紀の
トアルシアン期 –バトニアン期の範囲内とする．

3. 4　地質時代と復元層序

前節では，各コンプレックスを構成する岩相とそれぞ
れから産出した化石が示す時代について記述した．全層
準に亘り化石が産出しているわけでは無いが，石灰岩や
チャートなどの海洋性岩石類ほど古い時代を示し，泥岩・
砂岩などの陸源性砕屑岩類は相対的に新しい時代を示す
傾向が認められる．このような岩相層序と化石に基づく
その時代との相関関係（復元層序）は，時代・地域を問
わず本邦の付加複合体から見出されている（例えば，秋
吉帯ペルム系：Sano and Kanmera，1988，丹波帯 –美濃帯
ジュラ系：Wakita，1988；Nakae，1992，秩父帯ジュラ系：
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第 3. 36図　葛巻コンプレックスを構成する主要岩類の薄片写真
（a），（b）粘板岩質泥岩の薄片写真．微晶質石英微細と粘土鉱物からなる基質に砕屑粒子（石英・斜長石・不透明鉱物など）
が少量含まれる．劈開に沿って引き伸ばされた放散虫遺骸（rad）や砕屑粒子にはプレッシャーシャドー（ps）が形成さ
れている．（c），（d）千枚岩質泥岩の薄片写真．粘板岩質泥岩に比較して劈開がより密に形成され，粘土鉱物配列の定向性
が顕著である．（e）シルト質泥岩の薄片写真．矢印は葉理を示す．（f）砂岩葉理が脆性的に破壊された細粒砂岩薄層を挟有
するシルト質泥岩．（a），（c），（e），（f）：単ニコル，（b），（d）：直交ニコル．
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松岡ほか，1998，四万十帯白亜系：Taira et al.，1988）．北
部北上帯の広範囲においてもこの関係は，すでに Suzuki 
et al.（2007a）によって図示された（その後，陸中関地域
において区分された層序単元の復元層序については，永
広ほか（2008）によって部分改定ならびに詳細化された）．
付加複合体の地質時代，即ち付加時期は構成岩類の堆
積終了時期と見なされ，一般に泥岩・砂岩の堆積時期に
近似されることが多い．また，泥岩は珪質泥岩の時代よ
り新しいとされる（例えば，Isozaki et al.，1990；Matsuda 
and Isozaki，1991；Nakae，1992）．この考えに従い本節で

は，既述の内容に基づきコンプレックスごとの地質時代
と復元層序について，以下に取りまとめる（第 3. 37図）．
茅森コンプレックス
石灰岩とこれを挟有するチャートは三畳紀カーニアン
期 –レーティアン期初頭であることが，コノドント化石
の産出（杉本，1974；吉田ほか，1987）から示される． 
レーティアン期以降と予想されるチャートや砕屑岩類の堆
積時期に関する先行研究（Suzuki et al.，2007a；永広ほか，
2008）の見解によると，チャートはジュラ紀オックス
フォーディアン期頃まで及び，珪質泥岩・粘板岩質泥岩
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はジュラ紀末期，さらに砂岩は白亜紀初頭に至ると見な
されていた．しかし，これらについては根拠となる化石
資料が無いので，本報告ではあくまでも予想される時代
として扱う．
茅森コンプレックスは比較的破断化・分断化が進行し
た層序単元である．苦鉄質岩（玄武岩・凝灰岩）の形成
時期に関する資料は無いが，その産状には，石灰岩を伴
いあるいはチャートの近傍に露出する傾向がある．その
ため層序的には，これらと同様の層準にあったと見なす
のが妥当である．チャートはその上位に珪質泥岩を伴い，
さらに粘板岩質泥岩・シルト質泥岩ないし砂岩泥岩互層・
砂岩が累重する層序（チャート –砕屑岩シークェンス）
が不完全ながらも，茅森コンプレックス内で繰り返し分
布する（第 3. 5図，第 3. 6図）．
従って茅森コンプレックスでは初生的に，苦鉄質岩と
石灰岩を伴うチャートが基底をなしその上位にチャート
–砕屑岩シークェンスの構成岩類が累重していたと判断
される．このように時代的根拠が乏しいが，茅森コンプ
レックスにおいて三畳紀後半からジュラ紀末期（チトニ
アン期？）までの初生的な層序が復元できる．
高屋敷コンプレックス
石灰岩から産出した化石（豊原ほか，1980）に基づく
と，その時代は三畳紀カーニアン期後半 –ノーリアン期
中頃とされる．また隣接地域では，チャートからのコノ
ドント化石と砂岩転石に含まれていたアンモナイト化石
の産出により，それぞれカーニアン期 –ノーリアン期と
ジュラ紀オックスフォーディアン期とされた（Suzuki et 
al.，2007a；高橋ほか，2016）．従って，高屋敷コンプレッ
クスの地質時代をオックスフォーディアン期とする．
高屋敷コンプレックスでは，下部の苦鉄質岩から中部
の石灰岩に整合的に漸移する関係が見られる（第 3. 11
図，第 3. 12図）．従って，苦鉄質岩は層序的に石灰岩の
下位に位置するので，その形成は石灰岩と同時期（カー
ニアン階）かそれよりも先行していたと判断できる．中
部の石灰岩と上部基底のチャートにおいても既述のよう
に，漸移的岩相変化が認められる．さらに上位では，各
岩相からなる岩体が粘板岩質泥岩に挟有された産状をな
すが，これらは一部で確認されるチャート –砕屑岩シー
クェンスが破断・分断したものと見られる（第 3. 11図）．
これらの状況を考慮すると高屋敷コンプレックスは，
苦鉄質岩と石灰岩を基底としその上位にチャート –砕屑
岩シークェンスの構成岩類が累重する，三畳紀後半から
ジュラ紀オックスフォーディアン期までの初生的な層序
から構成されていたと判断される．
関コンプレックス
関コンプレックスは砂岩を殆ど欠いたチャート –砕屑
岩シークェンスから構成されており，その初生的な層序
関係が比較的良好に保持されている（第 3. 20図，第 3. 21
図）．また，コンプレックス基底部ではチャート直下に

苦鉄質岩が僅かに露出し，ペルム系 –三畳系境界付近に
は珪質粘土岩と黒色粘土岩が挟有されることが報告され
ている（永広ほか，2008）．
これらのうちチャートは，コノドント化石の産出（吉
田ほか，1987；永広ほか，2008）に基づきペルム紀と三
畳紀ノーリアン期 –レーティアン期初頭を示すと共に，
ペルム紀 –三畳紀境界を示す黒色粘土岩（永広ほか，
2008）を伴う．また放散虫化石の産出（中江・鎌田，
2003）から粘板岩質泥岩はジュラ紀キンメリッジアン期
を示す．さらに隣接地域では，珪質泥岩がジュラ紀バト
ニアン期前半 –中頃とキンメリッジアン期前半を示すこ
とが知られる（Nakae，2016）．苦鉄質岩の形成時期は不
明であるが，チャートの下位に位置することからペルム
紀のある範囲が想定される．
これらより関コンプレックスは，ペルム紀からジュラ
紀キンメリッジアン期までの初生的な層序（チャート –
砕屑岩シークェンス）から構成され，地質時代はキンメ
リッジアン期ないしこれ以降とされる．
合戦場コンプレックス
合戦場コンプレックスでは関コンプレックスと同様，
基底のチャート直下に苦鉄質岩が僅かに露出すると共
に，初生的な層序関係が比較的良好に保持されたチャー
ト –砕屑岩シークェンスから構成されている（第 3. 25図，
第 3. 26図）．また関コンプレックスと同様に，ペルム紀
–三畳紀境界に相当する珪質粘土岩・黒色粘土岩を伴う
ことが予想される．
コノドント化石ならびに放散虫化石の産出報告（豊原
ほか，1980；高橋ほか，2016）に基づくと，陸中関地域
内のチャートはペルム紀と三畳紀アニシアン期 –カーニ
アン期を示す．ペルム紀 –三畳紀境界付近の珪質粘土岩
からは三畳紀オレネキアン期を示すコノドント化石が産
出した（豊原ほか，1980）．砕屑岩類については，ジュ
ラ紀バッジョシアン期後半 –オックスフォーディアン期
前半を示す珪質泥岩とジュラ紀アーレニアン期後半 –キ
ンメリッジアン期後半を示す粘板岩質泥岩が隣接地域か
ら報告された（Nakae，2016）が，砂岩については報告
がない．また苦鉄質岩の形成時期は不明であるが，チャー
トの下位に位置することからペルム紀のある範囲が想定
される．
以上より合戦場コンプレックスは，ペルム紀からジュ
ラ紀キンメリッジアン期までの初生的な層序（チャート
–砕屑岩シークェンス）から構成され，その地質時代は
キンメリッジアン期あるいはそれ以降とされる．
大鳥コンプレックス
大鳥コンプレックスも下位のチャートから珪質泥岩を
経て上位の粘板岩質泥岩へ移化するチャート –砕屑岩
シークェンスで構成される．しかし関・合戦場の両コン
プレックスとは異なり，粘板岩質泥岩は少量で砂岩を欠
く．またチャートには，灰色～灰白色のほか赤色～赤紫
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第 3. 37図　周辺地域を含めた陸中関地域におけるコンプレックスごとの復元層序と地質時代
本研究の成果を基に，岩井ほか（1964），大上・村田（1974b），豊原ほか（1980），中江・鎌田（2003），亀高ほか（2005），
Suzuki et al.（2007a），永広ほか（2008，2010），山北ほか（2008a，b），Takahashi et al.（2009），Nakae（2016）などを参
考にして作成．各岩相において，濃い色で表現した箇所は化石などによってそれぞれの岩相の堆積時期が確認された範囲
を表す．破線を添えて薄い色で表現した箇所は，推定あるいは予想される堆積・形成時期の範囲を表す．黒色菱型記号は
最終堆積時期から判断されるコンプレックスの地質時代を示す（灰色菱形記号は予想される地質時代）．関・大鳥・葛巻
の各コンプレックスでは砂岩が殆どあるいは全く含まれないので，図には表現していない．紀・世（または亜紀）の境界
年代（Ma）は，Cohen et al.（2013：updated in 2020）を採用した．

色を呈するチャート・珪質泥岩が伴われるのが特徴であ
る（第 3. 29図，第 3. 30図）．さらに一部で，苦鉄質岩
が僅かに露出する．
コノドント化石の産出により，石炭紀後半のモスコビ

アン期を示す灰色チャートから上位の石炭紀最末期 –ペ
ルム紀初頭（グゼリアン期 –アッセリアン階）を示す赤
色チャート，さらにアーティンスキアン期までの灰色
チャートの存在が確認された（山北ほか，2008a，b）．赤
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色チャートに随伴する赤色珪質泥岩は放散虫化石の産出
（亀高ほか，2005）により，ペルム紀シスウラリアン世
（アッセリアン期 –サクマーリアン期）を示すことが知
られる．また，ペルム紀最末期（チャンシンジアン期後
半）を示す黒色粘土岩とその直上の三畳紀初頭（インデュ
アン期前半）に対比される珪質粘土岩が，ペルム紀 –三
畳紀境界の堆積物としてコノドント化石及び放散虫化石
の産出によって確かめられた（高橋ほか，2007；
Takahashi et al.，2009）．
砕屑岩類については，ジュラ紀バッジョシアン期 –バ
トニアン期前半を示すマンガン団塊を挟有する珪質泥岩
が鈴木ほか（2007b）により報告された．これまでに化
石の産出は無いが，粘板岩質泥岩の堆積時期は少なくと
も珪質泥岩より若くなると判断される．従って本報告で
は，大鳥コンプレックスの地質時代を，マンガン団塊を
含む珪質泥岩の堆積時期より若い，バトニアン期後半な
いしそれ以降と見なす．
大鳥コンプレックスで復元される初生的層序は，石炭
紀後半の苦鉄質岩を基底としその上位に石炭紀モスコビ
アン期からジュラ紀バトニアン期後半までのチャート –
砕屑岩シークェンスから構成されると判断される．
葛巻コンプレックス
千枚岩質泥岩と粘板岩質泥岩が卓越し，チャート・珪
質泥岩・砂岩などからなる岩体が挟有される．周辺地域
を含めて葛巻コンプレックスは，比較的分断化が進行し
た層序単元である．しかしながら僅かであるが，チャー
トからその上位の珪質泥岩あるいは粘板岩質泥岩に移化
する岩相変化が見られるので，一部ではチャート –砕屑
岩シークェンスが局地的に保持されていると見なされる
（第 3. 33図）．
陸中関地域の葛巻コンプレックスからは化石の産出報
告は無い．隣接地域では，葛巻地域に分布する泥質混在
岩に包有された石灰岩からペルム紀前半の紡錘虫化石が
産出した（岩井ほか，1964；大上・村田，1974b）ほか，
一戸地域のシルト質泥岩からジュラ紀中頃（トアルシア
ン期 –バトニアン期）を示唆する放散虫化石が産出した
（Nakae，2016）．
これらに基づくと葛巻コンプレックスは初生的に，そ
の上位に石灰岩を伴う苦鉄質岩を基底とし，さらに三畳
紀以降のチャート –砕屑岩シークェンスが累重する層序
から構成され，地質時代としてはジュラ紀バトニアン期
ないしそれ以降である判断される．なお，石炭紀からペ
ルム紀の大部分については，そのような岩相が含まれて
いるかどうかの詳細は不明である．

3. 5　 地 質 構 造

陸中関地域に分布するジュラ系地層群（付加複合体）
の地質構造については，層序単元の境界断層（コンプレッ

クス境界断層）と共にジュラ系を変形させた褶曲構造を，
第一の特徴とする．また，これらに先行した付加複合体
形成時の覆瓦構造も，ジュラ系層序単元内部の構造とし
て重要である．これらの地質構造の形成は，沈み込み –
付加作用とその後の褶曲に代表される変形作用によって
ジュラ系地層群の巨視的な分布形態が成立した時期まで
と推定される．ジュラ系地層群の堆積 –付加時期に関し
ては本地域を含む北部北上帯全域で見ると，放散虫化石
（松岡，1987）や砕屑性ジルコン U–Pb年代（Ueda et al.，
2018）に基づき，付加の最終時期はジュラ紀最末期（チ
トニアン期後半）～白亜紀初頭（バランギニアン期～オー
テリビアン期）に近似される．そしてこれらの地質構造
は，下部白亜系深成岩類（北上花崗岩類）の貫入と上部
白亜系陸成 –浅海成層（久慈層群）による被覆，さらに
はより後生の高角傾斜断層に切断され変位を受けている
ので，白亜紀初頭（オーテリビアン期より新しくアプチ
アン期より古い）にはその形成が完了していたことが明
白である．本節では，ジュラ系層序単元の内部構造なら
びに層序単元（コンプレックス）境界の断層について記
述する．褶曲構造ならびに高角傾斜断層については，第
8章で扱う．

3. 5. 1　覆瓦構造
既に概説したように付加過程において，衝上断層の発
生・成長に伴い海洋底層序（または海洋プレート層序）
の構成岩類が構造的に繰り返し集積・厚層化することに
よって，付加複合体が形成されると考えられている（例
えば，Matsuda and Isozaki，1991；Moore et al.，2005）．ま
た一方で，付加複合体内部でさらに変形が進行すること
によりこの層序の構成岩類は破断・分断され，結果的に
各種岩石からなる岩体と混在岩を形成することになる
（例えば，Behrmann et al.，1988）．従って，陸中関地域の
ジュラ系において確認される海洋底層序（あるいは特定
の組合せをなす岩相の系統的な分布）の繰り返しは，付
加過程に伴う初期の主要な変形構造の一つであり，衝上
断層の発生・進行による覆瓦構造の形成に起因するとみ
なすことができる．
岩相分布の繰り返しに基づいて想定される覆瓦構造が
比較的明瞭に確認されるのは，関コンプレックス・合戦
場コンプレックス・大鳥コンプレックスであり，茅森コ
ンプレックスや高屋敷コンプレックス上部においても部
分的にその繰り返しが見られる．葛巻コンプレックスで
はその分布域が狭いため，海洋底層序とその繰り返しは
不明確である．前三者のコンプレックスについては基本
的に，苦鉄質岩（コンプレックス基底のみに露出）・チャー
ト・珪質泥岩・粘板岩質泥岩ないしシルト質泥岩・砂岩
（これが欠如することもある）がこの順に上位に向けて
累重する層序が繰り返し露出していることがわかる（第
3. 21図，第 3. 26図，第 3. 30図）．本邦では特にチャー
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トから上位の層序を “チャート –砕屑岩シークェンス ”
（松岡，1984；大塚，1985）と呼んでいるが，一般的には
海洋底層序（海洋プレート層序）の典型例として扱われ
ている．従って，関層・合戦場・大鳥の各コンプレック
スで認められるチャート –砕屑岩シークェンスが繰り返
す覆瓦構造は，付加過程における衝上断層の活動に関連
すると見なされる．
関・合戦場・大鳥の各コンプレックスにおいてチャー
ト –砕屑岩シークェンスを比較すると，それぞれ共通す
る構造と異なる特徴を有している（第 3. 21図，第 3. 26
図，第 3. 30図）．例えば，海洋性岩石類が優勢（シークェ
ンスのうち下部の苦鉄質岩・チャートが卓越）な関コン
プレックスならびに大鳥コンプレックスと，粗粒陸源砕
屑岩類が優勢（シークェンス下部が乏しく上部の砕屑岩
が卓越）な合戦場コンプレックスとの間では，岩相的差
異が明確である．しかしながらチャートの層厚は走向方
向に沿って増減するものの，コンプレックスやシークェ
ンスの違いとは無関係に 200～300 m程度で一定する傾
向がある．従って各コンプレックスの岩相的差異は，粗
粒砕屑岩類の量比に依存していると言える．つまり，関
コンプレックスと大鳥コンプレックスでは砂岩が欠如し
珪質泥岩・粘板岩質泥岩が 100～200 m程度の層厚を有
するに対し，合戦場コンプレックスでは珪質泥岩は薄く
粘板岩質泥岩を欠き，卓越する砂岩の層厚が 200～500 m
以上に達している．
茅森コンプレックスでは，チャートが量的にやや少な
い傾向がありその層厚も薄い（50～200 m以下）．さらに，
下半部は珪質泥岩・粘板岩質泥岩が優勢なシークェンス
が不完全であるが認められるのに対し，上半部は砂岩が
卓越する比較的完全なシークェンスの繰り返しが認識で
きる（第 3. 6図）．高屋敷コンプレックスでは，他のコ
ンプレックスとは異なり，明確なチャート –砕屑岩シー
クェンスの認定はごく一部を除き困難である（第 3. 11図
の柱状 Y8では，比較的明瞭にシークェンスの繰り返し
が確認できる）．
このように，茅森コンプレックスと高屋敷コンプレッ
クスでは，部分的あるいは局所的にチャート –砕屑岩
シークェンスの繰り返しが認められながらも，チャート
–砕屑岩シークェンスとしての構成岩に部分的な欠損が
生じたり，繰り返しに明瞭な規則性が乏しいなど，全体
としては完全な覆瓦構造は保持されていない．つまり，
剪断変形の進行に伴って初期の覆瓦構造が後生的に乱さ
れたと捉えることができる．

3. 5. 2　コンプレックス境界断層
陸中関地域では杉本（1974）が既に，幾つかの層序単
元境界の断層を記述している．それによると，地層群の
卓越走向にほぼ平行な北北西 –南南東性の縦走断層を同
方向の軸を持つ褶曲形成に関連づけた上で，その一部が

層序単元（コンプレックス）境界をなす高角西傾斜の断
層であると見なした．この見解に基づくと，層序単元（コ
ンプレックス）境界の形成は，白亜紀初頭とみなされる
褶曲形成時と同時であることを意味する．また大藤・佐々
木（2003）は，白亜紀の左横ずれ剪断作用を強く被り断
層岩類になった幅数 kmの剪断帯を北部北上帯ジュラ系
地層群中に複数見出し，それらの幾つかは層序単元（コ
ンプレックス）境界断層に相当するとした．つまり，大
藤・佐々木（2003）の岩泉スレート帯ならびに葛巻剪断
帯の位置がそれぞれ岩泉構造線（小貫，1969）・葛巻構
造線（島津ほか，1970）にほぼ相当する．しかしながら
第 2章「地質概説」で述べたように，付加複合体の形成
過程で発生した衝上断層により層序単元（コンプレック
ス）の境界断層が形成されたと，一般的に解釈されてい
る．陸中関地域でもこのような解釈を適応することは妥
当であり，その時期は褶曲形成以前であると判断される．
陸中関地域におけるコンプレックス境界断層は，その
直上の層序単元に対して一部を除き比較的平行であり，
断層面の傾斜度は，露頭状況から想定できる範囲で中程
度（50°～70°）であることが多い．層序単元内の地層群
の傾斜角も 50°～80°程度が卓越するので，この断層は
地層面に対しておおよそ平行に発生したと考えられる．
ただし，それが衝上断層であるか否かを露頭で実証する
に至っていない．従って本報告では既述の通り，この想
定される衝上断層を「境界断層」と呼ぶ．
さらに，一般的に本邦の付加複合体に認められる層序
単元の境界断層は，巨視的あるいは広域的（例えば縮尺
20万分の 1程度）には下位の層序単元に対しても同様
に平行な姿勢を示している（例えば，脇田ほか，1992）．
しかし，本報告に掲載した個別の柱状図において明確に
示されるように，各コンプレックスの上限が境界断層で
斜断され部分的に構成岩が欠如している（第 3. 6図，3. 11
図，3. 21図，3. 26図）．つまり局地的あるいは中視的（例
えば，縮尺 5万分の 1以下）には，境界断層が下位のコ
ンプレックスに対し斜交する例は，陸中関地域に限らず
本邦の付加複合体に多く認められる（例えば，中江ほか，
2013，2015）．本報告の地質平面図においても，境界断
層がその下位の層序単元に対し斜交していることが確認
できるが，このことは境界断層の傾斜角が下位の層序単
元構成岩の傾斜より若干高角な姿勢を持つことで説明で
きる．地質断面図に示されるように境界断層の上下で，
構成岩類の傾斜角が異なっている箇所が見られる．
さらに境界断層を挟んだ上下の層序単元を比較する
と，それぞれの岩相組合せや地質時代が異なっているこ
とは既述の通りである．従ってこれらに基づくと，境界
断層は個々の層序単元を形成した覆瓦構造に引き続き発
生した序列外（アウトオブシークェンス）衝上断層
（out-of-sequence thrust）に位置付けられる．陸中関地域
には境界断層として，岩脇断層（茅森 /高屋敷コンプレッ
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クス境界），関 –大平断層（高屋敷 /関コンプレックス
境界），滝ノ沢 –蓬ヶ森断層（関 /合戦場コンプレック
ス境界），及び大越沢断層（合戦場 /大鳥コンプレック
ス境界）が認められる．なお葛巻断層（大鳥 / 葛巻コン
プレックス境界）は，本来の序列外衝上断層ではなく後
の時代に活動した構造であるので，本項の記述から除く
（詳細は第 8章）．
陸中関地域では幾つか境界断層を示す露頭が確認され
たが，多くの箇所では露出状況により，境界断層を確認
できる露頭を見出すことは困難であった．しかしながら，
本報告では境界断層を次のように定義した．個々の層序
単元を定義する岩相的特徴がその上下で著しく変化する
層準，特に海洋底層序（チャート –砕屑岩シークェンス）
基底部に位置づけられる苦鉄質岩ないしチャートの下底
面を「存在確実」な境界断層として認定し，その側方延
長を追跡することによって境界断層の位置を確定した．
なお，境界断層の「存在確実度」と「位置正確度」につ
いては，第 2章で解説した基準に準拠して「存在確実・
位置正確」とした．

（1）岩脇断層
本報告において，茅森コンプレックスとその上位の高
屋敷コンプレックスを画する境界断層を岩

いわ

脇
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断層と命名
し定義する．本断層は，陸中関地域北部東寄りの山形町
沢山 –夕日峠から山根町𣕚
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央部の山形町茅森 –繋 –深田 –横倉の西方では北北西 –
南南東方向に走り，その南方の山根町葛形 –卯

う
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けては東西方向に向かい，さらに北西部では北西 –南東
方向に回転し川井町類
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瀬
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–小渡 –下川井に至る．また，
𣕚ノ木 –遠川から根井 –馬内にかけても，並走する同方
向の縦走断層（馬内断層ならびに遠川断層：後述）に切
断されながらも，北北西 –南南東方向に断続的に認めら
れる（第 8. 1図参照）．
この断層は，高屋敷コンプレックス下部の苦鉄質岩に
並走すると共に顕著に褶曲し，下位の茅森コンプレック
スに対しほぼ全域で緩やかに斜交した分布をなす．杉本
（1974）が茅森層群（＝茅森コンプレックス）と沢山川
層（＝高屋敷コンプレックス下部）の境界断層として定
義・命名した茅森 –浅子沢断層は，岩脇断層の一部であ
り，茅森周辺や深田周辺では両断層はおおよそ一致する．
これに対し女供の東方でも同様に杉本（1974）は，茅森
層群と沢山川層が茅森 –浅子沢断層で接するとした．し
かしここの境界は，高角傾斜の縦走断層（木売内断層：
後述）である．従って本報告では，茅森コンプレックス
と高屋敷コンプレックスの境界としては茅森 –浅子沢断
層を採用しない．
山根町岩脇の東方では，東側に茅森コンプレックスの
砂岩が北北西 –南南東走向・40°～50°西南西傾斜で分
布し，その西側（上位）に高屋敷コンプレックス下部の
苦鉄質岩がやや高角度（60°～70°程度）の西南西傾斜

で露出する．山形町茅森周辺では既に記述した通り，東
傾斜する茅森コンプレックスの粘板岩質泥岩の東側（上
位）に高屋敷コンプレックスの苦鉄質岩が出している（第
3. 5図 a）．これらの地点では，断層露頭は確認されてい
ない．山形町向屋敷南西の沢山川沿いでは，茅森コンプ
レックスの泥岩の上方（東側）に玄武岩溶岩が露出して
いる．両者が共に著しく剪断されていることから，断層
の存在が確実と判断した．
第 3. 6図及び第 3. 11図で示したように，高屋敷コン
プレックス下部の苦鉄質岩と接する茅森コンプレックス
の層準が場所によって異なることから，特に本地域北西
部から中央部では，岩脇断層は直上の高屋敷コンプレッ
クスにほぼ平行な姿勢を保ちながら，茅森コンプレック
スの上限を斜めに切断したことが示される．

（2）関 – 大平断層
杉本（1974）は，本地域内における高屋敷層（＝高屋
敷コンプレックス上部）とその上位の関層（≒関コンプ
レックス）の境界を衝上性縦走断層と解釈し，これを関
–大平断層として定義した．この断層は，関コンプレッ
クス基底部のチャートに並走すると共に緩やかに褶曲
し，下位の高屋敷コンプレックスに対し若干斜交した分
布をなす．
本地域では，北西部の山形町猪瀬から川井 –関を経て
南西部の内間木西方を通過し，その南方の天神森南西斜
面において滝ノ沢 –蓬ヶ森断層（後述）に切断されるか，
あるいはこれに収斂する．上小国の南西方では，北西 –
南東方向の縦走断層（水無沢断層：第 8章参照）によっ
て断たれている．杉本（1974）は，この区域において高
屋敷層上部層が関 –大平断層によって欠如すると記述し
ているが，この欠如は水無沢断層によって生じたもので
ある．北隣の陸中大野地域では，高屋敷コンプレックス
相当の層序単元の識別が不充分（吉田ほか，1987）であ
り関コンプレックスとの境界が認定できないため，北方
への延長は不明となる．
野外では，関 –大平断層の露頭は確認されていない．
関コンプレックスの模式地周辺では遠別川沿いなどで，
高屋敷コンプレックス上部の砂岩・粘板岩質泥岩が北北
西 –南南東走向・45°～65°程度の西南西傾斜で分布し，
その直上（西側）に，60°～75°程度で西南西傾斜する
上位の関コンプレックス基底部を構成するチャートなら
びに苦鉄質岩が位置する（第 3. 20図）．本地域では北西
部から南西部のほぼ全域に亘り，関コンプレックス基底
部の露頭（チャート）とその下位の高屋敷コンプレック
ス上部の露頭（砂岩・泥質混在岩など）はいずれの地点
においても近接しており，明瞭な岩相境界として容易に
認識できるため存在確実と判断される．
第 3. 11図にも示されるように，関コンプレックス基
底部と接する高屋敷コンプレックスの層準が場所により
若干異なることがある．本地域北西部の山形町川井では
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砂岩の上位に関 –大平断層が位置するが，これより南北
（北側の猪瀬，南側のマネトコ山東麓）では，関 –大平
断層に接する層準は上記砂岩より上位に相当する石灰岩
や粘板岩質泥岩となる．
本報告における関 –大平断層の定義は杉本（1974）と
同様に，高屋敷と関のコンプレックス境界に位置する断
層である．しかしながら，大上・永広（1988）が関 –大
平断層を岩泉構造線（小貫，1969）に位置づけ，構成岩
類と時代が異なる地質体（安家 –田野畑亜帯と葛巻 –釜
石亜帯）の区分境界としての重要性に言及したことによ
り，両者の地質学的意味は明確に異なった．一方，大藤・
佐々木（2003）は，岩泉構造線に相当する剪断帯を高角
度傾斜の面構造を持つ岩泉スレート帯と呼び，北部北上
帯における白亜紀左ずれ剪断運動により形成されたこと
を示唆した．このように広域的な剪断運動に伴う剪断帯
という観点で捉えると，岩泉構造線は付加作用に伴って
形成された初生的な層序単元境界ではないと判断される
ので，関 –大平断層と同一視できなくなる．しかしなが
らコンプレックス境界である関 –大平断層は，既述のよ
うにその分布と姿勢から，付加複合体の形成過程に伴う
断層に位置付けられる．つまり本報告では，亜帯区分の
境界断層として扱う場合には，関 –大平断層ではなく，
大上・永広（1988）の見解を踏襲して岩泉構造線を用い
ることにする．

（3）滝ノ沢 – 蓬ヶ森断層
杉本（1974）により，本地域内における関層とその上
位の合戦場層の境界をなす衝上性縦走断層として，滝ノ
沢 –蓬ヶ森断層が定義された．この断層の主要部分も関
–大平断層と同様に，合戦場コンプレックス基底部の
チャートに並走すると共に緩やかに褶曲する．また，下
位の関コンプレックスに対し明瞭に斜交し，本地域南西
部の天神森南西斜面において関 –大平断層（前述）を切
断あるいはこれに収斂している．
本地域では，北西部の久慈市落安・室沢・滝ノ沢から
茅平の東方・関の南西を経て南西部の蓬森の東側を南下
する．蓬森の北東方では，北西 –南東方向の縦走断層（新
田沢断層：第 8章参照）によって一部が断たれている．
さらに南西部では，滝ノ沢 –蓬ヶ森断層は葛巻町の樺森
付近を北西 –南東方向に通過する．北側延長は，陸中大
野地域の滝ノ沢断層（吉田ほか，1987）に連続する．し

かしながら滝ノ沢断層は，高角傾斜の断層として扱われ
ている．
合戦場コンプレックの模式地より北側の二又川ならび
に西側の細沢流域において，境界断層を示す剪断された
泥質岩やチャートが確認された．この周辺では，東側に
関コンプレックスのチャートや粘板岩質泥岩が北西 –南
東走向・55°～75°程度の南西傾斜で分布するのに対し，
滝ノ沢 –蓬ヶ森断層より上位（西側）では，合戦場コン
プレックスのチャート・珪質泥岩・砂岩が北北西 –南南
東走向・60°～80°程度の南西傾斜で分布している（第
3. 20図）．境界断層の上下における傾斜角の差異は，あ
まり顕著でない．
関コンプレックスに対する滝ノ沢 –蓬ヶ森断層の位置
については既述した通り，断層に接する関コンプレック
スを構成するチャート –砕屑岩シークェンスの層準が局
地的に異なっており（第 3. 21図），本断層が関コンプレッ
クスに対してある程度斜交していることは明らかであ
る．しかしながら，上述の傾斜角（顕著な差異が無い）
と共にこの斜交性はあまり顕著でなく，広域的には関・
合戦場の両コンプレックスと滝ノ沢 –蓬ヶ森断層は並行
している．

（4）大越沢断層
本報告において，合戦場コンプレックスとその上位の
大鳥コンプレックスが接する境界断層を大

おお
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断層と命
名し定義する．本地域南西部の蓬森の西斜面を北北西 –
南南東方向に通過し，安家川源流域において南東に開い
た弧を描くように東西走向から南北走向に回転し，さら
にその延長は北北西 –南南東方向で高角傾斜の縦走断層
（安家川断層：第 8章参照）で断たれる．断層露頭は確
認されていないが，合戦場コンプレックスの砂岩と大鳥
コンプレックスの赤色チャートにおける岩相の顕著な相
違によって，断層の存在は明確に認識できる．
大越沢断層に接する合戦場コンプレックスは，少なく
とも陸中関地域内では同一層準のチャート –砕屑岩シー
クェンスであり（第 3. 26図），局地的あるいは広域的な
境界断層の斜交性は明確には見られ無い．従って大越沢
断層は滝ノ沢 –蓬ヶ森断層と同様に，合戦場コンプレッ
クス・大鳥コンプレックスに対して並行していると考え
られる．
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第 4章　下部白亜系深成岩類（北上花崗岩類）

（久保和也）

4. 1　岩体区分とその研究史

陸中関地域における深成岩類を対象とした調査研究の
成果は，すでに久保（2010）によって詳細に記述・公表
されている．本報告では，その内容を踏襲しそれに加筆・
修正したものを掲載する．
北上山地の下部白亜系深成岩類（いわゆる北上花崗岩
類）については，それまでの知見を基に渡辺（1950）に
よって全体の概略が報告され，さらに石井ほか（1956）
によってその分布や岩相変化のとりまとめが行われた．
その後，個々の深成岩体についての野外調査研究が進み，
また化学組成や放射年代・同位体比・岩石帯磁率等につい
ての研究が精力的に行われた（例えば，Kawano and Ueda，
1965；金谷・石原，1973；Kuroda et al.，1974；Ishihara，1977；
柴田・石原，1977；Kubo，1977a；Sasaki and Ishihara，1979；
片田・金谷，1980）．また，北上花崗岩類全体の細かな区
分が試みられた（例えば，片田ほか，1971；地質調査所，
1974）．片田ほか（1971）は，北上花崗岩類をその分布と
岩石学的特徴に基づいてAn，B，C，D，E，As，F，Gの
8帯に区分したが，その後，片田（1974）はこれを修正し I
～VI帯に再区分した．この分帯はその後若干の修正はあ
るものの，今日まで概ね踏襲されている（例えば，Kubo，
1977b；蟹沢・片田，1988；Tsuchiya and Kanisawa，1994）． 
ちなみに陸中関地域の北上花崗岩類は，西縁境界付近に
位置する岩体及び中央部の岩体のうち苦鉄質岩相が蟹
沢・片田（1988）のⅢ帯に，それ以外の岩体・岩相がⅡ
帯に位置づけられている．
陸中関地域及びその隣接地域の深成岩類については，
杉本（1974）の精密な地質図により，各岩体の正確な分
布範囲が示された．その後，20万分の 1地質図幅「八戸」
（鎌田ほか，1991）の作成の際の地質調査によって，各
岩体の岩相変化や分布がより正確に描かれた．
陸中関地域内の深成岩類の岩石学的研究としては，三
木（1985）による平

ひら
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岩体の研究があり，比較的詳細な
岩石記載と岩相分布図が示されている．また，本地域東
縁部にその極一部が分布する川口岩体については，田野
畑岩体についての研究（石井ほか，1955；加藤，1977；林，
1986）のなかで簡単ではあるが記述されている．

4. 2　概　要

北上山地北部には，北上花崗岩類の名称で総称されて

いる前期白亜紀の深成岩類が広範に分布している（第
4. 1図；例えば，吉井・片田，1974；鎌田ほか，1991）．
そのうち太平洋岸沿いには，階
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岩体など
の大規模で比較的珪長質の深成岩体が少量の火砕岩類を
伴って分布している．これらの大規模火成岩体に東縁を
画されるようにして，その西方内陸側にはジュラ系地層
群が広く分布している．このジュラ系分布域には，径数
kmから 10数 kmの斑れい岩質～花崗岩質の深成岩体が
多数点在している．それらの深成岩体のうち，陸中関地
域及びその隣接地域に分布する岩体は，その母岩である
ジュラ系の主要な構造方向である北北西 –南南東方向に
調和的に配列する西・中央・東の三列の岩体群に区分さ
れる（第 4. 1図，第 4. 2図）．
西列に属する岩体は，平庭岩体・突
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ね

々
ね

子
こ

森
もり

岩体などである．これらは主として，石英閃緑岩及び花
崗閃緑岩からなり斑れい岩を伴う．
中央列を構成する岩体は，大久保岩体・沼

ぬま

袋
ぶくろ

岩体・
小
お

国
ぐに

岩体・天
てん

神
じん

森
もり

岩体などである．主としてトーナル岩
～花崗閃緑岩からなり，少量の斑れい岩を伴うことが多
い．
東列はノソウケ峠岩体・川

かわ

口
ぐち

岩体及び無名の小岩体な
どからなる．各岩体は花崗閃緑岩～斑れい岩で苦鉄質の
岩相に富む．ジュラ系地層群分布域の東縁に位置し，太
平洋岸沿いの大規模火成岩体によってその一部を切られ
ている．
これらの岩体のうち陸中関地域内には，平庭岩体・天
神森岩体・小国岩体・沼袋岩体・川口岩体・滝の沢岩体
の 6岩体が分布している．それぞれの分布を第 4. 2図に，
モード組成を第 4. 3図に示す．
なお，各岩体の周囲数 100 m以内の範囲に分布する

ジュラ系地層群には接触変成作用によるホルンフェルス
化が認められる場合がある．泥質岩には菫青石及び黒雲
母が，苦鉄質火山砕屑岩には淡緑色角閃石・黒雲母・ゾ
イサイトなどが晶出している．しかしながら本地域では，
接触変成作用の原因となった深成岩体は比較的小規模で
本地域内の広範囲に分散しており，また泥質岩・苦鉄質
火山砕屑岩以外のジュラ系地層群（砂岩やチャートなど）
では変成鉱物の識別が困難であることが多い．そのため，
接触変成作用の範囲（接触変成帯）を確定し地質図上に
明示することを避けた．
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ノソウケ峠岩体
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湯沢鹿岩体

境の神岳岩体

禰々子森岩体

久慈市

盛岡市

北部北上帯ジュラ系地層群と白亜紀火山岩類

主として花崗閃緑岩～花崗岩からなる岩体
（片田，1974 のⅠ・Ⅱ帯にほぼ相当）

主として斑れい岩・トーナル岩・石英閃緑岩・
花崗閃緑岩からなり比較的苦鉄質岩相に富む岩体．
（片田（1974）のⅡ帯の一部とⅢ・Ⅳ帯にほぼ相当）

主として花崗閃緑岩～花崗岩からなる岩体
（片田，1974 のⅤ帯に相当）

南部北上帯及び根田茂帯の先白亜紀堆積岩類

第 4. 1図　北上山地北部の深成岩類（北上花崗岩類）の分布図
破線の四角枠は，陸中関地域の範囲を示す．久保（2010）の第 1図を一部改変．

4. 3　平庭岩体（Gf1，Gc1，Qp1，Qh1，Qd1，Gd1）

平庭岩体は，葛巻町の約 8 km東方で北から南に明
みょう

神
じん

岳
だけ

・平庭岳・遠
とお

別
べつ

岳
だけ

・安
あっ

家
か

森
もり

の順にピークを連ねてほぼ
南北に伸びる山稜に沿って，その西側の山腹斜面に細長
く分布する深成複合岩体である（第 4. 2図）．岩体は南
北に長く，その中央付近で西方に突き出した「く」の字
型の分布を示す．衛星岩体として，本岩体周辺のジュラ
系地層群中に長径数 100 m規模の小岩体数個と幅数 m
の岩脈が多数分布している．
また，平庭岩体本体の南端から約 2 km南の地点から

南東方向に 4 kmに亘って，長円状の分布を示す小岩体
（突紫森岩体）が認められる（第 4. 4図）．この岩体は本
地域に南接する門地域内に分布するが，平庭岩体と岩相・
記載岩石学的特徴が共通しており，成因的にも密接な関
係が推定されるので，本報告では，その構成岩相につい
て略述する．
平庭岩体は岩相変化に富み，主要な構成岩は細粒～中
粒角閃石斑れい岩，粗粒角閃石斑れい岩，輝石角閃石石
英閃緑岩，角閃石石英閃緑岩，黒雲母含有角閃石花崗閃
緑岩～石英閃緑岩，黒雲母角閃石花崗閃緑岩であり，こ

の順で形成された（第 4. 5図）．これらの各岩相のうち，
苦鉄質岩類の顕微鏡写真を第 4. 6図及び第 4. 7図に示す．
平庭岩体の黒雲母K–Ar年代値として，117 Ma（Kawano 
and Ueda，1965）が報告されている．これは岩体北半部
に分布する黒雲母角閃石花崗閃緑岩中の黒雲母の年代値
である．平庭岩体と突紫森岩体について，主要岩相のモー
ドを第 4. 3図 aに，岩相分布図を第 4. 4図に示す．また
各岩相の相互関係を第 4. 5図に示す．

4. 3. 1　細粒〜中粒角閃石斑れい岩（Gf1）
分布及び産状
本岩は主に平庭岩体南半部において，輝石角閃石石英
閃緑岩及び角閃石石英閃緑岩中の大小の捕獲岩として随
所で見出される．安家森西方の山体頂部及び西翼緩斜面
では，それらのうち大規模なものが平坦な地表面から岩
塊として突出している（第 4. 8図 a）．地質図では，大
規模な岩塊のみを表示した．岩体南端部には本岩が集中
的に分布する．また，安家森の山頂から南東方向に約 2 
kmの範囲において，岩体周辺のジュラ系地層群中に小
岩脈として本岩が多数分布する．第 4. 8図 bに，平庭岩
体の南端から約 1 km南方でチャート中に貫入する本岩
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第 4. 2図　陸中関地域における深成岩類及び貫入岩の分布
（1）角閃石安山岩岩脈及び凝灰角礫岩，（2）滝の沢岩体（黒雲母角閃石花崗閃緑岩・黒雲母花崗岩など），（3）川口岩体（角
閃石斑れい岩・かんらん石輝石斑れい岩など），（4）沼袋岩体（黒雲母角閃石トーナル岩・角閃石閃緑岩など），（5），（6）小
国岩体（5：角閃石黒雲母石英閃緑岩，6：角閃石斑れい岩），（7）–（9）天神森岩体（7：角閃石含有黒雲母花崗閃緑岩，8：
黒雲母角閃石石英閃緑岩，9：角閃石斑れい岩・単斜輝石角閃石斑れい岩など），（10）–（13）平庭岩体（10：黒雲母角閃石花
崗閃緑岩，11：黒雲母含有角閃石花崗閃緑岩～石英閃緑岩，12：かんらん石含有角閃石石英閃緑岩・角閃石石英閃緑岩～
花崗閃緑岩など，13：かんらん石含有斜方輝石単斜輝石斑れい岩・角閃石斑れい岩など），（14）深成岩中の鉱物の定向配列．
数字は面構造の傾斜角度．1は中新統，2–13は下部白亜系深成岩類．久保（2010）の第 2図を一部改変．

の産状を示した．本岩脈の貫入境界は，層状チャートの
層理面など母岩の構造に調和的な場合が多いが，この露
頭のように，母岩の構造を切る非調和な貫入境界が部分
的に認められる．
岩相
長径が 5 mm未満の普通角閃石と斜長石を主成分とす
る苦鉄質岩で，鉱物の弱い定向配列が認められることが
多い．それらの構成鉱物種やその量比にはかなり変化が

あるが，ここでは優黒質の細粒～中粒岩は全て本岩相と
して一括した．なお，本岩のうちジュラ系地層群中で岩
脈を構成するものは，細粒斑状でやや閃緑岩質の場合が
多い．細粒～中粒角閃石斑れい岩の岩石帯磁率は，粗粒
角閃石斑れい岩の場合と同様に高い部分と低い部分とが
あり，各々 20 × 10-3 SIU前後と 0.5～5 × 10-3 SIUの値を
示す．一方，小岩脈として産することが多い細粒角閃石
閃緑岩質の場合は，0.5 × 10-3 SIU以下である．
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第 4. 3図　深成岩類のモード図
（a）平庭岩体（1～5）・突紫森岩体（6，7）．1：黒雲母角閃石花崗閃緑岩，2：黒雲母含有角閃石花崗閃緑岩～石英閃緑岩，3：
角閃石石英閃緑岩，4：輝石角閃石石英閃緑岩，5：かんらん石含有輝石角閃石石英閃緑岩， 6：黒雲母角閃石花崗閃緑岩，7：
角閃石石英閃緑岩．（b）その他の岩体．1：天神森岩体，2：小国岩体，3：沼袋岩体，4：滝の沢岩体．Qz：石英，Kf：カ
リ長石，Pl：斜長石．久保（2010）の第 4図を転載．

(a) (b)

岩石記載
細粒～中粒角閃石斑れい岩
主成分鉱物：普通角閃石・単斜輝石・斜長石・不透明鉱
物．
副成分及び二次鉱物：石英・カリ長石・黒雲母・アパタ
イト・淡緑～無色角閃石・緑泥石・緑れん石．
細粒岩の場合，普通角閃石は長径 0.5 mm以下の半自形の
短柱状である．緑褐色（Z軸色，以下同様）で，周縁部で
淡緑色に移化する．比較的大型の粒子は淡緑～無色角閃
石に交代されていることが多い．斜長石は，長径 0.5 mm 

以下の半自形で高 An組成のコアと正累帯するリムからな
る．コアは，ソーシュライト化していることが多い．石
英とカリ長石は他形で量は少なく極く微量であり，特に
カリ長石は全く含まれない場合もある．2 mm前後の半自
形単斜輝石が少量認められることがある．中粒岩の場合，
普通角閃石は長径 2～3 mm，稀に 5 mmに及び，半自形で
縦横比 4：1～5：1の細長いものが多い．褐緑色で，周縁
部で淡緑色に移化する．レリック状の単斜輝石や多数の
細粒斜長石を包有することがある．斜長石は半自形で，
長径 0.2 mm以下から 4 mmに及ぶものまで共存する．縦
横比が 3：1～4：1の細長いものが多く，反復累帯構造が

顕著である．不透明鉱物は磁鉄鉱で，細粒の丸味を帯び
た粒子として極く少量含まれるが，中粒岩の場合，普通
角閃石中及びその粒間に径 1 mmに及ぶ丸味を帯びた粒子
として，多数認められることがある．赤鉄鉱のラメラを
有することがある．

4. 3. 2　粗粒角閃石斑れい岩（Gc1）
分布
本岩は，平庭岩体南半部の中央付近と南端南東方の 2
つの小岩体中に分布する．
岩相及び産状
本岩は，粗粒自形～半自形の普通角閃石の粒間を細粒
の斜長石・普通角閃石などが埋める，優黒質の均質岩で
ある．粗粒角閃石は，相互に相接する程度に密集してい
る（第 4. 6図 1）場合から粗粒角閃石粒間を細粒斜長石
が埋めるものまで変化に富み，それらが混在しているこ
とが多い．稀にではあるが，斜長石を殆ど含まず粗粒角
閃石のみからなる角閃石岩というべき部分も認められ
る．
粗粒角閃石斑れい岩は径 1 m以下の小規模な捕獲岩

状の岩塊として，平庭岩体内の随所に分布する．また，
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黒雲母含有角閃石花崗閃緑岩
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第 4. 4図　平庭岩体・突紫森岩体の岩相分布図
〔　〕内は図幅地域名．久保（2010）の第 3図に一部加筆・改変し転載．

平庭岩体南半部中央付近では，角閃石石英閃緑岩にとり
囲まれた岩塊として多数分布する．それらのうち大きな
ものは，角閃石石英閃緑岩及び輝石角閃石石英閃緑岩か
らなるなだらかな西傾斜の山腹斜面に，径数 10 m前後，

高さ数 mの岩塊として突出している（第 4. 9図 a）．第
4. 9図 bは，袖山ピークの北西 500 mの緩傾斜面に突出
する岩塊を構成する粗粒角閃石斑れい岩のうち，細粒の
斜長石に富む比較的均質な部分である．
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第 4. 5図　平庭岩体・突紫森岩体の各岩相の相互関係
矢印は貫入関係を示す．

本岩は，角閃石石英閃緑岩及び輝石角閃石石英閃緑岩
によって貫入もしくは包有されているが，鏡下で再結晶
作用の痕跡は認められない．その境界付近では，粗粒角
閃石斑れい岩を構成する普通角閃石や斜長石の粗粒結晶
の自形状の外形に沿って，石英閃緑岩中の普通角閃石や
斜長石が調和的に配列する流理構造が認められる（第
4. 6図 2）．それらの産状や熱によると判断できる再結晶
組織の欠如は，粗粒角閃石斑れい岩の少なくともある部
分は角閃石石英閃緑岩や輝石角閃石石英閃緑岩に取り込
まれた際，晶出時の高温状態からそれ程冷却していな
かったことを示している．また，本岩は細粒～中粒角閃
石斑れい岩を貫き，それらに熱変成作用を及ぼしている
ことがあるが，熱変成による再結晶組織の形成は普遍的
ではない．これらの産状は，細粒～中粒角閃石斑れい岩
が粗粒角閃石斑れい岩に先行して堆積岩中に貫入し，比
較的迅速に固結したことの反映と考えられる．粗粒角閃
石斑れい岩のなかには，長径 1 cmを越える粗粒でほぼ
自形の普通角閃石と斜長石からなる，“斑れい岩質ペグ
マタイト ”に相当する部分も認められる．
岩石帯磁率は一般に 15～30 × 10-3 SIUであるが，0.5

～5 × 10-3 SIUの低い値を示す部分も認められる．また，
ペグマタイト質の部分は 40～50 × 10-3 SIUと高い値を示
す．
平庭岩体南端から南東へ 1 kmの尾根頂部（標高 1,222 m）

の南西方及び南東方の斜面（南接の門地域内）に，2つ
の小岩体が分布する．これらは平庭岩体の衛星岩体で，
そのうち西側の岩体は主として粗粒角閃石斑れい岩から
なる．また，東側の岩体は主として黒雲母含有角閃石花
崗閃緑岩と輝石角閃石石英閃緑岩からなり，少量の粗粒
角閃石斑れい岩を伴う．本岩はまた，南隣の門地域内の
突紫森岩体中にも分布する．突紫森岩体では，粗粒角閃
石斑れい岩は岩体北端部に分布する角閃石石英閃緑岩中
の捕獲岩状小岩塊として産し，岩石帯磁率は 3～10 ×
10-3 SIUである．上記の 2つの小岩体及び突紫森岩体中
の粗粒角閃石斑れい岩は，単斜輝石に加えてかんらん石
と斜方輝石を含有し，平庭岩体本体中のものよりもより
苦鉄質である．

岩石記載
粗粒角閃石斑れい岩
主成分鉱物：普通角閃石・単斜輝石・斜長石・カリ長石・
石英．
副成分及び二次鉱物：かんらん石・斜方輝石・黒雲母・
不透明鉱物・アパタイト・スフェーン・緑泥石・緑れん石．
鏡下では，粗粒自形～半自形の普通角閃石粒間に細粒半
自形の普通角閃石・単斜輝石が分布し，それらの粒間を
細粒半自形～他形の斜長石と少量の石英・カリ長石が埋
めるという，やや斑状の組織を示す．粗粒普通角閃石は
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自形～半自形，径 3～10 mmで，結晶の中央部は緑褐色で
ほぼ均質である．周縁部ではより褐色な色調（褐緑色）
に移化し，さらに最外縁部で淡緑色となる．淡緑色部の
幅は狭く，内側の褐緑色部との境界はシャープである．
最外縁部を除いて，結晶の内部には 1 mm以下の単斜輝石
と斜長石が多数包有されている．単斜輝石は半自形 –他
形粒状もしくはレリック状で，粒径は 1 mm以下から 5 

mm前後まで様々である．単斜輝石中に他の結晶は包有さ
れていない．斜長石は自形～半自形で，自形結晶の多く
は長径 0.5 mm以下である．普通角閃石中には，かんらん
石と斜方輝石及び極く少量の不透明鉱物が包有されてい
ることがある．かんらん石は 1～4 mmの他形粒状もしく
はレリック状で，しばしばイディングス石化している．
斜方輝石は半自形～他形粒状で，そのほとんどは 2 mm以
下である．顕著な多色性を示す．粗粒普通角閃石粒間に
は 1 mm以下の普通角閃石・単斜輝石・斜長石・石英・カ
リ長石が認められる．この場合，普通角閃石は自形～半
自形，褐緑色で周縁部は淡緑色である．レリック状の単
斜輝石を包有することがある．単斜輝石は半自形で，単
独粒子としての産出はかんらん石含有岩相に限られるよ
うである．斜長石は自形～半自形で，An組成の高いコア
と An組成が低く正累帯するリムとからなる．ソーシュラ
イト化していることが多い．石英とカリ長石は他形で，
かんらん石含有岩相中にも少なからず認められる．不透
明鉱物は，細粒の丸味を帯びた粒子として極少量が普通
角閃石中に認められる．磁鉄鉱は，部分的に赤鉄鉱に交
代されている．突紫森岩体中のものは，不透明鉱物とし
て磁鉄鉱と黄鉄鉱が認められ，磁鉄鉱中にはチタン鉄鉱
のラメラが稀に見出される．

4. 3. 3　輝石角閃石石英閃緑岩（Qp1）
分布
平庭岩体の北端縁辺部及び岩体南半部に分布する．岩
体南半部では，それらの分布域の中央部に本岩相を貫い
て角閃石石英閃緑岩が分布している．岩体南西方では堆
積岩中の岩脈としても認められる．
岩相及び産状
本岩は，斜長石を多数内包するポイキリティックな普
通角閃石で特徴づけられる中粒～やや細粒の均質岩であ
る（第 4. 6図 3）．岩体周辺部及び岩脈を構成するもの
はより細粒で優黒質である．細粒角閃石斑れい岩に貫入
し，その境界部に熱変成による再結晶組織を生じさせて
いる．またそれらを取り込んで，不均質な様相を呈する
ことが多い．普通角閃石中にはしばしば単斜輝石が包有
されており，かんらん石や斜方輝石が稀に認められる．
輝石角閃石石英閃緑岩は随所で角閃石石英閃緑岩中に捕
獲岩として取り込まれ（第 4. 10図），鮮明な境界で貫か
れている．なお，本岩中の輝石の含有量はモード比で 2 
％以下であるが，角閃石石英閃緑岩岩相と表記上区別す

るために，岩相名として輝石角閃石石英閃緑岩を用いた．
岩石帯磁率は一般に 23～50 × 10-3 SIUであるが，部分的
に 15 × 10-3 SIU前後の値を示す地域も認められる．

岩石記載
輝石角閃石石英閃緑岩
主成分鉱物：普通角閃石・斜長石・カリ長石・石英・不
透明鉱物．
副成分及び二次鉱物：かんらん石・単斜輝石・斜方輝石・
黒雲母・アパタイト・スフェーン・緑れん石・褐れん石・
緑泥石．
斜長石は長径 1～3 mm，自形～半自形で，高 An組成のコ
アと正累帯するやや幅広いリムからなる．カリ長石と石
英は他形で，1～3 mmに亘り連続して他結晶粒間を占め
ることが多い．普通角閃石は半自形で，縦横比 2：1～3：
1の短柱状である．緑褐色で周縁部は褐緑色に移化する．
細粒で自形性の強い斜長石を多数包有してポイキリ
ティック組織を示すことが多い．黒雲母は他形で産出は
極稀である．単斜輝石は普通角閃石中にレリック状に包
有されることが多いが，径 1～2 mmの半自形単独粒子と
しても認められる．不透明鉱物は径 0.2 mm以下の丸味を
帯びた粒状の磁鉄鉱で，普通角閃石中に存在する．内部
に赤鉄鉱のラメラが認められ，稀にチタン鉄鉱を伴う．
スフェーンは斜長石粒間で他形をなし，しばしば集中的
な分布を示す．本岩相中のかんらん石と斜方輝石は，平
庭岩体南端の南方の尾根付近（南隣の門地域北端部）の
衛星状小岩体に認められ，主岩体からは見つかっていな
い．かんらん石と斜方輝石を含む石英閃緑岩は比較的優
黒質で，輝石やかんらん石を内包する最大径が 1 cmに及
ぶ集斑状の普通角閃石が径 3 mm以下の普通角閃石中に少
量散在する特徴的な外観を呈する．かんらん石は長径 1

～ 5 mmで半自形ないしはレリック状をなし，その周囲は
長径 1 mm前後の多数の半自形普通角閃石で縁取られてい
る（第 4. 7図 1）．風化面上では，かんらん石が普通角閃
石で縁取られた黄褐色の斑点状をなすことから，肉眼で
も容易に識別できる．かんらん石は普通角閃石中に単独
で存在することが多いが，細粒の単斜輝石や斜方輝石を
相伴うこともある．なお，かんらん石と他結晶粒間で他
形をなす石英との間には常に普通角閃石もしくは輝石が
介在し，両者が直接接することは無い．このことは，か
んらん石が石英晶出段階のマグマ中では石英とは安定に
共存し得なかったことを示しており，石英閃緑岩組成の
マグマが現位置に移動する過程で捕獲された早期晶出岩
相由来の外来結晶であることを示唆している．本岩のモー
ド組成はモンゾ石英閃緑岩の領域に入り（第 4. 3図 a），
岩石帯磁率は 25 × 10-3 SIU前後である．

4. 3. 4　角閃石石英閃緑岩（Qh1）
分布
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2
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第 4. 6図　深成岩類の顕微鏡写真（Ⅰ）
（1）粗粒角閃石斑れい岩（平庭岩体）．普通角閃石は自形性が良く周縁部で明瞭な累帯構造を示す．本試料の場合，斜長石
はソーシュライト化が顕著で粒間に少量存在するカリ長石との識別が困難である（葛巻町袖山北西 500 m）．（2）粗粒角閃
石斑れい岩と角閃石石英閃緑岩の境界部（平庭岩体）．境界は白破線で示す．角閃石石英閃緑岩中の斜長石と普通角閃石は，
自形結晶面からなる粗粒角閃石斑れい岩の外縁に沿って並んでいる．外縁の窪みの部分には細粒結晶が集積している（葛

巻町袖山北西 500 m）．（3）輝石角閃石石英閃緑岩（平庭岩体）．普通角閃石は比較的粗粒で，多数の自形斜長石を包有する
ポイキリティック組織を示す（葛巻町鰻沢）．左：単ニコル，右：直交ニコル．P：斜長石，Q：石英，H：普通角閃石．久
保（2010）の第 I図版を転載．



− 84 −

1mm1mm

HH

HH

HH

PP

PP

HH

1mm

CpCp

CpCp
QQ

OO

1mm

OO

HH

HH

HH

HH

PP

PP

PP

OO

OpOp

OpOp

QQ
QQ

QQ

PP

K

K

QQ

QQ

2

3

1

BB

1 mm

HH

HH

PP

HH

PP

1 mm

Q

BB
B

BB

Q

M-2

-1-1M

-1

第 4. 7図　深成岩類の顕微鏡写真（Ⅱ）
（1）かんらん石含有輝石角閃石石英閃緑岩（平庭岩体）．かんらん石は多数の半自形普通角閃石によって取り囲まれ，石英
と直接接することはない（葛巻町袖山高原牧場）．（2）角閃石石英閃緑岩（平庭岩体）．斜長石と普通角閃石は自形性が良く，
明瞭な定向配列を示すことが多い．普通角閃石は内部に細粒の斜長石が多数認められる（葛巻町樺森北方 800 m）．（3）黒
雲母角閃石トーナル岩（天神森岩体）．磁鉄鉱は鏡下で粒子内部にアパタイトなどの微細な透明鉱物が認められることが多
い（M-1）．しばしば集斑状をなし（M-2），その径は 1 mmに及ぶ（久慈市天神森北方 700 ｍ）．左：単ニコル，右：直交ニ
コル．P：斜長石，Q：石英，K：カリ長石，H：普通角閃石，B：黒雲母，Cp：単斜輝石，Op：斜方輝石，O：かんらん石，
M：磁鉄鉱．久保（2010）の第Ⅱ図版を転載．
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第 4. 8図　平庭岩体の細粒～中粒角閃石斑れい岩
（a）平庭岩体南半部（安家森西方の山体頂部及び西翼緩斜面）のなだらかな尾根では，平坦な地表面から突出する細粒～中
粒角閃石斑れい岩からなる大規模な岩塊が見られる（岩塊の北方 500 mの小ピークから南方を望む．岩塊の位置は袖山ピー
ク南東 750 mの尾根部）．（b）層状チャート（Ch）を貫く細粒角閃石斑れい岩岩脈（Gb）．岩脈とチャートの間には，チャー
トの層理面に非調和的な貫入境界が部分的に見られる（安家森南南東 4 kmの陸中関地域南端部）．

(a) (b)

第 4. 9図　平庭岩体の粗粒角閃石斑れい岩
（a）平庭岩体南半部（安家森西方）のなだらかな西傾斜の山腹緩斜面に，岩塊として突出する粗粒角閃石斑れい岩岩塊．緩
斜面は輝石角閃石石英閃緑岩と角閃石石英閃緑岩からなる（袖山ピーク南西 1 kmから北東方向を望む）．（b）粗粒角閃石斑
れい岩のうち，細粒の斜長石に富む比較的均質な部分（袖山ピークの北西 500 m）．

平庭岩体南半部の岩体中央部に分布する．
岩相及び産状
細長く自形性の強い普通角閃石を特徴的に含む，やや
細粒の岩石である（第 4. 7図 2）．輝石角閃石石英閃緑
岩の場合と同様に，普通角閃石は内部に細粒の斜長石を
多数包有していることが多い．輝石角閃石石英閃緑岩及
び細粒角閃石斑れい岩に貫入し，それらに再結晶組織を
生じさせている．またそれらを取り込んで不均質な様相
を呈することが多い（第 4. 8図）．岩石帯磁率は 20～40
× 10-3 SIUである．

岩石記載

角閃石石英閃緑岩
主成分鉱物：普通角閃石・斜長石・カリ長石・石英・不
透明鉱物．
副成分及び二次鉱物：黒雲母・単斜輝石・アパタイト・
スフェーン・緑泥石・緑れん石．
斜長石は長径 1～2 mm，自形～半自形で，反復累帯する
高 An組成のコアを有するものが多い．カリ長石と石英は
他形で，量は少ない．石英は波動消光が顕著である．黒
雲母は他形で産出は稀である．普通角閃石は褐緑色で，
褐色の勝るコアとやや緑色が勝るリムが識別される．突
紫森岩体北端部に分布する本岩相中の普通角閃石には，
緑褐色のコア部に明瞭な反復累帯構造が発達している．
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第 4. 10図　角閃石石英閃緑岩中の輝石角閃石
石英閃緑岩の捕獲岩
角閃石石英閃緑岩は細粒の岩相
で，斜長石の粒度と透明度の差
などの影響により，肉眼では輝
石角閃石石英閃緑岩より優黒質
に見えることが多い．本露頭の
角閃石石英閃緑岩中には，この
他に径 3～5 cmの輝石岩～角閃
石岩の捕獲岩片が複数認められ
る（袖山ピークの南東 2.3 kmの
尾根頂部）．

また，この累帯構造と調和的に微細なダストからなるリ
ング状の構造が認められる．自形～半自形で長径 1～4 

mm，縦横比 4～5：1の細長いものが多い．粗粒結晶はし
ばしば内部に細粒の斜長石を複数包有する．単斜輝石は，
普通角閃石中のレリックもしくは周りを普通角閃石に取
り囲まれた粒状結晶として稀に見出される．不透明鉱物
は径 0.2 mm以下の半自形～他形粒状をなす磁鉄鉱で，普
通角閃石の内部若しくはその外縁に接して産する．内部
に赤鉄鉱のラメラが見出される．本岩は，南接の門地域
内に位置する突紫森岩体の北端部にも少量分布する．そ
の岩石帯磁率は，10 × 10-3 SIUもしくはそれ以下である．

4. 3. 5　黒雲母含有角閃石花崗閃緑岩〜石英閃緑岩（Qd1）
分布
平庭岩体北半部に広く分布する．

岩相及び産状
自形性の強い，細長い普通角閃石が定向配列するやや
細粒の優白質岩で，少量の黒雲母を含む．角閃石石英閃
緑岩に貫入し，細粒角閃石斑れい岩の捕獲岩を有する．
平庭岩体南半部に分布する角閃石石英閃緑岩と外観は非
常によく似ているが，本岩はより優白質で黒雲母の含有
が明瞭である点が異なり，角閃石石英閃緑岩のより分化
したものに相当する．岩石帯磁率は一般に 40～43 × 10-3 
SIUであるが，やや細粒の部分等で 15～25 × 10-3 SIUと
やや低い値も認められる．

岩石記載
黒雲母含有角閃石花崗閃緑岩～石英閃緑岩
主成分鉱物：黒雲母・普通角閃石・斜長石・カリ長石・
石英・不透明鉱物．
副成分及び二次鉱物：単斜輝石・アパタイト・スフェーン・
緑泥石・緑れん石．
斜長石は長径 0.5～2 mm，半自形で，反復累帯する高 An

組成のコアを有するものが多い．カリ長石と石英は他結
晶粒間を埋めて 2 mm前後に亘って連続する．石英は波動
消光が顕著である．黒雲母は褐色（Z軸色，以下同様），
半自形～他形で量は少ない．普通角閃石は褐緑色で周辺
部はやや緑色が勝る．半自形で長径 1～3 mmの細長いも
のが多い．粗粒結晶はしばしば内部に細粒の斜長石を多
数包有する．稀にレリック状の単斜輝石を包有する．不
透明鉱物は主に径 0.6 mm以下の半自形の磁鉄鉱である．
粒子内部に赤鉄鉱のラメラを含むことがあり，また稀に
少量のチタン鉄鉱と共存する．普通角閃石の内部若しく
は外縁に接して産することが多い．

4. 3. 6　黒雲母角閃石花崗閃緑岩（Gd1）
分布
平庭岩体北半部の岩体中央付近に分布する．また，突
紫森岩体のほぼ全域に分布する．
岩相及び産状
中粒ないしやや細粒の優白質岩で，普通角閃石の弱い
定向配列が認められる．黒雲母含有角閃石花崗閃緑岩～
石英閃緑岩とは漸移し，輝石角閃石石英閃緑岩を捕獲岩
として包有している．岩石帯磁率は一般に 20～33 × 10-3 

SIUで，15 × 10-3 SIU前後のやや低い値も部分的に認め
られる．突紫森岩体では，その北端部に僅かに分布する
角閃石石英閃緑岩を貫いており，その岩石帯磁率は 22
× 10-3 SIU前後である．

岩石記載
黒雲母角閃石花崗閃緑岩
主成分鉱物：黒雲母・普通角閃石・斜長石・カリ長石・
石英・不透明鉱物．
副成分及び二次鉱物：単斜輝石・アパタイト・スフェーン・
緑泥石・緑れん石．
斜長石は長径 1～3 mm，自形～半自形で，反復累帯する
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高 An組成のコアを有するものが多い．カリ長石は他形で，
量は少ない．石英は，他結晶粒間を埋めて 2 mm前後に亘っ
て連続する．波動消光が顕著である．黒雲母は褐色，半
自形～他形で径 3 mm以下である．普通角閃石は褐緑色，
半自形で長径 0.5～2 mmの細長いものが多い．長径が 5 

mmを超えるものも少量認められる．極く稀にレリック状
の単斜輝石を包有する．不透明鉱物は径 0.4 mm 以下の半
自形の磁鉄鉱で，他結晶粒間にほぼ均質に分布する．磁
鉄鉱中には微細な赤鉄鉱のラメラが認められる．本岩の
うち突紫森岩体中央付近に分布するものは，平庭岩体と
比べて，より粗粒で優白質である．この地域のものは散
点する径 2～3 mmの黒雲母と，粒状をなす径 2～4 mmの
石英が特徴的である．

4. 3. 7　平庭岩体の内部構造と貫入過程
平庭岩体は南北に細長い「く」の字形の分布を示す岩
体で，その北半部は主として花崗閃緑岩から，南半部は
石英閃緑岩及び斑れい岩から構成される（第 4. 4図）．
北半部・南半部共，その中央部がより珪長質になるとい
う累帯構造を有する．岩体の外縁が直線的であること，
鉱物の定向配列などによる流理構造が急傾斜であること
などから，本岩体は側面が急立した板状もしくは細長い
しずく状と考えられる．
各深成岩同士の貫入関係の詳細は久保（2010）に記さ
れている．本岩体は晶出順に，細粒～中粒角閃石斑れい
岩・粗粒角閃石斑れい岩，輝石角閃石石英閃緑岩，角閃
石石英閃緑岩，黒雲母含有角閃石花崗閃緑岩～石英閃緑
岩，黒雲母角閃石花崗閃緑岩の 6つの岩相から構成され
る（第 4. 5図）．黒雲母含有角閃石花崗閃緑岩～石英閃
緑岩と黒雲母角閃石花崗閃緑岩は漸移しており，その他
の岩相は貫入関係である．
平庭岩体の各岩相は，共通の苦鉄質マグマからの分化
生成物と考えられ，その形成過程は以下のとおりである．
すなわち，地殻深部に存在する苦鉄質組成のマグマ溜ま
り中で結晶分化作用が進行し，分化したマグマ（クリス
タルマッシュ）が逐次上昇し地殻浅所に迸入・固結して，
岩体内側（及び下部）ほどより珪長質で若い岩相からな
る累帯深成複合岩体を構成するに至った（久保，2010）．
石英閃緑岩中の捕獲岩状の粗粒角閃石斑れい岩は，地
殻深部から上昇・貫入した斑れい岩マグマ（クリスタル
マッシュ）の一部が後続の石英閃緑岩マグマに捕獲され
たものである．斑れい岩捕獲岩とそれを貫く石英閃緑岩
の境界部の組織（第 4. 6図 2）から，石英閃緑岩の貫入
時に斑れい岩の一部は未固結状態であったと判断され
る．このような斑れい岩及び輝石岩や角閃石岩等の結晶
集積岩質捕獲岩の存在は，それらが結晶分化の場であっ
た地殻深部のマグマだまり中における早期晶出相に由来
することを示唆する．類似の産状は，平庭岩体と構成岩
相や形成過程に共通点の多い北上山地南部の牡鹿斑れい

岩体（Kubo，1977b）にも認められ，深部における結晶
集積岩である単斜輝石岩は，より分化の進んだ斑状単斜
輝石斑れい岩岩相中の捕獲岩として産する．
突紫森岩体は平庭岩体と共通の火成活動の産物と考え
られるが，貫入時期は平庭岩体本体よりも後であったと
推定される（久保，2010）．一方，平庭岩体本体周辺の
粗粒斑れい岩の小岩体や細粒斑れい岩～閃緑岩の岩脈の
迸入時期は，平庭岩体本体と同時期若しくは若干先行し
ていたと考えられる．

4. 4　天神森岩体（Gb2，Gt2，Gd2）

本岩体は，本地域中央南端部付近に位置する遠島山か
ら天神森の山頂にかけての山稜部とその北東方向の山裾
に位置する久慈市山根町端神にかけての 6 × 4 kmの範
囲に楕円状の分布を示す深成岩体である（第 4. 2図）．
主としてトーナル岩からなり，岩体中央部でより細粒優
白質の花崗閃緑岩へと移化する累帯構造を示す．岩体西
縁部に少量の斑れい岩類を伴う．衛星状岩体として，本
岩体の北西側には斑れい岩の小岩体とトーナル岩の小岩
脈が，東側にはトーナル岩の小岩脈が認められる．

4. 4. 1　斑れい岩類（中粒角閃石斑れい岩及び細粒単斜
輝石角閃石斑れい岩）（Gb2）

天神森岩体の北西端の山頂部と遠島山山頂部及びその
南東のピークで，トーナル岩中の小岩体として分布する．
またジュラ系地層群中に，小岩体として天神森岩体北西
端西方の山頂から西側斜面にかけて分布する．トーナル
岩中に分布する斑れい岩類は中粒角閃石斑れい岩で，岩
体ごとの岩石学的特徴は類似している．一方衛星状の斑
れい岩体は，主として細粒単斜輝石角閃石斑れい岩から
なり，トーナル岩中の斑れい岩類よりやや苦鉄質である
が，トーナル岩中の斑れい岩類と類似の中粒岩相も部分
的に認められる．

（1）中粒角閃石斑れい岩
分布
遠島山山頂及びその北東及び南東の山頂部において，
各山頂を中心とする径約 500 mの範囲に分布する．
岩相及び産状
本岩は半自～他形粒状の普通角閃石に富む灰黒色の中
粒岩である．遠島山山頂の北東 2.5 kmの山頂（標高 822 
m）の斑れい岩は，遠島山山頂のものよりやや粗粒で，
部分的に細粒緻密な黒色部を含んでいる．岩石帯磁率は
60～90 × 10-3 SIUである．斑れい岩体と周囲のトーナル
岩との接触部は観察できていないが，斑れい岩周辺の
トーナル岩中に斑れい岩の捕獲岩状小岩塊が複数見出さ
れることから，斑れい岩の貫入はトーナル岩に先行して
いたと判断できる．しかしながら一般に，斑れい岩体に
は顕著な再結晶組織は認められない（捕獲岩状小岩塊を
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除く）ので，斑れい岩とトーナル岩の貫入の時間間隙は，
斑れい岩が充分冷却しきらない程度に短期間であったと
思われる．

岩石記載
中粒角閃石斑れい岩
主成分鉱物：斜長石・普通角閃石・不透明鉱物．
副成分及び二次鉱物：黒雲母・石英・スフェーン・緑泥石・
緑れん石．
斜長石は長径 0.4～2 mm の半自形結晶で，極く弱い反復
累帯構造が認められる．普通角閃石中にポイキリティッ
クに包有される斜長石は，長径 0.5 mm以下の丸味を帯び
た自形～半自形粒状結晶である．普通角閃石は長径 1～4 

mmの半自形～他形粒状結晶である．褐緑色で均質である
が，周縁部で僅かに緑色味を帯びる．ポイキリティック
に微細な斜長石を多数含むことが多いが，遠島山山頂の
斑れい岩では普通角閃石が径 2 mm以下と細粒でやや細長
く，斜長石の包有は顕著でない．黒雲母は普通角閃石に
伴って極く僅か認められる．ほとんどの場合緑泥石に交
代されている．石英は，他結晶粒間に極く僅か認められ
ることがある．不透明鉱物は主として径 0.2～0.8 mmの他
形粒状の磁鉄鉱で，集斑状をなすこともある．ラメラも
しくはドメイン状のチタン鉄鉱を伴うことが多い．チタ
ン鉄鉱は単独粒子としても見出される．磁鉄鉱・チタン
鉄鉱共に，内部に赤鉄鉱のラメラを有することがある．
この他に稀に黄鉄鉱が認められる．

（2）細粒単斜輝石角閃石斑れい岩
分布
天神森岩体の北西縁近くのジュラ系地層群中に，小岩
体として分布する．天神森岩体の本体を構成するトーナ
ル岩～花崗閃緑岩とは，少なくとも現地表部では不連続
である．
岩相及び産状
本岩は，半自形の斜長石粒間を他形の普通角閃石が占
める黒色～灰黒色の細粒岩である．粗粒部分と細粒部分
が不均質に入り混じった部分も認められる．80～96 ×
10-3 SIUの高い岩石帯磁率を示す．本岩はジュラ系地層
群に貫入していると推定されるが，貫入境界は未確認で
ある．トーナル岩中の斑れい岩と同様に，鏡下で再結晶
組織は認められない．岩相の類似性や近接する位置関係
などから判断して，その貫入時期はトーナル岩中の斑れ
い岩とほぼ同時期と考えるのが妥当である．

岩石記載
細粒単斜輝石角閃石斑れい岩
主成分鉱物：斜長石・普通角閃石・単斜輝石・不透明鉱物．
副成分及び二次鉱物：スフェーン・緑泥石・緑れん石．
斜長石は半自形で，長径 1～3 mmである．極弱い正の累

帯構造を示し，稀に中央部に An成分に富むレリック状の
核部を有する．普通角閃石は他形ないしはオフィティッ
ク組織を示し，レリック状の単斜輝石を包有することが
多い．粒径は一般に 1 mm以下で，稀に 5 mmに及ぶ．結
晶は，緑褐色でほぼ均質である．単斜輝石は斜長石粒間
で他形をなし，その周縁部で部分的に普通角閃石に移化
することが多い．粒径は，普通角閃石のそれを越えるこ
とはない．また，普通角閃石中のレリック状結晶として
も認められる．不透明鉱物は磁鉄鉱で，径 0.2～0.5 mmの
丸味を帯びた半自形粒状である．ラメラもしくはドメイ
ン状のチタン鉄鉱を伴うことがある．磁鉄鉱とチタン鉄
鉱は，内部に赤鉄鉱のラメラを有することがある．苦鉄
質鉱物と隣接していることが多い．この他に稀に，黄鉄
鉱が認められる．

4. 4. 2　トーナル岩〜花崗閃緑岩類
天神森岩体のうち，斑れい岩分布域以外の全域が本岩
類で構成される．トーナル岩はポイキリティックな普通
角閃石を特徴的に含み，岩体西縁近くに分布する斑れい
岩の周辺で最も苦鉄質となり，岩体の中央部（遠島山東
方約 2 km）に向かって苦鉄質鉱物が減少しカリ長石が
やや増加する傾向を示す．長径 5～25 cmのレンズ状の
暗色包有物を少数ながら普遍的に含んでいる．岩体中央
部の径 1 km程の範囲にはやや細粒（普通角閃石が 3 
mm以下）でより優白質の花崗閃緑岩が分布する．トー
ナル岩と花崗閃緑岩は漸移する．岩体全般に普通角閃石
の定向配列による弱い面構造が認められるが，遠島山及
び天神森の中腹から山頂までは露出状況が非常に悪いた
め，岩体西半部の内部構造はよく判らない．本岩類のモー
ド組成を，第 4. 3図 bに示す．

（1）黒雲母角閃石トーナル岩（Gt2）
分布
天神森岩体の中心部を除く全域に亘り広範に分布す
る．また岩体近傍のジュラ系地層群（石灰岩及び泥質岩）
中に，幅数 m～数 10 mの岩脈として分布する（第 4. 11
図）．
岩相及び産状
普通角閃石に富みカリ長石に乏しい，中粒～やや細粒
の均質岩である．色指数は 25以上から 13前後までと変
化の幅が大きく，色指数の高い部分は微細な斜長石を多
数内包するやや粗粒の普通角閃石に富んでいる．色指数
の低下につれて，普通角閃石と黒雲母の量比は逆転し黒
雲母をより多く含むようになる．そのような比較的優白
質の部分では，ポイキリティックな普通角閃石は減少し，
より細粒で柱状の普通角閃石が一般的となる．岩石帯磁
率は 20～30 × 10-3 SIUである．遠島山及びその南北の山
頂部では，トーナル岩中の捕獲岩体として斑れい岩が存
在する．斑れい岩周辺のトーナル岩は他よりもやや優黒
質で，また色指数や粒度に関してより不均質な傾向が認



− 89 −

林道

露頭位置

Gb ToTo

Ls
To Sl Ss Md

To

西 東

1 km

天神森岩体

2 m

第 4. 11図　石灰岩・泥岩層中の黒雲母角閃石トーナル岩岩脈
天神森岩体南西端から南西方向 400 mに位置する林道沿いの露頭（地質図南縁境界部に表示の岩脈）．ジュラ系地層群の
層理面は N33°W，65°E.トーナル岩岩脈の貫入境界は，母岩の堆積岩の層理面とほぼ平行している．石灰岩との境界面か
ら 30 cmの範囲内のトーナル岩中には，境界面と平行な細かい剪断面（波線部分）が発達する．Ls：石灰岩，Md：泥岩，
Sl：粘板岩，Ss：砂岩，To：トーナル岩，Gb：斑れい岩．

められる．

岩石記載
黒雲母角閃石トーナル岩
主成分鉱物：斜長石・石英・カリ長石・普通角閃石・黒
雲母・不透明鉱物．
副成分及び二次鉱物：単斜輝石・スフェーン・アパタイト・
褐れん石・緑泥石・緑れん石．
斜長石は長径 0.8～1.6 mmの自形～半自形結晶で，他種鉱
物との接触部は自形のことが多い．明瞭な反復累帯構造
を示し，結晶中央付近の An成分に富む部分にはセリサイ
トとアルバイトによって選択的に交代された帯状部が認
められる．自形～半自形で角が丸味を帯びた長径 0.8 mm

以下の斜長石が，普通角閃石中にポイキリティックに包
有されていることが多い．石英は，他形で波動消光が顕
著である．カリ長石は，他結晶粒間に極く僅か存在する．
普通角閃石は褐緑色で，周縁部で僅かに緑色味が増す．
長径 1～4 mmの半自形～他形である．ポイキリティック
に細粒の斜長石と磁鉄鉱を含み，稀に単斜輝石も見出さ
れる．黒雲母は褐色で径 1～2 mmの半自形～他形をなす．
他結晶粒間を埋めて連続し，オフィティック様のやや粗
粒の単結晶を構成することもある．不透明鉱物は主に磁
鉄鉱で，一般に径 0.4 mm以下の半自形粒状である．磁鉄
鉱粒子の縁辺部には微細なアパタイトが伴われることが

多い．透過顕微鏡下では，不透明な磁鉄鉱粒子の内部に
しばしば多数の透明な粒子が認められる（第 4. 7図 3）が，
それらの多くはアパタイトである．本岩の場合，アパタ
イトは磁鉄鉱粒子の縁辺部のみならず，磁鉄鉱内部にも
多数包有されている．磁鉄鉱粒子はしばしば集斑状をな
し，その径は 1 mmに及ぶ．この集斑状粒子中には，微細
なアパタイトや角閃石粒子が多数認められる．不透明鉱
物としては，磁鉄鉱の他に極く少量のチタン鉄鉱が認め
られる．チタン鉄鉱は，ラメラもしくはドメイン状をな
して磁鉄鉱と共存するが，単独粒子のこともある．磁鉄
鉱とチタン鉄鉱は赤鉄鉱のラメラを有することがある．

（2）角閃石含有黒雲母花崗閃緑岩（Gd2）
分布
遠島山東側山腹斜面の径約 2 kmの範囲に分布する．
天神森岩体の中央部を構成し，周囲に分布する黒雲母角
閃石トーナル岩とは漸移している．
岩相及び産状
斑状の黒雲母（最大径 2 mm）と石英（最大径 4 mm）
が少量点在する細粒優白質の均質岩で，色指数は 10か
ら 8前後である．有色鉱物は主として黒雲母であるが，
普通角閃石も僅かに認められ，その量は最大 2 %前後
である．岩石帯磁率はトーナル岩より低く，10～15 × 10-3 

SIUである．
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岩石記載
角閃石含有黒雲母花崗閃緑岩
主成分鉱物：斜長石・石英・カリ長石・普通角閃石・黒
雲母・不透明鉱物．
副成分及び二次鉱物：スフェーン・アパタイト・褐れん石・
緑泥石・緑れん石．
斜長石は長径 0.8～2 mm，最大 3 mmの半自形結晶で，一
般に自形性が強い．明瞭な反復累帯構造を示す．石英は
丸味を帯びた粒状をなし，他種結晶とは他形で接する．
顕著な波動消光を示し，一般に径 0.5 mm以下であるが，
径が 1～2 mm，最大 4 mmに及ぶやや粗粒の粒状結晶が少
数散在する．カリ長石は他結晶粒間に極僅か存在し，稀
にミルメカイトを伴う．有色鉱物に乏しい珪長質の部分
では，斜長石粒間を埋めて連続し，4 mm前後の単結晶粒
子を構成している場合が多い．普通角閃石は褐緑色で，
周縁部で僅かに緑色味が増す．長径 0.5～2 mmの半自形
～他形で，周辺部はレリック状の細粒粒子に分かれてい
ることが多い．黒雲母は褐色，半自形～他形で一般に径 0.5 

mm以下であるが，径 1.5 mm前後の粒子が少量散在する．
不透明鉱物は主に磁鉄鉱で，チタン鉄鉱を伴う．一般に
径 0.2 mm以下の半自形粒状である．透過顕微鏡下で，不
透明鉱物粒子の内部及び周縁部に微細なアパタイトが多
数認められる．

4. 4. 3　天神森岩体の内部構造と貫入過程
天神森岩体は，水平断面が円～楕円状の主としてトー
ナル岩からなる岩体で，鉱物の定向配列によるドーム状
の面構造を有し，この面構造に調和的にほぼ同心円状の
岩相変化を示す．すなわち，岩体周縁部，特に東縁部は
やや細粒で面構造がより顕著であり，その内側の大部分
は弱い面構造を有する中粒のトーナル岩からなる．岩体
分布域のほぼ中央部（径約 2 kmの範囲）にはやや細粒
優白質で花崗閃緑岩組成の岩相が分布し，本岩体の核部
を構成している．この中央部西縁から岩体西端部にかけ
ての部分は中心岩相より東の部分に比べて苦鉄質鉱物に
富み，より粗粒でポイキリティックな普通角閃石が目立
つという特徴を示す．天神森岩体本体の西縁近くの岩体
内部と岩体西縁近傍のジュラ系地層群中には，斑れい岩
の小岩体が分布する．それらはトーナル岩に先行して
ジュラ系地層群に貫入した斑れい岩体で，斑れい岩体下
半部の一部はそれに引き続いて貫入したトーナル岩中に
難溶性のルーフペンダントとして残存し，その結果，現
地表面では斑れい岩とトーナル岩からなる複合岩体を構
成するに至ったと考えられる（久保，2010）．

4. 5　小国岩体（Gb3，Gt3）

本岩体は，本地域中央部の久慈市山形町関の東方 2 km
に位置する（第 4. 2図）．北北西 –南南東方向に細長い

4 × 1.5 kmの岩体を主岩体とし，その北西に 1つ，南東
に 3つの衛星岩体を伴う．本岩体は主としてトーナル岩
からなり，主岩体の西縁に少量の斑れい岩を伴う．

4. 5. 1　中粒角閃石斑れい岩（Gb3）
分布及び産状
小国岩体西縁部に少量分布する．また角閃石黒雲母
トーナル岩中で径数 cm前後の捕獲岩としても見出され
る．本岩本体と角閃石黒雲母トーナル岩との境界は観察
されないが，境界部付近の中粒角閃石斑れい岩中には，
平行する珪長質の薄い岩脈（厚さ 1 cm以下）群が局所
的に発達している．これらの産状から，本岩は角閃石黒
雲母トーナル岩に先行して貫入したと結論される．
岩相
本岩は，他形粒状の普通角閃石に富む灰黒色の中粒岩
である．岩石帯磁率は 60 × 10-3 SIU前後である．

岩石記載
中粒角閃石斑れい．
主成分鉱物：斜長石・普通角閃石・不透明鉱物．
副成分及び二次鉱物：無色角閃石・単斜輝石・斜方輝石・
黒雲母・石英・緑泥石・緑れん石．
斜長石は，長径 0.8～1.6 mmの半自形結晶でやや細長く，
弱い反復累帯構造が認められる．普通角閃石は，長径 1～
4 mmの他形粒状結晶で褐緑～緑褐色である．ポイキリ
ティックに他結晶を多数包有している．不透明鉱物は磁
鉄鉱で，やや幅広のラメラやドメイン状のチタン鉄鉱と
共存している．径 0.4 mm以下の他形もしくは丸味を帯び
た粒状で，少量の微細な透明鉱物を伴って径 1 mmに及ぶ
集斑状をなすこともある．普通角閃石に包有されている
ことが多い．単斜輝石と斜方輝石は，普通角閃石中にレ
リック状に少量認められる．輝石周縁の角閃石は無色の
ことが多い．黒雲母は褐色，他形で極少量認められる．
緑泥石に交代されていることが多い．石英は他結晶粒間
に極僅か認められる．

4. 5. 2　角閃石黒雲母トーナル岩（Gt3）
分布
小国岩体の西縁を除くほぼ全域に分布している．

岩相及び産状
本岩は，あまり自形性の良くない苦鉄質鉱物に富むや
や細粒の均質岩である．肉眼的特徴として，石英が極く
淡い橙色を帯びている．普通角閃石の定向配列による弱
い面構造が認められる．色指数は比較的優白質な部分で
17前後で，岩体の北半部では 20を超す部分も認められ
る．岩石帯磁率は 25～50 × 10-3 SIUである．

岩石記載
角閃石黒雲母トーナル岩
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主成分鉱物：斜長石・石英・カリ長石・普通角閃石・黒
雲母・不透明鉱物．
副成分及び二次鉱物：アパタイト・スフェーン・褐れん石・
緑れん石・緑泥石．
斜長石は半自形で，比較的自形性が強い．一般に長径 1 

mm前後で，最大 2 mmに及ぶ．結晶中央部に An成分に
富むコア部が認められ，全体に亘って明瞭な反復累帯構
造が発達している．石英は径 1～3 mmの他形粒状で，強
い波動消光とサブグレイン化が認められる．カリ長石は
他結晶粒間に少量認められる．普通角閃石は緑褐色で，
結晶周縁部でやや緑色味が増すという累帯構造を示す．
長径 0.8～3.5 mmの半自形で，細長いものが多い．粗粒結
晶は，ポイキリティックに細粒の斜長石を含むことが多
い．黒雲母は褐色で，径 1 mm以下の他形もしくは径 1～
2 mmの半自形をなす．半自形結晶は，ポイキリティック
に細粒の斜長石を包有することが多い．不透明鉱物は径
0.3 mm以下の半自形～他形粒状の磁鉄鉱で，極く稀に部
分的にチタン鉄鉱を伴う．微細なアパタイトを内包して
いることが多い．しばしば径 1 mm前後の集斑状をなし，
その最大径は 2 mmに及ぶ．

4. 6　沼袋岩体（Gt4）

本岩体は，本地域北縁付近の久慈市山形町川井東方に
位置する 3 × 1.5 kmの若干南北に長い岩体である（第
4. 2図）．本岩体は主として，トーナル岩からなり少量
の閃緑岩を伴う．またトーナル岩は外観の異なる複数の
岩相からなり，その一部には貫入関係が認められる．岩
体北半部は，普通角閃石に富み色指数が 30近いトーナ
ル岩からなる．岩体中央東縁部の久慈市山形町日影南方
では，やや細粒優黒質で黒雲母に富むトーナル岩が分布
し，岩体北半部を占めるトーナル岩と細粒優黒質の閃緑
岩を捕獲岩として包有している．また岩体南部は，色指
数が 15前後でモード比も花崗閃緑岩との境界付近に位
置するやや優白質のトーナル岩からなる．やや優白質の
トーナル岩とその他の岩相との野外での関係は不明であ
る．沼袋岩体の K–Ar年代値として報告された 120 Ma
（Kawano and Ueda，1965）は，黒雲母角閃石トーナル岩
の黒雲母の年代値である．

4. 6. 1 黒雲母角閃石トーナル岩（Gt4）
分布
沼袋岩体の主として北半部に広く分布する．

岩相
本岩は，普通角閃石に富む中粒の均質岩で，普通角閃
石と黒雲母が他形の粒状結晶であるため等粒状の斑れい
岩に似た外観を呈する．岩石帯磁率は 20～30 × 10-3 SIU
前後で，部分的に 50 × 10-3 SIUとやや高い箇所がある．
本岩のモード組成を第 4. 3図 bに示す．

岩石記載
黒雲母角閃石トーナル岩
主成分鉱物：斜長石・石英・普通角閃石・黒雲母・不透
明鉱物．
副成分及び二次鉱物：無色角閃石・単斜輝石・アパタイト・
スフェーン・緑泥石・緑れん石．
斜長石は長径 0.5～1.6 mmの半自形結晶で，比較的自形性
が強い．An成分に富み反復累帯するコアと An成分に乏
しく正累帯するリムとからなる累帯構造を示す．石英は，
他結晶粒間で他形をなしプール状の溜まりを作ることが
多いが，その規模は最大でも 2 mm程度である．強い波動
消光を示す．普通角閃石は緑褐色で，周縁部で緑色味を
増す．長径 0.8～2 mmの短柱状結晶で，周縁部は他結晶
粒間を埋めて他形をなす．細粒の丸味を帯びた斜長石と
磁鉄鉱を包有することが多く，稀にレリック状の単斜輝
石が認められる．局部的に無色の部分が認められ，特に
単斜輝石の周りでは顕著である．黒雲母は褐色で，他形
である．しばしばポイキリティックに他結晶を多数包有
し，その長径は 4 mmに及ぶ．波動消光を示すことが多い．
不透明鉱物は主に磁鉄鉱で，径 0.1～0.4 mmのやや丸味を
帯びた半自形である．しばしば，アパタイトなどの微細
な透明鉱物を包有している．内部に微細な赤鉄鉱のラメ
ラを有することがあり，また稀に薄い板状のチタン鉄鉱
を挟む．その他に黄鉄鉱の微細粒子が少量認められる．

4. 7　川口岩体（Gb5）

久慈市山根町赤
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鎖
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にかけて分布する岩体
（第 4. 2図）で，その南方延長は当地域の南東方向に位
置する田野畑岩体（林，1986）まで連続する．この岩体は，
石井ほか（1955）の田野畑岩体川口型，加藤（1977）の
岩泉岩体川口型，林（1986）の川口岩体と名付けられた
岩体（本報告では便宜上，川口岩体と呼称する）の北縁
部に相当する．川口岩体については，岩石構成や分布範
囲などの詳細は明らかでない．なお，川口岩体の角閃石
黒雲母花崗閃緑岩の黒雲母 K–Ar年代として 122 Maが
報告されている（Kawano and Ueda，1965）．
本地域内の川口岩体本体からは，角閃石閃緑岩・輝石
斑れい岩・かんらん石輝石斑れい岩などが見出され，北
から南にほぼこの順に分布するが，これらの量比や相互
関係は不明である．なお，従来の報告で本岩体の特徴と
されたプロトクラスティック組織は，本地域のものから
は認められなかった．また，川口岩体の北端部から北に
約 2 km離れた久慈市山根町下野に，長径約 1 kmの小
岩体が分布する．本小岩体は主として中粒の角閃石斑れ
い岩からなり，細粒斑状の輝石斑れい岩を伴う．岩石帯
磁率は 30 × 10-3 SIU前後である．また，部分的に黒雲母
角閃石花崗閃緑岩が認められるが，その分布範囲や斑れ
い岩との関係は不明である．本小岩体は岩質の相似性か
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ら川口岩体の一部（衛星岩体）として取り扱う．

4. 7. 1　かんらん石輝石斑れい岩（Gb5）
分布
本岩は，本地域東縁部の久慈市山根町上戸鎖南東なら
びに下野の周辺に分布する．
岩相
やや細粒緑黒色の均質岩で，磁鉄鉱に富んでおり，

110 × 10-3 SIU前後の高い岩石帯磁率を示す．川口岩体
本体の北端付近の一部を構成するが，岩体中に占める割
合や他の岩相との関係は不明である．

岩石記載
かんらん石輝石斑れい岩
主成分鉱物：斜長石・普通角閃石・単斜輝石・斜方輝石・
かんらん石・不透明鉱物．
副成分及び二次鉱物：スピネル・淡緑色角閃石・イディ
ングス石・緑泥石．
鏡下では，自形性の強い斜長石の粒間に普通角閃石・単
斜輝石・斜方輝石が分布するオフィティック組織を示す．
また，細粒の斜長石・かんらん石・輝石・磁鉄鉱を多数
包有するポイキリティック組織の普通角閃石が散在する．
粗粒の磁鉄鉱を大量に含むのも特徴の一つである．斜長
石は均質で，主として長径 1～2.5 mmの半自形結晶から
なる．斜長石同士は縫合線様の境界で接するが，普通角
閃石に対しては自形をなすことが多い．斜長石は内部に
他の鉱物を包有せず，斜長石粒子の表面に食い込んでい
る普通角閃石の微粒子が極く僅かに認められるのみであ
る．単斜輝石と斜方輝石は，斜長石粒間で他形をなす．
最大粒径は 2 mm程度である．単斜輝石は，周縁部を普通
角閃石に縁取られていることが多い．斜方輝石は，多色
性をほとんど示さない．普通角閃石は淡褐色で，他形を
示す．斜長石粒間を埋めるほかに，径 4～6 mmのポイキ
リティックな粒状結晶としても存在する．内部にレリッ
ク状の斜長石・輝石・かんらん石・不透明鉱物を多量に
包有する．かんらん石は丸味を帯びた粒状結晶で，部分
的にイディングス石に交代されている．輝石もしくは普
通角閃石中に包有されていることが多い．輝石や普通角
閃石に取り囲まれてない場合，近接する斜長石との間に
は淡緑色角閃石が介在し，かんらん石と斜長石が直接接
することはない．このかんらん石と斜長石との間の淡緑
色角閃石の薄層中には，スピネルシンプレクタイトが部
分的に発達している．不透明鉱物は，モード比で 7 %に
及ぶ．主として磁鉄鉱からなり，少量のチタン鉄鉱と極
く僅かの黄鉄鉱を伴う．磁鉄鉱は径 0.2～0.5 mm，最大 1 mmで，
他鉱物の粒間で他形をなす．また，丸味を帯びた粒状結
晶として苦鉄質鉱物中に包有されている．外縁部に，細
粒の緑色スピネルを伴うことがある．磁鉄鉱の内部には
微細なスピネルのラメラが多数みとめられ，それらは高

角で交差する二方向に配列していることが多い．チタン
鉄鉱は，磁鉄鉱中のラメラもしくはドメイン状をなし，
磁鉄鉱との境界に沿って微細なスピネルが配列している．

4. 8　滝の沢岩体（Gd6）

本地域東縁から東隣の陸中野田地域にかけて，比較的
大規模な花崗岩質岩体が分布する．この岩体は石井ほか
（1955）により田野畑岩体の茂市型，島津・寺岡（1962）
により同岩体の滝沢型，吉井・片田（1974）により滝の
沢岩体の名称で報告されているが，本報告では加藤
（1977）及び林（1986）の見解に従って，田野畑岩体と
は別の独立の岩体として扱い，滝の沢岩体と呼称する．
主に黒雲母角閃石花崗閃緑岩からなる岩体で，黒雲母
花崗岩を伴っている．滝の沢岩体全体の規模に比べて本
地域内での分布は極僅かで（第 4. 2図），北東縁部には
比較的優黒質で面構造の顕著な角閃石黒雲母花崗閃緑岩
が，南東縁部にはほぼ均質の角閃石黒雲母花崗閃緑岩が，
それぞれ分布する．それらは陸中野田地域内において連
続して分布しており，久慈市山根町小

こ

倉
ぐら

山
やま

東方では，本
地域内とはやや岩相の異なる普通角閃石の粗粒結晶が目
立つ角閃石黒雲母花崗閃緑岩や，より優白質の角閃石含
有黒雲母花崗岩などが分布している．滝の沢岩体中の，
それらの岩相の野外での相互関係や分布範囲などの詳細
は不明である．

4. 8. 1　黒雲母角閃石花崗閃緑岩（Gd6）
分布
本地域北東縁部の久慈市小久慈町の滝ダム周辺から，
南南東方向の小倉山北側山腹にかけて分布する．
岩相
本岩は，明瞭な定向配列を示す普通角閃石に富む中粒
岩である．鏡下では，変形組織や再結晶組織の発達が顕
著で，固結後の変形を被ったことを示している．岩石帯
磁率は 0.5 × 10-3 SIU前後の低い値を示し，主たる不透
明鉱物は黄鉄鉱である．一方，久慈市山根町中戸鎖東方
の本地域東縁部にも本岩と類似の花崗閃緑岩が分布する
が，こちらは鉱物の定向配列があまり顕著でなく，変形
の程度も低い．この花崗閃緑岩や小倉山東方の花崗閃緑
岩及び花崗岩など，滝の沢岩体のその他の岩相の岩石帯
磁率は 15～30 × 10-3 SIUで，主たる不透明鉱物は磁鉄鉱
である．顕著な面構造が発達する角閃石黒雲母花崗閃緑
岩は，変形による再結晶に加えて，黄鉄鉱の局部的な鉱
化作用を被ったものと考えられる．本岩のモード組成を
第 4. 3図 bに示す．

岩石記載
黒雲母角閃石花崗閃緑岩
主成分鉱物：斜長石・石英・カリ長石・普通角閃石・黒
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雲母・不透明鉱物．
副成分及び二次鉱物：単斜輝石・アパタイト・ジルコン．
鏡下では，粗粒結晶の撓みや破断，周縁部の細粒化，脈
状に発達する細粒粒状化部などの変形組織が認められる．
斜長石は，長径 0.8～4 mmの自形性の強い結晶で，広い
不均質な中央部と狭い正累帯する周縁部からなる．中央
部は高 An組成で，弱い反復累帯構造やアンチパーサイト
組織が認められる．普通角閃石・黒雲母・単斜輝石の丸
味を帯びた細片を多数包有することがある．しばしば，
不均質な消光や部分的な細粒粒状化が認められる．石英
は他形で，多くの場合細粒粒状の集合体を構成している．
顕著な波動消光を示す．カリ長石は径 1 mm前後の他形粒
状結晶で，周縁を微細な石英・長石集合体で取り囲まれ
ることが多い．しばしばミルメカイトが認められる．普
通角閃石は緑褐色で，褐緑色の狭い周縁部を伴う．径 0.5～
2 mmで，しばしば集斑状をなし，その径は 6 mmに及ぶ．
比較的粗粒の普通角閃石中には，レリック状の単斜輝石
が包有されている．黒雲母は濃褐色で，径 1.5 mm以下の
半自形もしくは雲母フィッシュ状で，曲げや撓みが発達
する．部分的に，細粒短冊状黒雲母によって交代されて
いる．また細粒短冊状黒雲母は，細粒普通角閃石と共に
脈状の集合体を構成している．不透明鉱物は主に径 0.3 

mm以下の半自形の黄鉄鉱で，その他に少量の丸味を帯び
た粒状～他形のチタン鉄鉱と極く少量の黄銅鉱が認めら
れる．黄鉄鉱は，他結晶粒間で他形の集斑状をなすこと
がある．粒子内部に微細な透明鉱物を多数含んで不均質
な印象のものが多い．

4. 9　深成岩類の岩相区分と列状分布

北上山地北部には北上花崗岩類に属する下部白亜系深
成岩類が分布し，それらは北北西 –南南東方向に平行配
列する岩体群を構成している（第 4. 1図）．陸中関地域
内にはそのうちの三列の岩体群が認められ，それぞれは
西列の平庭岩体，中央列の天神森岩体・小国岩体・沼袋
岩体，東列の川口岩体で構成される（久保，2010）．西列
の岩体は各々累帯複合深成岩体を構成し，斑れい岩から
石英閃緑岩・花崗閃緑岩までの岩相変化に富む．これら
は苦鉄質マグマからの分化物で，苦鉄質岩相から珪長質
岩相へと順次貫入し岩体の中央部により若い岩相が分布
する．斑れい岩はシリカ含有量の割にカリ長石に富み，
石英閃緑岩から花崗閃緑岩へと至る分化はモンゾニ岩寄
りのトレンドを示し，トーナル岩質岩相に乏しい．岩体
の多くは一方向に伸長する細長い分布を示す．中央列の
岩体は主としてトーナル岩からなり，これに先行して貫
入した少量の閃緑岩～斑れい岩を伴う．岩体を構成する
岩相は苦鉄質岩相と珪長質岩相に二極化しており，両者
の混成岩相や密接な随伴関係が認められないことから，
相互の貫入時期は西列の岩体の場合ほど近接してはいな

いと推定される．岩体の分布は円形に近いものが多く，
比較的分布規模の大きい岩体では岩体中央部でより珪長
質となる累帯構造を有する．東列の岩体は，斑れい岩・
花崗閃緑岩などからなり，その多くは北北西 –南南東方
向に伸びる岩脈状の小岩体である．苦鉄質岩相に富み高
い岩石帯滋率を特徴とする．
北上山地北部における深成岩類の列状分布としては陸
中関地域内の三列に加え，北上山地北部の西縁近くに位
置する一戸岩体や姫神岩体などから構成される西縁列
と，北上山地北部の東縁に位置する階上岩体や田野畑岩
体などから構成される東縁列が存在する．北上山地北部
全域に及ぶこのような岩体群の北北西 –南南東方向の平
行配列と東西方向における岩石学的特徴の系統的変化
は，地殻深部のマグマ生成の場における地質環境の反映
と考えられる（久保，2010）．
片田（1974）は，いわゆる北上花崗岩類をその分布と
岩石学的特徴に基づいてⅠ～Ⅵ帯に区分した．陸中関地
域については，平庭岩体はⅢ帯，川口岩体と滝の沢岩体
はⅡ帯に分類され，天神森・小国・沼袋の各岩体の苦鉄
質岩相がⅢ帯に，珪長質岩相がⅡ帯に分類されている．
しかしながら各岩体の苦鉄質岩相と珪長質岩相との間に
は密接な成因関係があるので，岩帯区分は岩相単位では
なく岩体ごとの特徴を基にするべきである（久保，2010）．
この場合，平庭岩体・天神森岩体・小国岩体・沼袋岩体
と共に川口岩体はⅢ帯に，そして滝の沢岩体のみがⅡ帯
に帰属する．

Kubo（1977b）は，北上花崗岩類の岩体ごとの情報量
が限定的であることを考慮して細分化を控え，北上花崗
岩類を概ね南北方向に延びる三列の花崗岩体群に区分
し，太平洋側から西方に向けて TypeⅠ～Ⅲに分けた．
陸中関地域内に関しては，滝の沢岩体は TypeⅠに，そ
れ以外の岩体は TypeⅡに属する（久保，2010）．
陸中関地域の平庭岩体は，岩体の特徴や岩相構成，分
化及び形成過程などの点で，同じく TypeⅡに分類され
る北上山地南部の牡鹿斑れい岩体（Kubo，1977b）と共
通する点が多い．しかしながら両岩体は，位置的にも遠
く離れ，母岩の属性（前者は付加体堆積物，後者は浅海
成堆積物）も大きく異なっている．岩体の平行配列と母
岩の属性から，北上花崗岩類の分布は花崗岩の貫入・固
結の場ではなく，より深部のマグマ形成場に規制され，
沈み込み帯の位置やマグマ上昇の構造的要因に支配され
ていることが指摘されている（久保，2010）．なお近年，
アダカイト質マグマの観点から北上花崗岩類の成因が検
討されており（例えば，土谷，2008），それによればア
ダカイト質累帯深成岩体は上述の分類による TypeⅠの
岩体の一部に見出されているが，この地球化学的特徴は
今後岩体区分上の新たな指標の一つとなる可能性があ
る．
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第 5章　上部白亜系陸成 –浅海成層（久慈層群）

（鎌田耕太郎）

5. 1　概要・研究史

北上山地北東部に分布する上部白亜系 –古第三系は久
く

慈
じ

層群と野
の

田
だ

層群からなり，この時代の層序学的・古生
物学的資料を提供する東北日本における代表的な地質系
統として，古くから注目されてきた．最近の研究では，
久慈層群は南樺太から鹿島沖まで続く蝦

え

夷
ぞ

堆積盆を構成
する一つの堆積盆（北上亜堆積盆）を埋積した堆積物と
みなされている（Ando，2003）．蝦夷堆積盆は古ユーラ
シアプレート東縁の古東北日本弧 –海溝系の前弧堆積盆
に位置付けられ，白亜系 –古第三系暁新統によって埋積
されている．堆積盆の西部域に相当する陸上露出域では
河川成相から浅海成相の堆積物が見られ，その東方延長
にあたる沖合の海成泥岩層は東北日本太平洋側沖合にお
ける坑井層序として確認される（例えば，安藤，2005）．
陸中関地域の北東端に露出する上部白亜系久慈層群は
分布域全体から見ると，その中央部を占めている（島津・
寺岡，1962；鎌田ほか，1991）．本層群はジュラ系地層群
（北部北上帯付加複合体）の高

たか

屋
や

敷
しき

コンプレックスなら
びに下部白亜系深成岩類の滝

たき

の沢
さわ

岩体を傾斜不整合で覆
い，古第三系野田層群に平行不整合で覆われる（陸中関
地域には野田層群は露出しない）．一般に北西 –南東走
向を示し北東へ緩く（15°～20°）傾斜する．久慈層群は
砂岩・泥質岩・礫岩からなり，凝灰岩・有機質シルト岩・
炭層を挟み，全層厚は約 600 mである．後述するように，
玉
たま

川
がわ

層・国
くに

丹
たん

層・沢
さわ

山
やま

層（陸中関地域には露出しない）
が下位から累重し，前二者は幾つかの部層に細分される
（第 5. 1図 i）．

5. 1. 1　層序区分の変遷と問題点
陸中関地域における久慈層群の層序区分については，
堆積相解析の視点から検討が進められた結果，模式地等
の岩相層序区分が広域に対比できるものでないことが，
最近明らかになってきた（鎌田，2019）．従って本項では，
従来から踏襲されてきた層の設定や部層区分について，
堆積学的な研究成果の視点から再検討し，区分境界につ
いての問題点を整理して示す．

1911年における旧 20万分の 1「一戸図幅」の調査報
告により，古期岩層（現在の北部北上帯付加複合体）を
覆うより若い堆積物として第三紀層の分布が確認され，
これが久慈地方に広く分布することが認識されていた
（中村，1911）．1928年の久慈 –尻内間の鉄道工事の際に

その堆積物の一部から発見されたエビ類化石は，佐伯
（1928）により Palinuridae科のものと同定されたことか
ら，久慈地方に白亜系が分布することが判明した．引き
続き，佐伯・佐々（1930）は上述の化石を含む堆積物を
上部白亜系に対比される久慈層群と命名し，下位から川

かわ

代
だい

層，國
くに

丹
たん

層，門
かど

の澤
さわ

層に区分して層序の概要と産出化
石について報告した（第 5. 1図 a）．その後，佐々（1932）
は，陸中関地域を含む久慈地方（岩手県久慈市北東部 –
野田村）に分布する白亜系 –古第三系の層序と分布につ
いて詳細な地質図を添付した論文を公表した．そこでは
久慈上部白亜紀層群と野田古第三紀層群に区分され，前
者は下位から玉川層群，國丹層群，門ノ澤層群（第 5. 1
図 b）に，後者は港

みなと

層群と久
く

喜
き

層群に細分された．これ
らはそれぞれ，現在の層の名称として用いられている．
玉川層群は下位から，基底礫岩層，緑色砂岩礫岩互層，
緑色砂岩層，砂岩泥岩互層，礫岩砂岩泥岩互層に細分さ
れた．緑色砂岩層には斜交層理が見られ，カキ（Ostrea）
化石が含まれるとした記述は，その後の研究結果との比
較を容易にしている．玉川層群の堆積物中にカキ礁を挟
有することや，砂岩には斜交層理が見られレンズ状など
の堆積形態を示すことから，堆積環境については浅海性
～瀕海性と見なした（佐々，1932）．また國丹層群は，
下部の蘆

あし

毛
げ

澤
さわ

砂岩層と上部の國丹砂質泥岩層から構成さ
れる．

1950年代までは，久慈地方に分布する上部白亜系に
ついては上記の研究以外に主たる調査や報告がなく，松
本（1953）による本邦白亜系地史の総括や半沢（1954）
による東北地方白亜系の記述においても，佐々（1932）
の層序区分が踏襲されている．つまり，松本（1953）は
久慈層群が岩相層序や層厚において阿武隈山地東南部に
分布する双

ふた

葉
ば

層群に大局的に類似し，白亜紀浦河世（コ
ニアシアン期 –サントニアン期）の海進堆積物であると
指摘し，また半沢（1954）は佐々（1932）の研究結果を
引用して久慈地方に分布する上部白亜系の岩相層序区分
とその記載ならびに化石に基づく堆積年代について紹介
している．なおこれらの著書ではいずれも，層序単元名
称として久慈層群と玉川層，国丹層，門ノ沢層が用いら
れている．
小貫（1956）は北上山地の地質を総括した地質図説明
書において，佐々（1932）の見解や沢田義男氏による昭
和 20（1945）年東北大学卒業論文の成果を踏まえ，久
慈地方に分布する上部白亜系の岩相層序などについて述
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べた．上部白亜系の名称に関しては，層群として扱われ
ていた層序単元を層に格下げしそれぞれ玉川層，国丹層，
門ノ沢層とした上で，これらを一括して久慈層群とした
（第 5. 1図 c）．玉川層は下位から，基底礫岩，緑色砂岩
礫岩互層，緑色砂岩，砂岩泥岩互層，礫岩砂岩からなり，
緑色砂岩及び礫岩砂岩の層準にカキ礁が挟有されること
から，玉川層を浅海成層とした．国丹層は灰色泥岩を主
体とするが，その基底部に発達する砂岩層は蘆

あし

沢
ざわ

砂岩部
層として区分された．門ノ沢層は下位から，砂質泥岩泥
岩互層，門ノ沢植物化石層を伴う頁岩泥岩互層，緑色凝
灰質砂岩及び菱倉植物化石層を伴う石英粗面岩凝灰岩，
ならびに礫岩砂岩互層に区分された．
島津・寺岡（1962）による陸中野田地域の調査研究で
は，佐々（1932）の層序区分を踏襲するものの，門ノ沢
層の地理的名称は近隣地（北上山地北西縁の白鳥川付近）
において新第三系の門ノ沢統あるいは門ノ沢累層として
既に使用されている（例えば，大塚，1933；鎮西，1958）
ことを理由に門ノ沢層が破棄され，沢山層に変更された．
その結果，下位から玉川層，国丹層，沢山層に区分され，
地質図にそれぞれの分布が示された．沢山層への名称変
更以前に，寺岡（1959）は野田峠層への変更を提唱した
が，その後に沢山層へ改めた（島津・寺岡，1962）．な
お久慈層群を一つの堆積輪廻と捉え，玉川層を海進期の
瀕海性堆積物と見なした．地質図には示されていないが
玉川層の岩相層序については，流紋岩質凝灰岩を伴う基
底礫岩からその上位に重なる泥岩や炭質物の薄層を挟み
石灰質ノジュールを含む砂岩や斜交層理砂岩までを下半
部に，礫岩や砂岩，泥岩または頁岩からなる上半部に分
けて記載されている（第 5. 1図 d）．岩相記載に基づくと，
下半部と上半部の境界は佐々（1932）の緑色砂岩層なら
びに小貫（1956）の緑色砂岩の上限に，ほぼ対比される
と考えられる．国丹層は砂岩からなる比較的単調な浅海
成層とみなされたが，上位に向かって砂岩から砂質頁岩
に細粒化する傾向をもとに，下部・中部・上部に区分さ
れた．沢山層は泥岩や砂岩，礫岩及び凝灰岩から構成さ
れ，上半部では上方細粒化を示す層厚 10 m前後の小輪
廻を形成するとみなされている．
小貫（1981）は北上川流域地質図の説明書において，
小貫（1956）の見解を踏襲すると共に島津・寺岡（1962）
による陸中野田地域の調査結果を踏まえ，久慈地方に分
布する上部白亜系を久慈層群とした．さらに玉川層，国
丹層及び沢山層の区分を踏襲し，これらが一つの堆積輪
廻を構成すると述べている．
吉田ほか（1987）は陸中大野地域の調査に基づき，久
慈層群を玉川層（下部層，上部層），国丹層（下部，中部，
上部），沢山層に区分した（第 5. 1図 e）．玉川層を海進
初期の堆積物とみなし，礫岩卓越の下部層と砂岩卓越の
上部層に区分した．下部層は上方細粒化傾向を示し，そ
の上限は流紋岩質凝灰岩を覆う泥質岩であるとした．上

部層は砂岩に泥質岩や礫岩が挟有され，上部層基底の砂
岩には石灰質ノジュールが含まれ，層厚 1 m前後のカキ
化石層が見られるとした．国丹層は，砂岩を主とし砂質
シルト岩や礫岩を挟有し，玉川層に比較すると岩相変化
が単調であるとした．二層準に挟在する比較的厚い砂質
シルト岩を鍵層として，それぞれを中部層と上部層の基
底に位置付けた．
その後，山内・箕浦（1986）やMinoura and Yamauchi

（1989）は久慈層群を堆積相解析の視点から考察し，個々
の堆積相が複数の層準に繰り返し出現すると見なした．
その結果，玉川層から沢山層まで一括して久慈層として
再定義した（第 5. 1図 f）．また久慈層の分布域内で，個々
の堆積相を丹念に追跡して作成された地質柱状図と地質
図を示した．それらには，各堆積相が模式地の玉川海岸
（岩手県九戸郡野田村玉川）から内陸部に向かって楔状
に薄くなって尖滅する様子が表現されており，後述のよ
うに，堆積相解析に基づくシーケンス層序学的な解釈の
重要性が示された．彼らが久慈層に一括した理由は，従
来の玉川層や国丹層とされてきた堆積物を構成する種々
の堆積相が，両層に出現するためとしている．しかしな
がら模式地で観察される岩相層序が示すように，玉川層
と国丹層の両層に共通した堆積相が出現することはな
い．また，河川流路と氾濫原相を覆う中部外浜相の層準
を境に明瞭な岩相変化が認められ，その岩相境界は広域
に追跡できるので，従来のように層境界を設定すること
に問題は無いと判断できる．
照井（1986）ならびに照井・長浜（1986）は，久慈層
群を玉川層（下部・中部・上部），国丹層（下部・中部・
上部），沢山層に区分した（第 5. 1図 g）．その後，照井・
長浜（1995）は久慈層群を玉川層（下部層・中部層・上
部層），国丹層（下部層・中部層・上部層），沢山層に区
分した（第 5. 1図 h）．これらの報告では堆積相の変化
に着目し堆積相組合せに基づいて，主に陸域環境の堆積
相からなる玉川層，外浜～陸棚相からなる国丹層，陸域
河川相からなる沢山層として位置づけられた．
照井・大上（1989）は，久慈地方の上部白亜系につい
て概括している．そこでは島津・寺岡（1962）の層序区
分に従った岩相層序と産出化石による時代対比がなされ
たが，照井（1986）や山内・箕浦（1986）の堆積相に関
する成果は引用されていない．
久慈層群に関する研究は，かつては岩相層序区分と共
に軟体動物や植物化石による時代対比が試みられてき
た．また，カキ化石や炭層を挟有することに着目して堆
積環境の解釈が付随的になされた．しかし，久慈層群を
構成する堆積物が側方への連続性に乏しい特徴を示すこ
とは，佐々（1932）の報告以来，どの研究者からも指摘
されてきた．島津・寺岡（1962）は，模式地（玉川付近
の海岸）で観察される玉川層の岩相層序は全域に適用で
きるものでないと述べ，玉川層下半部における岩相の側
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方変化の特徴に基づき，北西から南東に向かって開いた
静穏な内湾的古地理を想定した．また，吉田ほか（1987）
は玉川層の層厚を 80～190 mと見積もり，その値にかな
り幅をもたせている．

5. 1. 2　堆積環境
最初期に久慈層群について総括的な研究を行った佐々

（1932）の報告以来，岩相層序区分と時代対比が試みられ，
堆積環境の解釈は付随的になされた．久慈層群を構成す
る個々の岩相が側方へ連続しないことはすでに指摘され
ていたが，解像度の高い環境解釈の議論は，堆積相解析
手法が導入される 1980年代まで進展しなかった．
佐々（1932）は玉川層群（現在の玉川層）を一つの堆
積輪廻をなすと捉え，カキ礁の存在のほかに堆積物に斜
交成層やレンズ状，ポケット状の特徴が見られることか
ら浅海性～瀕海性堆積物と見なした．なお，本層群分布
域の北東部にあたる久慈市宇

う

津
つ

目
め

付近（北東隣の久慈地
域内）では砂岩層が薄くなり泥岩の挟みが多くなること
から，分布域西縁に比べるとより沖合の堆積物が分布す
るとした．基底礫岩は不整合面の上に厚く発達するが欠
く場所もあり，そのような特徴は給源の河口の位置によ
るものと見なした．國丹層群（本報告の国丹層）は海成
動物化石を含み，厚く均質な堆積物からなるなどの特徴
から海成堆積物とした．門の澤層群（現在の沢山層）の
岩相は國丹層群から漸移し側方への岩相変化に富み，炭
質物や植物化石を含むことから瀕海性～半陸性の堆積物
と見なした．上部に挟まれる凝灰岩は珪長質の火山活動
によるとした．東隣の陸中野田地域（島津・寺岡，
1962）及び北隣の陸中大野地域（吉田ほか，1987）に分
布する久慈層群については堆積輪廻（堆積サイクル）の
視点から堆積環境が推定され，海進期から海進最盛期，
海退期に至る一連の堆積物と捉えられた．陸中野田地域
に分布する玉川層は瀕海成層で国丹層は浅海成層とされ
た（島津・寺岡，1962）．特に玉川層の下半部の岩相が
走向方向に変化することに着目し，北西部ではより静穏
で内湾的性格の強い環境であったと述べている．陸中大
野地域に分布する玉川層は，下部から上部に向かって扇
状地を構成する河川相から網状ないし蛇行河川堆積物に
変化し，上部は河口ないし潟湖の汽水相に移行する堆積
物と見なされた．国丹層は前浜～外浜環境からなる海浜
環境の堆積物と判断し，その中部層と上部層の一部には
汽水環境堆積物を伴うと述べている（吉田ほか，1987）．
なお，松本ほか（1985）は国丹層から産出する複数の種
構成からなる Texanitinae科のアンモナイト化石に着目
し，その生息環境が同層に認められる海岸線に近い浅海
陸棚相の堆積と関連すると指摘した．

1980年代以降，久慈地方の上部白亜系 –古第三系に
ついては，堆積システムの考察を目的とする堆積相解析
の視点からの研究が始まった．そこでは堆積相を区分単

位とする各個柱状図が作成され，岩相組合せから導かれ
る堆積環境が議論されると共に，海水準変動との関わり
から検討がなされるようになった．照井（1986）は久慈
層群を層序区分すると同時に，本層群を構成する 16の
岩相を識別した．玉川層については 8つの岩相からなる
ことを地質柱状図に示した．下位から，扇状地（alluvial 
fan），前浜（foreshore），海岸砂丘（sand dune），ラグー
ン（lagoon），河川の流路残留堆積物（fluvial），沖浜上
部（shoreface），海岸砂丘，ラグーン，河川の流路残留
堆積物と氾濫原が繰り返し，その最上部にチャネルバー
を伴う（fluvial）と認めた．照井（1986）による久慈層
群の堆積環境の考察と変遷史については，小畠（1986）
にも引用され，本邦の上部白亜系の代表的な解析例とし
て中部蝦夷層群三笠層と共に詳しく述べられている．
山内・箕浦（1986）とMinoura and Yamauchi（1989）
は久慈層群を久慈層に格下げしこれを堆積相で区分し
た．さらに，久慈層と古第三系野田層を構成する堆積相
として海成相，潟相，河口付近相，河川 –扇状地相の 4
つの基本堆積相を設定し 12の亜堆積相を識別した．玉
川層に対比される層準については，下位から上部扇状地，
中部 –上部扇状地，潟の潮間帯（lagoonal beach），沖浜
（foreshore），潟の潮間帯，礫質網状河川，沖浜，河川が
流入する潟（lagoonal estuary），礫質網状河川の順に重
なることを地質柱状図に示した．
照井・長浜（1995）は久慈層群を玉川層（下部層・中
部層・上部層），国丹層（下部層・中部層・上部層），沢
山層に区分した．堆積相に着目した岩相区分と共に海水
準変動との相関性を反映したシーケンス境界を設定し，
古地理変遷について述べた．照井（1986）に比べると，
堆積相の識別がより詳細になり，堆積環境についての解
釈を一部修正したことに伴って部層区分境界が照井
（1986）の見解とやや異なる．照井・長浜（1995）では，
9つの堆積相を認定し，玉川層は下位から扇状地，ラグー
ン，前浜，上部外浜，前浜，砂丘，前浜，砂丘，ラグー
ン，蛇行河川，上部外浜，ラグーン，氾濫原を伴う蛇行
河川の重なりからなるとした．また，模式地の玉川海岸
で得られた堆積相の区分とその解釈が照井・長浜（1995）
の fig. 4に示され，さらに fig. 11の総括図にも示されて
いる．これら 2つの図に示された堆積環境の解釈は微妙
に異なっているが，その理由は不明である．なお，玉川
層は 3つの堆積シーケンスからなるとし，下部層と中部
層の境界を海進面で，中部と上部の境界を海退による侵
食面としている．
これまで，山内・箕浦（1986），Minoura and Yamauchi

（1989），照井（1986）や照井・長浜（1995）などによっ
て陸上河川堆積物と見なされていた玉川層上部の堆積物
から，渦鞭毛藻類化石が検出された（梅津・栗田，
2007）ことに基づくと，その堆積相の一部は従来と異な
る海成～汽水環境と解釈できることが指摘された．
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5. 1. 3　地質時代
北上山地北部では，宮古地方において古くから白亜系
が分布することが知られていた（八重樫，1900）が，久
慈地方やその近隣域に中生界が存在するのかについて
は，第三系とする見解とその一部は白亜系を含むとする
見解があった（佐伯，1928）．佐伯（1928）は夏井村國
丹（現在の久慈市夏井町）付近にて産出した Palinuridae
科エビ化石を契機に現地調査を行い，‘秩父古生層’と花
崗岩を不整合に覆う地層群のうち，下部には領石統に対
比される植物化石を含みその上にはアンモナイトなどの
軟体動物や植物化石などを含む堆積物が重なることを認
め，久慈地方と陸中八木（現在の九戸郡洋

ひろ

野
の

町八木）付
近に白亜系が存在することを指摘する端緒となった．そ
の後，佐伯・佐々（1930）は上述の化石を含む堆積物を
上部白亜系とし，北海道・樺太の生層序資料に基づき國
丹層に含まれるアンモナイト類，イノセラムス化石から
久慈層群の年代をセノニアン世の後半に対比した．さら
に詳細な調査を行った佐々（1932）は，國丹層群から産
するイノセラムス・アンモナイト化石をもとに樺太及び
国内の上部白亜系の生層序と比較した．Inoceramus 
japonicus（イノセラムス）の対比に課題が残るものの浦
河統上部菊石層群に比較できるので，セノニアン世（白
亜紀を三分した際の最後の世であり，コニアシアン期 –
マーストリヒチアン期に相当）の海進堆積物と見なした．
門の澤層群は北海道の函

はこ

淵
ぶち

砂岩層と共通する植物化石に
富み，上部セノニアン統の上部の堆積物とした．
小貫（1956）は，国丹層及び門ノ沢層から産出した動
物化石ならびに植物化石に基づき，久慈層群の地質時代
をセノニアン世と見なした．島津・寺岡（1962）は，久
慈層群の上限・下限の地質年代については明確ではない
が，大部分は浦河世（コニアシアン期 –サントニアン期）
であるとした．吉田ほか（1987）は国丹層産のイノセラ
ムス化石やアンモナイト化石に基づき，コニアシアン期
からカンパニアン期に対比した松本ほか（1982）の見解
を踏襲し，玉川層や沢山層から産出した植物化石や花粉・
胞子化石による時代対比と矛盾しないと述べている．
Ando（1997）は，久慈層群の地質年代をサントニアン期
初頭 –カンパニアン期初頭とした．Futakami et al.（1987）
は，国丹層から産出したイノセラムス化石やアンモナイ
ト化石に基づき，国丹層をサントニアン階 –カンパニア
ン階下部に対比した．Takahashi et al.（2001）は，玉川
層から大型胞子化石の産出を報告し，これに基づき玉川
層をコニアシアン階上部 –サントニアン階下部に対比し
た．安藤（2005）は，久慈層群の堆積時期をサントニア
ン期 –カンパニアン期（一部マーストリヒチアン期）と
見なしている．最近では，微古生物学的資料を用いた堆
積年代の再検討が試みられ，梅津・栗田（2007）は花粉・
胞子化石により玉川層上部から沢山層の堆積物をサント
ニアン階 –前期カンパニアン階に対比できると報告し

た．Uno et al.（2018）は陸中関地域に分布する玉川層上
部に挟まれる凝灰岩レンズに含まれるジルコンについて
U–Pb放射年代法による測定を行い，90.51 ± 0.54 Ma（後
期チューロニアン期）の年代値を報告した．Arimoto et 
al.（2018）は周辺地域を含め，凝灰岩に含まれるジルコ
ンを用いた U–Pb放射年代法により得られた年代値を基
準として，陸源高等植物由来の安定炭素同位体比層序と
比較した上で，久慈層群の年代決定を試みた．同層群の
玉川層からはチューロニアン期初頭～サントニアン期前
半（92.6～91.3 Ma），国丹層からはサントニアン期中頃
～カンパニアン期中頃（84.2 Ma），沢山層からはサント
ニアン期末期～カンパニアン期中頃（81.8～79.1 Ma）
の年代値が得られ，後期チューロニアン期から前期カン
パニアン期に広域対比可能な複数の炭素同位体イベント
を認めた．

5. 2　玉川層（Tl，Tu）

地層名・定義
本層の名称は，佐々（1932）の玉川層群に由来する．
久慈層群の下部を構成する．局所的にカキ化石層を挟有
するエスチュアリーやラグーン堆積相を伴う地層として
設定する．
模式地
佐々（1932）は岩手県九戸郡野田村玉川の海岸沿いを
模式地に定め，その後の小貫（1956，1981）や照井（1986）
も同様に玉川付近を模式地としている．島津・寺岡（1962）
や吉田ほか（1987）では，模式地は明示されていない．
本報告では，ほぼ連続した岩相層序を観察できる玉川海
岸を模式地とする．
先行層序区分
佐伯・佐々（1930）は，久慈地方に分布する上部白亜
系の最下部の層序単元を川代層と呼んだ．その後，佐々
（1932）はこれを玉川層群に改称し，下位から基底礫岩層，
緑色砂岩礫岩互層，緑色砂岩層，砂岩泥岩互層，礫岩砂
岩泥岩互層に細分した．緑色砂岩層には斜交成層が見ら
れカキ（Ostrea）化石を含むとする記述は，その後の研
究に示される層序区分との対比の基準となっている．吉
田ほか（1987）は，久慈川左岸の久慈市枝

えだ

成
なり

沢
さわ

の西方（陸
中大野地域）で観察されるカキ化石を含む砂岩層の基底
を玉川層上部の基底とした．カキ化石を含む砂岩層は，
佐々（1932）の報告でも広く分布すると認めており，玉
川から北西方向に位置する夏井川流域の久慈市夏井町川
代や枝成沢などに続くもので，玉川層群の下から三番目
の層準のカキ化石層を伴う緑色砂岩層と区分した．小貫
（1981）は玉川層の最上部を緑色砂岩とし，カキ礁を挟
むと述べている．東隣の陸中野田地域では，玉川層の最
上部を礫岩相としており（島津・寺岡，1962），その最
上部をカキ礁に伴われる緑色砂岩とする産状は，模式地
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の玉川海岸でも認められない．この記載に対応する産状
が認められた場所は不明である．
玉川海岸から内陸部へ向かって並べられた地質柱状図

（照井，1986；山内・箕浦，1986；照井・長浜，1995）に
よると，模式地の本層中部に見られる砂岩卓越相は海岸
部から北西方向に向かって楔状に薄くなり，野田村平

ひら

清
し

水
みず

付近または長
なが

坂
さか

付近で収斂して突滅する．また，吉田
ほか（1987）が枝成沢付近で確認したカキ化石を伴う砂
岩層は，玉川海岸で見られるカキ化石を伴う砂岩層より
上位に位置する異なった層準の砂岩であることがわか
る．つまり，佐々（1932）が久慈地方全域に追跡できる
とした緑色砂岩層は，玉川層の分布域内では同時間面や
同一層準として追跡できるものではない．また，陸中大
野地域で設定された上部層の基底をなす砂岩層（吉田ほ
か，1987）も，模式地まで連続する対比基準とならない
ことになる．さらに玉川層を構成する個々の堆積相とそ
の連続性に着目すると，久慈層群の堆積域では地域ごと
に発達する堆積相とその層厚が異なっていることがわか
る．最も顕著なのは，模式地の玉川海岸から北西に向かっ
て長坂付近まで連続性に富む基底から下部を構成する堆
積シーケンスである．露出の乏しい地域を挟み，さらに
北西方に位置する陸中関地域を含む長内川沿いから陸中
大野地域では，より上位の堆積シーケンスに相当する堆
積相が顕著となる．しかし陸中大野地域でも長内川と久
慈川に挟まれた部分では，礫岩や砂岩，泥岩，さらに炭
質泥岩などからなる多様で岩相変化に富む厚い堆積相が
発達する．このような玉川層堆積時に内陸部へ向かって
楔状に堆積シーケンスが順次重なるような堆積物の発達
状況を踏まえると，明瞭な鍵層の設定なしに全域に共通
する部層区分は困難と思われる．従って本報告では，本
調査地域から堆積相の追跡が比較的可能な陸中大野地域
での部層区分に準じて，下部層と上部層に区分する．
分布と構造
陸中関地域北東隅の久慈市岩

いわ

瀬
せ

張
ばり

付近の丘陵は久慈層
群により構成されるが，その中央部は長内川の氾濫原堆
積物に覆われ低地となる．そのため玉川層は，大沢田付
近と日吉町付近に分断されごく狭い範囲に分布する．ま
た，厚層理の礫岩層や風化が進行した砂岩が露出する露
頭が多いため細かな構造は把握しがたいが，走向は北北
西 –南南東が卓越し，傾斜は大沢田南西部では 20°～
25°，堀内付近では 16°の東傾斜が得られた．
本層は下位のジュラ系地層群（北部北上帯付加複合体）
や黒雲母角閃石花崗閃緑岩（滝の沢岩体）とは一部断層
で接するものの，本層基底に顕著に発達する厚い礫岩層
がそれらを不整合に覆っている．
岩相

（1）下部層（Tl）
厚層理の礫岩を主体とし，砂岩や泥岩及び凝灰岩を挟
有する．全体に上方細粒化傾向が認められる．

久慈市鉄山付近では，不淘汰で巨礫大以下の様々な大
きさの角礫～亜角礫を主体とする砂基質の礫岩を特徴と
する礫岩相の露頭が点在する．その一部には，暗紫～暗
赤色の砂岩を伴う中礫大の礫岩が見られる．模式地（玉
川海岸）では，このような暗紫～暗赤色の砕屑岩相は，
玉川層基底部に厚く発達する礫岩中に挟在する凝灰岩や
泥岩，砂岩として見られる．
基底付近の礫岩（第 5. 2図 a）は礫支持だが，巨礫や
大礫の隙間に中礫以下の砕屑物を基質状に含み淘汰は良
くない．最大礫径は 30 cmに達する．球形度の低い円盤
状ないし楕円状の礫も見られる．礫種は斑状細粒閃緑岩
や玄武岩・流紋岩などの火山岩が多く，火山礫凝灰岩や
粗粒凝灰岩などの火砕岩・砂岩・ホルンフェルスも見ら
れる．チャートや閃緑岩は少ない．玉川層の礫岩の礫種
構成について検討した照井（1986）でも，他に比較して
本地域では，花崗岩類やチャートが少ない傾向が示され
ている．
久慈市大沢田南西方に位置する沢の上流では，ジュラ
系地層群（高屋敷コンプレックス）の上位（東側）に本
層下部層を構成する不淘汰の砂質礫岩が断続的に露出す
る．比較的大きな露頭では，灰緑色で不淘汰の厚い砂質
礫岩（第 5. 2図 b）が露出する．遠望すると比較的礫を
多く含む部分と少ない部分がやや成層構造をなすことが
認められる．より成層構造が明瞭な部分では礫岩卓越部
にシルト岩～炭質泥岩（第 5. 2図 c）が挟まれ，塊状の
含礫泥岩がレンズ状に挟有される様子が観察される．殆
どの礫はチャートからなり，シルト岩には破片状の植物
遺体が含まれる．
砂質礫岩は上位に向かって砂岩の挟みが厚くなり，こ
の沢の中流付近に位置する溜池の脇では弱く成層した凝
灰岩を挟む．この砂岩は，チャート・ホルンフェルスな
どの岩片や石英に富み斜長石や火山岩片を伴うことか
ら，石質アレナイト～石質ワッケであると判断される．
なお，佐々（1932）が区分した模式地（玉川海岸）に露
出する緑色砂岩層は，照井（1986）や山内・箕浦（1986）
によると，内陸に向かって層厚が薄くなり野田玉川地域
の長坂付近で分布が途絶え，本地域には露出しない（鎌
田，2019）．この緑色砂岩層の砂岩組成は玉川層の他の
層準と同様に，ホルンフェルスに富むものの珪長質火山
岩の岩片を多く含むことが特徴である（照井，1986）．
この砂岩に挟まれる凝灰岩は，層厚が 2 m以上あり灰緑
色で塊状を呈し，長径 1 cm前後のチャート礫を疎らに
含む層が二層準に見られる．鏡下では，粒径 0.1～0.5 
mm程度の石英や長石に富み黒雲母も含まれ，極少量の
ジルコンやガラスも伴われることが確認できる．以上の
特徴からこの凝灰岩は，流紋岩質と見なされる．
久慈市日吉町南方の北に流下する沢沿いでは，下部層
に対比される厚層理で大礫大以下の礫～砂からなる不淘
汰砂質礫岩の露頭が点在する．その一部には平行葉理の
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第 5. 2図　玉川層及び国丹層の露頭写真
（a）玉川層下部層の礫岩（鉄山付近）．（b）玉川層下部層の不淘汰砂質礫岩（大沢田南西方，琥珀発掘場上流の沢）．（c）玉川
層下部層の不淘汰砂質礫岩に挟まれるシルト岩～炭質泥岩（大沢田南西方，琥珀発掘場上流の沢）．（d）玉川層上部層の砂
岩有機質泥岩互層．平板状斜交層理が見られる（堀内南方）．（e）玉川層上部層のレンズ状層理をなす砂岩有機質泥岩互層（堀
内南方）．（f）国丹層下部層の琥珀（大沢田）．

発達した砂岩や砂質泥岩をレンズ状に挟む． 
（2）上部層（Tu）
下部には礫岩が発達するが上位に向かって砂岩が卓越
するようになり，礫岩や有機質泥岩を挟むなど場所によ
る岩相組合せや側方への岩相変化が著しい傾向が認めら
れる．全体に上方細粒化傾向を示す．
久慈市堀内の南側では河成段丘の段丘崖に，本層上部
層の次のような岩相変化に富む層序が観察される（第
5. 3図 a）．露頭基部には中礫大以下の砂基質円礫岩があ
り，細礫混じり粗粒砂岩や炭質物を含む不淘汰中粒砂岩，
殻の厚いカキ化石や細円礫，炭質物を含む暗灰色中粒砂

岩を挟む．その上位には，細粒～中粒砂岩（層厚 3.6 m）
が重なる．この砂岩は炭質物片の密集したレンズ状層理
を頻繁に挟み，最上部では砂岩と有機質シルト岩の互層
を呈する（第 5. 2図 d）．この互層の一部には，レンズ
状層理が見られる（第 5. 2図 e）．砂岩は中礫大以下の
厚層理円礫岩に覆われる．この礫岩は有機質シルト岩塊
を含み，中粒砂岩の薄層を挟む．その上位は露出不良と
なるが，段丘堆積物（礫層）の下位に国丹層下部層に対
比される層厚 3 m程度の中粒砂岩が見られ，シルト岩塊
や中礫大のレンズ状礫層を挟む．久慈市日吉町南方の北
に流下する沢の入り口に近い墓地の脇の露頭では，下部
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第 5. 3図　玉川層上部層 –国丹層の柱状図
（a）堀内の南側（長内川右岸），（b）日吉町南方の沢沿い，（c）大沢田南西方の沢沿い．

に炭化植物片を含む灰色シルト岩があり，その上に基質
支持の中礫円礫岩，部分的に斜交層理の発達した中粒～
粗粒砂岩が重なる（第 5. 3図 b）．
大沢田南西方に位置する沢の下流部では，玉川層の上
部と見なされる連続した岩相層序が観察される（第 5. 3
図 c）．全体に上方細粒化堆積相を呈し，下位層準は厚
層理の礫岩からなり砂岩や泥岩の薄層を稀に挟む（層厚
約 17 m）．その上位には有機質泥岩と炭層を挟んで厚層
の中粒～極粗粒砂岩が重なる（層厚約 19 m）．この砂岩
の下部には中礫大以下の礫径の基質支持礫岩を挟み，中
部には石灰質ノジュールが含まれる．また砂岩の一部に

は，琥珀を含む層準や植物遺体を含む層準がある．さら
に上位は厚い泥質岩相を呈し，厚い灰色泥岩に有機質泥
岩や炭層の薄層を挟む（層厚約 20 m）．炭質部には細礫
大の琥珀が含まれる．これらの泥岩は，国丹層下部に対
比される細粒砂岩に覆われる．
佐々（1932）によりカキ化石を含む緑色砂岩層に重な
る砂岩泥岩互層（宇津目植物化石層）として層序区分さ
れた堆積物は，主に久慈市鳥谷付近の岩相層序に基づい
て設定されたものである．これに対し模式地（玉川海岸）
では，この層準に対比される岩相はシルト岩を伴う礫岩
砂岩互層からなる．そのため，この砂岩泥岩互層（佐々，
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1932）は模式地には分布せず，本地域でも同様に露出し
ない，このことは，その後の研究報告（照井，1986；山内・
箕浦，1986；Minoura and Yamauchi，1989；照井・長浜，
1995）に示された玉川層の柱状対比図からも読みとれる．
化石・地質時代及び対比
大沢田付近に分布する本層上部層では有機質泥岩か
ら，板䚡類（サメ）の遊離歯や椎体，カメ類，ワニ類，
恐竜類の化石が多数産出しており（平山ほか，2010，
2017；宮田ほか，2019），後期白亜紀の陸棲動物化石産
地として注目されている．また，本層からは古くよりシ
ダ植物や被子植物などの葉化石の産出が報告されており
（佐々，1932；Tanai，1979），花粉・胞子化石の産出も報
告されている（Miki，1972，1977）．梅津・栗田（2007）
は模式地の玉川海岸において花粉化石と共に渦鞭毛藻類
の化石を検出している．大沢田付近の陸棲動物化石産出
地の堆積物について，ルグランほか（2019）はパリノモ
ルフを検討した．コケ植物やシダ植物の胞子，被子植物
の花粉のほかに藻類や菌類などを検出し，これらの分類
群の組成からチューロニアン期の温暖な気候下での古植
生を復元した．本層から産出する琥珀には植物化石や昆
虫化石が含まれていることがある（例えば，宮田ほか，
2019）．
大沢田南西部に位置する陸棲動物等の化石を含む堆積
物の上位には凝灰岩レンズが挟まれる．この凝灰岩に含
まれるジルコンについて Uno et al.（2018）は U–Pb法に
よる年代測定を行い，90.51 ± 0.54 Maの年代値を報告し
た． Arimoto et al.（2018）も，Uno et al.（2018）と同じ
場所のほぼ同一層準の凝灰岩に加え，玉川海岸などに露
出する玉川層基底部の礫岩中の凝灰岩と玉川層上部層の
下半部に相当する砂岩中の凝灰岩についてジルコン U–
Pb年代の測定を行い，前者から 85.9 ± 0.7 Ma，後者の
礫岩中から 92.6 ± 0.6 Maと 89.2 ± 0.6 Ma，砂岩中から
91.3 ± 1.3 Maの年代値を報告している．これらの値は，
チューロニアン期初頭～サントニアン期前半に相当す
る．
堆積環境
佐々（1932）は本層砂岩にカキ礁を挟むことや，斜交
層理が見られレンズ状の堆積形態を示すことから，その
堆積環境を浅海性～瀕海性と見なした．山内・箕浦（1986）
及びMinoura and Yamauchi（1989）では，久慈市岩瀬張
付近（長内川右岸）に分布する本層下部層分布域の堆積
物は河川流路とその氾濫原の堆積物及び中部扇状地堆積
物と解釈された．また，大沢田付近の本層下部層分布域
の堆積物は中部扇状地や河川流路とその氾濫原の堆積物
に，上部層分布域の堆積物は中部沖浜堆積物とされた．
照井（1986）や照井・長浜（1995）に示された地質柱状
図では陸中関地域に関連する資料として，大沢田付近の
玉川層の岩相変化と堆積相区分が示されている．照井・
長浜（1995）の資料からは，本地域に分布する玉川層下

部層相当の堆積物は蛇行河川堆積相に，上部層相当の堆
積物はシーケンス境界を挟んで重なる蛇行河川と氾濫原
の堆積相として読み取れる．三塚・安藤（2016）は久慈
層群について詳細な堆積相区分を行い 7つの堆積組層を
識別した．Ando（1997）では 4つの堆積シーケンスか
ら構成されるとした久慈層群をここでは 5つの堆積シー
ケンスに修正し，玉川層はその下部の DS1～ DS3の 3
つのシーケンスと見なし，礫質河川～砂質河川から砂底
卓越の内湾 –エスチュアリーへ移行する堆積システムか
らなると結論づけた．既述のように，ルグランほか（2019）
は大沢田付近において本層上部層の堆積物についてパリ
ノモルフの視点から古植生を検討した．分類群の組成が
異なる環境での生育を示唆するのは，河川環境における
堆積時の混在によると解釈している．
以上より，陸中関地域に分布する本層下部層に見られ
るシルト岩や含礫泥岩をレンズ状に挟む不淘汰砂質礫岩
の産状は，礫質網状河川の流路埋積物と考えられる．ま
た本層上部層に相当する堀内付近に露出するカキ化石を
含む砂岩層は，平板状斜交葉理を伴い，レンズ状層理を
示す有機質泥質葉理を頻繁に挟むことなどから，エス
チュアリー域の潮汐砂堆を伴った干潟堆積物と考えられ
る．

5. 3　国丹層（Nl，Nu）

地層名・定義
本層の地理的名称である「国丹（國丹）」は，佐伯・佐々

（1930）により久慈層群の下から二番目の層の名称とし
て使用された．その後，より詳細な調査を行った佐々
（1932）は國丹層群に区分の階層を格上げしたが，半沢
（1954）は再び久慈層群の下から二番目の層に位置づけ，
その後はこの区分が踏襲されている．
模式地
佐々（1932）は，陸中関地域の北東隣の久慈地域に位
置する久慈市国丹沢付近から鳥谷トンネル付近を模式地
と定めた．小貫（1956，1981）や照井（1986）も，国丹
沢付近から鳥谷トンネル付近を模式地としている．島津・
寺岡（1962）や吉田ほか（1987）では，模式地を明示し
ていない．本報告では，佐々（1932）以来の模式地を踏
襲する．
先行層序区分
佐伯・佐々（1930）により國丹層が設定されて以来，
岩相層序学的な位置付けは今日まで踏襲されている．し
かし佐々（1932）では國丹層群として扱われ，下位から
蘆毛澤砂岩層と國丹砂質泥岩層に細分された．半沢
（1954）や小貫（1956）は階層を層に格下げし国丹層と
したが，本層基底に緑色砂岩が発達するとみなし，その
層準を蘆沢砂岩部層とした．島津・寺岡（1962）は陸中
野田地域内における玉川海岸や久慈市宇部 –滝ノ沢での
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資料，吉田ほか（1987）は陸中大野地域の枝成沢付近で
の資料に基づき，下部層・中部層・上部層に細分した．
その後の照井（1986）ならびに照井・長浜（1995）の研
究においては，下部・中部・上部あるいは下部層・中部
層・上部層に三区分された．なお島津・寺岡（1962）や
照井（1986），照井・長浜（1995）では，本層の二層準
に挟有されるシルト質極細粒砂岩を部層の上限に設定さ
れたものであるが，吉田ほか（1987）ではその細粒質岩
相を部層の基底とみなしている点で異なる．
陸中関地域では，分布面積が小さく部層区分を検討で
きるような露出にも恵まれないため，玉川層と同様に陸
中大野地域との堆積相の連続性を考慮して，下部層と上
部層に二分した．
分布と構造
陸中関地域では，北東隅の大沢田川を挟む南側と北側
の丘陵を構成して分布する．岩瀬張南部の長内川右岸に
も極狭い範囲であるが分布する．厚層理で風化の進んだ
砂岩相が卓越するため，大沢田川の南側の分布を除くと
正確な構造を示す露頭に乏しい．下位の玉川層には整合
に重なる．
岩相
本層は一般に，厚く成層した砂岩層からなり石灰質ノ
ジュールを含む．風化により黄褐色で塊状の砂岩層を成
すことが多い．

（1）下部層（Nl）
中粒砂岩を主体とし，石灰質ノジュールを含む．砂岩
には平行葉理や平板型斜交葉理が見られることがある．
久慈市大沢田西方の道沿いに露出する下部層は，やや
下方に湾曲した平板状斜交層理の発達した中粒砂岩から
なり，中礫大の石灰質ノジュールを含む．斜交層理は，
灰緑色と白色のラミナセットの繰り返しからなる．葉理
に沿って炭質物片が挟まれ，細礫～大礫大の琥珀を散点
的に含む（第 5. 2図 f）．大沢田西方の沢の入り口付近
では，塊状で厚層理の灰緑色細粒砂岩（層厚 4 m+）が
露出する．この砂岩の下部には石灰質ノジュールが含ま
れ，上部には平行葉理が発達する．また大沢田西方の沢
の支流沿いには中粒砂岩が広く露出し，その一部には平
板状斜交層理が発達し，葉理に沿って炭質物片を含む．

（2）上部層（Nu）
主に細粒～中粒砂岩からなり，基底に泥岩を挟む．
大沢田の北側丘陵（陸中関地域北東縁辺 –陸中大野地
域南東端）には，国丹層の上部層が分布する．陸中関地
域側は丘陵基部に位置するために土壌の被覆により露出
不良である．陸中大野地域との境界付近では，区画境界
から北に遡った沢床に塊状青灰色泥岩が露出する．この
泥岩層は，照井（1986）の中部層の上限，吉田ほか（1987）
による上部層の基底の岩相に対比されると見なされる．
本報告では，この大沢田川北側の丘陵部は層位学的には
国丹層上部層の分布域であると判断した．

上部層を構成する岩相は，陸中関地域と陸中大野地域
の境界から 100～ 200 m北側に位置する沢で観察でき
る．そこでは主に青灰色塊状の中粒砂岩が露出し，上位
に向かって細粒砂岩に移化する．この砂岩は風化して褐
色を呈しブロック状に割れ易い．大礫大のノジュールを
含むが，場所によっては長径 60～ 80 cm大のノジュー
ルも見られる．この砂岩層の上位は 5 mほど露頭が欠如
し，沢山層と判断される暗青灰色で塊状のシルト岩とこ
れに累重する有機質の成層したシルト岩が見られる．有
機質シルト岩には薄い炭層が挟まれる．ここでは沢山層
との直接の層序関係は確認できないが，整合と判断され
る．
化石・地質時代及び対比
久慈地方において上部白亜系の存在が知られる契機と
なったエビ類化石は，Linupalus japonicusなどに同定され，
その産出層準は蘆毛澤砂岩層とされる（佐々，1932）．
佐々（1932）は，國丹層群から産する化石には上部セノ
ニアン統や上部チューロニアン階に対比されるものも見
られるが，アンモナイト化石やイノセラムス化石に基づ
き浦河統上部菊石層に対比し，下部セノニアン統の海進
期堆積物と見なした．小貫（1956）は，産する軟体動物
化石，節足動物化石，植物化石に基づき国丹層をセノニ
アン統に対比した．その後，国丹層の時代については，
川上ほか（1983）の報告したアンモナイト類の中に
Texanites sp. aff. T.（T.）texanus，Texanites （Plesiotexanites）
pacificus，Texanites（Plesiotexanites）kawasakiiが含まれて
いることに加えて，従来より Inoceramus japonicusの産出
が知られているので，サントニアン階中部の上半部に対
比が可能とみられている（松本ほか，1985）．陸中関地
域に隣接する本層からは，二枚貝やアンモナイト類のほ
かに甲殻類，魚類，海生爬虫類などの海生動物化石を産
する（例えば，川上ほか，1985）．Arimoto et al.（2018）
は玉川海岸に露出する本層下部の上限に挟まれる凝灰岩
に含まれるジルコンについて U–Pb法による放射年代測
定を実施し，84.2 ± 0.8 Ma（サントニアン期中頃）とい
う年代値を得た．さらに Arimoto et al.（2018）は北隣の
陸中大野地域においても，国丹層の上位に位置する沢山
層から 81.8 ± 0.8～79.1 ± 1.2 Ma（カンパニアン期中頃）
を示すジルコン U–Pb年代値を報告している．これらの
ことから国丹層の地質時代は，サントニアン期中頃から
カンパニアン期中頃に至ると判断される．
堆積環境
佐々（1932）は，国丹層が海棲動物化石を含む均質な
堆積相からなることから，これを海成層とした．山内・
箕浦（1986）は，本層全体を沖合泥底堆積物と見なした．
照井（1986）では本層基底部に前浜堆積相を挟むものの
国丹層全体は上部 –下部外浜相と見なしたが，照井・長
浜（1995）では上部外浜 –内側陸棚としている．なお，
Yagishita（1994）は玉川海岸に露出する国丹層の主部を
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下部外浜 –陸棚漸移の堆積相と認め，その下位の上部外
浜相中にリップチャネル堆積物を保存する海進期の堆積
物を検出した．

陸中関地域では既述のような堆積相の特徴から，下部
層は主に上部外浜環境の堆積物，上部層は陸棚環境の堆
積物と見なされる．
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第 6章　中新統火山岩類（貫入岩）

（久保和也）

陸中関地域における中新統火山岩類を対象とした調査
研究の成果は深成岩類と同様，すでに久保（2010）によっ
て記述・公表されている．本報告では，その内容を踏襲
し適宜修正・加筆のうえ掲載した．
陸中関地域の主に西半部のジュラ系地層群（北部北上
帯付加複合体）分布域には，幅数 mから数 10 mの岩脈
が見出される．このうち平庭岩体周辺には，その岩石学
的類似性から平庭岩体の形成と密接に関連してほぼ同時
期に貫入したと判断される苦鉄質の半深成岩～深成岩岩
脈が分布している．一方，平庭岩体の北端部から沼袋岩
体にかけての地域では，花崗閃緑岩中及びジュラ系地層
群中に，角閃石安山岩と凝灰角礫岩の貫入体が少量なが
ら見出される．後述するようにそれらは 16～15 Maの
角閃石 K–Ar鉱物年代を示すことから，中新世中頃に貫
入した火山岩類である．なお，本地域周辺でこの時期の
火成活動を示すものは本岩以外に見あたらず，また本岩
が今後周辺各地で見つかる可能性もあるので，現段階で
は固有の層序単元名称を付けない．

6. 1　角閃石安山岩及び凝灰角礫岩（An）

6. 1. 1　角閃石安山岩
分布
本地域北西部において，久慈市山形町川井からその西
方の荷軽部にかけての川井川沿いに，ジュラ系地層群を
貫く岩脈として点在する．また平庭岩体の北端近くで，
花崗閃緑岩を貫いてほぼ南北に伸びている（久保，
1987）．
岩相
本岩は，風化した表層部は淡褐色，新鮮な内部は灰白
色を呈する細粒緻密な斑状岩で，径数 mmの斜長石と
普通角閃石が斑晶として認められる（第 6. 1図 a）．岩
石帯磁率は 27 × 10-3 SIU前後である．

岩石記載
角閃石安山岩．
斑晶：斜長石・普通角閃石・単斜輝石・斜方輝石・不透
明鉱物．
石基：斜長石・磁鉄鉱・淡緑褐色粘土鉱物・アパタイト・
不透明鉱物．
斑晶の斜長石は，長径 0.2～2 mmの自形～半自形で明瞭

な反復累帯構造を示す．しばしば集斑状をなす．普通角
閃石斑晶は，長径 0.4～3 mmの角がやや丸味を帯びた自
形～半自形結晶で，周囲をオパサイト縁で取り巻かれて
いる．稀に 6 mmに及ぶ長柱状結晶が認められる．褐緑色
で，弱い反復累帯構造を示す．融食による湾入が認めら
れることがある．単斜輝石及び斜方輝石は半自形，径 0.5

～2 mmで，普通角閃石や不透明鉱物と共に集斑状をなす
ことが多い．単斜輝石には累帯構造が認められる．斜方
輝石は弱い多色性を示す．輝石の含有量は少なく，全く
含まれない場合もある．斑晶の不透明鉱物は磁鉄鉱で，
半自形または丸味を帯びた他形粒状で，径 0.1～0.4 mmで
ある．単独で，もしくは普通角閃石斑晶の縁辺部に部分
的に包有されて存在する．石基は填間状で，微細な斜長
石と不透明鉱物の磁鉄鉱の粒間を少量のガラス起源と思
われる淡緑褐色粘土鉱物が埋めている．稀に方解石で充
填された微小な孔隙が認められる．石基の斜長石は，高
屈折率で長柱状～短冊状の自形粒子と半自形ないしは不
定形で低屈折率の粒子とに識別され，両斜長石及び淡緑
褐色粘土鉱物の三者の量比は，岩脈ごとに多様である．

6. 1. 2　角閃石安山岩凝灰角礫岩
分布
久慈市山形町川井の南西 6 kmに位置する明神岳の西方

600 mの山腹を南北に走る道路の東側切り割に，幅数m
に亘って露出している．
岩相
本岩は，径数 mmから最大 10数 cmに及ぶ安山岩及
び花崗閃緑岩，極く稀にチャートの角礫～亜角礫と，径
2～20 mmの普通角閃石及び輝石の粗粒結晶，及びそれ
らの間を埋める褐灰色の細粒基質部からなる不均質な岩
石である（第 6. 1図 c，d；久保，1987）．周囲の花崗閃緑
岩との接触境界は確認できないが，新鮮な花崗閃緑岩の
細片を多数包有すること（第 6. 1図 b）や，基質部の構
成鉱物が安山岩質包有岩片の構成鉱物と同質であるこ
と，基質部中の普通角閃石などの粗粒結晶の外形が自形
または融食形もしくは明瞭な破断面であること，表土由
来の物質を含まないことなどから，本岩は花崗閃緑岩を
貫く角閃石安山岩質の火道角礫岩的貫入岩であると考え
られる．なお本露頭は，600 m北方で花崗閃緑岩中に貫
入している南北に伸びる角閃石安山岩岩脈の南方延長線
上に位置している．
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(a) (b)

(c) (d)

200 µm 500 µm

第 6. 1図　貫入岩の顕微鏡写真
（a）角閃石安山岩岩脈．斜長石の平行配列による流理構造が顕著である．（b）–（d）角閃石安山岩凝灰角礫岩（久慈市山形町
明神西方 600 m）．（b）は角閃石安山岩凝灰角礫岩の花崗閃緑岩岩片含有部．左下の粗粒結晶集合体は母岩由来の花崗閃緑
岩岩片．（c），（d）では細粒基質中に普通角閃石・単斜輝石・斜方輝石・磁鉄鉱の結晶片と安山岩の亜角礫（画面右端中央部）
が認められる．a，b，d：直交ニコル，c：単ニコル．P：斜長石，H：普通角閃石，Cp：単斜輝石，Op：斜方輝石．（c）と（d）
は，久保（2010）の第Ⅲ図版の写真 3から転載．

岩石記載
角閃石安山岩凝灰角礫岩．
含有角礫：石英閃緑岩・安山岩．
石英閃緑岩角礫は，普通角閃石のポイキリティック組織
や岩石学的特徴から見て，平庭岩体の角閃石石英閃 緑岩
のより粗粒で普通輝石に富む苦鉄質な部分に相当する．
斜長石のソーシュライト化が認められる．安山岩角礫は，
斜長石・普通角閃石・単斜輝石・斜方輝石・磁鉄鉱・粘
土鉱物などから成り，ピロタキシティック組織を示すも
の，シリイット組織のもの，填間状組織のものなどがある．
斑晶鉱物の特徴や組織は，前述の川井川沿いの角閃石安
山岩とよく似ている．
含有結晶片：普通角閃石・単斜輝石・斜方輝石・磁鉄鉱．
微細な基質部中に，粗粒の単独粒子として普通角閃石・
単斜輝石及び斜方輝石が分布する．普通角閃石が最も多
く，斜方輝石は比較的稀である．普通角閃石は褐緑色，
長径 0.5～20 mmでやや丸味を帯びた自形～半自形であ

る．オパサイト縁を持たないことで，安山岩岩片中の普
通角閃石とは明瞭に区別できる．輝石は径 3～10 mmの自
形～半自形で，斜方輝石はより細粒である．単斜輝石は
累帯構造を有し狭いリムが認められる．
基質：粗粒の岩片及び結晶の間を埋めて，それらとは肉
眼で明瞭に区別できる程度に細粒の基質部も，鏡下では
径数 mm程度の岩片及び結晶を多数含んでおり，角礫岩
片としての境界を有しない間隙充填的な部分は量的には
僅かである．この部分は，径 0.3 mm以下の斜長石・普通
角閃石・単斜輝石・斜方輝石・磁鉄鉱・黒雲母（極く稀）
の自形結晶もしくはその破片と，それらの粒間を占める
淡黄～淡緑褐色の粘土鉱物からなる．粒子の粒径分布や
配列に規則性は認められない．

6. 2　地質学的位置づけ

川井南西部の国道 281号線（旧道）の屈曲部に分布す
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る角閃石安山岩岩脈は，その北縁部が一部角礫岩～破砕
岩様で，その他の大部分は比較的新鮮な均質岩からなる．
この均質岩中の普通角閃石については，K–Ar年代値と
して 15.2 ± 0.9 Ma（久保，2010）が報告された（第 6. 1
表）．また，明神岳の西側山腹で平庭岩体の花崗閃緑岩
中に露出する角閃石安山岩凝灰角礫岩については，基質
部中の普通角閃石の K–Ar年代値として 16.1 ± 2.0 Ma
（久保，1987）が得られている．前述の通り，角閃石安
山岩凝灰角礫岩中の安山岩岩片は，角閃石安山岩岩脈と
記載岩石学的特徴がよく似ており，分布も非常に近接し
ている．これらのことから，両者は同一の火成活動の産
物で，各々岩脈と火道角礫岩に相当すると考えられる．

これらの岩脈や火道角礫岩の存在は，当地域に中新世中
頃の火山活動があったことを示している．本地域周辺で
本岩に対比可能な地層としては，約 20 km西方の葛巻町
西方や北西方の一戸町に分布する中新統四

よ

ッ
つ

役
やく

層の傾
けい

城
せい

峠
とうげ

火山岩部層（北村，1981；辻野・工藤，2018）がある．
このことは，東北日本中軸部に発達する新第三紀火山岩
類の活動域の東限が，従来考えられていた位置（傾城峠
火山岩部層の分布域に相当）よりも，かなり東方の地域
まで達していたことを示している（久保，1987）．本地
域の火山岩の分布や産状からみて，本地域内での活動の
規模は比較的小さく，地表噴出物はもしあったとしても
少量であったと推測される．

試料番号 岩 石 測定鉱物 K
（%）

年 代
（%） （Ma）

放射性起源   Ar40 大気   Ar 混入率40

（10   ml/g）-5

GSJ M 18519

GSJ R 82559

角閃石安山岩凝灰角礫岩

角閃石安山岩岩脈

普通角閃石

普通角閃石

0.23
0.23

0.12
0.12

0.15
0.13

0.06
0.07

19.9
12.5

18.4
20.4

平 均

平 均

16.7 ± 2.0
14.5 ± 3.0

16.1 ± 2.0

14.5 ± 1.3
15.8 ± 1.3

15.2 ± 0.9

第 6. 1表　角閃石安山岩岩脈及び凝灰角礫岩の K–Ar年代

GSJ M18519のデータは久保（1987），GSJ R82559のデータは久保（2010）による．測定は両試料とも Teledyne Isotope社による．久保
（2010）の第 1表を転載．
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第 7章　第 四 系

（工藤　崇）

7. 1　概要及び研究史

陸中関地域の第四系は，下部更新統の水無層，上部更
新統の河成段丘堆積物，上部更新統 –完新統の山麓及び
埋谷緩斜面堆積物，完新統の氾濫原及び谷底低地堆積物
からなる．水無層は，本地域北東部に相当する北上山地
東縁に沿って分布する海成段丘堆積物であり，水無面を
構成する．本層は主に軟質の砂岩～未固結の砂層からな
り，砂鉄層を頻繁に伴う．河成段丘堆積物は，本地域の
河川に沿って分布し，主に礫及び砂からなる．山麓及び
埋谷緩斜面堆積物は，崖錐堆積物，沖積錐堆積物，山間
の扇状地堆積物，小規模な地すべり堆積物のほか，成因
によらず緩斜面を構成する礫層主体の堆積物を一括した
ものであり，主に礫及び砂からなる．氾濫原及び谷底低
地堆積物は，河川沿いに明瞭な平坦面を成して分布し，
かつ段丘化を受けていない礫，砂及び泥からなる堆積物
である．
本地域の第四系については，これまで以下のような研
究報告がある．田山（1931）は，本地域北東端部を一部
に含む北上山地東縁部の海成段丘について，段丘面区分
と段丘地形の記載を行った．佐々（1932）は，本地域北
東端部を含む久慈市付近の白亜系から第四系までについ
て，比較的詳細な地質記載を行ない，地史について考察
を行った．小田・野口（1942），渡邊（1944）及び鈴木
ほか（1953）は，水無層に胚胎する砂鉄鉱床の産状や分
布状況を報告した．米倉（1966）は，本地域を一部に含
む三陸海岸北部（陸中海岸）の沿岸地域について，段丘
面区分や段丘構成層の記載を行ない，地形発達史と海水
準変動について考察を行った．目加田（1973）は，土地
分類基本調査による 5万分の 1表層地質図「陸中関」の
中で，概略のみであるが第四系の記載を行った．隣接す
る 5万分の 1地質図幅としては，「陸中野田」（島津・寺
岡，1962），「陸中大野」（吉田ほか，1987）が刊行されて
おり，本地域に分布が連続する第四系について記載がな
されている．吉田ほか（1987）以降は，本地域の第四系
についての研究報告例はほとんど存在しない．

7. 2　水無層（Mz）

地層名
命名は佐 （々1932）による．「水無」の読みについては，
佐 （々1932）では漢字名のみの記載だが，吉田ほか（1987）

は「みなし」としている．一方，地名としての「水無」
の読みは，国土地理院によると「みずなし」である．ま
た，本層が構成する地形面（水無面；佐々，1932）とし
ての読みは，「みずなし」とされている（米倉，1966；
小池ほか編，2005）．佐々（1932）が「水無」を「みず
なし」もしくは「みなし」のどちらで呼んでいたのか，
現在では確かめることはできないが，本報告では「水無」
の読みを，それを最初に示した米倉（1966）に従い，「み
ずなし」とする． 
定義
佐々（1932）は，陸中関地域とそれに隣接する陸中大
野地域・陸中野田地域にかけて，北上山地東縁に沿って
分布する最高位段丘面を「水無面」と命名し，この段丘
面を構成する砂主体の地層を「水無層」と定義した．本
層は，島津・寺岡（1962）では「高位段丘堆積物」とし
て記載されている．水無面は，田山（1931）による「下

しも

閉
へ

伊
い

段丘」に相当する．
模式地
佐々（1932）は模式地を明示していない．地層名の由
来地は，陸中関地域北東部，岩手県久慈市大

おお

川
かわ

目
め

町水無
である．ただし，現在この付近は地層の露出が極めて悪
く，本層の岩相を確認することが困難である．そこで，
本層の典型的な岩相（第 7. 1図）を観察できる場所とし
て，岩手県久慈市大川目町荒

あら

津
つ

前
まえ

付近を挙げておく．水
無面の模式地は，米倉（1966）により，水無付近とされ
ている．
分布及び地形
水無層は，本地域北東部，水無付近から久慈市小久慈
町古

ふる

山
やま

北西にかけて，北上山地の東縁に沿う形で北西 –
南東方向に分布する．本層は水無面（佐々，1932；米倉，
1966）の段丘構成層である．段丘面は，標高 240～ 300 m
付近にあり，北東へ向かって 2°程度で緩やかに傾斜す
る．段丘面の幅は 1.6 km以下である．段丘面は平坦な
地形を示すが，若干の開析を受けるとともに，砂鉄鉱床
の採掘による人工改変も被っており，現状では緩やかな
凹凸のある地形を示す．
本層はいずれの場所でも極めて露出が悪く，露頭情報
のみで分布を把握することが非常に困難である．そこで，
本層の分布を地質図に描くにあたっては，地形情報を参
考にするとともに，以下の資料を用いた．本層は，砂鉄
層を豊富に含むことから，1950年代以前は砂鉄鉱床と
して盛んに採掘された（例えば，Neil，1925；溪，1928；
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佐々，1932；小田・野口，1942；渡邊，1944；鈴木ほか，
1953）．1948年に撮影された空中写真によると，水無周
辺の各所において露天掘が行われており，表層に分布す
る本層を剥ぎ取るような形で採掘が進んでいる様子が見
て取れる．現在ではこれらの採掘跡地は全て森林化し，
地層の露出はほとんど確認できないが，これらの採掘跡
地には，現在でも本層が存在すると推定して，分布を描
いた．また，採掘が行われていた時期には，砂鉄鉱床に
関するいくつかの報告がなされている（例えば，小田・
野口，1942；渡邊，1944；鈴木ほか，1953）．特に小田・
野口（1942）には，水無付近における 50 mグリッドの
砂鉄鉱床分布平面図と複数地点の鉱床断面図が掲載され
ている．砂鉄鉱床の分布域は，本層の分布域と見なすこ
とができることから，それらの分布域には本層の分布を
描いた．

構造
本層の傾斜は 2°程度でほぼ水平層をなす．ただし，
一部では 5～ 10°程度傾斜することがある．
層厚
荒津前付近における分布状況から，最大でも 20～ 10 m

程度と推定される．
層序関係
本層は，ジュラ系地層群（高屋敷コンプレックス）及
び下部白亜系深成岩類（滝の沢岩体）を不整合に覆い，
風成土壌層に覆われる．荒津前の露頭（北緯 40°9′33.73″，
東経 141°41′16.44″）では，風化したジュラ系の泥岩を本層
の極細粒～細粒砂岩がアバット不整合で覆う関係が認め
られる．また，大川目町馬

ま

内
ない

北西の露頭（北緯 40°9′9.11″，
東経 141°41′32.12″）では，ジュラ系泥岩を本層の砂礫層
が不整合に覆う．渡邊（1944）は地質断面図において，

(a) (b)

(c)

第 7. 1図　水無層の露頭写真
（a）平行層理を示す砂岩．鉄鉱に富む部分（砂鉄層）と鉄鉱に乏しい部分が厚さ数 cm以下の間隔で互層する．久慈市大川
目町荒津前の露頭（北緯 40°9′36.12″，東経 141°41′17.33″）．（b）生物擾乱を受けた塊状～弱成層砂岩．生痕化石を含む．久
慈市大川目町荒津前の露頭（北緯 40°9′35.24″，東経 141°41′15.05″）．ねじり鎌の柄の長さは 26 cm．（c）ハンモック状斜交
層理を示す極細粒～細粒砂岩．久慈市大川目町荒津前の露頭（北緯 40°9′33.52″，東経 141°41′25.63″）．
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本層がジュラ系の地形的凸部をアバット不整合で覆う様
子を示している．本層を覆う風成土壌層は，ローム質で
褐色を呈する．本研究における調査では，層厚数 m～
数 10 cm程度の断片的な風成土壌層の露出を確認した．
これまで風成土壌層中からテフラは確認されていない．
風成土壌層の層厚は，1～ 10 m内外（小田・野口，1942），
10 m以上（渡邊，1944），12 m（米倉，1966）という報
告がある． 
岩相
主に軟質の砂岩～未固結の砂層からなる（第 7. 1図）．
一部の砂岩～砂層では，亜円礫の細礫～中礫を混える場
合や，稀に亜円礫からなる層厚数 cm程度の細～中礫層
を挟むことがある．また，本層の基底には，中礫大のジュ
ラ系地層群由来角礫を含む砂礫層が見られることがあ
る．
砂岩～砂層は，極細粒砂～細粒砂からなるものが多く，
暗褐灰色～褐灰色～淡褐灰色～黄褐色を呈する．鉄鉱を
多く含むほど色が暗色となる．砂岩～砂層は，平行層理・
葉理を示す岩相（第 7. 1図 a）が優勢であり，その他に，
平板状斜交層理，トラフ型斜交層理，ハンモック状斜交
層理を示す岩相（第 7. 1図 c）が認められる．一部では，
生物擾乱を受けた塊状～弱成層砂岩（第 7. 1図 b）が見
られる．平行層理・葉理を示す砂岩～砂層は，しばしば
鉄鉱に富む部分（砂鉄層）と鉄鉱に乏しい部分が厚さ数
cm以下の間隔で互層を構成する．
本層は砂鉄層を豊富に挟有する（例えば，佐々，1932；
小田・野口，1942；渡邊，1944；鈴木ほか，1953；南部，
1961；米倉，1966；吉田ほか 1987）．渡邊（1944）によ
ると，水無南東にかつて存在した元山採掘場では，南北
少なくとも 300 m，東西 200 m以上に亘るほぼ水平な砂
鉄層が整然と堆積し，その厚さは 3 mに及ぶと記載され
ている．現在，本地域内において品位良好な砂鉄層は露
頭では確認できない． 
化石
本層の生物擾乱を受けた塊状～弱成層砂岩は，生痕化
石を多く含む（第 7. 1図 b）．渡邊（1944）は，荒津前
南東にかつて存在した村田山採掘場の本層から軟体動物
化石が産出したと記載している．Hatai and Imaizumi
（1965）は，「久慈北西方高地の砂鉄層」より，海棲貝化
石の産出を報告している．吉田ほか（1987）は，この砂
鉄層が水無層に相当すると推定している．
堆積環境
本層は，生痕化石や海棲貝化石の産出から海成層と判
断される．本層の主体は，砂鉄層を頻繁に伴う平行層理・
葉理の砂岩～砂層からなる．これらは前浜環境を特徴付
ける堆積相である（例えば，斎藤，1989；増田ほか，
1995）．また，本層の一部では，波浪の影響を示すハンモッ
ク状斜交層理が認められるが，これは主に外浜環境で形
成される堆積相である（例えば，斎藤，1989；八木下，

2001）．以上から，本層は主に前浜～外浜環境で堆積し
たと考えられる．
年代
小池・町田編（2001）は，水無面を海洋酸素同位体ス
テージ 19の海成段丘と推定した．この見解は，その後
の小池ほか編（2005）でも踏襲されている．ただし，こ
れは三陸海岸北部（陸中海岸）沿いの海成段丘面群を，
酸素同位体比変動曲線の高海面期に順次当てはめて推定
したものであり，具体的なデータに乏しい．しかし，こ
れ以外に年代資料が存在しないことから，本報告では，
本層の年代を海洋酸素同位体ステージ 19とし，その年
代は前期更新世最末期の 78万年前付近である（年代は
Lisiecki and Raymo，2005を参照）．本層の年代は 77万年
以降の中期更新世初頭にまで及んでいた可能性もある
が，本報告では前期更新世としておく．

7. 3　河成段丘堆積物（tr）

本地域北東端部の長内川下流域では，少なくとも 2段
以上の河成段丘地形が認められる．その他，やや不明瞭
かつ断片的ではあるものの，遠

とお

別
べつ

川
がわ

流域の久慈市山形町
沼
ぬま

袋
ぶくろ

付近ならびに霜
しも

畑
はた

付近，川井川流域の山形町川井
付近，川又川流域の山形町上小国～下小国付近において，
局所的に河成段丘地形が認められる．いずれも分布は極
めて小規模である．これらの河成段丘の構成層を「河成
段丘堆積物」として一括して示す．本堆積物は，複数段
の段丘地形を構成するが，本地域全体で統一的に段丘面
を細分することが困難であった．そのため，段丘面毎に
堆積物の細分は行なっていない．
既存研究報告において本堆積物は，佐々（1932）では

「上位沖積層」，目加田（1973）では水無層とともに「砂
礫」として一括され示されている．また，島津・寺岡（1962）
では「中位段丘堆積物」として記載されている．長内川
下流域の河成段丘地形については，田山（1926）では
「種
たね

市
いち

段丘」，佐 （々1932）では「高位沖積面」，米倉（1966）
では「種市面」として示されている．また，小池・町田
編（2001）でも河成段丘として示されている．
段丘面と現河川による氾濫原との比高は以下の通りで
ある．長内川下流域では，少なくとも 2段の段丘面が確
認でき，高位面の比高が 30～ 40 m，低位面の比高が約
20 mである．その他，遠別川流域では比高 10～ 20 m，
川井川流域の川井付近では比高約 10 m，川又川流域で
は比高 10～ 15 mである．
本堆積物の層厚は，いずれの場所でも 5 m以下であ

り，数 10 cm程度のこともある．本堆積物は，礫層を主
体とし，砂層を伴う（第 7. 2図 a）．礫は巨礫大～中礫
大の亜円礫～亜角礫を主体とする．礫層と砂層が互層す
る場合は，礫層の厚さは数 m程度，砂層の厚さは数 10 
cm以下のことが多い．礫層は礫支持のものが優勢だが，
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(a) (b)

一部で基質支持のものが認められる．しばしば礫のイン
ブリケーションが認められる（第 7. 2図 a）．本堆積物
は数 10 cm以上の土壌層に覆われる．土壌層中にテフラ
は見つかっていない．本堆積物は，各所においてジュラ
系地層群や下部白亜系深成岩類，上部白亜系陸成 –浅海
成層を不整合に覆う（第 7. 2図 b）．
本堆積物に関する年代データは存在しない．小池・町
田編（2001）は，種市面を海洋酸素同位体ステージ 5e
の海成段丘と推定した．本堆積物が構成する長内川沿い
の段丘面は，種市面に対比されている（田山，1931；米倉，
1966）ものの，これらは海成段丘ではないため，この見
解をそのまま踏襲することはできない．本報告では，本
堆積物が水無面よりも低位の段丘地形をなすこと，現河
川による氾濫原よりも高位の段丘地形をなすことから，
本堆積物の年代を後期更新世とする．

7. 4　山麓及び埋谷緩斜面堆積物（v）

本報告では，山麓及び谷底付近において緩斜面を構成
する堆積物を「山麓及び埋谷緩斜面堆積物」として示す．
本堆積物は，崖錐堆積物，沖積錐堆積物，山間の扇状地
堆積物，小規模な地すべり堆積物のほか，成因によらず
緩斜面を構成する礫層主体の堆積物を含む．なお，河川
沿いに明瞭な平坦面をなして分布する堆積物について
は，「河成段丘堆積物」や「氾濫原及び谷底低地堆積物」
として示した．本堆積物は，分布面積は小規模であるが，
陸中関地域の全域に点在する．本堆積物の多くは，地形
から離水していないと判断されるが，一部では浸食を受
け段丘化しているものも認められる．例えば，久慈市山
形町岩井野付近では，本堆積物が扇状地状の緩やかな斜

面を構成するが，その末端部は高さ 3 m程度の段丘崖と
なっている． 
本堆積物は，いずれも層厚数 m程度であり，ジュラ
系地層群，下部白亜系深成岩類，上部白亜系陸成 –浅海
成層を不整合に覆う．本堆積物は，主に固結度の低い礫
層で構成され（第 7. 3図 a），一部で砂層を伴う．礫は
巨礫大～大礫大の角礫～亜円礫からなる．礫のインブリ
ケーションはほとんど認められない．礫層は，礫支持の
ものと基質支持のものが認められる．礫支持の礫層は，
塊状で角礫を主体とするものが多く，岩相から主に崖錐
堆積物からなると判断される．基質支持の礫層は，塊状
で亜角礫～亜円礫と基質の砂泥からなり，淘汰が悪く，
岩相から主に土石流堆積物からなると判断される．
本堆積物に関する年代資料は存在しない．地形から河
成段丘堆積物よりも若い堆積物と推定されるため，本報
告では本堆積物の年代を後期更新世 –完新世とする．

7. 5　氾濫原及び谷底低地堆積物（a）

河川沿いに明瞭な平坦面を成して分布し，かつ段丘化
していない堆積物を「氾濫原堆積物及び谷底低地堆積物」
として示す．本堆積物の分布面積は小規模であるが，陸
中関地域の全域に亘って河川沿いに分布が認められる．
特に，長内川下流域では比較的纏った分布を示す．本堆
積物の層厚は，数 m以下のことが多いが，長内川下流
域ではそれ以上に達する可能性がある．本堆積物は，固
結度の低い礫層（第 7. 3図 b），砂層，及び泥層からなる．
礫は巨礫大～大礫大の角礫～亜円礫からなる．本堆積物
は，現河川に伴う堆積物であり段丘化を受けていないこ
とから，完新統と判断される．

第 7. 2図　河成段丘堆積物の露頭写真
（a）河成段丘堆積物の大礫層と砂層からなる互層．礫は亜角礫からなり，平板状の形態で，インブリケーションを示す．久
慈市山形町下小国の露頭（北緯 40°5′18.47″，東経 141°37′23.81″）．（b）久慈層群の砂岩を不整合に覆う河成段丘堆積物の中
礫～巨礫層．久慈市小久慈町堀内の露頭（北緯 40°9′15.16″，東経 141°44′13.07″）．
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(a) (b)

第 7. 3図　山麓及び埋谷緩斜面堆積物ならびに氾濫原及び谷底低地堆積物の露頭写真
（a）山麓及び埋谷緩斜面堆積物の巨礫層．亜角礫からなり，塊状，基質支持で淘汰が悪い．葛巻町高

こう

家
け

領
ろう

の露頭（北緯
40°3′17.05″，東経 141°30′14.33″）．（b）氾濫原及び谷底低地堆積物の巨礫層．亜角～亜円礫からなり，塊状，礫支持で淘汰
が悪い．久慈市小久慈町日

ひ

吉
よし

町
ちょう

の露頭（北緯 40°9′38.95″，東経 141°44′39.74″）．
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第 8章　地 質 構 造

（中江　訓）

陸中関地域に分布する地質系統（第四系を除く）に見
られる主要な地質構造として，個々の地質系統に固有な
構造と複数の地質系統の分布を規制した構造とがある．
これらの形成時期の違いに基づくと，（a）ジュラ系地層
群（北部北上帯付加複合体）に見られる覆瓦構造・層序
単元境界断層，（b）ジュラ系地層群を変形させた褶曲構
造，（c）下部白亜系深成岩類の貫入と列状分布，（d）北
北西 –南南東性の縦走断層，ならびに（e）北東 –南西
性の横断断層に大別される（第 8. 1図）．（a）は沈み込
み付加作用に関連したジュラ系地層群の基本配列を支配
した構造であり，ジュラ紀の中頃～末期に形成されたと
判断される（詳細は第 3章）．また（c）は深成岩類の分
布方向を規制した構造であり，前期白亜紀に貫入したも
のである（詳細は第 4章）．従って本章では以下に，（b），
（d），（e）の地質構造について記述する．また，本地域
の重力異常と地質系統の分布の関連についても触れる．

8. 1　褶 曲 構 造

ジュラ系地層群が付加複合体として形成されたのち，
地層群全体の分布を規制する変形作用の結果としての巨
視的な褶曲構造（上記 b）が認められる．この褶曲構造は，
北北西 –南南東走向で鉛直あるいは南西に傾斜した軸面
と南に緩く沈下する軸を持つ，複数の向斜と背斜から構
成されている．それらのうち顕著で主要なものは東から，
下
しも

戸
と

鎖
くさり

背斜・深
ふか

田
だ

向斜・橋
はし

場
ば

向斜・葛
くず

形
がた

背斜・平
ひら

庭
にわ

岳
だけ

向斜である．背斜軸の周辺には最下位の茅森コンプレッ
クスあるいは高屋敷コンプレックスが，深田向斜・橋場
向斜の軸周辺には高屋敷コンプレックスが，また平庭岳
向斜の軸周辺にはより上位の合戦場コンプレックス・大
鳥コンプレックスが分布する（第 3. 3図，第 8. 1図）．
褶曲構造の形成時期については，次のように推定され
る．陸中関地域において，ジュラ系地層群の付加時期は
ジュラ紀キンメリッジアン期までであるが，付加時期が
確定していない茅森コンプレックスでは，さらに若くな
る可能性がある．また陸中関地域以外では，下北半島に
分布する尻

しり

屋
や

崎
ざき

層群がジュラ系地層群として最も若い付
加時期（ジュラ紀チトニアン期後半から白亜紀バランギ
ニアン期 –オーテリビアン期：松岡，1987；Ueda et al.，
2018）を示す．一方，褶曲構造は平庭岳岩体や天神森岩
体などの深成岩類の貫入によって明瞭に断たれている．
この深成岩類から得られた黒雲母 K–Ar年代値は 122～

117 Ma（白亜紀アプチアン期：Kawano and Ueda，1965）
を示す．K–Ar年代値は冷却年代とみなされるが，これ
らの層序的・時代的関係から褶曲構造の形成時期は，白
亜紀オーテリビアン期より新しくアプチアン期までは至
らないと推定される．

8. 1. 1　背斜
（1）下戸鎖背斜
本地域東部の久慈市山根町下

しも

戸
と

鎖
くさり

から南南東に伸びる
軸を持つ背斜で，杉本（1974）によって命名・定義され
た．久慈市荒

あら

津
つ

前
まえ

の西から根井にかけて同方向に伸びる
背斜も，下戸鎖背斜の北方延長に位置付けられる．根井
から下戸鎖の間は，遠川断層によって背斜構造が断たれ
軸が欠損している．この背斜構造により，高屋敷コンプ
レックス（沢山川玄武岩）の分布が V字状の形態をな
している．
下戸鎖背斜の軸付近に分布するジュラ系地層群は両翼
とも西傾斜を示す．西翼では 50°～70°西傾斜・西方上
位であるのに対し，東翼ではより急傾斜（70°～85°程度）
の西傾斜で東方上位を示す．つまり，軸面が高角西傾斜
すると共に東翼の地層群が逆転した転倒背斜をなしてい
る．久慈市荒津前 –根井 –下戸鎖より東側の地域は下戸
鎖背斜の東翼部に当たるため，ここに分布する高屋敷コ
ンプレックスの構成岩類は西傾斜・東上位を示している．

（2）葛形背斜
本地域中央部東寄りの久慈市山根町葛形の南東方から
端
はし

神
がみ

にかけて南南東に伸びる軸を持つ背斜に対して，杉
本（1974）が命名・定義した．端神よりさらに南方と，
山根町木

き

売
うり

内
ない

からさらに北北西方へと，背斜軸の延長が
追跡される．葛形の南東から木売内の間と端神のやや南
方では，木売内断層によって背斜構造が断たれ軸が欠損
している．背斜軸の東西ではジュラ系地層群の傾斜角が
異なり，西翼より東翼の方が若干急傾斜になっている．
このことから軸面が高角に西傾斜すると見なされる．

8. 1. 2　向斜
（1）深田向斜及び橋場向斜
本地域東部において，高屋敷コンプレックス（沢山川
玄武岩・安家石灰岩）分布域に認められる複向斜として，
杉本（1974）が深田 –橋場向斜として命名・定義したも
のであるが，本報告では 2つの独立した構造として分離
し，それぞれを深田向斜・橋場向斜とする．ただし両者
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第 8. 1図　陸中関地域に見られる主要な地質構造の概要

の近傍にも，小規模だが同方向の背斜が存在する．
深田向斜は，久慈市山形町繋付近から南南東方向の山
根町深田・保

ほ

礼
れ

羅
ら

を経て上戸鎖付近に達する軸をもつ．
向斜の西翼では高角西傾斜・東上位を示す露頭が見られ
る（第 3. 10図 a）ことから，深田向斜は転倒向斜であ
ると判断される．橋場向斜は深田向斜の約 1 km南西側
を並走し，山根町横倉から橋場・得部を経て大月峠に至
る南南東方向の軸をもつ．両者とも向斜軸の西翼より東
翼のジュラ系の方が若干緩傾斜になっていることから，
軸面が高角に西傾斜すると見なされる．

（2）平庭岳向斜
本地域西部においてジュラ系を大規模に変形させる向
斜構造に対し，杉本（1974）が命名・定義した．岩泉町
域内の安家川上流域から北西に伸び平庭岳山頂に向かう
方向と，遠別川上流域から北北西へ向かい久慈市山形町

合戦場・明神へ至る方向の 2つの向斜軸が見られる．こ
れらは互いに独立した構造ではないため，平庭岳向斜と
して一括する．向斜軸の北西側に向けて合戦場コンプ
レックス及び大鳥コンプレックスの地層群の分布が閉じ
ていること，さらに向斜翼部より向斜軸近傍における地
層の傾斜角がより低角になっていることから，向斜軸が
南東に向けて沈降していることが明確にわかる．両翼で
の地層の傾斜角に顕著な違いが見られないことから，向
斜軸面はほぼ鉛直であると見なされる．

8. 2　高角傾斜断層

断層の認定にあたっては，実存する断層露頭を確認す
ることが最も正確である．一方，同一の岩相を持つ一連
の地層・岩体の連続性がある地点を挟んで水平方向の隔
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離が認められる場合，断層の存在が確実であると言える．
また，地形的に明瞭で直線的なリニアメントが存在し，
それに沿って岩相が顕著に異なる場合においても，断層
の存在が確実視される．野外調査において断層露頭が見
出せなくても，この様な地形的・地質学的根拠が明確に
示される場合，存在確実な断層として扱った．
陸中関地域に形成された高角傾斜の断層には主に，
ジュラ系地層群が示す走向の卓越方向にほぼ平行な北西
–南東（ないし北北西 –南南東）方向の縦走断層（上記
dに相当）と，これらに対し大きく斜交する北東 –南西
方向の横断断層（上記 eに相当）が認められる．傾斜角
はどちらの断層でも，80°～90°程度である．
縦走断層は，その延長距離が 10～15 km程度であり，
おおよそ 1～3 kmの間隔で並走する．断層に沿う水平方
向の変位センスは左右両方が見られるが，明瞭な横ずれ
が認められない場合もある．また鉛直方向の変位につい
ては，変位量が数 10～100 m程度の小さな断層では南西
落ちが多く，変位量が数 100 mを超える断層では北東落
ちが優勢となる傾向がある．横断断層では，3～20 km
あるいはそれ以上の延長距離をもち，500 m～2 km程度
の間隔で並走する．断層に沿って，縦走断層ならびに急
傾斜する褶曲軸面の軸跡が比較的明瞭に右横ずれ変位セ
ンスを示すことから，鉛直方向より水平方向の変位量が
優勢であったと推定できる．
高角傾斜断層の活動時期については，以下のように判
断できる．縦走断層は，ジュラ系地層群と共に褶曲構造
や深成岩類（岩体）に変位を与え，さらに一部の断層で
は上部白亜系久慈層群中にも露頭が見られることから，
その活動時期は後期白亜紀（カンパニアン期）以降まで
及んだと見なされる．横断断層については，縦走断層に
変位を与えると共に中期中新世に貫入した火山岩類を切
断し，さらに下部更新統の水無層に覆われていることか
ら，その活動時期は新第三紀の範囲内と推定される．

8. 2. 1　縦走断層
杉本（1974）は，縦走断層を褶曲形成に関連づけた上
で，その一部が層序単元境界をなす高角西傾斜の衝上断
層であると見なした．しかしながら第 3章で記述したよ
うに，層序単元（コンプレックス）間の初生的な境界断
層は，下位の層序単元の走向に斜交することはあるが，
上位の層序単元の走向に対しては比較的平行であり，境
界断層の傾斜角は中程度（50°～70°）であることが多い．
さらに本調査の結果に基づくと，杉本（1974）が示した
層序単元境界の一部（馬

ま

内
ない

– 𣕚
とも

ノ
の

木
き

–遠
とお

川
かわ

断層，あるい
は茅森 –浅子沢断層）は，並走する二条の縦走断層を一
条の衝上断層として扱ったものと想定される．つまり後
述する様に，馬内 – 𣕚ノ木 –遠川断層は馬内断層と遠川
断層に，茅森 –浅子沢断層は繋

つなぎ

断層と木
き

売
うり

内
ない

断層に分離
される．以下に，主要な縦走断層について記述する．

（1）馬内断層
馬内断層は，馬内 – 𣕚ノ木 –遠川断層（杉本，1974）の
北半部を本報告において再定義・改称するもので，本地
域北東部の久慈市馬内から北西及び南東に伸びる約 5 km
の断層である．左横ずれまたは南西落ちの変位センスが
推定される．断層の北側延長は，久慈川北岸の根

ね

森
もり

（北
隣の陸中大野地域南東部）付近において，根森断層に断
たれる（吉田ほか，1987）．南側延長は久慈市山根町根

ね

井
い

周辺で途絶えるが，小田瀬 –下戸鎖東方に見られる同
方向の断層に連続する可能性もある．荒津前より北方（断
層北部）では，西側の茅森コンプレックスと東側の高屋
敷コンプレックス下部（沢山川玄武岩）との明瞭で直線
的な岩相境界をなしている．これに対して馬内より南方
（断層南部）では，高屋敷コンプレックス中部（安家石
灰岩）を通過する．荒津前北西では，上述の岩相境界付
近に剪断された泥質混在岩が見られる．

（2）遠川断層
遠川断層は，馬内 – 𣕚ノ木 –遠川断層（杉本，1974）の

南半部とその南方に延長する断層を合わせて，本報告に
より再定義・改称するものである．水平方向より鉛直方
向の変位量（500 m以上）が優勢で，北東落ちの変位セ
ンスが推定される．本地域北東部の久慈市山根町根井の
西方から山根町川又・𣕚ノ木・遠川・下戸鎖を経て中

なか

戸
と

鎖
くさり

付近に至る約 9 kmの北北西 –南南東方向に伸びる
断層である．南端は，中戸鎖北方において北東 –南西方
向の高角傾斜断層によって一旦断たれるが，さらに南東
方向に延長する可能性がある．川又の北北西から𣕚ノ木
を通り遠川付近にかけては，西側の茅森コンプレックス
と東側の高屋敷コンプレックス下部（沢山川玄武岩）と
の直線的で明瞭な岩相境界をなしているが，そこから南
側では沢山川玄武岩ならびに高屋敷コンプレックス中部
（安家石灰岩）内を通過し，さらに下野付近から赤間立
までは安家石灰岩と高屋敷コンプレックス上部（混在岩）
の岩相境界をなしている．久慈市滝の西方 200 mにおい
て断層露頭が，杉本（1974）によって報告されている．

（3）馬越断層
馬
ま

越
ごし

断層を，本地域南東部の久慈市山根町馬越から南
南東の上

かみ

戸
と

鎖
くさり

ならびに大月峠へ向けて伸びる高角傾斜の
縦走断層として，本報告で命名・定義する．北方への延
長は不明である．南南東の大月峠よりさらに南方へも連
続すると見られ，総延長は 8 km以上に及ぶ．馬越から
南方の上戸鎖付近では安家石灰岩中を通過するため，変
位は不明である．上戸鎖より南方では安家石灰岩とその
上位のチャート・粘板岩質泥岩（高屋敷コンプレックス
上部）との直線的で明瞭な岩相境界をなしており，この
区間の変位センスについては，南西落ちが想定される．
断層の南端は，高屋敷コンプレックス上部のチャートと
粘板岩質泥岩の岩相境界をなす．

（4）繋断層
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繋断層は，本報告において新称する断層である．本地
域中央部北寄りにおいて，久慈市山形町茅森 –繋 –深田
の西側に約 7 kmに亘って北西 –南東方向に連続し，そ
の南側延長は北東 –南西方向の高角傾斜断層で断たれ
る．鉛直方向の変位量はあまり大きくないが，北東落ち
の変位センスが推定される．繋断層の主要部は，高屋敷
コンプレックス基底近傍の沢山川玄武岩内を通過する．
茅森付近では，茅森コンプレックス中に N38°W，80°E
の断層面を伴う幅 3 m程度の破砕帯が露出し，石灰岩に

付随する苦鉄質の細粒凝灰質泥岩と粘板岩質泥岩に伴う
チャートが接している（第 8. 2図 a）．また繋付近では，
高屋敷コンプレックス下部（沢山川玄武岩）の苦鉄質岩
が著しく破砕された露頭も確認された．

（5）木売内断層
本地域中央部東寄りの久慈市山形町女

おんな

供
ども

の東方にお
いて，茅森コンプレックスと高屋敷コンプレックスを画
する断層に対し杉本（1974）は，茅森 –浅子沢断層と命
名・定義した．しかしながら第 3章で記述した通り本報

50 cm

50 cm

30 cm

chch

t.mst.ms

50 cm

msms
dodo

msms
dodo

(a) (b)

(c) (d)

(e) (f)

第 8. 2図　高角傾斜の縦走断層
（a）茅森コンプレックス内に見られる繋断層．断層右側は破砕された苦鉄質細粒凝灰質泥岩（t.ms），左側はチャート（ch）．
（b），（c）木売内北方の川又川沿いに露出する木売内断層．（b）は林道沿いの露頭（破線の内側は断層破砕帯），（c）は川又川
河床の露頭．どちらも，断層左側は茅森コンプレックスの粘板岩質泥岩（ms），右側は高屋敷コンプレックスの破砕され
たドレライト（do）．（d）–（f）新田沢断層．（d）は細沢沿いの露頭，（e）は幅 1.5 m程度の破砕帯を伴う新田沢沿いの露頭で，
断層面にほぼ水平な条線（両矢印）が見られる（f）．矢印は断層面を示す．
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告では，この断層を北西 –南東方向の高角傾斜の縦走断
層として再定義し，木売内断層の新称を与える．水平方
向より鉛直方向の変位量（500 m以上）が優勢で，北東
落ちの変位センスが推定される．この断層は，久慈市山
根町木売内から北西の久慈市山形町大

おお

矢
や

内
ない

付近と南東の
山根町端神にかけて約 15 kmに亘って追跡される．大矢
内北方で木売内断層は一旦途絶えるが，大矢内北方から
川井川にかけて北西 –南東方向の断層が木売内断層に対
し平行に位置する．本断層の大部分は茅森コンプレック
ス中を通過し，南部では高屋敷コンプレックス下部（沢
山川玄武岩）内部を通過する．この間（木売内周辺）で
は，茅森コンプレックスと高屋敷コンプレックスを隔て
ている．ここでは杉本（1974）が報告したように，山形
町女供東方の川又川河床とこれに並走する林道沿いに，
N27°～38°W，80°～85°Eの断層面を持つ破砕帯が見ら
れる．断層の西側には茅森コンプレックスの泥岩が，東
側には沢山川玄武岩のドレライトが露出している（第
8. 2図 b，c）．

（6）外山断層
本報告において外

そと

山
やま

断層を，本地域北西部の久慈市山
形町下川井北西方から外山ならびに小渡を経て類

るい

瀬
せ

に至
る北西 –南東方向を示す約 8 kmの区間の高角傾斜断層
として定義し，新称を与える．変位量はあまり大きくな
い．類瀬より南方への延長は確認できない．北隣の陸中
大野地域では外山断層の延長上に北西 –南東方向の出る
町断層（吉田ほか，1987）が分布するが，断層の位置と
走向方向がほぼ一致するので，両断層は連続する可能性
もある．出る町断層はさらに北西隣の一戸地域における
辻ヶ沢断層に連続する可能性が指摘されている（中江，
2018）．これら三つの断層が連続する一条の断層である
とすると，その総延長は 30 kmにも及ぶ．外山から下川
井にかけての数ヶ所で，茅森コンプレックスの砂岩と高
屋敷コンプレックス中部の安家石灰岩が破砕された露頭
が確認された．

（7）内間木断層
本地域中央部南寄りの久慈市山根町内

うち

間
ま

木
ぎ

付近で北西
–南東走向を示す延長約 6 kmの高角傾斜断層を，内間
木断層として定義し新称する．変位量を見積もる直接的
な指標は無いが，地質断面図から鉛直方向に，南西落ち
センスと少なくとも 200 m程度の変位量が読み取れる．
北端は久慈市山形町上小国の南西付近に，南端は遠島山
の北方に達する．内間木断層の南半部は，高屋敷コンプ
レックス中部（安家石灰岩）の主体を構成する石灰岩と
その上位（高屋敷コンプレックス上部）の粘板岩質泥岩
や砂岩との明瞭な岩相境界をなす．そのため，安家石灰
岩の最上部を占める石灰岩チャート互層と共に高屋敷コ
ンプレックス上部の下底付近に位置するチャートが欠如
している．このような特徴は，杉本（1974）によって安
家層（＝高屋敷コンプレックス中部）と高屋敷層（＝高

屋敷コンプレックス上部）の境界断層として定義・命名
された川井 –小国 –栗山断層の特徴に類似している．こ
れに反し川井 –小国 –栗山断層が分布するとされる北半
部（山形町関 –間瀬）では，石灰岩チャート互層は欠如
することなくほぼ連続して露出する．つまり，川井 –小
国 –栗山断層の一部は高角傾斜の縦走断層である内間木
断層として存在するが，それ以外の部分は実在しないと
判断できる．従って本報告では，川井 –小国 –栗山断層
を破棄する．

（8）水無沢断層
水
みず

無
なし

沢
ざわ

断層は，本地域中央部の久慈市山形町関付近か
ら遠別川・水無沢・新

しん

田
でん

沢
ざわ

・細
ほそ

沢
ざわ

を横断して南東方向に
伸びる高角傾斜の縦走断層として，定義・命名する．延
長は約 6 kmである．鉛直方向に南西落ちの変位センス
が推定される．水無沢断層は，関付近で高屋敷コンプレッ
クス上部を通過するが，上小国西方の新田沢・細沢流域
では関コンプレックス基底の関 –大平断層を斜断し，高
屋敷コンプレックス上部との直線的で明瞭な岩相境界を
なす．上小国南西方では，破砕された高屋敷コンプレッ
クス上部の泥質混在岩が見られた．

（9）新田沢断層
新田沢断層は，久慈市山形町関の南西から遠別川・水
無沢・新田沢・細沢を横断して南東方向に伸びる高角傾
斜の縦走断層として，定義・命名される．延長が約 7 
kmの断層で，上記の水無沢断層の西側を並走する．鉛
直方向に南西落ちの変位センスが推定される．新田沢断
層の大部分は関コンプレックス内を通過するが，南東端
では合戦場コンプレックス基底の滝ノ沢 –蓬ヶ森断層を
僅かに斜断する．遠別川沿いでは，関コンプレックスの
珪質泥岩を破砕した N17°W，70°Wの断層が露出してい
る．細沢沿いの林道では，N37°W，72°Wや N39°W，
81°Wなど珪質泥岩の層理面に斜交した複数の断層が露
出している（第 8. 2図 d）．さらに新田沢では，粘板岩
質泥岩の劈開面に斜交する断層面（N20°W，70°W）を
伴う破砕帯（幅 1.5 m程度）が見られ（第 8. 2図 e），破
砕帯内の泥岩には上盤（断層西側）が下向きに変位する
小褶曲が確認された．また，この断層面上には水平の条
線（第 8. 1図 f）が見られることから，水平方向の横ず
れセンスを持った別個の変位が生じた可能性もある．

（10）安家川断層
本地域南西部では遠別岳北方から南東方向に伸び安家
川上流部の西側に沿って，合戦場コンプレックスと大鳥
コンプレックスとの明瞭な岩相境界が認識され，その位
置は連続的に追跡できる．従って本報告では，この岩相
境界を存在確実な高角傾斜断層として定義し，安家川断
層と命名する．変位センスとして左横ずれも想定される
が，鉛直方向の北東落ち変位センスが推定される．断層
西側には合戦場コンプレックスの主体をなす砂岩が，東
側には大鳥コンプレックスのチャート・珪質泥岩が分布
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する．南方延長は岩泉町坂本（南隣の門地域内）まで追
跡でき，総延長は 12 km以上に達する．

（11）袖山断層
本地域南西部において葛巻町高

こう

家
け

領
ろう

から安家森と袖
そで

山
やま

の間を通過し，さらに岩泉町坂本（南隣の門地域内）付
近で安家川断層に収斂する北西 –南東方向の高角傾斜断
層を，袖山断層と命名する．安家森と袖山の間では，断
層がそのまま連続するかあるいは途切れるかは，不明で
ある．鉛直方向の北東落ち変位量（500 m以上）が見積
もられる．北西端ではこの断層は，埋谷傾斜面堆積物に
被覆されるため伏在すると思われる．総延長は 13 km以
上に達する．この断層は，合戦場コンプレックスの砂岩・
チャートと平庭岩体南半部の石英閃緑岩を隔て明瞭な岩
相境界をなしている．高家領の南東では，砂岩・チャー
ト露頭の極近傍に破砕された石英閃緑岩の露出が見られ
た．

（12）葛巻断層
陸中関地域南西端から西隣の葛巻地域東部にかけて，

葛巻断層は関コンプレックスと葛巻コンプレックスの境
界をなす断層として位置付けられる．断層露頭は確認で
きていないが，本地域ならびに葛巻地域東端において，
関コンプレックスの粘板岩質泥岩・珪質泥岩の露頭と葛

巻コンプレックスの千枚岩質混在岩の露頭が 100～200 m
以内の範囲に分布することから，存在確実な断層として
その位置を特定した．変位の見積もりは困難である．な
お，葛巻断層の北方延長は，葛巻地域と一戸地域（北西
隣）において瀬

せ

月
つき

内
ない

川の左岸（西側）に沿って北北西に
向かい折

おり

爪
つめ

断層に連続する（大上・永広，1988）．これ
らの地域では，合戦場コンプレックスと葛巻コンプレッ
クスとの境界断層に位置づけられる（第 3. 4図参照）．
元々は，北部北上帯（狭義）と岩泉帯を隔てる葛巻構
造線として，時代と共に東方に移行する地向斜堆積盆を
規制する構造として意義づけられていた（島津ほか，
1970；杉本，1974）が，北部北上帯の亜帯区分において
は構造線の意味は無く，単なる断層であるとの解釈（大
上・永広，1988；永広ほか，2005）が弘まった．大藤・佐々
木（2003）は葛巻構造線にほぼ相当する位置に，白亜紀
の左ずれ剪断運動に関連した最大幅 4 kmの剪断帯（葛

巻剪断帯）の存在を指摘した．

8. 2. 2 横断断層
横断断層は，陸中関地域のジュラ系地層群や深成岩類
の分布を明瞭に切断・変位させていることから，容易に
その存在を認識できる．また北西 –南東方向の縦走断層
ならびに急傾斜する褶曲軸面の軌跡が，横断断層によっ
て系統的に右横ずれの変位を受けている．以下に，断層
露頭が確認された主な横断断層について記述する．

（1）川井断層
川井断層は，吉田ほか（1987）によって北隣の陸中大

野地域において定義・命名された右横ずれ変位を持つ高
角傾斜の横断断層である．本地域では，その南西延長が
分布する．久慈市山形町川井から南西の戈

この

神
かみ

に至る林道
沿いで，関コンプレックスの粘板岩質泥岩中に N20°E，
80°Wの断層が認められる．また川井の北東約 1 kmで
は，高屋敷コンプレックス上部のチャートと破断した砂
岩泥岩互層が破砕帯を境に接している．

（2）茅平断層
茅
かや

平
たい

断層は，久慈市小
こ

渡
わたり

付近から南西の平庭岳北側
を通り葛巻町江

え

刈
かり

川
がわ

付近に至る高角傾斜の横断断層とし
て，定義・命名される．延長は 10 km以上と見積もられ
る．断層の北東延長は小渡付近で不明瞭になり，南西端
は江刈川付近において埋谷緩斜面堆積物に覆われる．久
慈市山形町茅平の北東方で，著しく破砕された砂岩泥岩
互層が確認された．

（3）細沢断層
久慈市上小国から南西方に至る細沢に沿って分布する
高角傾斜の横断断層を，細沢断層と定義・命名する．断
層の南西端は岩泉町の安家川上流域で安家川断層を切断
する一方，北東延長は間木平・深田・岩脇を経て滝付近
に至る．総延長は 20 km以上に及ぶ．上小国付近では，
角閃石黒雲母トーナル岩から構成される小国岩体の南東
縁が直線的に切断され，茅森コンプレックスの粘板岩質
泥岩ならびに泥質混在岩と接する．また深田周辺におい
ては，高屋敷コンプレックスの苦鉄質岩ならびに石灰岩
が右横ずれ変位を表す分布をなしている．このことから
細沢断層がこの位置を通過する．

8. 3　重 力 異 常

陸中関地域内において，低重力異常域と高重力異常域
に関して以下のような特徴を挙げることができる（第
8. 3図）．（i）ジュラ系地層群うち，上位の層序単元（関
コンプレックス・合戦場コンプレックス・大鳥コンプレッ
クス）は低重力異常域（142～155 mgal程度）に一致す
るのに対し，下位の茅森コンプレックス・高屋敷コンプ
レックスは，高重力異常域（147～163 mgal程度）にお
およそ一致する．特に苦鉄質岩からなる高屋敷コンプ
レックス下部（沢山川玄武岩）の分布域では，かなり高
い重力異常（160 mgal前後）が認められる．（ii）深成
岩類を主体とする岩体の分布域は高異常域に相当する
が，平庭岩体と天神森岩体において特に明瞭な高異常
（150～162 mgal程度）の集中が認められる．この高異常
域は，両岩体中で小規模ながら斑れい岩が露出する場所
に一致している．（iii）これらの重力異常域は，北北西
–南南東方向に伸長した特徴を持つ．（iv）南西部におい
て平庭岩体に対応する高異常域は，その東西で北西 –南
東方向の密に並ぶ直線的なコンターによって低異常域と
画される．
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これらの特徴は，それぞれの異常域に分布する岩石種
の違いで説明できる．つまり，深成岩類（花崗岩の一般
的な密度は 2.5～2.8 g/cm3）はチャートや砕屑岩より密
度が若干大きく，玄武岩やドレライトなどの苦鉄質岩

（2.8～3.1 g/cm3）は花崗岩よりも密度が大きい．そのた
め重力的にはチャート・砕屑岩＜深成岩類＜斑れい岩≒
苦鉄質岩になる．

145145
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145145
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第 8. 3図　陸中関地域の重力図（ブーゲー異常）
北上地域重力図（駒澤ほか，1996）の一部から作成．等重力線の間隔は 1 mgal．
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陸中関地域の資源については，（i）遠洋性深海堆積物
（チャート）に挟在して形成された鉱床，（ii）深成岩類・
岩脈の貫入による接触変成作用を被ったジュラ系地層群
中に生成された鉱床，（iii）白亜紀後半から古第三紀に
かけて陸上で繁茂した植物が埋没・熟成して形成された
石炭・琥珀，ならびに，（iv）深成岩類が風化・削剥さ
れ金や鉄などが二次的に沈積した鉱床，などに大別でき
る．また採石や鉱泉も，社会に有用な地下資源である．
以下に，形成時期の新旧によらず鉱床や資源の種別に分
けて列記する．

9. 1　鉄 鉱 床

9. 1. 1　砂鉄鉱床
陸中関地域周辺では，北隣の陸中大野地域内の久慈市
大野から夏

なつ

井
い

川上流・長久保・水
みず

無
なし

を経て誂
あづら

子
こ

の南西に
至る標高 200～300 mの広大な海成段丘を構成する下部
更新統の水無層中に，上記 ivの砂鉄層が層厚約 2～20 
mの鉱床として豊富に賦存している．そのため近代に
なって洋式製鉄の原料として採掘され，1960年代以前
は砂鉄鉱床として盛んに開発された（例えば，Neil，
1925；溪，1928；佐々，1932；小田・野口，1942；渡邊，
1944；鈴木ほか，1953；田村，1987；高橋・南部，2003）．
久慈市近辺における砂鉄の採鉱は江戸時代以前の古くか
ら行われており（田村，1987），その歴史は一説には弘元 –
建武年間（1331–1336年頃）まで遡ると推定されている
（溪，1928）．砂鉄鉱床はかつて「ドバ」と呼ばれていた
（溪，1928；田村，1987）．砂鉄の採鉱は，明治年間まで
は小規模で不安定な事業であったが，大正年間以降には
大規模な採鉱と近代的な工場での製錬事業が開始された
（例えば，鈴木ほか，1953；田村，1987）．本地域では，
久慈市大

おお

川
かわ

目
め

町荒
あら

津
つ

前
まえ

～水無周辺に分布する水無層の砂
鉄鉱床を対象として，大規模な採鉱が行われた．これら
の採鉱地区は「元山地区」と呼ばれ，その砂鉄鉱床は「元
山鉱床」と呼ばれた（鈴木ほか，1953）．これらの砂鉄は，
かつては “久慈砂鉄 ”として有名であり，日本有数の砂
鉄鉱床として知られていた（例えば，佐々，1932；鈴木
ほか，1953；田村，1987）．本地域では元山地区のほか，
久慈市小

こ

久
く

慈
じ

町田
た

高
こう

良
ら

南西にある「砂場平」（別名：滝
上平）でも砂鉄の採鉱跡が認められる．以下では，主に
元山鉱床と砂場平の鉱床について記載を行う．
元山鉱床

第 9章　資 源 地 質

（中江　訓・工藤　崇・鎌田耕太郎）

元山鉱床での採鉱・製錬事業の沿革は，小田・野口
（1942），鈴木ほか（1953），田村（1987）に基づくと以
下のようにまとめられる．比較的規模の大きな採鉱・製
錬事業は，1920年に株式会社常盤商会によって開始さ
れた．しかし，好結果を得るに至らず 1928年に事業を
中止した．その後 1937年に，蓬莱殖産株式会社に鉱業
権が継承され，大規模な探鉱と砂鉄製錬法の技術開発が
行われた．1940年，川崎重工業株式会社が蓬莱殖産株
式会社を買収し，本格的な採鉱・製錬事業が開始された．
本地域の元山鉱床，北隣の陸中大野地域にある黒森鉱床
及び大野鉱床は「川崎久慈鉱山」として，運搬のための
軌道や索道なども敷設され，主に露天掘りによる大規模
な採鉱が行われた．久慈市内には大規模な製錬所が建設
され，1941年には本格的な操業が開始された．元山地
区における 1940～ 1945年の生産実績（採鉱運搬量）は，
274,965 tであった．1945年には終戦により事業が中止
されたが，1950年に川崎製鉄株式会社として事業が再
開された．その後も継続的に操業が行われたが，1962
年には川鉄鉱業株式会社へ鉱業権が譲渡され，事業規模
が大幅に縮小された．その後，砂鉄資源の枯渇，製錬工
場の老朽化，採算の悪化などにより，1967年に製錬所
が操業停止となり，事業は廃止された．
砂鉄鉱床は層状の形態を成し，西方ほど厚く品位良好
とされる（例えば，佐々，1932；小田・野口，1942；鈴木
ほか，1953）．鉱床の厚さは平均 2～ 4 mで，所により
10数 mに達する（鈴木ほか，1953）．渡邊（1944）によ
ると，元山採鉱場では，南北少なくとも 300 m，東西
200 m以上に亘るほぼ水平な砂鉄層が整然と堆積し，そ
の厚さは 3 mに及ぶと記載されている．小田・野口
（1942）では，元山地区における 50 mグリッドの砂鉄鉱
床分布平面図と複数地点の鉱床断面図が掲載されてお
り，砂鉄鉱床の胚胎状況が比較的詳細に明らかにされて
いる．
鉱石は，主として褐鉄鉱，磁鉄鉱，チタン鉄鉱及び石
英砂からなり，これに斜方輝石，角閃石，長石及び雲母
類が混有され，褐鉄鉱により膠結された黄褐色～赤褐色
を呈するやや固結したものが多いが，一部で暗灰青色～
黒色の砂状をなすものもある（鈴木ほか，1953）．鉄品
位は 60 %を最高とし，20～ 40 %のものが多い（小田・
野口，1942）．
採鉱方法は坑道堀と露天掘の併用により，1937年以
降は露天掘が主流となった（田村，1987）．1948年に撮
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影された空中写真によると，元山地区の各所において露
天掘が行われており，表層に分布する水無層を剥ぎ取る
ような形で採鉱が進んだ様子が見て取れる．これらの採
鉱跡地は 1968年撮影の空中写真でも確認できる．現在
ではこれらは全て森林と化しており，往時の様子は見る
影もない．採鉱跡地を示す標柱が存在するのみである（第
9. 1図 a）．なお，本報告の地質図では，上記標柱の位置，
渡邊（1944）で示された採鉱場の位置，空中写真で確認
できた露天掘の位置に，休廃止鉱山の記号を付した．
砂場平の鉱床
砂場平付近には採掘跡地を示す標柱があり（第 9. 1
図 b），至る所で掘り返したような凹凸のある地形を示
す．また，この付近のクロボク層の上位には，褐灰色～
黄褐色を呈する固結した細粒砂岩のブロック状角礫から
なる地層が認められ，これらは採鉱時の盛土と推定され
る．砂場平の鉱床については，1917年に採鉱されたと
いう記録（田村，1987）や，東光鉱業株式会社所属の鉱
区であったという記録（南部，1961）が確認できるが，
採鉱時期等の詳細については不明である．

9. 2　非鉄金属鉱床

9. 2. 1　マンガン鉱床
北上山地北部に点在するマンガン鉱床は多くの場合，
北部北上帯付加複合体であるジュラ系地層群を構成する
チャートに胚胎する層状鉱床であり（加藤，1956；吉井・
吉田，1974；Yoshii，1978；高橋・南部，2003），上記 iに
相当する．北上山地における広域的なマンガン鉱床の調
査はこれまで多く実施されてきたが，その大半は 1960
年代である（例えば，通商産業省地下資源開発審議会鉱
山部会編，1961；通商産業省鉱業審議会鉱山部会編，

1963）．陸中関地域内にも多くのマンガン鉱床の存在が
知られ，その大半は関コンプレックスに見られるが，茅
森コンプレックス・高屋敷コンプレックス・合戦場コン
プレックスにも少ないながら認められる．マンガン鉱床
は古くから稼行の対象となっていたが，そのほとんどは
小規模な開発に止まり，現在では全て廃鉱になっている．
マンガン鉱床は産する主要初生鉱石の種類によって，ブ
ラウン鉱鉱床・炭酸マンガン鉱床（菱マンガン鉱を主と
しハウスマン鉱やテフロかんらん石・ばら輝石などを伴
う）・珪酸マンガン鉱床（テフロかんらん石・ばら輝石
を主とする）に三区分される（吉井・吉田，1974；吉田
ほか，1987）．これまで記録のあるマンガン鉱床の一覧
を第 9. 1表に掲載し，そのうち主要な鉱山を以下に紹介
する．
関鉱山
本地域中央部北西寄りの久慈市山形町関から北西約

500 mに位置する．周辺には，高屋敷コンプレックスを
構成する粘板岩質泥岩・砂岩と共に珪質泥岩を伴う
チャートが分布する．南部（1959）ならびに高橋・南部
（2003）によると，塊状チャート中の裂罅を充填する小
規模な鉱床であり，鉱石としては二酸化マンガン鉱のみ
で品位も低くMnO2が 20 %程度である．本鉱の発見は
明治期であるが未開発のまま放置され，昭和 15（1940）
年から探鉱が開始された．しかしながら昭和 20（1945）
年に一旦休山した後，昭和 39（1964）年頃再開したが
成果なく，再度休山した（南部ほか，1969）．
川井鉱山
本地域北西部の久慈市山形町猪瀬北西方（日野沢）に
位置する鉱山であり，関コンプレックスのチャートに胚
胎する．鉱床は下盤・上盤とも塊状チャートに付随し，
平均層厚は約 2 m（肥大部で 10 m）である．鉱床に近

(a) (b)

第 9. 1図　砂鉄鉱床の採鉱跡地を示す写真
（a）元山採鉱場跡の標柱（北緯 40°9′3.59″，東経 141°42′26.18″）．（b）砂場平の採鉱場跡の標柱（北緯 40°8′28.46″，東経

141°42′52.67″）．
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鉱 ⼭ 名 所 在 地 鉱 床 名 産 状 鉱 ⽯ 沿 ⾰ 層 準

坪 ⽳ 久慈市⼤川⽬字坪内
北鉱床，
南鉱床

チャート中に胚胎する層状鉱床
⼆酸化マンガン鉱，
珪酸マンガン鉱

⼤正年間と昭和15年頃に採掘されたが，戦後の
採掘実績はない．

⾺ 内 久慈市⼤川⽬字⾺内 チャート中に胚胎する層状鉱床 ⼆酸化マンガン鉱 昭和初期から採鉱されており，

繋 久慈市⼭形町繋 チャート上盤側の鉱床 ⼆酸化マンガン鉱
昭和14年に試掘権を得たのち，同35年頃まで稼
業．

新 ⽟ 久慈市⼭形町繋
倉⽊沢本坑，
奴⼊坑など

不明 不明 不詳

沼 袋 久慈市⼭形町沼袋
北鉱床，
南鉱床

チャート中に胚胎する層状鉱床 ⼆酸化マンガン鉱
昭和4年に探鉱を開始し終戦まで稼⾏．その後
昭和25年から探鉱を再開したが同28年に休⼭．

清⽔川
久慈市⼭形町
川井字清⽔川

１号鉱床，
２号鉱床

チャート中に胚胎する層状鉱床
珪酸マンガン鉱，
⼆酸化マンガン鉱

昭和7年または8年頃に露頭が発⾒された．同31
年に探鉱・採鉱を開始し，同42年まで稼⾏．

真 ⾨ 久慈市⼤川⽬字真⾨ チャート中に胚胎する層状鉱床 珪酸マンガン鉱 昭和32年に探鉱を開始したが，すぐに中⽌．

三⽇町 久慈市⼤川⽬字真⾨
北鉱床，
宗前鉱床

チャート中に胚胎する層状鉱床 珪酸マンガン鉱
昭和30年に試掘開始．同33年まで稼⾏したが，
その後休⼭．

関 久慈市⼭形町関 チャート中の裂罅を充填した鉱床 ⼆酸化マンガン鉱
明治期に発⾒された後，昭和15年に探鉱に着⼿
したが，⽬⽴った採鉱の実績なく休⼭．

光 沢 久慈市⼭形町⼩国 チャート中に胚胎する層状鉱床 ⼆酸化マンガン鉱
明治期末に発⾒・稼⾏されたらしいが詳細は不
明．昭和25年〜35年頃に探鉱されたが，その後
休⼭，

川 井 久慈市⼭形町⽇野沢 チャート中に胚胎する層状鉱床 ⼆酸化マンガン鉱
昭和8年に露頭が発⾒され，昭和10年に開発さ
れた．昭和37年に休⼭．
その後再開したが，昭和58年に廃⼭．

第２川井
久慈市⼭形町
川井字上猪瀬

チャート中に胚胎する層状鉱床 ⼆酸化マンガン鉱 昭和32年に探鉱されたが，成果なく休⼭．

第２旭
久慈市⼭形町
川井字上猪瀬

チャート中に胚胎する層状鉱床
⼆酸化マンガン鉱，
珪酸マンガン鉱

昭和37年に露頭が発⾒され，同38年に稼⾏開
始．

滝ノ沢 久慈市⼭形町滝ノ沢

上ノ沢鉱床,
上ノ沢新鉱床,
下ノ沢鉱床,
本家裏鉱床

チャート中に胚胎する層状鉱床
⼆酸化マンガン鉱，
炭酸マンガン鉱，
チョコレート鉱など

鉱床発⾒の経緯は未詳．昭和20年に⼀旦中断し
同37年頃に休⼭．

⾝ 沢 久慈市⼭形町川井 チャート中に整合に胚胎する鉱床
⼆酸化マンガン鉱，
珪酸マンガン鉱

昭和12年頃に露頭が発⾒され，同20年まで稼
⾏．同26年〜36年頃に断続的に探鉱された．

⼩ 国 久慈市⼭形町⼩国
⼩国鉱床，
⼤峯鉱床

チャートに整合に随伴する鉱床 ⼆酸化マンガン鉱
昭和12年に試掘権が設定され終戦時に休⽌．昭
和24年に再開されたが，同36年に休⼭．

豊 ⼝ 久慈市⼭形町⼩国 チャート中に胚胎する層状鉱床
⼆酸化マンガン鉱，
炭酸マンガン鉱，
珪酸マンガン鉱

昭和15年に開発に着⼿され，同35年頃まで稼⾏
された．

茅 平 久慈市⼭形町茅平 チャート中に整合に胚胎する鉱床 珪酸マンガン鉱
鉱床の発⾒時期は未詳であるが，昭和9年に⼆
⼜鉱⼭として採掘を開始．その後断続的に採鉱
されたが，昭和35年頃まで休⽌．

合戦場C

茅森C

⾼屋敷C

関C

第 9. 1表　陸中関地域内のマンガン鉱山一覧

南部ほか（1969），高橋・南部（2003）及び山形村誌編さん委員会編（2015）を基に作成．C：コンプレックス

接するチャートは紫色～淡赤色を呈する（高橋・南部，
2003）．露頭は稜線部の西側に三ヶ所あり，露天掘りさ
れた．主要鉱石は二酸化マンガンで，品位はMnO2が
68～70 %である．そのほか，菱マンガン鉱・珪酸マン
ガン鉱を伴っていた．本鉱床は昭和 8（1923）年に露頭
が発見されたが，昭和 37年（1962年）に一旦休止し，
昭和 58（1983）年頃に廃山となった（南部ほか，1969）．
昭和 15–20（1940–1945）年間の生産量は，7,935 tであった．
川井鉱山には川井鉱床・中部露頭・カッチャ沢鉱床の三
つがあるが，ほぼ同一層準に位置する．
滝ノ沢鉱山
本地域北西部の久慈市山形町滝ノ沢北方に位置する鉱

山である．川井鉱山より上位の層準に当たり，合戦場コ
ンプレックスとの境界に近い関コンプレックスのチャー
トに胚胎する層状鉱床である．南部ほか（1969）及び高
橋・南部（2003）によると，上ノ沢鉱床・上ノ沢新鉱床・
下ノ沢鉱床・下ノ沢裏（本家裏）鉱床からなり，品位は，
上ノ沢鉱床ではMnO2が 70～75 %，下ノ沢裏鉱床では
MnO2が 35～45 %であった．二酸化マンガン鉱と炭酸
マンガン鉱が主に採掘されたほか，鉱床の下部や二酸化
マンガン鉱の中心部に残存した菱マンガン鉱やチョコ
レート鉱，また鉱床中の断層や裂罅を埋めた高品位の二
酸化マンガン鉱も稼行の対象とされた．鉱床発見の経緯
については，詳細は不明である．昭和 13（1938）年に
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鉱区が設定され昭和 36（1961）年頃まで採掘されてい
たが，昭和 37（1962）年に休山し，昭和 54（1979）年
に廃山となった．この間，二酸化マンガン鉱が 4,160 t，
金属マンガン精鉱が 1,160 t生産された（南部ほか，
1969）．
小国鉱山
本地域中央部南西寄りの久慈市山形町上小国南西方に
おいて，新田沢と細沢の中間に位置する鉱山である．周
辺には関コンプレックスを構成するチャート・珪質泥岩・
粘板岩質泥岩が繰り返し露出しており，南部（1959）な
らびに高橋・南部（2003）によると，層準が異なる二つ
の層状鉱床（小国鉱床・大峰鉱床）がある．小国鉱床は，
N20°～30°Wの走向で 60°～70°西傾斜を示し，層厚は数 
cm～30 cmの間で膨縮する．下盤は層状チャートであり，
上盤は塊状チャートである．大峰鉱床では，N30°～
45°Wの走向と約 70°の西傾斜を示し，層厚は肥大部で
3～5 mのレンズ状をなす．二酸化マンガン鉱の品位は
MnO2が 40～50 %である．本鉱床は，昭和 12（1937）
年に試掘権が設定され，新田鉱山（後の大峰鉱床）とし
て精錬鉱を年間約 300 tを出鉱した後，昭和 20（1945）
年に休山した．その後，開発・休山が繰り返され，昭和
36（1961）年に休山，昭和 48（1973）年に鉱区が廃棄
された（南部ほか，1969）．
豊口鉱山
上記小国鉱山より南東に位置する鉱山である．周辺の
地質は小国鉱山と同様に関コンプレックスのチャート・
珪質泥岩・粘板岩質泥岩から構成され，これらはおおよ
そ N50°Wの走向で 80°前後の西傾斜を示す．鉱床は 1
番坑から 3番坑があり，それぞれ黒色層状チャート中に
胚胎している．二酸化マンガン鉱・炭酸マンガン鉱・珪
酸マンガン鉱などからなり，品位は低くMnO2が 20～
45 %程度である（南部，1959）．本鉱床は，明治初期の
調査により鉱床として有望であることから，昭和 15
（1935）年に開発され昭和 25（1950）年まで稼行され，
この間に精錬鉱約 3,000 tが出鉱された．昭和 33（1958）
年から昭和 35（1960）年まで操業が続き精錬鉱約 100 t
が出鉱されたが，その後休山した（南部ほか，1969）．

9. 2. 2　金鉱床
金鉱床としては荷

に

軽
かる

部
べ

・明
みょう

神
じん

（久慈市山形町荷軽部），
高根・舘平（久慈市山根町深田）などの鉱山で採鉱され
た記録がある（加藤，1956）．鉱量・品位とも然程優れ
ていなかったので，時代の動向によって稼行したりある
いは休山したが，昭和 59（1984）年時点では全く掘ら
れていない．砂金は，砂鉄層の下部の礫岩中に多く見ら
れ，馬渡川・夏井川の上流及び水無・木売内などで採掘
された．
高根金山
久慈市山根町高根付近に所在した記録がある．西和田

（1907）によると，本金山についての登記はないが，元々
南部藩の鶏坂金山として稼行し天明年間（1781–1789年）
に廃山したとの口伝がある．明治 32（1899）年頃から
採掘が再開され，同 39（1906）年には約 9 tを採鉱した．
周辺には高屋敷コンプレックス中部の安家石灰岩を構成
する成層石灰岩・泥質石灰岩・石灰質泥岩が分布し，こ
れに岩脈（原文では玢岩）が貫入している（上記 iiの
鉱床に相当）．母岩の石灰岩と岩脈との間には硫化鉄を
伴う石英・カリ長石・雲母などが晶出しており，金はこ
れらに随伴する（西和田，1907）．

9. 3　非金属鉱床

9. 3. 1　珪石鉱床
珪石鉱床は成因に基づくと，ペグマタイト鉱床・石英
脈鉱床・珪岩鉱床に大別できる．北上山地北部には前二
者の鉱床もいくつか知られているが，多くは珪岩（チャー
ト・石英質砂岩・珪質片岩など，SiO2含有量の多い岩
石を資源として扱う際の名称）が珪石鉱床としての採掘
対象となっている（佐藤，1967）．珪石鉱床とその採掘
などに関する資源調査報告としては，岩手県商工労働部
鉱工業課（1983）や高橋・南部（2003）などがある．陸
中関地域内で大規模に採掘が行われているのは，久慈市
小久慈町で稼行されている小久慈鉱山である．そのほか
に，久慈市山形町明神や葛巻町安家川上流域に分布する
チャートについては，岩手県商工労働部鉱工業課（1983）
が珪石資源としての推定埋蔵量を算出し化学分析値も示
した．これらの周辺には，ジュラ系地層群が分布する．
小久慈鉱山
小久慈鉱山の稼行状況については，高橋・南部（2003）
ならびに東立鉱業株式会社（https://kuji-kohun.co.jp/toritu/
index.html：最終閲覧日 /2020年 8月 25日）に基づいて
記述する．
昭和 38（1963）年に採掘が開始され，現在での珪石
鉱床の稼行範囲は東西 200～ 300 m，南北 700 mに達す
る．採掘方法は，ベンチカット方式による露天採掘で
チャートを大規模に掘削し，鉄鋼・セメント原料として，
月間 8,000～9,000 t生産・出荷されている．周囲のジュ
ラ系地層群（高屋敷コンプレックス）は，北北西 –南南
東走向で 60°～70°で西に傾斜している．広域接触変成
を被り，珪石の石英結晶が 20～70 μmに揃った特徴を持っ
ている．鉱質は中央部で SiO2が 96 %以上，Al2O3が 1 %
以下，上盤・下盤側とも SiO2が 93 %以上，Al2O3が 2 %
以下である．

9. 4　砕　石

陸中関地域においては久慈市小久慈町と山形町小渡
に，比較的大きな砕石場が見られる．どちらも，ジュラ
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系地層群（北部北上帯付加複合体）の分布域に位置する．
小久慈町では長内川左岸（北側）で，主に高屋敷コンプ
レックスの砂岩泥岩互層を対象に稼業し，右岸（南側）
では同一層準の砂岩泥岩互層を対象に採掘した跡地が残
されている．小渡では遠別川を挟んだ対岸において，高

屋敷コンプレックスの砂岩を採掘している．

9. 5　鉱　泉

新山根鉱泉

第 9. 2図　陸中関地域内の鉱泉・湧水の所在地
鉱泉ならびに湧水記号に付された数字は第 9. 2表の番号に一致．地質図にも同一番号を付記した．
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1 ⼩⽥瀬清⽔ 久慈市⼭根町⼩⽥瀬 17 うるべの泉 久慈市⼭根町端神 33 宮沢の泉 久慈市⼭根町細野
2 千助の泉 久慈市⼭根町下⼾鎖 18 姉妹の泉 久慈市⼭根町端神 34 利休の泉 久慈市⼭根町細野
3 ⼦宝の泉 久慈市⼭根町保礼羅 19 産湯の泉 久慈市⼭根町端神 35 端神川源流 久慈市⼭根町端神
4 下⼾鎖清⽔ 久慈市⼭根町下⼾鎖 20 清⽔川の泉 久慈市⼭根町端神 36 細野川源流 久慈市⼭根町細野
5 下⼾鎖鉱泉 久慈市⼭根町下⼾鎖 21 鶯鳴の泉 久慈市⼭根町端神 37 葛形の泉 久慈市⼭根町⽊売内
6 瀬踏の泉 久慈市⼭根町下⼾鎖 22 御坂の泉 久慈市⼭根町端神 38 極楽の泉 久慈市⼭根町深⽥
7 下⼾鎖⽔源地 久慈市⼭根町下⼾鎖 23 端神⽔源地 久慈市⼭根町端神 39 明神の泉 久慈市⼭根町深⽥
8 ⾺越の泉 久慈市⼭根町下⼾鎖 24 ⽔明の泉 久慈市⼭根町端神 40 岩⼾の泉 久慈市⼭根町深⽥
9 中⼾鎖清⽔ 久慈市⼭根町中⼾鎖 25 ⽟露の泉 久慈市⼭根町端神 41 相沢の泉 久慈市⼭根町深⽥
10 ⻯神の泉 久慈市⼭根町上⼾鎖 26 桂の泉 久慈市⼭根町⽊売内 42 ⼤志の泉 久慈市⼭根町深⽥
11 ⻑内川源流 久慈市⼭根町上⼾鎖 27 夫婦の泉 久慈市⼭根町⽊売内 43 川⼜鉱泉 久慈市⼭根町深⽥
12 聡明の泉 久慈市⼭根町下⼾鎖 28 宴の泉 久慈市⼭根町⽊売内 44 希望の泉 久慈市⼭根町深⽥
13 ⼭根鉱泉 久慈市⼭根町下⼾鎖 29 地蔵坂清⽔ 久慈市⼭根町⽊売内 45 岩脇の泉 久慈市⼭根町深⽥
14 化粧の泉 久慈市⼭根町下⼾鎖 30 桃の⽊平鉱泉 久慈市⼭根町細野 46 名⽔清⽔川 久慈市⼭形町霜畑
15 ⻑寿の泉 久慈市⼭根町下⼾鎖 31 勝⼆郎の泉 久慈市⼭根町細野
16 若返りの泉 久慈市⼭根町端神 32 ⽿だれの泉 久慈市⼭根町細野

所在地地点 地点 地点名称 名称 名称所在地 所在地

陸中関地域においては久慈市山根町下戸鎖の一ヶ所の
みに，鉱泉の存在が知られている．泉温 15 ℃，ph＝ 10.8
の強アルカリ性，源泉の湧出量は毎分 256 ℓのアルカリ
性単純硫黄冷鉱泉である．金原（1992）では，泉温 10 ℃，
ph＝ 10.2，湧出量毎分 3ℓとされている．源泉湧出量の
減少により併設の温泉旅館は，令和元（2019）年 9月以
降休業に至っている．

9. 6　湧　水

陸中関地域周辺においては，大小様々な湧水が無数あ
る．そのうち本地域内で所在が明確になっている湧水地

第 9. 2表　陸中関地域内の鉱泉・湧水の所在一覧

第 9. 3図　鉱泉・湧水の所在と案内板
（a）山根鉱泉の取水施設．（b）下戸鎖鉱泉と瀬踏の泉への入り口．

(a) (b)

を，第 9. 2図と第 9. 2表に記す（新山根鉱泉も含む）．
地元の久慈市山根地区（旧山根村）では，「山根名水
四十八泉」として整備されている（第 9. 3図）．
陸中関地域の東部には，ジュラ系地層群のうち高屋敷
コンプレックス中部の安家石灰岩が広く露出し，明瞭な
カルスト地形（安家カルスト）を構成する（第 1章参照）．
本地域における主要な湧水は，その多くが安家石灰岩分
布域に見られ，特にポリエ状の低地平坦面に比較的集中
する特徴をもつ．これ以外では，ジュラ系地層群中の苦
鉄質岩類（沢山川玄武岩）や深成岩類（天神森岩体）分
布域にも見られる．これまで，安家カルストに分布する
湧水の化学組成については，岸ほか（1981，1984）や田

環境省「湧水保全ポータルサイト（https://www. env. go. jp/water/yusui/result/sub4-2/PRE03-4-2.  html）」に掲載された「湧水保全に係る
情報調査」（平成 30年度実施）に基づき作成．
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勢ほか（1991）などによって報告されている．さらに柳
沢・岡本（1997）は石灰岩の溶食量評価の観点から，流
入地点・湧水地点の確認を含む流水測定や水質調査（溶
存成分分析）を実施した．その結果，石灰岩分布域のみ
を流域とした湧水と，非石灰岩分布域からの流入や地下
水面に達していると考えられる湧水とは，Ca2+，HCO3-，
電気伝導度の値が異なることが明らかとなった．

9. 7　自 然 景 観

ジュラ系地層群のうち高屋敷コンプレックス中部の安
家石灰岩が，陸中関地域の東部に広く露出し明瞭なカル
スト地形を構成している．その中に多くの石灰洞穴が形

成されている．周辺地域を含め安家石灰岩露出域には龍
泉洞・安家洞・内間木洞など石灰洞穴があり，有名な鍾
乳洞として観光資源となっている．
内間木洞
環境庁の自然景観資源調査（環境庁，1989）において，
陸中関地域では唯一の鍾乳洞として久慈市山形町内間木
から報告されている（第 1. 3図参照）．総延長 6,314 m
を誇り国内で三番目に長い鍾乳洞で，昭和 41（1966）
年に岩手県指定天然記念物に指定された（入洞には久慈
市教育委員会発行の許可証が必要）．昭和 37（1962）年
に学術調査が実施されて以降，地形・地質，生物などに
関する多くの研究がある（例えば，藤井ほか，2011）．
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付図 1　柱状図を作成したルート
K1～K8：茅森コンプレックス．Y1～Y8：高屋敷コンプレックス．S1～S8：関コンプレックス．B1～B7：合戦場コンプレックス．
O1～O5：大鳥コンプレックス．Z3：葛巻コンプレックス．白抜き三角を付した実線はコンプレックスの境界断層を，破線は深
成岩類（岩体）の外郭を，それぞれ表す．Z1と Z2は，西隣の葛巻地域に位置する．
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Geology of the Rikuchu-Seki District

NAKAE Satoshi 1, KAMADA Kotaro 2, KUBO Kazuya 3 and KUDO Takashi 1

ABSTRACT

Outline

The 1:50,000 map of the Rikuchu-Seki District area covers the north-central part of the Kitakami Mountains, Iwate Prefecture. 
The coordinates of the map boundaries are 40°10′10.0″N/141°29′47.2″E, 40°00'10.0"N/141°29'47.2"E, 40°00'10.1"N/141°44'47.1"E 
and 40°10'10.0"N/141°44'47.1"E. The area hosts extensive exposures of Jurassic accretionary complexes, Lower Cretaceous plutonic 
rocks, Upper Cretaceous shallow-marine to terrestrial sedimentary sequences and minor units comprising Miocene intrusive rocks and 
Quaternary deposits. The geological map and summary of the district are outlined in Figures 1 and 2.

During the Jurassic Period, the North Kitakami Belt, including the Rikuchu-Seki District, lay along the eastern margin of the 
Paleo-Asian Continent where an oceanic plate (Izanagi Plate) was subducting. The Jurassic system formed as accretionary complexes 
attributed to subduction-related processes and comprises mixtures of oceanic (basalt and limestone of seamount origin and pelagic 
chert) and terrigenous clastic (mudstone and sandstone) rocks. In the Early Cretaceous, the North Kitakami Belt was affected by arc 
magmatism, followed by the intrusion of plutonic rocks into the Jurassic accretionary complexes. In the Late Cretaceous, shallow-
marine to terrestrial sedimentary sequences were deposited within a forearc basin on the accretionary complexes and the plutonic rocks. 
During the subsequent Miocene Epoch, a broad volcanic arc formed and was active to the west of the Rikuchu-Seki District; however, 
only small intrusive rocks (andesite and tuff breccia) formed in this district. The Quaternary deposits are divided into Lower Pleistocene 
marine terrace deposits (Mizunashi Formation), Upper Pleistocene fluvial terrace deposits and Upper Pleistocene to Holocene alluvial 
deposits.

Jurassic system (accretionary complexes in the North Kitakami Belt)

In the northern part of the Kitakami Mountains, trench-fill deposits of terrigenous origin (sandstone and mudstone), which are widely 
exposed together with deep-sea sediments (pelagic chert), and subordinate mafic (basalt, dolerite, volcaniclastics) and carbonate rocks 
derived from seamounts/oceanic islands, formed as an accretionary complex during the Jurassic subduction. The accretionary complex 
in the Rikuchu-Seki District is divided stratigraphically into the Kayamori, Takayashiki, Seki, Kassenba, Ōtori and Kuzumaki complexes 
in ascending order.

The Kayamori Complex is more than 3,000 m thick and is the lowest unit in this district. It is composed predominately of chert, 
siliceous mudstone, slaty mudstone, silty mudstone and sandstone, together with minor mafic rocks and limestone. The mafic rock 
(basalt and tuff) and limestone are exposed as laterally discrete and small-scale blocks, and the chert is often accompanied by siliceous 
mudstone and forms as laterally continuous sheet-like blocks. The sandstone crops out locally as small-scale blocks isolated in the 
slaty mudstone, but in most cases is exposed as large-scale blocks intercalated with chert and silty mudstone, and the slaty mudstone is 
extensively exposed in the complex. Except for some conodont fossils indicative of the Carnian–lowermost Rhaetian age from chert, no 
fossil evidence has been detected, but the age of this complex is thought to be the latest Jurassic Period.

The Takayashiki Complex ranges in thickness from 800 m to more than 4,000 m and is in fault (Iwawaki Fault) contact with the 
underlying Kayamori Complex. The Takayashiki Complex consists mainly of mafic rock, limestone, chert, siliceous mudstone, slaty 
mudstone, sandstone and a small amount of pelitic mixed rock, and is subdivided into lower, middle and upper parts based on the 
dominant lithologic assemblage of each part. The lower part (Sawayamagawa Basalt) is dominated by basalt and dolerite in lower and 
middle horizons and mafic tuff in an upper horizon. The middle part (Akka Limestone) consists mostly of a sequence ranging from 
calcareous mudstone/muddy limestone, stratified and massive limestone, and interbedded limestone and chert in ascending order. In 
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2 Hirosaki University (former researcher of Geological Survey of Japan)
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the upper part, chert is situated at the base and is followed by slaty mudstone including various-sized blocks comprising mafi c rocks, 
limestone, chert, siliceous mudstone and sandstone. The age of this complex is the Oxfordian.

The Seki Complex ranges in thickness from 1,250 m to 2,000 m and is in fault (Seki–Ōdaira Fault) contact with the underlying 
Takayashiki Complex. The Seki Complex is characterized by thrust-bounded piles of a 'chert–clastics sequence', which is a typical 
succession of the ocean fl oor stratigraphy, and is composed of chert, siliceous mudstone and slaty mudstone in ascending order, with 
small amount of mafi c rock at its bottom, and sandstone and pelitic mixed rock at its top. The age of this complex is the Kimmeridgian.

The Kassenba Complex is estimated to be more than 2,000 m thick and contacts the underlying Seki Complex through a fault 
(Takinosawa–Yomogigamori Fault). This complex resembles the Seki Complex in lithologic composition, which is characterized by 
thrust-bounded piles of a 'chert–clastics sequence', but distinctively differs from the latter complex in having a large amount of sandstone. 
The age of this complex is the Kimmeridgian.

The Ōtori Complex overlies the Kassenba Complex through a fault (Okoshizawa Fault). It is considered to be 1,700 m or more in 

Fig. 1　Geological map of the Rikuchu-Seki District
Miocene intrusive rocks of andesite/tuff breccia and Quaternary deposits, excluding the Mizunashi Formation, are omitted in this map due to 
their narrow distribution. Gr.: Group, C.: Complex, Fm.: Formation, B.: Body.
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Fig.  2　Geologic summary in the Rikuchu-Seki District
Rectangles attached to each stratigraphic unit indicate ages for their deposition/intrusion. For the Jurassic accretionary complex in the North 
Kitakami Belt, dark and narrow lines show the generation of mafi c rock and deposition of limestone and chert. Boundary ages (Ma) of periods 
and epochs (or subperiods) proposed by Cohen et al. (2013; updated in 2020) are adopted in this fi gure. Gr. : Group, C. : Complex, Fm. : 
Formation, B : Body.
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thickness. The Ōtori Complex consists of thrust-bounded piles of a 'chert–clastics sequence', which is a sequence of predominant grey 
chert and overlying siliceous and slaty mudstone with rare inclusion of basal mafic rock. Reddish chert/siliceous mudstone accompanying 
the grey chert is the characteristic lithology of this complex. The age of this complex is the Late Bathonian.

The Kuzumaki Complex is up to 1,000 m thick in the Rikuchu-Seki District and is situated west of the Seki and Kassenba complexes. 
The Kuzumaki Fault divides the Kuzumaki Complex from these two complexes. Slaty and phyllitic mudstones are extensively exposed 
and minor amounts of chert, siliceous mudstone and sandstone are also contained in this complex. The age of the Kuzumaki Complex 
is the Bathonian.

Lower Cretaceous plutonic rocks (Kitakami Granitic Rocks)

Plutonic rocks in the Rikuchu-Seki District belong to the so-called Kitakami Granitic Rocks and crop out as intrusion bodies into the 
Jurassic accretionary complexes. Relatively small-scale bodies, that range in diameter from several kilometers to approximately 20 km, 
are present along the NNW–SSE trending western, central and eastern lines. The Hiraniwa Body included in the western line consists 
mainly of quartz diorite and granodiorite with minor gabbro. The Tenjinmori, Oguni and Numabukuro bodies in the central line are 
composed predominantly of tonalite and granodiorite, accompanied with small amounts of gabbro. In the eastern line, the Kawaguchi 
Body is distributed and is composed of gabbro. Further, parts of the Takinosawa Body consisting of granodiorite are exposed along 
the eastern margin of this district. Age of 122–117 Ma (biotite K–Ar age) have been reported for the Hiraniwa, Numabukuro and 
Takinosawa bodies.

Upper Cretaceous sedimentary sequence (Kuji Group)

The Kuji Group is a shallow-marine to terrestrial sequence exposed along the Sanriku coastal area, the eastern margin of the northern 
part of the Kitakami Mountains, and deposited within a Late Cretaceous forearc basin. This group generally consists of the lower 
Tamagawa, middle Kunitan and upper Sawayama formations, the former two of which are distributed in the Rikuchu-Seki District. The 
Tamagawa Formation, the Turonian–Santonian, demonstrates an upward-coarsening facies composed primarily of conglomerate and 
sandy conglomerate that are intercalated with thin layers of sandstone, siltstone and carbonaceous mudstone. The Kunitan Formation, 
the Santonian–Campanian, is subdivided into lower and upper members; with the lower being dominated mostly by sandstone and the 
upper by siltstone.

Miocene intrusive rock

Approximately 16–15 Ma, intermediate igneous activity occurred and resulted in intrusion of andesite and tuff breccia into both of 
the Jurassic accretionary complexes in the North Kitakami Belt and the Lower Cretaceous plutonic rocks (Kitakami Granitic Rocks) as 
small-size dike rocks.

Quaternary deposits

Quaternary deposits are divided into the Mizunashi Formation (Lower Pleistocene), fluvial terrace deposits (Upper Pleistocene), 
piedmont and valley till gentle slope deposits (Upper Pleistocene–Holocene) and flood plain and lowland deposits (Holocene). 
The Mizunashi Formation consists mainly of unconsolidated sandstone, which is often interbedded with iron sand. Exposures are 
sporadically recognized along the eastern margin of the northern part of the Kitakami Mountains, forming a marine terrace, with an 
elevation of 240–300 m. The fluvial terrace deposits are composed mainly of gravel and sand, and are narrowly and spottily distributed 
along rivers. Regardless of their genesis, all gravel-dominant deposits forming taluses, alluvial cones and fans are assembled in the 
piedmont and valley till gentle slope deposits. The flood plain and lowland deposits are composed of gravel, sand and mud, and are 
narrowly distributed along rivers forming distinct flat plains.

Geologic structure

Geologic structures characterized by NNW–SSE to NW–SE trends are remarkable in the Rikuchu-Seki District; they comprise 
primary unit-boundary faults, bedding and cleavage planes, and folds of accretionary complexes with a zonal distribution of plutonic 
rocks. These structures were formed during the Jurassic to the Early Cretaceous. Post-Early Cretaceous high-angle faults comprise two 
types, longitudinal and transverse, which cut the Jurassic accretionary complexes and Lower Cretaceous plutonic rocks. The strike of 
the longitudinal faults is parallel to that of the NNW–SSE-trending regional structure in this district, whereas the NE–SW-trending 
transverse faults crosscut the longitudinal faults as well as the regional structure.
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裏表紙写真説明：
〔左上〕 赤色チャートの薄片写真（大鳥コンプレックス）．構成粒子は微晶質石英の集合となっ
て基質を構成し，その中に長径 0.1～0.2 mm程度の楕円形や棒状を呈する多量の放散虫遺骸
が含まれることが確認できる．赤色を呈する原因は，基質中に含まれる細粒な赤鉄鉱粒子に
よる．
〔右上〕白樺平ドリーネ．安家石灰岩（高屋敷コンプレックス）の分布域には明瞭なカルス
ト地形が見られる．これは，平坦な頂部をなすカルスト台地とドリーネやウバーレの窪地な
らびにポリエと呼ばれる低地平坦面から構成される．
〔左下〕小久慈鉱山の露天掘り場（久慈市小久慈町）．この鉱山では，チャートを主体とする
珪石が多く採掘されている．陸中関地域から北東方に広がる海成段丘（広野面（MIS17）及
び三崎面（MIS15）に相当）は，この採掘場背後の遠方に見られる平坦面を形成している．
〔右下〕玄武岩からなる枕状溶岩の露頭．川又川流域には沢山川玄武岩（高屋敷コンプレッ
クス）が分布し，枕状溶岩の好露頭が多数観察できる．

写真については，中江　訓（左上，右上）と工藤　崇（左下）により撮影されたほか，武藤　
俊（右下）からも提供を受けた．

Back Cover Photo: 
〔Upper left〕Thin section of reddish chert (Ōtori Complex). Many radiolarian remains (approximately 
0.1−0.2 mm in length) are moderately preserved in the matrix consisting of aggregation of 
microcrystalline quartz. The reddish color is due to fine-grained hematites in the matrix.
〔Upper right〕Shirakabadaira Doline. The area of the Akka Limestone (Takayashiki Complex) has a 
distinct karst topography which consists of flat-topped karst tablelands, sinkholes of doline and uvala, 
and lower plain of polje.
〔Lower left〕An open-pit quarry of the Kokuji Mine (Kokuji-cho, Kuji City), where a huge amount 
of silica stone dominated by chert is mined. The marine terraces corresponding to the Hirono Surface 
(MIS17) and/or the Misaki Surface (MIS15), which are distributed to the northeast of the Rikuchu-
Seki District, topographically form the flat surfaces far behind the quarry.
〔Lower right〕An outcrop of basalt pillow lava. Basalt is a representative component of the 
Sawayamagawa Basalt (Takayashiki Complex) and pillow lavas are commonly found in the 
Kawamata River basin.

The photos were taken respectively by NAKAE Satoshi (upper left and right) and KUDO Takashi 
(lower left), and the photo on the lower right was provided by MUTO Shun.
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